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神 苑 の 朝

非 常 時 に 直 面 す る 新 春 の 建 築 界

プ. 墜 I，g.-I:
片 岡 安

我限|は今や古今. - 1-;: 竹千i の危機 lこ也 I白( して h
l
:' る否千歳一遇の非常 時局に粂り 11¥しf この であ

る 。我 ＩＮ， ＧＺ［｛ＺＱＱＱ ＱＨ肢 が Ｊ ｉ Ｚ Ｚ ｾ のうど火勢 力 としてその 羽翼を大陸に延ばすべき灯ーが ｩ の 機令 ｾｴ 足ら へ

Tこのでや: ＼ 尺の ， ｗ へ＿こ 一大使 命 ｪ 主 成の ｩ ，ｲ ￭ｾｾ ＲｬＺ ｦＺＺＧ［［Ｚ に去っ ｦ こと 見 て差支がな ｌ 、。同 ＱＨ 精神 線 、 動

｛Ｑ に依 ってＭ ｪＮ ｵ 民衆 の 緊張 ｪ 氏 ｬ ｊｻ ｦ 揃 卜 λ こも昨巴ならしめ 、 戦が ， ｪｾ の爪躍と ｩＪ 後 の謎 りは相 呼

f . l ，色してそ ο .itn' ill を殻れ1" しつ h この使命法成の序幕は D/.Jか れ て万; る のであ る。



Ｍｉ ｬｴ ノ ヤｾ 築外にわるものは 一般凶 ｩ 己 としてのイ刈 ＱＺ は ｉ ， Ｇｩｬ よりでめるが 、 見起辿 ＱＱ 築 の Ｔ 』ｌ川町仁 ｱ叩 ｬＧ川 ｉ口つ ＧｊＨ 的 Ｑ ＧＮ内 Ｔ句 ｪ片 ｉ識法船［比 ｌ と

技f能i出Eとに (1. ，依t火〈り て こ の 蹄bか，ししい、づi

オ米七の 我F仰附k司|ゆの Ｇ ｉ ｾ三司司 不和利 ｉｉＨ 内が的 ｬが内 Ｔ竹 ｪ 及文［ 化1及えU 'if1

ｅ要 Ｒ に辿 られて Ｔ米ＨＱ七 こので 、 Ｇ ～ ｬ に ａ り で は我々が年来強三 ｉ ，Ｇ， ｊ し てＧ ｾ Ｈ 1:  K1¥ Il i  it 弘: の民現在? 2:要と し

タ トに ありでは ｫ ｬＢｎ の勢 力倒内に於 げる＿村 山 の ｾ ，［文Ｚｴ ＺｦＧＡ ，の ＲＺμ 完 全 合 ｉ［ ￭ｾ ｬ せねばならぬ 情勢に ｾ ， ｲ ，Ｚ

ぎIJ つにのでゐる o K1¥ ､ｩ に於 ける ｰｽｪ 火 ｊ 也阪 の［ｪ ｪｉ ｊ ｾ と とその民 現の ＲＭ 吏を 叫 ぴつ〉察 もう ｬ こ その Ａ 1  

ＨＱ りが述成せられきずるｴＭｪＭ ｉ Ｈ 二時代 ｴ ＮＺｴＮ Ｚ ＲＺ 逃し て 、 ｊｬｩ に Ａ［三裂に備ふるの ｂＡ 築物のえ ＱＱ ，没 を Ｎ ｾ務とする

よ うにな っ ｦ こ ことは 、 我々ｼ崎氏の ｊ 市立を ＿ 哨 しにのでめるが 、￭Ｕ Ｑｾ 出 ｉｈ ＺＧ 排し でもその ｾ ｩｬｩｬ ｌＧ ｲ を究

明せねばな らぬj延命に主IJ 消 し に の で める D

同防来日前の振興 と 同 防 強 化 の 光 氏の1. . '::; めには我凶i 亡の令官E ) J を手;ji 合師ーしてそのlt 現 に

@; f u せねばな らぬ のでめる o li' ij して そ の 民現に' ，::: ; ｾて現 ＨＱＺ のｾＢさ脆材なる集 ｬ 鋼＿ニる都 ､ ｩ 金

本 械 とする こと は !m(りに も危険王阪で あって 、現代の市1 ' li ' j 史時代にはlt にli 制梨そのものと

も， ; ふ べ き で あ る 。 枇 近 支 部 各 地 に 於 げ る 我 :λ"I( 飛行隊の市民にその例を 比るも、 :- fi し彼

メ ＺｊｬＱ｜ の都 心 の え ｴ ， ｩ 文物 が我悼 ｼ のｾＢ ｾ＠ -+:・ili 建築の集| 唱での つにと す れ ば 南 '1' ｊＺＺのぷ ｊｽｉ｜ ＮＯ￭ Ｑ ｾ L0， (.:t. 今

( 立与三<J : 也卜. よりその) 訟を淡しにであろふと j山 まれる 。

-I lt 々は 牧 師¥､ｩ の 式 ノ 装強化 ｾｉＺＧＺｪ ｾ Ａ らせる乙 と数 ｬ 夜 、日市 叫 ｩｩ 子 ＿ の ｬｉ ｩ ｴ ，きる 臼に Ｇｩ［ＧｾＧ "二部i li B! 泣 物 の

ｾｊＨ ｩｬｬ の ＲＺ 婆を ｉ 叫 んでボ ｦ このでめる。え十数年以前よ ＱＩ 数 ＮＮＺｪＨ Ｇｉ ｾＺ［ ［＠ ｦＧｾ ｊ＠ ｴ こ ，， Ｂｊ ひ ｾｪｪ 火 住築の促 進ｾ 献

策 し て 米fこので め る。而 し てその ;i l' TH: のj，( n("J (こも i叫んとして (， 'j !̂F>"- るべきものなく今 rl に

主IJ つ にのでわ るが、 乙の) I : ' ，; ; ¥"時J t J にl I i lui して i.' ，iJ 1. つ ! l '児むるに於ては我凶 'P}j*主的ブ七百 の制

本 を 向かさ る〉のJぷなさを件ない D 我 行l 十 -fxの |あ) J により !刈涼としてこの 'li :k.. に して し

かも与要なる 川包 の ｗ Ｈｏ ｖｾ にう Ｑ ) J す べ き 時 機 lま切辿 しf このではな L、か。

1 2  



昭 不日 十 年 の 回 顧

葛 野 壮 一 郎

ｾｴＡ， ｷ ， しの版な題 Ｑ Ｑ で 、 え ＱＱ 築左 1111 併の編!l
i
.qの方から ("j か書けとのボであっ 7こ。 水にた分 11

映もイイり . 共 l人j には( ，リか? と: げるつもりでー安，/，!Jイ? にお受けして世 L、fこが、 さて 11 臥も iuって

ボ ｦ こＱＱＧ Ｑ 白 ＱＱ 今日 とな ＱＩ 、 ｾｬｦ いて 見肢 と ｪι って部全保ってみるが 、 ＭＭ ＱＧ 可 顕に組つ に ものが浮ん

で米な い。

建築外 lニーたい川淵営手足込んで 、Hかと JUi うして蒜しでは照るもの〉 、一向 l二回:1:¥1は女11ら

す 、 只少いさく ＱｾＱ 分 の Ｑ ，Ｇ ［Ｑ 悶 の市にのみ雌蹴して Ｉ［ｲ ［ ; s爺 J4の如き lことっては 、イ，>) ヵ: 何やら 位

川の時了 もほ' んやり噂に |出〈科! 立で 、はっきり し? こ事ーは何にも分ら守、-一.2歩L

るでＡ生必ｾ 九 の 』様孟 に ｊ感長じられる夕 外ト はな い 。

ｉｉ Ｚ ｴ￼ なところ ｾ ｦ ｩＺｘ の手元で 言 へば、 ＱＱ 併Ｂ十 二年は 今迄 ｬ こ無い閑散で 、 然も ｴｊｩｴ しい 一 年 ｾ

ft し? こといよ、に過なし、 o ｾｬｉＧｉ曾刷係の仕事 ーー と いっ てもシ じ より大 しに事 はな いが一 一ーも多

<  (1' 前年度で完成し 、それ lこ紛々 新らしし、 ("j物 も な い 糾 ま 何 か耳荊:り の苅は有つでも 、

ａ ｦＮ，， ｜ｾｶ とまる様な ｕ止ま らな い阪 な事 ばかりで 、 つ ｌい、 一年 は 過ぎて了 つ＿ こλｄ 考へてみる と ゴ ｼド 二 Ｗ

に心心、市利制制11川11 <  も}忠1山』ι、Jふλふ、カが; 、士伝丈い If間}目川i日l にはj斯折うし f七こ司功1一も干引j りf得与る筈筈.ι と、自分に都合の宜い様な諦めを

つけて 、ボる可き i長に多少のあ当?を: j t-トりて1jく より仕方がな い現献である。

筆者ばかりが左総力、と忠ふと 、H与々 事務所へやって米る業外の新聞記者等が、ょ、?二言 目

には新らし い 記事が ＱＡ｜ｾ くて ｌ ，ｊＮ［ｉ る々々とこぼして 行 つ Ｑ ］ 。殊 ｬ こ 下 壬 ｼ三 季に及んで 共れが一層甚

しい肢に| 片jヵ，れにところを 忠ひ介せると 、一般にはvとし て宜かっ たとは言へない らし〈感

じられる。

Ｚ むも ＨＢｊ れ の 場介にも除外例とすよ 、 ものはイ Ｗ って 、 反って ＭＧ Ｑ 拍 手よりも多い勾といふ ｉＨ ， ｊ も ｉｾ ｊ

かねではないが、ソじより特l重の場合 tこ過ぎ争、江主計J f . でも ，; 背負芥でーも材料J¥L でも一流Ni は

別 主して 、 ご 流 三 流 以下 が飴り 忙しく無かつに と言ょ 、 のが事貨で ［Ｈｩ ＱＡＡｾ からふ か。

ｾｲ ｾＮ の夕、 ｾ ｉ 人 の試 ο Ｑ ・米 に人 一 倍骨を折る知 Ｉ ｊ 泌が イ Ｑ るが 、 ｾￎ Ｚ ｩｬｻＪ としては除り良 ｴ 慨ひられ

合｜ｾかつにらしし、。 ＨＢｪｬ 侍も合ふＩ立に こ ぼして許 Ｑ Ｉ Ｉ，Ｇ ［ つ に のｾ 忠 λ 、と 、 決して宜し、占で先住い ＱＱ ，

は ｩ リ ｪ かである 。 今 の ｬｩ 上 の ｉｉｾ は 、 ｊ ｾｉ 荷台 Ｎｊ ｊ￮Ｎ るうＱＭ ) J すると i Ｈ ，ｾ 、＿ごりでは公 ＨＢｪ も ｉ ち行けない と

言ふのが事貨なのではなからふか ofよれ は15へてみる主誠 iこ:f ll! 加の fTはない話であるが 、

本 ＢｾＺＺ ｉ の肢に ，ｉｌｬＮ はれる。つ まり ｾｬ､ｊｊｉ や筋合はつれると言ょ 、事 でめる。 い〈 ら 骨 Ｇを＿ 折 つでも筋

3 1  



ヵ;( j ，つ( L 'tlll /J ;迷 っ て 問 て は H にもならな L 、9 A れは市然徒掛に j泌するのは分りI : : J j つ に京 で

ある 。

{ 徐談合t詳 して もらふとし て一一ー

人- 分以前の tーであるが 、生 命 保 険の勧 誘には [-1本 ーに と栄ttl i し、コく:] ，- . 貰共通り 、舌々の

¥"-1こ戸i}j も辺市 !米険勧誘員と は 会 < ｈ ｾ を＿ 具 にして ｽ［ｉ ｾ Ｇ るり ｪ 公安 Ｑ Ｑ って Ｉ， Ｇ ［ Ｇ Ｑ こが 、 えーれがよ 〈此 筋や

旬 ＱＱ の 事 ｩ ｾ ｻ･百円して府つ ｦ こ ｯ Ｚ ｊ 七 時期々々にｦＺｬＧ＼ って 、 此頃 は鈍 物 ｬ ｩｾ さん が 良いと削れば共方 に行

き、材 木 l奈さんが良いと 1切れば 3LJ i ;ブ5'(こ11;ると 言つ に l武lこ、此 JAは共筋々を良 〈見分けて

昨泊のＧ 勧 誘 ｈ の拡 ｮ こ 、 人さ へ 比ればうるさく勧 誘するといよ 、依な ｾ ｊ ｦ Ｈ ［ｴ， ｍ ｬＮ ｊ にしなかっ ｦ こ 。

そこに 此犯 の 伶い所 があり 、 ｽｩえ Ｚｲ Ｉｊ があ っ ＱＺ肢に ｾＮＡＮ られる。

主主築と _ ' r1 l二三つでも lt( 立多N[ 多 ); 1白( でわる G い〈 ら材料やヂ¥: ' ，) ヵ; r: ':j < とも 、いやでも

憾でもやらなりればならね建築が一方に引るかと忠ふと、必裂は 1必裂としても差賞り 一年

や Ｂ ｰ ，Ｚ［ ，立を争って ｬｬｩ らなければならぬとすふ程のもので無い物も ｾｦ ｬ ＧｩＺ ｲ ［ ある。叉 共粧管が 全然

j/6/人的 に泌す るものと 、合 Jl i/JL: 他の公共闘関に属するものとにもたきな差が有り 、替 利 t二

院討すると防jせざるとにも 亦 伶段、附 l!i の1W主がある。

やはり ｾ ｌＺ ｮ ， 々々の筋力 ｦ 千 ｻ り ｾ ｕｉ がＮｗ［ってｽ， Ｇ ＺＧ て 、 そ れカ ［ＩＧ ｌ ベて隣組な く爪況 ｾｎ して央れる

と'" 分 は 無 い の で イ{る が 、 (，リl時でも k 肢とはうまく 'jj かぬのが本筋である。

ー 尤も ｩ ｬ ｩＯＺ令的 ｴ こ Ｇ ド陪 な 、 又れが ｦ 的｛こみでも 、 そ の ｾ ｊ 況不況 は兎に ｴＨ ｬ として 、 比較的波澗 の

少な い歳に は 、此多 ｎ｛ 多 Ｉ［Ｑ 白Ｈ の ｩｬｬ ｾ 裂がた鴨足 却 を μ ＡｬＨＮｦＧｲＡ Ｑ 主まで 揃 へてｾ ｪＨ事 Ｏｊ ｱ ＯＧ ， ?f <: るが 、k

椋でなくｾ ｉＮ Ｚ Ｉ 長 ｬ こ ＨＢｊ か ｩ ｬ ｩＯ Ｚ令 的 余 ｩ ｴ ｴ 内的にたさな槌謝と』 ｦ つ にものが現 ｬ まれ て 司えると 、 此足並 ｴ

J ふものは忽も乱れてポる 。- ) j に) ¥宇治に忙しい );1断力 2川?f ( る か と，Iι ふと 、J ;') j には反射

に ｉｾｊ 散ＧｳＮ部分が現はれる 。 比 較 的忙 しい Ｉ｝Ｑ 飢こＭｲＧ ｦ ｻ･突込んでＩ ， Ｑ ｾ Ｎ る ｪｪｦ ｬ ｜Ｇ は 、 一 向に不況らし

い( ' ' . l ! 仰をも感じないが ‘ 反主J にi剥i投な|口] に人'} O ，ｸ Ｎ Ｈ こ は 、 ，包Ｚにイ よ ｊｾｌ ，Ｚｾが 華経って ＿ｪＨＱ こ 隊 ｴ こ Ｎ ｉｙ Ｎｉま

れる D 是れは止を得ない事である D

米 ー パ ーでも Ｑ Ｑｬｾ光 の 見 え る方 は 常 に経 ｴ 向井の樵診に ｪ 主 主主Ｚし て 、常に新 らし い筋やｾＯ Ｑｉ の 附祈 念

;な l) 争 、:JL: れ々々 r，f，協 の 場所ーを 設J，.!， し、如 何 lこか対k持 経 僚 が*'Nげられるが 、在肢でない /(，J

になると 、，J :l こ慌て 11¥しであせってみても、 一 1"' J物 に ならぬとし寸、結ー洪 となる 。 今の業外

企見渡し て い 切Jtl こ此j己主力: 引るやに忠はれる が事貨は如 何か 、委しい丹江主は筆者には分

らな い 。

ｾｾｸｾ＠ ， Ｍ おのみ・は業おとは人 Ｍ 分 ＮＧ ｊｦＧｨｬｦ が迅 Ｍひはしな し、 かと ｪ ｡ 」 、 。 ｊｾｦｴ 々々 の士 ＯＱＯ があり Ｎ )  lA，t¥"J  

とする 川、 得意Ｎとする Ｉｖ ￭ が 、 ノ ト では大 凡 そ 分れて米 て ｽ ｾ ｉｾ Ｇ る桜に ，目 、はれる ｯ ｾ ＯｉＯ の主いＡ益金 引

って I，';' o 人は 、 (，リ等野せす' して U:ヰiーが次から 三たへと /[ '， て? f ( るが 、1. /1/ が .r[ i . いと 、いく ら骨をT

ｊ 庁 つでも ー Ｏ ， ｾｊ Ｈこ仕事は 川 て 米なし、 Ｐ ＷＩＨ の ｊ ＡＡｾ ｬ 、 ｦ 貯 は い〈ら以 つでも ｗｫ ｲＭｬ である。
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火力， ら火へと 新 ら しい'1111金見 1"，して、 j l :t L'を!J :Hfi して 1j  ( 事力: 必要ピ カ: 、 j必止れ は l中|い1 宇々判i-

の折 れる{ 付仕f士てf

主築奈と しい 、つ ｦ七こ ｪ風重武ｾ Ｈに こλ 、 ｪ共 Ｔ 庇に ｼ臼斗ら＿得尋意 と ＱすＭる ｽ Ｙ引列 ｪ Ｇ Ｏｊカ ｦ 分カか，れて 、 時計稗ではな〈 とも 、(.1:宅 金主と

する主主築家の刈 へ 、 仁場建築 を捻ぎ込まれる阪な場合は会:っ て 少 く な い 滞 で千T る1)> ら、:j{:

ｾ物 の 筋 々 に 依 る 消 長は 佑 れな い ので有 る 。

今日 の 建 築家は 、人Ｍ 部分の 人 は百 貨 ｽ，ｩＮ ｩ 式に ＨＢｪ でも 引 ｾ ｩ Ａ ｴ 主誌 に やって か Ｚ ［ るが 、 設 ＧＱ Ｇ Ｍ 時 代は

i些々 とl ) i l"J(i"J な 機j泌を1変求する 時代 に 入 っ て j計るのではな いかと- l 5 へられる 。よ も 綜 合的

な 作機)泌 を集 めた大建 築 事 務所 の椋 なものが1 ' j るとすれば、 自らそ れ は}J IJ! Iり題 であ る。現

に ｊｬ 止近 ＪＵ［ Ｈ 方 ｬ 白 ｩ で は 事 局主 ｉ 策 とし て 、主主 築事ー務 所 の介 ｉ ，ｾ が う ｬ ｆ 策 さ れ て 肘 る や ｬ こも 聞 い て 川

る ｄ と丸らかと 言 ふと Ｉｾ ￭ う しにものが今後は 要 求 せ ら れるの で 不正って 、 Ｑ Ｑｾ Ｑ 人々々 の アトリ

ヱ 式 の も の ｌ ｩ ｾ ト股 のもの 以 外は 、 主 主 Ｇ ｩｾ にヲ ｼ ニ Ｗ ｩ ｴ に宇 ｬＧ の折 れ る時代に入つ ｦ この で は なし 、かと筆

おは; } s へ て)，1る。

1'41¥i;rrする と附 f rl 12匂訂正 、Il iI: 令 (I" J に もうIF粧 術 的 にも 、決 して-"F- f ，B: 無事な足立ではな力、 つ fこっ

前 年 ｊ く の ［ｉＺｩ ｫ 村 その 他ｾ 築 材 料 の Ｕ ｾＧ ， ［ ｾｾ Ｇ・ Ｑ ｊ｟ 騰ｪ｟ Ｇｩ に ｫｦ ｩ っ て 、 ， ｾＺ ｬ こ 餓機 内 の Ｑｉ ｦＭ び 怜 が 伐んじな り 、

ｊｾｗ ＮＮ 人 のおｩｬＺ ｬ こｼ 剃 寸る ｉ ｾ ￞ ｊ 心 力Ｚ 、 持 て Ｑ Ｇ Ａｾ い デ リ ケ ート さをぷし Ｑ ］ 。一 時的＿ご と ｲ ［ ふ ｸ も イイ れば

'J 7;分 は 如 何 と もな らぬ と:11: 11次寸 る 行 もあ り、住詑区々 の l刊に Hをjまる Î J Y，'/，l なとも 支那 事 援

の 判設 とな り 、 ｩ ｬ ｫ 初 ｬ 立 不 ｾ｛ｉＡ ん と ｩＺｖ 局も同 氏 もＧ［ｽＵへ て ｲ，ｲ， Ｇ Ｑ こも の が 、 北支から訟に ＱＩ毎まで燐

がる 一方とな っ fこ。

Ｑ ｾ［ｈｾ 時議令 の子 Ｈ 集 、 多 制 の Ｚｬ ｬ ￭ ＧｨＱ ，Ｈ の 決議 、 資金 制 Ｍ ［ｊ ［ｉ ｊ 法 その 他 統 ［ ｉ［ ｉ ｊ 内引出 ｵＡ 訂正 法 の成 ｾ ｉＧ ＯＺ 、 銭工

的 物流 Ｍ ｾｲ ［ｊ［Ｉ Ａｊ ｛ｉ ｊ の 投イ＿ と ｊ 〈 から次 へＢＧｩｕＲ ｦＱ 寺 色 は 浪ＩＧ Ｏ とな る ｉ ｩＧ ｲ りである 。 力 、う し ＿こ ｉ ｬ ￬ｉ Ｚ 合的 経怖 が ｪ

な大 蛇 訓に絡 ｫｦ ｩ しに Ｑｉ ｩＭｻＮＺｦ［Ｑｉ Ｑ Ｒ Ｏ ， ドが 、色 々 の 勤ｾ に於て告 が 住 築 ｷＭ に影響し 、 Ｍ ｅ 々共 当ｾｾ l二fこづ き

は る利にも深刻なも の を'1感じさせら れつ、有る は 、λ より ?:t 然の成行である o

般 に 世11¥1では 、 建築物 はん午ーやiff の質 保，:，1
1
1&: に将 へ て肘 る 人 が nf なり多いの で は1!れ、

か ｫ 忠 はれる 。 市 防を す ｦｩ め一 般にも 此 槻念は羽 ｬ 抗 ｩ 栄い械に ｩ 認め ら れる ｄ 人 ｾ ;"; 1¥分 の位築 即も

'J::i 安航ブヒ伐に '}l: ypJ にl!I 11II して 必 要11: を 件 ぎ る と;認めら れる 以 外のも のは 、如 何で も成る !仰

のJ慌に考へられ て)，1:. るら しいD

'，':' T.fml 方|自[ のiiJ lレJミ事 哨 を ;' J ; し1こI":I JXI¥IJ 物 をみて も、民先に 「米財の新 築構築 は 此際見 介 せる

松 」 と、煩 か ら 建 築 の 禁 止がj 文 何 が l' 1l 刷 さh てM.る0*して建築 と は そんな もので イi らふ

か 。 I守分 の タッチして 肘 る仕事 の一卜:lこ 於 りる 、 躍な る平l;; 抑 制系'<'職業怠識i " 離れ て 、公 '1三

な ｊ Ｏ ｾｌｩ ｾ か ら ｉｭ ￭ しか う し ｦ こ ｬｉ ｦｾ か ら 然 Ｑ Ｑ ーが ｪ な ［ｩ Ａｬｬ 二 ｊ ［ (こは 、ゴ|常 な物 J t ' : . りなさを l必ぜf さ'る を子作 な

い ｄ 一 般に ｾ 築と いふ ものは 、 イで 〈 賞 作Ａ に ＱＱ よ るも の で 、場 介に ｻ 火 つては ｾ ｉｉ Ｈ ｉ 引 こ でもな与も

の .，. ｾ ｉｉ＠ ( 以 はれ て川 るやのJぷがイj るから で あ る。此場 介 「賞 t本な米は j山 台: せよ J '- 1:ガ めて

5 1  



l 't 11)的に せよ J i 餓 材 金節約 せよ J ￭ 凶ｾを愛 ＩＱ Ｉ せよ 」 ならば 分 るが 、 煩から 建 築の Ａｭ

(1ぜな る もの なるやも J IJ!.併 せさ' るが如き 口11勿で 、新築 己主またまカ ・りな t，ぬ! : Ｇ ｒｾ は れ＿こ の で は 、

主外多数- M'は企 〈助から ない ので有る 。

同'h!iが 会建築をう先11: しな ければならね則 まで;差迫 っ たも の な らば一一司例 令 ば 蹴州大 戦 lこ

於 げ る ｾ Ｓ ｾ 乙 の 椋に一ーメより 止 を 得ない の でイ ｪ る が 、日 本 ｬ ま ｾ ｴ ごぷ ｦ ご そ んな ｬ 起まで行っ て

ｾ ｉｾ Ｇ ら ね の で は 青山 、 か と考 へ る 。 川 米る ｦ ご りの も ｅ Ｚ 蛍 をす るのは ｊ じ よ り大切 な ポーで は 千 ｪ ・ る が 、

日向か ら 渋 ，1Ｚ Ｈ ｉ Ｂ ｊ な Ｎ ￎ を い はれ ｦ この で は 、 さなさ ｔ ごに Ｋ ｾ ｪ ｩｗ ｴＧ栄ふる ｦＮｴ 築 界に あって 大きな十 ｈ 墜

と!l さす' る 。

此大勢 は 此 ｊｌ 如 何 ｪＩ ｉｊ ｽｪ ｾ す るのか 、 そ れ は Ｗ が もさその 物 の総局が 、 今日 から ＨｩＡ ｭ Ｈ ｉ ｾ とも ｪ 象 ｩｊｬｬ ｪ

を ｊｩ午 さ れ ない ｉｕｾ ｾ＠ ¥ 何人に もi"Jとも 7f へ ぬ識 で あらふ口設 計? i と ii ，!;-:t 'l'() と材 料業 者 との女11

Ｈ Ｑ Ｑ を ＡＺｾ ｊ はす 、 辿 築 非 には 色 んな ｴ ｩ ｴｩ 迫 力 ｚ 遣され て ｉｉｈ 和 ー ， Ｎ二年も 非 んとして 川 る ｯ :f JI'f?j れfi l: の

勿 ) ) '!: ?i 8i して.11:1': ぃ。cn ( 12. 12. り
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昭 不日 十 年
ず ......... 

の 展 望

モ ト ノ ・ セ イ ゴ

ｬ￭ｦｩ ＮＨＺ Ｏｬト 三 年への展望に就て私は飴り多〈 言 ふ事を Ｑｾ￮ ちませぬ ｯ 今支芳 ｬ￬ の ｪ ｩＧｴＺ 日 に到して ｪ ｩ ｾ

然立ち 卜.つ fこ寄等は岡を犠げて共の事に従ってJ r . る D この事境はやがて来るべき 世界平和

への一つの附悌であらう。けれども :14: の道粍には刊; 界の z 切が 一旦は渦 11-
1
に投ぜられる程

のえ管局L
への前詫ではあるまいかとさへ思はれる。新し今の事境の買相が持等の組先から

停へられ fこ魂の世界と今 ffl :界の L 隅に護生せる H作物的世界槻との抗争でめるならば共の抗

争は唯物的世界視が姿を消す迄は績げられるでめらう。建築が用の上に立脚し fこる魂の表

現である以 上吾等は斯る情勢を度外硯して建築に就て考へる事は 出来ない。

今我閣の- 切は戦時の色に塗り捷へもれつ〉ある 。建築の世界も亦共等と軌をーにする

斯る情勢の間にあっては静かに建築の外的表現を l米はよ、事の飴 俗を吾等の内に見出さぬ o

j折〈してWTる情勢力Z永久続けば績く程、そうして叉強まれば強まる程一切は一色に塗られ

るであらう。若し斯る情勢力: 制度迄に到達すれば今迄の建築に針する既成概念は一豆全〈

崩壊するの巳むなきに立至るかもしれない 。が然し 乍 ら此の既成別念の崩壊と云ふ事は建

築界に取っては寧ろ悦ばしき現象であらねばならぬ 。 何となれば吾等は既成糊念の殻 tこ包

まれて身動きな らぬ迄にしめつけられて民るからである。一つの事例が成熟し fこる殻を fll え

って新らしき ＩＨｊ 也に陥り ＱＱ Ｑ ， る Ｑ［ＺＨ ま苓幼ならぬ事である 。 今円 の 的 ｾ￯ ｜Ｈ ま斯る機合金主主築の世

界に ￟ｩｾ へんとしつ〉 あるのではあるま いか口

物事力 q比飢 1〆或 ti ｦＢ［ｾｲ｜ｬ ｲＭし成 ｬ ま Ｇｍ 躍し＿こる ｈ 寺‘切を一旦Ｇイ γ に ｩ 宝Ｏ己し、 ＱＡＱｾ から新 ｦ こなる Ｏｶ み

{ f 初めると云λ、事も時にとっては一つの釘き手段である口私は円本の現献が必す・しも yJt 屯

と ＨＯ ｾｾＺｲ ｦｬＮｾ と 帰 ｩ 汝とにえもてんりる と云五 、のではなし、 ｣ けれとも ｩ ｧｾＺ さる べ きと ， 目、 は れる者も材 Ａ

?:t に多分に 11'-(1: し、rfli 力、もそれみがが鞍長の; 全 卜1 こめる人々 [ こ I(，Jって !.!Xは二ぷ素となり 、或( 主

眠時制となりつ〉ある のではある まし、か o ｊ 切る ｈ 寺機に ｉｾ し、Ｍ｟ｆｌＭＭｬ［ｉ ｊ をｾ J' il 色に生り 、而 し

て 後 Ａ ヰ ぴ 口氏に持等のぷむるものを ｊｩｾ の ｬ い から築き Ｑ ＭＮ げて行く事Ｈ立 、 良質に ｩ 直営 ｊ 干 ｩ l 、て f f  

<  ｴｾ［ めによさ機千＿となるで あら う 口 私Ｚま今 一 切 が戦時 色彩に恰じれ て Ｑｦ｜事を ｴｴ 築外の ＱＳ

めに悦ぶものである 。 阿佐梨げ て長大 なる時機に ｬ 主泊 ｻ して肘る時に ｉ ｾ し建築界に附 ＱＩ を持

つ五等ＨＮｩーヂ ｦ にＭｳｪＨるべき子［今ーの建築に劃して民主 ｦ に内行の ｩｬｬ ーをｾ i!i l るべきではあるま いか D

私 は 今、 n分の過去に歩み米りし足跡を符 lJ. 、又今日? i みつ" ｻｩ うる 泊料に ｼ 刊 行 の Ｑ Ｑｊ ｾｾ ｉＨ ￯｝ ける

川、前に柿 はる j怠の幾多のP¥l 閣に 出 l白{ して )14 る' 1' ; : を悠す' る。

生 ｉ Ｚ，ｲ ￎｾ 針。 Ｇ ｊ 柿 ｩ［ｅ 材料表現効果

守二の諸の問題に就而私は今迄になされに杭胎の ト ーに ＱＱｩ に 三 ｬＧＵｾｾｾｽｊｉｬへ 、 保る べ き建築に対す

るJjJ 立をな す行めに今は絶好の機合である ' Jtを行進す' る D
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時 局 下
vζ 

希 宰一を も つ

大

A -

眉 NB 

今東洋の天 地 は 妖雲 fこれ込めて! 情 〈、五等の同胞 t Hl 'f 慢 の住にあって 111支身命を賭しつ

〉ある。非常時の持 ｮｊ ｾ ばれてから既にＡ倣年 、 遂に今 円 の似た局に出 ｬ 剖してしまっ＿こ。これが

結果であるか 、何かの原閃であるか、今後事鑓の推移については向人も符ふるすべがない

であら う 。吾々は眼前の事 ｬ Ｇｦ ｾ ｬｬｪｴ 直視するより外はない 。

再聞は円 下 「戦勝J ｾｉｬ ｪｦｴ ＭＭ の岡家的円的として奔 走してゐる ｯ 政 治も、経梢も、産 業も

あらゆる 11¥1:合的所動はすべてこ〉にその機能を集中され、 このr =l的遂行の? こめにのみ、そ

の開I!，IJ を健革し、整備しつ〉 ある。背の戦争は哨兵火の i被ひ であっ fこo それは附梅市の跡

J t rごけで すんfごのfごが、近代の i山下: はそうでな いと云ょ、 。外交も、純情も、 産業も一同病

問の機構がその全 } J を? 賭して従 ift しなげればならない D 即 ち 近 代i肢は全開戦であると以は

れ る。帯同は今や東洋に於ては ＱＱｾｎｊ のその全韓戦を戦ってゐるｪ［ ＧｬＡＮ である。

会韓戦は岡家の線、動 員 を 必要と す るな l許Jから 、仰| 人や 、l羽轄の自 III} う玉利害はその前に

縛せられねばな らな い 。 山 ｬ ち事鑓勃設以外 Ｔ 、 附臨 ［ Ｑ 時 ｬ侍寺 Ｗ資 ｴ 金 Ｚ制Ａ吋 ｉｾｾ 盤陸 法司楽ミ Ｔ佐＿付手布初 ｦ月 ｪ め輪 ｬ川ｊｬ，入 ｉｩｉ

Ｑ岱 ＺＳＳ キ枠キ＿包哲管 Ｓ ］司ｩ Ｇ ｾ Ｑ加 ｉ ｐＮ その ｦ他也 のＩ浄 ｬｩＺ 要六大 法楽 となつて現れてき＿仁 ＺＰ )戦i陥没ひ lは主イi刊司噺明IT引卵日肝卵a時i侍寺までt制If六:" ( < か 、相手は どう

鑓 るか併 らな し、 。 どん なJql 局に1 にないとも限らぬ c これには先つ' 戦引 の il' ¥備 が 必 要 で あ

る。山;接 の "i 射 を以 外 l二、湖i1HZ]i: j l j '( もあり 、一 方同日;jj メニ:l' U ( も主主々契 る。 この fこめlこ差?7;

り 市首 川 以外 の ィ 、ｦＮｴ［ Ｎ ｾｦｚ ｬ こ ｊ ド平 Ｑ Ｑ 寺 ｩＺ Ｚｲｾには一切金をかけない慌に訓事きされる ＺＺ＾ 1，ゅ;t の之 しい J(

|判の物 資や粧' t f f ) J を維 持、断プじする fこめ に輪IJl， 入，:，'， 11や外問伐材: は皆川 杭 ;I ;IJ されも 。色々

の物 の佼 II J は ;I;IJ 映される 。今f ' 1の的勢に 於ては 、すべてが問後判 定の r1 的のにめに73:識がj

に、計'i=!} 的に 、物 カ: 生産され 、配給されねばな らな し、からである。 白山立;¥: 下1主義では述 せ

られなかっ f二部分が、今日のl時局では故も必要とな ってき ?こから である o 1ごから 斤阿の怯

なrrrr;i l'l ｲ 持 ｦ こぎる岡」に於 ては 、 向児特定 の ｉ ＢＱ ￎ ｉ Ｂ Ｑ の ｦ こ めに 、 一 方的問 ｾ ｈ と同 ｈ 寺に 、 一 方的

崎中1:が要求されて くるのはIV1か な 紡 Jくである。

今政 I(. f{ま iと夕方d こ寓令のち1- } J をfL1ifi :し てゐるのであるが 、 しかし，とはまにま 七 '1' )主ノドtJJi な

統 ;j il Jであって 、 これ以 卜.は f:1ｩ 命的統［ｪ ［ ｉ ｊ ｾ せよと云ふ ｯ ｾ淀川 ｴｊ［ ど乙まで進 行す るか 、 こ の 際

線111はう先物 であ るが、或は「産 業 公化」 とか「高1 f t 統jljlj 間後」 とかの古来が愈刈I¥] !越とな

りつ〉あ不ことは 、 ｦ ｨ く意味 のな いこと でも ないと 思 はれる ｄ とに 力、 〈 金 と物と ｉｾｱ 方 Ｑｭ か

ら 閥次Ｎ＿ｪＭｾ而 ￎｉ 守の ｾ Ｇ ｾ ＧｉＧ Ｎ 統［ｪ ［ｬｪ をもっていよいよ Ｇ ｩ ｩ 役時抗術開 ［ｬ ￭ ｬｊ を強 化 しつ〉あるのが 、 今日 Ｍ ｊ 作 日 ｼ

の耐1:千:r II句11刻11である 。
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この情勢力 Ｔ 刊号越築ｾ Ｇょ に投げに波紋はんきし、。建築は勿論 ｮ ｩｬ Ｚ 令系般の前動を背景としてゐ

る以 九 三l王手11事 主のみが IIf(; ー の針象ではないが、軍需閥係の建築は全般の建築事業の一角j

にも達しない小量であるといはれる。この正確な数字は遺憾乍ら今手元: - ｴ ，ｾ い が 、こ の枇

内情勢のにめに 、建築事業は今大打撃をうけることになっ fこ。 不況の報疋 に深刻に叫 ば11

てゐる 所 以である D この情勢力; ノk < 続〈なれば相首の失業者、{政綻者全f 'ti l1-¥しなけ れ ばな

らないであらう。

戴 相 談 に よ れ ば、今回の物の統制 節 約 は 所 謂 「 撰 擦 的 節約 」であるといふ o この 言 葉 は

しかし撰りに撰っ て その撰揮に詰つにものは全 〈全 商
一般問民を指しでのことであるが、

白人j 事業の停止に古市{ しなりればならぬ主同時に、 一方には主主々事業多端を極め 、牧 入 の 増

加 する人々のあることも確かである。蔵相は述べてゐる「一一一間民の各方商 にはI投入 の 地

加 する向きも相首多いであらうと考へられます。こうゆふ人々が一斉にそ れ を全部 費って

どうしでも需要増加供給不足となって物憤騰貴が起ります。そこで私は
しまったなれば、

H与局によって牧入の精力Hする人は原則として牧入力: 精力Hしでも生前の程度全繍げないと い

ょ、ことが大切であると思ひます」 しかしこの話は問民大多数にとってはあまりにも縁遠い

ことの嫌であるし 、 この 11寺局に千平" 産 業 の 沈 滞 は 又 ，1:むを得ないことであるとしても 、生

活 1: の要求t: . ' げはある秤¥1立に興へ得 られる 後 怖 のめ る「統制岡家」であり? こ L、ものでめ。

物の統 ｉｉｊｊｊ に就 ては 、 出［持政司 ｒ ｾ 工作物築士吉許 可 胤則 が 簿〈 、 ｦ Ａｾ のｻ吏 ｊｉ ｊ ｩ ｬｊＱ ｊ 限 ｬ 主代用 ｉｊＷ Ｑ が あ る

し、Ji I'9でなければな らないとい ふ ものは 0・六人 どないが、あ完封司は今の ところ代J HrR' ，が売提L 、。

その鈍制が聞か 50噸といふ ;f ilj 映 は まことに↑ 11I けないo 子(・岡に於ける鋼材需要の事業別 消 費
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ある官胞の要人はた鴨建築などに今まであまり織を? 使ひ過ぎ1-: e 去っ? こっこれまで多少

その w維の青葉は 11・1¥じてうけねばならない引もあっTこかも 5，11れぬ口 しかし今 |二ト ・般のぜ;

築には 、主としてコンクリート墳の場合に於て 、構 造 強 度一lてその{rl 絡を主眼として合成桃

造物の最も粧情的組成 iこは堪えざる努力を忘れてはゐなかっ? こ符である。物それ自韓の数

:it の問題ではな 〈して 、f貨絡と! ! なI . @¥しに必要数量の問題である o ｻｴｾ 絡が ト ー ればそれ ｦ ごり銭

鋼使用量も減少を来す fごりのm立は充分もってゐる筈でめる o しかし今日の絶封的数社の

統: l i 1J に入つ? こ以 1-: 、Ii日題は 自然泊、械でめ る。更に新 聞 紙の搬するる ところ iこよると 、木材に

ついても平和 l不急: の建築使 11J{; l: (立 、;5: < ある耗度の制限す1
/，備 '1-' であるとか。もし乏が買で

ゐるとすれば、建築界は号、般的凍結刊k態に入ることを飴1えな〈される。

今日法律による統制維持呼の ilil J約はかくの.tm<著しいが、11ft これ等の法il
J
司に 、何れも 「臨

時」と いふ字が冠せられ 、叉は意味が附力11 されてゐることに注意せねばならぬo 唯この臨

時なる意味は 、大蔵政務次官の言 葉にもある通り「このやり方は無論臨時的のものでめっ

て、事壁がすみましにならば駿める立fIl i になって居ります。法律には事鑓の済ん七後一年

となって居り ますが 、共 の 一年は今ある法律を整へる開係からでありまして 、貰謹として

は事壁が すんTごら駿める積りであります J ( 於京都商工令議所談) 事鑓と共 に終ることを

立前としてゐることは II J j かでめるが、 その終了の限界がどこにめるかは全 〈不明である。

あるものは之に反して相常同定 1じするものもあるであらう 、叉ゐるものは言葉i l l ! ｾ＠ ｾｾｩ ［ 時 ＨＱ り

なものとして 、兵火の終了と共に解泊、するものもあるに泣ひない。

更にｫＮ蔵政防次官は述べ てゐる 。 ｦ Ｑ ｦ 金調整法を見ますと 、 ｊｦ，Ｇ ｾ 盤標準をＧ ＱＧ 乙丙と分け て

金を貸すやうにする 、杭| 選的な ものは 11' であって 、反 対のものが丙である。 乙の設備

のものでも 、Tご/¥t三九: 支出iが盤ってゆけば l付になりま- ; - 0 これではゆかねといふものは丙

から乙に 1-.るものもある詩でありまして 、特 iここ の事 を決めま す委H合 lこ於ても 、一定不

動のも のではな い、時局の推移によって鑓へてゆかねばならないとえふことを lii _れずにの

でありまし て、ヱミ々 」物 に 闘 しでも |司じ様なこ とが巧 へ られる o IlIiiこ の時一歩を進めて 、

その時局の株診によっ ては 、同次としてj民義文化のE支持の 円(1'. )の? こめ に、物の同日給統 :fi lJに

於て 、 その 市哀を性の段目与に充分の認識を以て臨んで] 買さ fこいものである 。，J，' くとも一同の

女;化形成に市立E役害IJをもっ挫築につい ては 、物に附する絶l. J的:lJl J則Hごりでも一日も日 1. く解

消されん 乙 とがhぞまし L 、。

5  

今こ、 lこ斥岡建築 r iLの過去に於げ る州: 修を一瞥するのも 無 駄ではないと }L' ¥.. ｾ、。 Ｑ ＡｈＺｦＱｬ十年

点 、放尚僑裁相が 「建 築 は 景気のバロメータ - e 見る乙 とができる_ I x  f "T. : 闘の建築ヰf

￮Ａｦｾ に ｉ ｾｍ する完令な統 ， ｜ Ｍ Ｑ ＭＨＱＧＮ Ｉ 資料力Ｚないことは 、 控築 Ｓ資 ｦ突 ｴ 材 ｕ供 ｢ 車布給 Ｈ合＿の立号既場 ＳＳ 勾から 見ても ｌ 、 景条梨、」 ｌＱ 削悦 ｩ討訓川洲ｪ｛川 川 ｛Ｑ川ｼリ ｬ 卜 ﾭ

力か、ら: 云えつても: 芭l憾感である」 と ｦｬ ｬ市 ｴｨ ｬｨ つ ｔ仁こ乙 ｴ 力がｾ cあちる o 之̂とはfl

機: 注区を全?間秘; 成し T仁:J段託初初] でtあちつて 、県しでこの - - ii は ，11;.が業界にたセンセイシヨンを捲起し 、

1 0  



各聞係'庁)l穏や 岡穏に於て 、一向に之が調子日開究に乗り 11' ，し、昭和八年以降の統計的調 作数

''( / J : 紛々 鼓表される隊 lこなって 'Kt こ。1%た正以前の業外に ついては資料が皆無である が、

た韓 l仕合的出来事によって分類しつ〉 、明治以降の一般的推移を尋ねて見ると。

先づ第一期は了ー部得力: 設まされ7こ明治三年から 十九年頃 まで、専ら先進外聞の建築 を燐

lrx し?こ格? と時代である D 第二期は明治二十年七頁から洋風建築の見 る可きものがや うや 〈質

施せられ、諸官lli 訟のみ; 建築に外岡の技( : f I i の指導で 日本の 中心を形成し fこ約十年¥1'.1であ る0

12時 日清戦午: を契機として岡運ゃうや〈開き初めんとし に時代の作 1171 で、主とし て棟瓦迫

力2多〈 、手法か ら云つで も一般的に向外岡の模倣といふよりむしろを〈欧化の時代F 抜け

切らない。

第三期は明治三十年頃から大正初年迄の Irt J で、この凶 lこは既に 日本建築家の手で有数の

大建築が続々建設され、日 本建築家もや うや く外閣の育目的模倣から枕して 、調 自の立場

から建築的計葺を遂行する様になっ? こ。この間苦闘文化の益々隆盛に向 ふに従ひ、祉命的

活動も愈々活気を呈し 、之に1' f l 、諸官臓の建物は勿論、撃校、病 院、公合堂、千?枇、 銀行

工場等東ん tこ建設され、今日の閤家祉合隆盛の基礎を囲め fこ時代 と云へや う。その末期に

は既に館筋 コンク リ { ト迭も賀砲さ れて ゐる口

次で大正中期に於ける七、八年間には欧iHJ 大戦の徐波をう けて、吾閤枇合一般 に大景策

が到来し? こことはま fご記憶に flJ Jかなところでゐる。否閣の資本主義機構は愈々閲熟して世

界一流閣に五すまでに殻展し、産業界、工業界に未符有の躍進を遂げに。その間物 の動き

金の動きはまことに口先まし い 物慎腕it も突岐して 、 吾同IIH: 併は1'1
1

展の - -j金金 辿 り、主主

々活躍をほしいま〉にし? 二時代でめる 。建築界一般は前 期の踏襲といへ、構造方面に於い

ては銑労政筋コンクリ ー トカ ［ｩｬｴｾ んＫＺ栴 ｾｉＯ ｊ に安場し 、 その理論を般民として高層 ビ ‘ルデ イ ン

グが迫 々1" ，現し 、構造トーの可能性含める搾 l立に獲得し? こっ之に1 ' 1 ' ってその意匠様式に於し、

ても新時代の曙光が輝き ｾ ｦ ￬ め＿こ時代でめる 。 多年の懸案でめっ ｦ こ議院建築がこの時に 本建

築に清 r: し、J I[ 官ifiJ 、製佼主宰も 本絡的: ↑3撃に呆り 出 し、大 ヒソレデ、イ ング、百貨 1，;.，: 、劇場、

ホテル 、プ. 場など近代都市のあ らゆる機能杉態が備はり 11'
，して米fこ。大正八年に は市街地

主主築物法も初めて mlj定されてゐる D 之会第四期とするなれば、ごえに たJF. 十二年突瑳の閥束

ｫＮｾ長Ａえを以て第五期の砕を閃かねばな ら ないであらう。

開- * の大震災の絞! 娩 l主、あらゆる意味に於て吾岡建築外に制1倒的進展をも にらし !ここと

は多7? を要しなし、。技術方I白[ に於ては特に構造: 十番に 於 て多j沓架楠の耐震J' H論やコ ンク リ

ー トの調合、施工匂: に絞々と新しい研究の成果が琵表され 、材料鋭機や 、施工基準等の施

主 、 建築物法の整備を初め 、 新しい五ＩＡ［築技術の伝子霊長普及と ｾ ｉ ， ＺＨこ清々 ｹｴ 施され Ｑ］ 。 之 に よっ

て吾建築技術は全く |仕界一流のレペ J レに遣し にのである。

帝都復興の大事業はか 〉る新 しい技術の基礎の 卜ーに築かれ 、名地方大都令に於て も之 に

!をじて都 市計諸事業は桁 々促進遂行され 、建築の檎改築せらる〉もの 円畳 ましき多数 lこ卜.

1  1  I  



り、4十郎市共こ〉にを〈近代都市主しての耐円を更改するの者についに。

ｾｦｬｩ＠ Ｏｾ＠ "I":j;o'<1の諸官N催、勝 校、病院、工場 、閉山等の建 物 は、第 三 期 の 明 治三十年ル五四十

年前後に本遺叉 は煉 瓦j宣ーを? 以で建築されにも のが大部分で、 之 が え正末期頃ゃうやく老朽

の域 に達 しTこのみなら子、時代煙運Eに; 些過して最早使用に堪えさ「る欣態となっ? こ〉め、 T

度開東震災の復興大百十警と時を前後して 、一斉に改築、 新築の要求が叫ばれてゐ fこのであ

って 、更によに加ふる tこ新時代の月刊: 令的初動は、統州、産 業、交通告? 初め 、或 はNi : 令施設

似 紫、 スポ ーツ生存 に新しい躍進をもたら し、すべてが近代的意岡のJbii 慢を うけ、新 しい柿

築 舎はて新装されねばな らな い要求に迫られにのである。

ι1:本方耐では交通網の充丘、宇佐i符の構築を初め 、自H¥市計設事業に作つては道路の鋪袋 、

河 川 改 修、橋梁の架科: へ等続々新，H - 設が賀行され、建築 に於ては 中 央 官 街 は も 主 よ れ 之

雪地方官憾に見ても近年改築され? こる府! 際瞬、市役所等は約その三分 のー以 上に達 し て ゐ

る。政府が救情事業主して各地方におりる此等事業の起債を続々認めにのも手停ってゐ? こ

の である が 、同 じ様なことが銀行、ヂ? 批当?に見 られ ? 二課で、更に全 闘に 一高以卜. を数 える

小製校が大:誌 災 や過 般 の 風 水 符の絞臓による鍛筋コンク リート 進 化への 傾向 があり 、ー 力

者H¥rli のビルデイング、百 貨 応、尚 J，i; 、停 車 場、劇 場 、工 場 、 病 院、 ホテル等の改築、新築:

lま円1"t ましい限りで、 ，ヰ建築 外は過去何れの時代tこも見られなかっ7こた躍進を僅か十年{止

の|聞こ経 験 しにので ある。 昭 和五 、六年頃の緊縮時代に行脂方面で はや〉この建設事業( ま

一 時ノj、康を呈 しに槻があるが、一般の趨勢は略之に閥せす今円に宅ってきにD この1m俄然

として昭和六年の満洲事鑓が勃践しに。

欧州戦商 ｌ 、 更にロシヤ革命以ＭｳｪＮＺＺＺ 、 が Ｉ ＺＭＺ Ｍ ｉ Ｍｾ ドを紅 、 こＧＺＺＮＨこ欧州・ ｼ の大 地Ｈ ま 思想界、 政 治 界に

- - ) ( iji 1，¥¥換 を ボ lJ つ 〉、 1ヰひ' 風雲 イミiHl Iの:J :Js を激主! せ らる' : : . Ｇｨｾ Ｚ 勢となって きに つーは これぺ γ

ｩ 段高 ｌ のあと 〈されに多くの漣閃あり ｴ ぷへ 、 ｪｅ ｊ 怖の 流れ は近代 ｦＱＭ ｾｻ 文明 のた技法 ｴｪ ｃ に 一

六斤 ｾｲｩ｣ e 化して 、全 1": 界 全二つの交 3くす るがも在の III (二f こ〉き jさんでしま っ 1: " ＮＧｾｉ ，想 の ｊＮｊ Ｍ ，Ｇ ｊＺ

有つものと有＿こさＧるも のとの ｾｋ 合 ひは断じて Ｑｗ 昆 十 ろと二ろがない 、 炉附 ［ ｉ ｾ ｾ Ｎ Ｚｉ＠

J千lドi 示和利11ゆの j波皮を念，抑i泌区 してゐる D 交身の} ' j位i位虫法で はi沿b此t 1II牧4折令できな〈な つて き?七こつ そし 1て(渦P灼耐抗如J洲f州州11プ事葬唆

カか、ら三次7たCで、同際瞬間の脱 退、_( -)fij: 事鎚と 推 診 す るに Zえんで 、 今 fl の ハー岡はか つ て純輸し 1:

如何なる i時代よりも大なる; ! 却期的時代1' 1' 1に首 i師してゐるとえへや う2 ょを第六1問主三三・λ、よ

しむ し ろ満洲事鑓以後を新しい第二期 と するこ とカ 汁 ｉｉｉ Ｏ ｾ ＧＺＺＺ る ｄ

閥次 ｦ［ＧＮ ｊ 統Ｚｉ， ｉｊ は肢に渦 ｩ￬ ＱＫｬ 事鑓念特機として 、日本精 Ｎ ｉｾｉ ｉ の興 坊に千 ［ｽ ｊ ま ると去ってよ ｌ 、 。 やが

て n本 精神を加味せう とする建築が i当先的に初ま ってき fこ。そ の料!i ，li lll の H - 現形式につい て

は多くの; 議論はあっても 、 その将枯精j;:涌 刑詰前利榊 11中11をを，占基E本主する桝勢{ はまノ今，.. rl の主是起挫:!主II 築拡. ユ式tI二の一一a つの111 とな

つてゐると 見ること 力が: できる D このIl問;日問¥1軍需了

t激紋に哨) ¥_三 して き? 仁こ事も耳新し い ところである D

昭和十 一 年末政府はいよいよ彪 大ＺＧｦ象写 ［ｲ を附識にのせんと する や 、餓 ｗ ｩ ｬｾＺ Ｇￍ ＧＨ ｩ Ｍ＾￭Ｍ ＢＺく驚典 ｦ ｦＧＮ ｊ )( 
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腕貨を来し ｦ こ ｯ 政 ｬｦ ｾ ｦ は之が封策としてあらゆる手段を講じっ〉、ｦ，Ｇ， ￬ｦ ［ 反ゴ ｪ 軍需防 ｈ 系の需 ＱＱ Ｉ に

向けつ〉あり、 ー ・般 の 各種工事亦償絡の暴慌にもめげす、ｦＱＺ ￭Ｍ 々，［十議され Ａｬｩｉｊｪｻｾ きれつ、今 ｮ

に五つ f こっそして遂に今回の支那事境勃護と同時に犬陣般にぷ/ 功、ってしまっ t:。 やが -L

昭和十二年も平や倉皇の中に幕に近つr きつ〉ある。

事地は何時まで制〈か 、建築界の冬11即! た態は何時解消されるか。

tf.市の 11ft まし い夜間に ikて、7象想外に 1，1_< ｾ々とＩり ｲｊ 切の効Ｊを収めつ〉ある今 ＱＭＱ、 出

からす・兵火のＺ戦ひは一段階に近づ〈ものと見てよさそうに 思はれる 。 右も事 をき ｬ 主 ｩｩｫ の ＱＱＱ ｾ ｦ Ｍｊ

ｬ 立迷しでも 、 これによって今日の非常時局が全く解消され ｦ ごと す ることは ｈ ｾｉ 来 な い、 寧ろ

時局は愈々多端なることを覚悟しなければな らないであら う。しかし脊岡の立場は既に flI

三政府の棒明で毅えられてゐる様に 、東洋千平11の根J去 し ずE外様待の保護助成の確立に永

久不抜の足場を国むる黙にあって 、外に何の野心を腹臓しない映り 、好んで自ら事金構え

るは全〈信じ能はないところ、而も苦闘民性は古来平和と信義の愛好有であるは 、あへて

多帰を要せきe る程人共に無言の中にイ言じ来つ? こところである。

一制戦火矛をJ j ! > ( tr るや、友ヂ11 と共に吾が文化的主l: ftZに兵戦以. 卜. の努) ) を口、て、|私) ) を't l
l

;

しまさ' ることは封冷功 Z夙に提唱し、賀行し来つ? こところである 。附洲ん戦終るや 、その戦

後工作は甲 ー や Ｇ Ｑ 王手 ＱＱ 協力 の提手ではなくして 、暗黙 の Ｑ Ｑ ｟ Ｑ に引を含む白 ｲ Ａｊｾ世界を現ＯＱ Ｇ， しに。之

は既に日本人の 心 ｾｮ でーはなし、。大手術のあとくさりは締れいさっぱりと解消して 、 三 月 ｾ ｉ と

繁栄の文化建設工作こそ戦後I唯一のI#l 心事でなげればならな L、。か くして資源の間諜は持

つものへの両度経附へ診行し 、， ｅｦ 附をｾ rl l  'L、とする米作の- j j f ¥に僚飢と文化の開花す べきは

1，1や時の問題に過ぎない。

ノ今トH の妖，」兵ミはや力が: て rl ＭＱ本 ｾｉｉ

ｼド同 ｪ冴 可引 Ｑ汀 ｦ 二を含ｾ Ｚ号斗斗去 Ｑ斗、Ｂつて 、 Ｑ太 ＨＧＱ ド肘 ｩ斗 ｩ作下時代に人ると」式ミ引 ｬはまれる 、 この時代こそ明治以来の第六期ではなくし

て、新 紀 j じを? 却する新 しい.!:i ¥.:--: 1倒への飛躍とならねばならない。

昭和 ｬ 卜 三 年金以て そ の第一年守主ｾ え 作るかどうか 。 新時代のリ ベッ トのＭｲＮＺＺを耳うたに惣らそ

しつ冶 一。( 附平11 12，11.23)
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I時局に際して建築技術者の抱負乞自覚

酒 井 勇 三 郎

土木建築事業は同家非常時ですら 、 不念 の事ｾｾの如 〈考ふる認識不 足の矯政宥もある ｦＮＯＺ

であるから 、 まして問ｾ｜のゴ ｮｦｩ［ｉｉＮ Ｇ ｩ 同に ｼ 探しては 、 Ｈ ￬ リ等の ｩｬ￬ｬ ｊ 限 ｾｊｩｬ ｽ ｉ ｦＧｾヵ ザＡ民〈とも相常イ、 振を＿ボ

すことは止なぞ得さ' る所であるが、今時の支那事ー唆 lこ|探しては 、過去 の 問 鰍 非常 時 に 於 て

嘗τ 行 はれ?こ事の無 い 統 制 抑! 医を 加lへ られ るこ主となっ ?こ D 時間は それ丈 り過去のそれよ

りも 一層 重 大 性 念 物 語 る も の で、寓 11:むを得玄るものではあるが、今度の統治IJ抑慨 は、!日"

l昨資金 調 整法 に 始 ま れ こ れ に 附 聯する 賊 鋼 工作 物築 造 許 可 規則 、 臨 時輸 入 指 置 法、 地方

fi ' t 許可制強化等、土木建築界に米符有の抑断続制力 ;)111へられ? こ課である。イ司令: の抑照絞; 1 ; 1)

{f力11へ十とも 、斯る非常時局に際して は、緊急: 扶〈べからさ' る事業以外は自然に統制せ ら

れて、土木建築界は一時若干 の 不振を菟れ なかっ ＿こ が 、 今同の如き統 ｩＧ￬ｬ ｈｦ ｮ ｬ ｗｾ 強 化 の下に泣

か れに 以 上 、 建築界今後の不振萎徴はまし拡大なるものがあらうと思はれる。

此 の 時 局 に 廃 す る 常 商 の 問 題 は建築常業 .r，. の直接講究ぞ怠らざる所であるから 、予 はまま

に椅制1的の方商を少し く述べ で見ゃう。 世 1..の通燃として事業閑散の折は兎角安治に陛 し

て、研究努力を怠り 、事業の勃興降伐に及んで民力の 不足を悔み 、或 は そ の 泊fモcおなきを子

歎じ ｈｴ に ｎｦ 讃に 若手し 、 ｛位Ｚ急Ｚ粉 ｉｪ ｾ 主主＿ i¥i(て する が何れの事主に bさでもよれ特 然りといふ JI}¥1.庄

である 、 耳製奥 ｅ生ｆＮｾ生 ｫ 徒のＡ肱往庄Ｚ募 ｪ欣 ｩリ吠 ｪ火 ｴ 況に於ても ｌ 、 その?::刊H時与のt灯f 山里皐葬干刊:，に2引J して J

ぞ烈Ｎ ＧＡ な ｉ弘む弘， ｾｾ ｦｦ をを ｾ￬ Ｇ貨 Ｗｔｅ 作似 ｉ して入 辱態 Ｔ し ＿仁こ ヲ秀号才才Ｍも ｌ 、 λ宇下川 Ｑ主そ ｾｊ渉頃 ｴ正貞 ｴ司 ｩ にＨはま ｦ車 ｦιＮＮ 五流 ｾｲｬゲ ｈげ附Ｚ九守刊品＿付刊 ｦ叫ｾＧ ｾ の辿帥を佐＿ オ米 Ｔ し 、 臓を: ' ; ]<: むる によ し

な き 皮肉 の欣能力; ｾｾ ｾ，ｾ Ｎ に繰返 さ れる Ａ ｝ ￼ｴ である。ま ｦ こ従取伎 のｾ ｊＱ ｾも 、 Ｍ Ｇ｝ｩ Ｎｸｊ ヰ ｊｉ 位で勉埋葬 ｬ こ充

分徐 ｆｾｾ あるべき際には志願者組 めて少な く、 Ｇｊ､ｬｾｾＧ よ多ｼ亡をＮＧｪ［ｾ め「伯母 ｌ の徐 ｈ れま谷 坊に ｾ ｊ く め引 ｦ

ｚ 場イ＿に 必 要 』こ迫 られ 、心 身の ＱＡＡｾｊｬｪＡ Ｎ 金［･Ｎ、んでｩｗｾｾする かｾ ｊＱき利行の行 ｧ ｻｦ ｊ ｜ Ｇｻ 行 するのであ

る。 斯〈抑じＭｳｪｾれば 、 会 ｕ ｽ 己縄式Ｉ起ではなく 、 新名イＡ の ｊｖｪＢ，ｩ ｪＧ｝ 総人をＮｪ ､￬ へて析を ｍ える知力、

有 杭 了 ぞ 嬬 〈 の 類 で、全〈系IJ努1)的 の 行引 とも 児 られ，11主に旅心に JI ，L: えな い。

同 家百年 の k :ii" Ｑ こる買業教育事業の Ｎｦ， ＱＯｉｾも 、 今日 の Ｉ ｉ ，Ｇ ， Ｚ ［｜Ｂ ｉ 昨 日 の が ｪ ボ は既に ｲＧｬ Ｂ ｽｪ の守 ｦ ｗＧ ｃ

ｩ｢ つ ｦ こ。然るにその施設は全 〈 主 主人 を Ｚｴ ｬｮ へて ｎｾ 了企係〈の矧で 、 今 ＱＱ の開 ｦ こ ｬ ， く 、 Ａ也 ［ｾｊＺ ｦＯｩｬ ｊ

［冷よりＭｾノーも ＯＱ Ｇ， です ｜ それ でも魚さ ｙ るに勝るものとして 、ＱＧ Ｑ ら慰むるか ｾｮ ＺＺ＼ (主，11有に沙汰

の映りであるとの批評も 甘受せ ｾる を得まいと， ｴｬ ばれる 。

泌さ I. oj: なけ れ ば 近 き 廷があり 、米 ピ I:ri 降じさ' るに Jj'ヒ l土泣けらるべ き もの 、;機千? の j' リボ ( 1

j置がさ す' 11M足すべき高端の準備(;):"1-" 11寺に牧八泣くべきものである 、 今や たなる機令 (il l守に

:JJ; 人の窓を 第はんとしてτ鼎る のである D

市11 与に於 けるがi: 附界にも 不 問i灯不況のη 沈 があ 1) 、殊に過去に於け る我カ吋'，=j 長|の i l:: ，:;:，i J. 'j:
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ｻ主 、 それを 剖外とする ＭＩ､ｬ ｾ 臨時で 、我 が帝凶 ｬ 設 以の ｾＱｾＺｴ ｊ，［Ｈｾ 炎ｻ政であつに ｯ LI 71!f戦争然り 、

1 : 1 露戦役然り 、欧州人:i i! a亦然り、此等たほl難非常時の後に於げる 、我がj j ) ; 築外 の設民ii 主tJi

は 貰 lこ問先ましき ものがあり 、 外に防l京 大民災は訟をに出iifiZよ犠中lーではめっ?こが 我 が 建 築外

に岐 ｲＡ ｩ ｾ ， ､ 十千 ｪＭ の得期Ｂき立Ａ協を提供して、ｊｩｊ ￭ Ji i'] ＧＱＧ 判 ＱｾＱ 致 ｉ ｗ ， の ＱＱ 彦をオｉｬ ｊｴ に ｊ Ｇｴ現して 、今 ｈ の偉大

なる設以を促進せしむるに至つ fこのである。

刊で我が開の将来を述制するに 、 今日の ｮ 寺局は ｊｴｴ こｾきＡ位りの結論逆行で 、 ゴ ｉ ＺＧ ， ｬｾ［ ［ 時 ＱＱＧ の

Ｉ ｉ ［Ｚ ，［ ［ｾ時、此 より大なるものは過去には勿論無〈 、 帰＿ｪＨも列、あるとは ， ｴｬ へぬ時局 であり 、 ｩｴ￭￩

ってｾ ｾ の後の我 ｭ 築ＭｘＭの川躍鮮長・は術大せられ 、 そ の使命も貨に大なるものがあ る のは 、

iたして議- X - をf尖って ):11 る所では無い、その H与に| 際のして自己の丘) ) の不足{ f 歎じ 、 その 使

命全 県す べき 任に前る もの ｊＧｉ ら 行 みて 不安 全感す ｊ るカ［ｾ，いき 毛 布 があってはならね。機千 ＿ は再

び米るものでは免｜ｾしこの主 ｉ ｪ 米す べき機内に ｪ 起するおめ 、 今日凶ぷ ｴＮｫ［Ａ［ｬｪ の Ｚｽｦ ｪｊ ｾｬｾ ドに於てー

ｉｉＮｈ 、振の ｩ 状態にむかるべき そ のｬｉＮ�局をえ ＩＯ ｪ して 、 Ｑ Ｙｾ め米るべ Ｓ 機千＿をお ｮ 捉すべき充分なる

ｱｲ ， 備を， Ｉ 也Ｚ、べ〈有ら ゆ る好Ｉ Ｉ を傾向して似 ｲ ｾ 貸 ＱＱ ｩＱｊ￯ｾＺみ 、 高全を ｬ ｕｪ するこ そ 我々の訂務であら

ねl工ならぬと 忠、ふ。

ＱＱＮ Ｇ 刊誌の豆大性会側 ｲｬ ， ｴ ｩＺＡ，し、我が剛氏に耕せられ＿こる ー 人なる使命全 ｲ ｾ ｬ ｬＧ ｦ し 、 ｊｾ の抱負ＺＺｴＧ主 ｮ ｒＮ

すべき目先伝t ' : : t ' f J { す認めに、 1lI に他l断より今少し〈述べて見ゃう。

Inj 同の諺 lこ「ム; 那の一世紀より陥維巳 δ 五イー年」といよ、誠 lこ誇りがましい言葉がある 、

これはえＩｽｩ ￭ ＭＭ ｪｬｬＺ 紀 の進歩設展は ｩ 吹雑巴は五十年で司Ｑｦｾし滋げ得るといよ、 、 共の優越性を百年つ

にfi 千;寸でめるが、我カが:刊怜惰'，'fい附ν叫計則i民己を佐? していはしむれぱ「陥米の 一 |刊11-紀 は 我f力';;汗汗吋5干司'j 'i j問D必判E司|の) ボi正t

と三玉三ミ喝へ得る と，l也どι、Jふ』ふ、 D

抗ノ.k六 年ノ'，) J 米経一idl 引時 頭 に 現 lまれて以外七、 我が岡上( ( ま三 百年長後のg;': より 級 起 して 、

ち1) )脊|却を?五吾、げ?ニキ，';'*は千j ゆる liUY-の文 l仰を撤収し 、1山爵 し、 同 化 し、 以て我が守i7附 の 偉

大なるえ Ｚｬ ｩｪ ｊ を成就し＿二 、 ｌＡ ｪｊち Ｑ ＮＺ 次米人が三 世紀も ｊ Ｍ ｾ し＿こ好Ｉ Ｉ 延 ｕ ｊ［の迅程は、我が閥 ｩ 亡は佐々

七 ー Ｑ ・ｉ， ｉ ｾ Ｍ の何年 ｐ ｈＺ 子 以 て 此に迫ひ ｪＺ ｪ き 、 否これを淡却する域に述し＿こことはがとして持百でも

ＱＴＱ すでも ｊＡ ｜ｾ l 、。

｢ｉＮＡＮに Ｑ Ｑｬｾ合ｼ吐外交 Ｍ Ｑ り ｪ の ｩ 剛志に仲じで 見るに 「 太防 の 叫迎行と Ｚ ｊｾ の軌道をーにする」といへ

jI} る と}，'._I、ょ、 o }U.:' 突飛な (，1- ::t' !<I ん七百のやうではあるが、 今f I Ｍ ｗ Ｚ｢ｙＭ の人類に多く の ＱＱＱｾ Ｇ ｩｨ ｬｉｬＺ台

後f し?こ物 質 文明 のi怖がG( 立、 木似のili 行とま45 しく* より凶に流れるものと見倣し得ると ，也」、

川沿その巡行の ｩｩｪＭ 松に於ては 、 ｩＵ［ｾ 流の渦紋は方 ｉ Ｈ ， ｊ の 不 ｬ り ｪ に属する色の 、 一的所に停滞する

もの 、或は逆流と見るべきもの 、共の他随分複雑多岐に且: るものもみらうが、 これを達制

寸れは必 ・ Ｑ 、 ｾｴＺ の方向の大勢 ｉ は誇らざるものと認められる。

ノ じ ｾＨ ｪｬｬ ｪｌえ ｬ リ ｪ の瑳 ｉ ｉｗＺ 如何 の先撃は伊 ｾＭｋ Ｍ ｏＩ ｎＱ 先 に委ね 、 ＱＱ 見 りによ ｒｉｽｌ ｪ ｩＧｬ ｾ￬ 下の ＧＱ Ｍ ＧＱ Ｑ Ｍ ｜Ｑ 斯 ｴｩ えの沃軒

近傍に JJJj 芽設達しにものと 1Ehとし、 - i民は* に !のって 印14より文那に j主し制併を経て我が

'，i' 1' 聞に及ひ: J tCバ
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j並行せ るもので 今やその進民は伴似のM態に世かれ f: ものと ，;; e，e}) るι とも 1I'，'Ij (る 。

ｩ 也 の一 派は東より附に流れて土ｾＢ， ｾ ｩ に修り 、 ， '{'f; 1I 闘に波り 、;民! に維馬帝国営 jお在し て阿l荻

た陸に 漏 出 し 、 主主に回ＡＱｬｬ冴 ｊ 会経て進 ｬ こん河洋を彼の コロン プス に依 って ｉｊＺｾ 米不 ｩｊ 力 ＱＱ 大陸に修

中l立せ らi L  ＱＺ っ この交 ＱＱ Ｉｪの潮流 ＱＩ ［ 史ーにみ Ｗυ ｫ 六年 ぶ Ｒ ｆ ， � ［ ＨＧ全ｻｊｬＧｬｾ しア 、 米艦 の 渡米となり 、 我カ Ｚ

Ｇｮｬ 凶に粛され 、 守ｩＱ似 Ｑ ￆｴ民の場Ｚ火れ Ａｪｾ となっ ｦ こも の で 、 主として物質 文明に ｪ るし 所 市 ｩ 二 十 ＱＱＱ Ｚ 紀

の文 明 として ｾｉＺ 界人 類の耐 ｉｪ ￬ｬ｛Ｚ に 寅献して 今向 ［断Ｚ 々 ｦ こる光 ｉｉｊｪ そ欣つ 木防 の法 行に作 ょ 、文明の

i倒流である 。

j折くして此潮流は地球 上金一周して J L: の終端金我がふii1凶にWI め、誌に) kJ ! lj ;%:1リj の結合副1

+11 全米すべき Ji lj ，Wl文明午新の秋が到来し 7このであ る。換; 守すれば東西文明のごた潮流 (i-! I<:

が 備陣 Ｑ に於て 融合統 一 せられ 、 新にｬＭＧ ｈＧｬｪＧｉＧ 物質文明会一人ーよ Ｑ ｪＢｬｻＮＧｾ に投入せ られて 、 イ ｪ ゆる文 化

ＨＢｾ 嬰素を銘鉛陶 ｩｦ ￬ し 、以 て米安 ＱＱ の 新 ｽ じ紫を分十 ｊ￯ 折 ､ ｬＭｉＧ， し 、 す ｊ し〈は介 成 化介せし めて ＿ｩＧ ｊｦｃ 1; 

る介念公1"ilJ 巡するがtm< 、過去の文化会的UJJ I: して 、新に我カ刊行|此Il( に依って民の 11tW，文l引

を建設i: IJ :i1せ らるべきで 、ui ; ｩｾ すれば 、 ｬ 買 の ＱＱＱ 見交 ｬ り ｪ の 護 ｩ 昨地は我 が 日京人ー マ ｩ￭Ｇ 凶であれ

その利Jili ，x (.:!. 我が fl k { ¥子同氏で あ 1) 、 1: 111'，づる: { ¥二子同|を，Q;刻i とし T 旭日 の降 んfこる !l ll <  

Ｇ ＱＱＱ Ｚ 外の人類 ｾｊ ｉ ，Ｚの文 ｩ リ ｪ の 必搾に ｪ 谷せしむべ主であっア 、 ，ｊｬ［ Ｈ こ ＱＱＱＺ 界 の千 平ＯＱを ｬ ｴ 現 して我が ｲ 1  

ｊｫ叶 ￭Ｇ 問 ｪ 己 の イ ｷ 統的ｊＮＮＺＮ川 一 定Ｈ ｾ蹴現すべき機令が 主 ｉｊ Ｂ＾ｪＨ しつ〉あるので 、 ノ ト や阿 ｊＨ夜起 の秋でゐ

り、iJとしてn寺局 l立市[ こ現時の凶英11でl主力! 日、此の時局を突破して見!ー に米 るへ き、我が附l(

の上'I! ，:也氏現であ らねばな らねと Jι ょ、D

此 ｻｴ＾我力［主 ｾ 築ｊＧ ｉＭ のみに Ｉ比て主 ｬｩ めて お 派 する も 、 Ｉｫ 凶 ド ｈ Ｇｩ下 の Ｚｩｬｬ 築をブ ヒ分 ｊ ｉ 日 Ｑ ｉ ｦＡＧ し融介統一し

ム ｬｩ に投出せし め 、 ＱＱＱＺ 外 の 文化 にｬＮＧｬ 献す べ き千 ｪ らゆ る資料 は 阪に我が子行問 ｬＨ の Ｉｈ ｾ ｜ 装にノ Ｇｫ <士it

( ULrこる素質であり 、我が凶l ( を除てはその使命全県し得る素質と抱れと自，ft とをイイする

凶 民 は 決して他に求め得さ ･ るベ〈 、 克に時局 ｬ ニ イ Ｇ Ｑｾ ひ 新にｩＡＡ［ 築 外に投ぜ ｦ られ＿こるＡｾｾ燥に 制 す

る誠 ＯＱ｜｝Ｚ函 の 研究Ｇｦｊ ＱＧ に解決 の虫 ｦｉｾ 、 ｊｾ の使命は捻 ｴ ｩｦｉＭｍＧとして此を叫幻止すべ き 樺手 ｉ ｊ と 責務をのー

するも ので、主主 予々言阿j 好ブJ { t > 裂する杭である 、従って挫築技術1 ) 'は、 今日 の時局に鑑み

l時の ィ、燥を忍び、我が同l ( の使命全自' 克し 、述人; なる1 Ii望に撚 え、脊程将ra助、共の立務を?

今上11，し、 ｾＱ Ｚｗ Ｍ 人 類 ｬ こ依 って ｾＱ ご持 て顕 現 せられ Ｕ る ￭ ｬｬｨ 主文化 の ａ 刷出＿こる美花ｾ辛党力ｾ - ! 約千に

1:: 'Jカs しめ 、im刊なる j点!t!: ( f 牧めて 人知のifilt 'illil[: に貢献し て変にPJi'，i¥' 1金附IJ 石文化を ;e，IJxし、新

興 H Ｑ 正 のＺ古紙を ｾ ｩｬｬＺ 外に設桜 ｪ し 、持 て先延 ￟ {t> j;}，、て誇りし i皮匂z を? して 、我が後践を祥せし めれ

ばな らぬと 忠 ょ、。来年し それ斯る人;任を- * して我が凶 l ( が先攻し得る や否やと の疑念企抱〈

ものめｉｪと す れば 、 そ ｕ ， ｭ 二 子 の 則 ｉｮｉｊｾ ｊｩ サとＺな鴻の 徒で大鵬九万 ＧＱ Ｇ のたがけ ｾ ｉ ヨじ の 微カケ 以 て

i 守山寸 るも の、 jl ，: に円(f I，;J じうして i，炎す》る l こ足らさずるものである 今
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建 築 家 の 再 認 識

l

 

・
t

-

A!

 

n  1義 長1$

l ま へ お き

新しき tドケ迎へるい際 して1 : : < 何物全も感じない人は恐らく絶無であらう 。然 し %の感

じる 事は人によ って持見りょが光令に他 人ど‘ 殺する司王も亦: j[-lt 1ーあり件なし、。 他 人のy，i

つ ｦ こ ， ｕ ｜ＮＡＮ ｾ 利推する・ ｊ ［ ｾは ｊ ｬ ｯＧ￬ｩ｜Ｂ に興味の イ ｪ る ｪ ｊ ｦ でもゐｾ :χ又H

も ､あ ｢ る 。 札Ａ築と ｉｬ ￬ｉＺ千＿の新年枕にも〉じ宣伝説民の作方ｼ自 ｩ Ｏｊ、 ら の各 ＩＧ ｾった司 ｾｪ 111'i:
i  i- 御.む比ヵ: 品川さ

れる Ｇ ｨ と ｪｕ Ｎ ひチか ら 繁しみにして千年つてゐる火山でめるが 、イ ゲ ￬ ［，ｦ ｬＮ 、 にも恐 ＧＩＧＮＡＮ ｾｉＩｲ ｪ 附する同

作カ ［ｙｩ ｊ へられにので 、 Ｈ Ｂ Ｑ 匂の ｊｉ 川内の 角 ｜ｾ ｬ 、ものと 竹 Ｑ ド し ｲ ドらも 、 争 点ー八 Ｍ ｃＧ Ｈｩ ｟Ｚ を ｗｴ り彩 、 の 挫 築 ｷ

に引する 附手11-1-_- -: ｾｉ Ｇ 出への ｬｾｊ 仙 台五 ご ｲ 長 ￟ べる火山である。

主 ｴ 築ｾ "i ttこ|ソく食IU の11:の 川i屈に J . j 除する? ごりと考へられ f二日もあっ fこが、今H に於

ける建築は ｉ ｕ まぶ よ ｾ 1Li ｉ こ託 ｴ んで生産千段として 、 ｬ 以 ｾｴＢｾ ヂ段とし て の重姿な ｩ 主任ぶとなり つ

、ある つ 父‘ｊ［ ｩ ｬ ｈ 裂はｾｾの例文化の科Ａ止を ､､ｾｾ するものとし て もＵＱＮＮ外放に到する防 ｬ［ｾ 可チ段

としても〕引こ '11: 必な J 也1J :をを占めてゐる o ill 築』裂が幼祁であっ? こり又は之に到する凶.1. ( の

J II'_併が乏しくて 、食料 11. つ 'F ，ヒ今:なえt築物しか+N1こない凶民は、ィ'l 初生なる外: i ，r，; l J d出の F

に ｆ 在来の能不も が ｩ ｌ 不 振に ｗ ，り 、 同タトからは ＱＱ 州ｩｊ ，Ａ され 、 ｾＧＧＨ ｉ 誠 ｉｩ ｊ ｉ の ｬｴＩ ｊ 下 ｩｾｾｪ に於ても ‘ t: ま

りも無 < tl' li成されて γ ふのである o Wj-< 巧へる |時は J( ノヤ建築家の任務 ( . unこ浪人であっ て

何とかしなけれははらないと J ふ感じが、ひしひしと身に 辿って米る のでのる 。必に於て

私は ＮＺＭＺ ｉ ｉ ｍ の川姐に Ｎ ｦｩｪ 過する ｯ 位 、 現今に於げる一般 民 主役の土 ｉｉ 築に到する ， ｉ Ｎ ｴｴ ， ｦｩ ｩｾ はＺｷーして充

分なりと日: ＧＮＮＮＮＮＮＮＮ十五か 、 これでＮｑ ｬ 、 ｦ ごらうかと ｩｬＭｾ 、本と 、他ｼ 白 ｩ ｩｬｬ 築刷係 ｘ ＭｱＡｩｴ 二 ［ ｩ ， ｩｩｴｵ ， え ぴ挫築 事

務 Ｉ￭Ｉｪ 等が 従＿ｪ Ｈｬ 以 り ｾ Ｈつ＿こ伐 ｬｴ ｊｌ の ↑也 の 組 織なり態 ｬｌｴ なりが ｊｪ ｾして 今 Ａ内・代に ｉ ｉｉ ｗ 位Ｎし泊 ＱＱＺ であ

ると ，ｩ へ ｲｾ か 、 ｊ ｌＺ Ｉ 起に ￅ な る もさ ｊ ｙ ｩ の 必 裂が ｊＡ｜ ｾ い のでめら う 力、と ｲｬ［ 、 Ｚ ｊ［ である。

2.  一般民衆と建築

ｩｬｬ 築埋葬の長足の 進 歩 、 他築業 界 の河・ー新と Ｔｈｾｍ ｉ 併して赴非共 必 妥な こ ￎ￮ ｾは ・般K: : ft，との之 lこ到

する J ljl $ (，｣ ， 泌識で ￰ＮＩ る 。 よ ＱＡ｜ ｾ く しては Ｑ ＮＰＱ ＨＱＱＩＨ こ ｩｪｲ 対ｌｴこる ｩｬｬ 築 ｊｉＡＡＮ 論もよをｽ［ｦｵ寸に ｊ 七 の機会得す Ｇ

コ ｉＮＮ ｾｉ ｉ ｈ に￭Ｇ ｾｊｉｊＧ 的な Ｓｕ ＧＯＮ の組織も之守護 ｪ 主せしめる Ａ ｊｦ ｾ 件な ｌ 、。 ｊ 与の Ｚ む ｬ 床に於て ｊＨ 人 ｉｴ t つ'

ー般の1(: 衆じ I，"Jひ建築物 の持つ if :大n 伝記、識 tr しめよに J ，J する 11-，しき X' H併合 ;Jd/) ' j . ければ

ならな い。

今 ｬｉ ｩｬｬ 築にｼ』討するｩｗ ｦ ￮ 千 ＱＧ Ｑ Ｇ ＧＩ の主将Ｇ ， ＧｴＺｕ｜ Ｚｲ Ｑ る多い。 一 般 ｊＨ 次に ｊ Ｎｪ して 住 吉楽観の ｩｩ ｦ ｩ 械 化 をｾ ，iI る史ll l

に於て減 lゴ，，'，'1'，' ，P  i- ・hであり )1守米占ti: ん J Lのftfil ，" Jの伐なる 'J; 全1id 、のであるが、 111: IJ i)J もすれ
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は ＧＮ ｉ ｩｴ に ｊｌａＳ の敏ＱｬＱｬＧｾ，ￌ｜ Ｑｦｾ えする ι ，ＱＺ ( こより 、i . uちに充分なる建築知識を:' i号fこりと過討し、 自

己会 ｬ Ｚ ｊＮ てＭ流のえ ｴｴ 築家 ｈ ｉ Ｇ Ｎ のものと定＿ 盟、Ａと統なる挫 築家 ーの援ｊｬ ｪｊ を ＱＡ｜ｾ 川 の も の ｴ し自らえ ｴ

築 物 の 設 計、 Jiui ＮＭ ， ＧＮ ｾＺｧ ｦＮ作等をなし得意然 ＿こるすある の Ｑ 可 ｩ ｲ ，ｾ｝ も よ ｌ 逃す 司王が ＯＭＱ ｜ 米なし、 。 常識はｻ，リ

鹿迄も常識で あり 11二統なる製術とはR在然と医別 しなりればならない。 J折る不確買なる 知 識

に基いてＱＭＱ Ｇ， 現する挫 築 物は 、 ｊｊ ｟Ｚｴ ｊ［ ｦ ｊＮ 宅にせよ ｉ ［， ｾｪｬ ｴ［にせよ 、 終 又 工場にせよ共 の機 能低劣に

して然も過多の55ブJ と材料とそ 裂 し、共の人の? こめ叉同次の? こめ 、 人的に物的に 、 不車主的

同りないなｾ ｩｦ をｾ Ｉ延々Ｂ殺す る。弘は之等の傾 向に ｜Ｉｉ ［ ， ｊ し ては Ｚ Ｇ ｬ ｏＨＱ 劫 ｬ 心念公じ件ない 。 之等 の

多くは土Ａｴ 築に到する ｦ 泌識と ｊＲｍ 併の Ｑｾ 足か ｬ ， ｾ ｬ ｾ す Ｇる一地 例 と Ｑ れますして ＨＢｪ そＧ。

ｪ じ米建築に到する 一 般ｊＮＮｾえとの認識不足の ［Ｉｩ｛Ｈ 立 、 持 の 人 Ｚ Ｏ Ｑ モ念 、 ｾ 築に 到する ｈ 主 宰の ｩｾｾ きｾ

術 、 技能舎も Ｑ ＧＱ ｩＱ こ すして ｮ ら 建 築家然と し て位 ｊｾ ｾ ｻｦ Ｎ［ ［Ｎ｜，・ む ｉ ｗ ， ｩｩＧｊ￭ ｬ 船主ｾ 築家の ［ ｷ としなければ

ならなレ o Iリj'，il' J I' IM建 築 家 の - 'i ¥il の ものは 、事1'[ に於て J 1，: のイ j す る); 11市ijjUj: it.u1t千:占の( ; 兵一J止をナ

- -)らも 11'，な い 取 合 がiた して齢〈ない o ｩｗ ｈ 下時 ｅ ヂの ｔｩｬＭ 和を ｾｉｉＨＧ リに数多く前似し で も決して開

f: lli となり件るものでなし' ::> ｩｗイ谷間接の ｾ ｾｾＥ ｾ ￭ｖＧ 立主人 ｾｗ ｌ ｾ Ａｽｩ ｾｬｬ￯ｖｊ し 以 てや奇 ｦＺ ｬｬ￬ の イ ［却を ＿ ｩ ｩ 父＼ Iこは

ゴ Ｑ Ｚ やし て 、 とにより少しでも ｟ Ｎｊｩｪ ｸ 日米の時恩 治［ 識を ＿ 山 ｪ め 以 て 治 ｾｊＮｾ にｼ符し問ｦＺｬｉ ￬ ( こ比く 11同位; せ

しめ然して治療の " ＨＱ 句 をより ｒ く述 成せ Ａｬ とするにある ｯ ｂＩ［ 築 ｊ ［［ｾＮ ｴＮ ｩ ｩＺ の Ｚ 占 Ｚｾ ［ ｴ｜ もよとＯ，，｝ーであ

りえＡｴ築を良〈諒併せしめ以て良く建築家仁 ｊｉｾ ｩｊＮｲｾ［ せし めるものでな く てはならな い 。

主主築 lこ到する 一般 人 のtLt識 をづ山 1: せし めるには 、半平井もさ る、ii y ドら、 (，'J どri J 、ても 建築

慰 金 批 げ一般人に持閲するお以/l ち| 止の建築訴が、一般人を( ，i' 服せしむるに比る充分なる知

識経 験 のJVj"1i_fi 'で な け れ ば、到凶之を? 出み件 るものでない。然る lこ今 11 の /1; -1&1は挫 築 家 1=

るに到してＨ，ｾ等の資絡を ＿ も胤定して Ｉ川 なし、から 、 如何なる入力［長 ｵ 築ぷなり と ＱＱｍ し て如何

なる重んな辿築事務に ｉｾｍ 係、し技力Ｚ 、 之をド ｊｪ ぐ ＨＢｊ Ｂ Ａｆ の Ｉｊ 訟をも存しないので ある ｯ ＮￆＺＺも建 築

法制に よって位 地、が Ｚｪ 、 ｎ ， ｾｩ 孟設備 、 強以 ｴ 苛 ｱ ま手浜なく ｊ Ｏ ＡｩＮ 新 ｦ られては ｪＮｱ るが 、 之が反って 一

般人会し て ｊ ｬＺ ｾ ， ｾｉ ［ の制 定 金 心得えるお が え ｴ 築壌の人ＮＡ ド を ｲ 片むる との 謬 比 ぞ 抱 かし むるｻ唄 ｉ ，Ｇ ￮ ｝ あ

るを奈何せん 。私 は 一 般人のlt 築に到する初日益金二:{ll': し、 ィ、他企 なる llt 築物 の 11'，現をがjl 出

し以て 同家F . I年 の ，¥1'( こ貸する lこは 、lt 築 米 にまJ する資絡の制定日/ l ち辿 築ー1:法 の ;j ;IJ定こそ 放

もイj 効 泌 切なりとf . i ' じて艇ははない。

3. 建築家のニ大別

土t築 に 却 す る 充 分な る) : lI i識経験全イjーするパ金総 lこi.0然と llt 築 家 と併し 、ょを 二 火山l しt

比 る 。 イ日し傍系 ｉｾｍ 係Ｍｘ ｴｾｰ ち建築 材料 術 、阿円 壮 ｲＮ 事 ｉｾｍ 係金 Ｇｧ ｪ く ｬｩｴ タト ｩ ｬ ｊｬ <1一る D 主主築家の日々の

栄筋力: 伐・業的 なると JI:偉業( 1' .) なると に よって分 〈れば
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A 、 符 業

( 雄築 事務所附fffd号

|'lAj  L  Z青主主側係者

「建築行政側係者

B 、 Jjo ［ ， ＧｩＮＮ ｾ＠ JS (1'. )  ｾ 官郎 、 令枇等 の笹総 ｻ系
I !夢中先、研 究所等 の職員



l'i J じく土t築米であっても 、現{ I : の'Ii l:令機桃 lこ於て は、 Ｑ Ｇ Ｎ ， Ｑ 己後 ｾｾｾｦｬＢＩ 、 ｊ ｉ ［ｾ 匂業 Ｈ Ｑ ＧＮＩ の｝ￋｮ ｪ Ｉｬｪ は側

めて ｈｾＱ 正 Ｈ Ｑ Ｇ ， Ｉ であって 、 之を，Ｚ，ＩＵＱＮ白［せすにはｾ築次を＿論十ることは ＱＱ '，-;j ( ない。

4. 非管業的建築家への要請

この ［Ｇｩｬｓ 知に凪する建築家は、 ｊ ｉ 九には弁具つてはか Ｗ ても、等しく巳がイイするｈ｜築 ｧ［Ｎｻｾ i Wじ

て、I阿吟刈|同送次f な り千令?訂刊州II川刑lド川l刊i上:刀な りに 11此主も不市1幼 lにこAd品点J;詑B占E臼さねばな らなしい、、。 之βぺ竹等3守宰、r; の起控; 築家の地{仏位b丘:(はま多 〈車和組IH織故恥、J心"

つて ｪ人， Ｑ Ｚ Ｇ川り 、 兆 の ｊｦｩｲ ｻＮｦＺ寿院 ｰ ｉ 係も ｉ ｾ ｉ ら ｬ リ ＱＱ 僚で ある。 必要に肱じて営業 ｦ ｬ Ｇｾ ｂｬ築家と辿結合とる のタ ト

Ｑ 也，告知き苫ー である 。 然るにＱＧ Ｑ じ の よ Ｔ 訟を忘れて侍 ｬＧｾＨｾＢ Ｉ ｾ 築米煩 似 の 行句会 と る ＱＡ す めるは ， ｏ Ｏｾ

に↑慨岐釦l嘆焚に棋へな しい、、o 主旨として 1岱t岱?4不ρ刈Tリlリj カ;汁11Ｈ的 ｼド内 ＱＮＩ で Ｗ到似無Ａ｜爪｜ｾ札し、いま Ｑ［ へ ｦ砂訓 ｈ例 Ｑ 究の Ｉ疋ミ千名Ｏう』に ＱＱ附 ｊれ託Ｇ，Ｚれれ ［ .• t'j白t

のF間円j城l攻主を佐? 荒す事(は主 、J ｬ Ｚｾｌ Ｎ，ご け骨 ＺＺＮ｜ＧｾＨ ｉ Ｂｊ ｂｬ 築の ｊ 也 Ｑ ， ，Ｚを千十し業界の ｉａｉ かｾｾ 1.: る設以を 1;Il'，I";:寸 るもの

である 口此のftfi I(' JがJi'守んする 1I .'i'(ょJ l:)主に 山 し々き肩上令問題伝子1:十る つ ・ ｬ 阿 倍れ ＭｲＺＺ ｾＩ ｉ Ｇ ｬ ￪ の

本分を怠る フ ｬｩ となり、ヂ ＧｲＯｬ￬ ｬＺ ｾ侃 ｢ 凶米を計ＧＺ Ｋ ，与する 守 ｊｩ Ｚ になる ｯ 京より "{)、 (1 ｊ ｐ 昔 、 ［ＨｾＨ ｉ ＢＩ え ｴ 築次カＺ

骨業類似の 1上司1ーをする事の全部{ e Ｚｊ ￭ｌ Ｇ 巴叫する のでは免 ｜ｾｌ 、 ヵ［ 、ょを ｉｬ ￬ｬＺ 令 の 辿念 ｬ こｊＡ ｾ ｻＮし谷，Ｈ Ｑ Ｚ し

得る以小 ｾｬｾ に止める可き事全聖子だするのである 。 私 は ｦｉｊｾ世 主 的建築家に赴 かんとする 共ｂｬ

築主力: 、結え令営業的建築家の _.f '':I) のものを，:，iJI 誹しつ〉ある :J k! 12骨三位的建築家の 11・r i によ

って 、 ( " HL にJ吐く 百j きかを迷はされて 11f ;る' ]1: 例を 1"1撃し 、 ｩｬ￬ ｬＺ 令的義ＧｬＺ ｬｬＱ ｊ ＯＩ へ見 ｉｉ ｾ をれＡ険しに

事があ るo ｾ ｊ［ 場合に於ける皆当日 Ｈ ｉ ＢＩｾ 築家とゴ ｉ Ｇｾ 管業的土 ｴ 築次との土 ｬｦ 築反中 ｬｴＧ ｪ の優劣は暫く↑ ｊｉ ｬ き

ａ の行 Ｑ ｾ ｾ が 土 ｴ 築外の削減なる張 ｩ 主を＿ 糾 ｬｾ 点する鼎に於て 、 ＰＱ 築家として ａ のコド ｊ ｉＺＺに寓死に航

するも のと 思ょ、 。此の場合に於てち挫築 1: 法の j!i ll定金一入手むよ、のである。

B l 築界が回 j品なる殻展を? 遂げてこ そili l:令に完全なるk ! l 築物が生れるのであるから 、ヲli'仕

込ー的見Ｚｌ｜築次と聞も此のＡｪＩ ｽｩ に ｉ Ｇｾ ｊ ってんいに協力せねばならな し、 。

5. 建築事努所の使命

挫築司 ｦ 務所 は 建築物の設計共の Ｑ 也 の事務を掃すＮｦｊ ｾ ーによって州首なる報酬を得る事会 ＱＱ ＨＱＧ ＭＩ

とするものであるが、少数の例外を? 除いては、経憐的には I笹口忠まれな い71た態にめりはし

ないかo そして共 が自巳自らカ斗視 し、 fこ批態では無から うか。元米建築物の設 fi十は科研(1旬、

切能ｾ ｉＧＭ ｊＮｬ ｌ つ坐術 的 のお ｉｊ 作である 。 従って共出他は ｶ としてよに裂し＿こ材 料 や時 Ｑｩ ｾＱ の数 ｾ ＺｉｾＺ lこよ

って判断す -"1 きも のでなし 、o ｊｾ の 出値は設計自躍の持つ内容の似仙であらねばならな ｌ 、。

然るに今 日設計の似値即ち設計料は共の工事貨の幾パ ーセン トとか或は| 品11白[ の枚数等 lこ車

線する場合あるそ l:l: fJ <  Ｐ 然も 他 の営業ｾＮ ￨ ｾ ｪＧ ｾ 午 Ｑ の ｼ 刻係 上、 自ら匙んで 、 成は除 ｬ みな くがＨ 卜

げに値下げを軍ね る場合めるを9.: 11 る。然も JUrくして得る械的! j ( よりグj 、にして 、i上:'Hの壮絶へ

r:時機をす: 主的的に予'，' ifCiな く呆切る に充分でない。此の:'Ji. (J. I:¥1断なく{ 上事の辿制する事を必

裟 ｩ とし 、 ［ｊ ｾ の ｦｴ め Ｑｬｉ に 不介 ｊｉＡＡＮ ｬ，よる ｉＢｌｴｬｩ Ｇ､ のＡｬ ｪ ＧＨｪ ￎ Ｇ {t' ｾ ｉ ￳ じ結局ＫＱ ｸ 酬もｻ ｛ Fげの ftf i1むを晴 人; する。

令 〈共倒れの競争であり自制円純も此7ごしL 、o J折る j状態に於ては武任の引 る{没ブちなる ;泣，iI

l主j明1.'1 する -..: ]1. が凶主11 であ る。
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ｊｴｬｲ る ｊ 状態 が ｾ ｉ ＺＺ す・るのは 、 一般 人 の ａ必挫 ｬ主［ 築 に 主判 ｊ する ｬｩ ［ ゼ包、識 の イ小 、 ｩ込 Ｔ止 ｩ 力がＺ主 ｬ川刈である主は百

kl叫u築 事t傍多兵舟所Ijのt丘I任任. も升、J太三な b と号ゴ斤はねば な らな L、、。

佳築事務所は.J ( : の業務の性質 1: もっともつ t 機j泌を. J <#1こねばならなし、。機戚を有する m

め に はｊＭ ｾ の主的に闘 しす手持に ー船 人を 信服せしむる にＮｊＺｦＺる ＧＱ ｖ ｊ e 賀市貴金製げねばならな い

共 の時には ｊ ｬ Ｚ の業筋金現イ ｉｾ より 、 もっともっと』ぷ ＯＢ ｊ 化 し 、 ＡＧｉｬ 二の ＮＧ ｊ ， 傍 ｗ ｩ の専門 外に嵐し、

自信無き業務は，と金謝絶する抜しなりればならなし、のでは合! f }J ' らう力 、 そ し てすべての J:'t; j・

［守に於 て単なる ｉｾ Ｍ ｷｪ の自じの 利 慾を度外し 、 場 ｾ､ こよっては Ｈ火 中 ｾｴ Xの単なる主1/:史的意見は

之ぞ叱 ｬ ピし 、 民に同家 ｭ ｬＺヂ＿の ｊ にう長的平 ｉｊｩ ，ｾの＿こめｊ￮ ｬｩＭ［ｗｬ 技 ｊ 十 ｦ 長岡の Ｑ 減をｾ Ｚｩ｜ｾｩＮ さねばならな い ので

は力的 〉ら う力、。 斯 くしてこそ遂には#人ω N. 危! とする辿築外が* れるのでは無からうか。

6.  請負界競事の緩和化

土II 築，i，!i ｩ ＱＮｗＭ の ［ｬｪγ ￍｉ ・は ＧｊｈｾＩ ￭ｊ￮ )jll'li にも哨し て激烈で ある。 此の立; 'ni:の仁め}111I負外は多年: l;ー

めら れてJ，r; . りょが正:j JJ.{{ 仁すれば共倒れは必袈である にも イ、+!'J ょに榊! し lJIJ 段 何等の方策の}jI!i

されつ〉あるを ＱＱＱ り かない。絞 Ｇ｛ Ｑ Ｚ もｾｾの除 ｊ 也の有る場介は ， ｉ ｌＺＱ ご紡州であるが 、今日 のあ ｜ｴｦｕ Ｇｴｌ

に共の絵地がイ{ るであ らうか。

ノじ米辿築;i，!f:i' u立一定の /i ;，i/i 師、{ 士抜書 [こ Jμ 、てJ AJHt' 完成する のであ るか ら、多少の /1'，*

不 /1¥ｾ 七はあるにしろ 、 ， ｩ ， Ａｩｦｬ 人 が呉つでも中 山県 は太閤 Ｏ， ［ｊ Ｍ の省Ｚでめる。 故 ｬ こ 許文者は少しで

もjJIW.J'i の相手方公吠ぶ附係 l 、立; rji を険協 1J_ < されるのである。黙し王'I!.論ーlーかj ー材料 lこよ

り、 ＯＢ ｪ 一程度の ｔ 卓会するには Ｚｩｈ がやっても共の挫築代Ｈ［ＩＺ Ｏ， ［ｊ ｟ Ｎ の笹である口元米 挫 築日ｪＡｦ ｾ ｬ

は衆人公ｾ［ ｜Ｑ の Ｇ，Ｇｪ ＯＮ ｗＧＨ の 材 料金色 ｅ 川 し 、公 ＺＱＱ＼Ｚの ｬ 向 ｩ ｊｪ ￭ ｪ ｬ こ於て 一 定の物 ｦｬｰ｟ 的仕事をするのであるか

ら泌統工場に於て秘術1) ;川} により製 ':" 1{r'製11ょする化製ーL本の杭に，ド ロイ備は全然あり、得

ないo ＩＨ Ｍ ｦＱ白｛比較が ｪ ノ ｪ 、資本でも ｾｴｾＧ ｬ ｊＧ 件る防 ｪ 係 ｼ 必 γ 州 ＱＱ 子は ｪ 士山台Ｎなく精力 ＱＱ し得る に ｾｈ し 、 こ ｌ

::Ji :の) ; は断制制りな L 、。材料のJlfI，;入方法を:' :1:)-: : しで 比ても l i ¥築火公正;{ iする程のものでも

な〈 、 ＩＨＱ ｩￚＡ 工の方法に於て ｬＮ ｾ ［ｭ なブ ｪ 法ｻｦ勾案し能本会 卜 Ｎげて 凡 ても 、 公衆の｛白ー 前 でやるか

じ 、 ｬ 立 ちに Ａ 日 ｬｬｾ i守l;): 易< is1位する つ故に ;i，! i fl外 に於け る競争- はJi ILの川 る様な競争: であり 、

結局ｼヨ分 の 身 をつめる 以外 の Ｈ ＧＱ 何 でも Ｑ ＡＡｾｴ 、 。

以上 の次第であるカ］ら ｩｲｾ ｘ Ｇ は Ｑ Ｂ 他の ｬ ｴＺＺＧ，ｾＺＺ［なる不 ｉｊ 訴の Ｗ こめｾ注目＿なる協定へと進まねばなら

ないD 協定の ilt も光秀:な形態 lよ、主将/r; ]，ι の什I，;J 合 ｉｊｉＺ と介 ｾｉｉＡ 的分業化である 。 之は今 ｈ の

消負外にはｾ主合し ＧｩＭ いーどめらう Ｑ ＱＧ Ｐ 請 負によっ てー 単 ｊ Ｍ 叫 ｉｊ ｩＺ Ｑ Ｇ尋ょ う とする事は令 ｴ 不可能

であって 、 之を目Ｑ�Ｚするのｼーは建築 ｾｩ Ａ￭ｴｻ 外 から一 刻も Ｙ Ｂ <  i些〈事合要する o ｪ 也 ｬ 米に員 ｉｾｩ 1-1  

に共イ刊写楽をすIi よ、行のみが今後の建築日，![ J主外に越する 人物 なのでめる。 否/(11: 併の 作方 li1iを

j必じ て作然りでめる o ｪｾ ￭ Ｍ ＼ 巧 へｊｬば Ｑ ・ ＱＱ 己のｾへ も ジと して 机 Ｑ ＮＮ の本 ， ＺＨＡ￵ Ｍ ｃｉｈ 札、 。

i' i  .!l ノー説って 他の方法 {i ')Sへる。

の入 札に於 て 幾多の ［ｩ ，Ａｩ ｪｾ ｬ 人 が ｊ 作 カサ 、 作自のもり Ｑ によ与し、て入 札しに結 よ ｾー が 、 ｊｊｾ の金 持 ＩＱ
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に於 L 、て 1j1 J.:乙 t で二: 作IJ も三 割 も 具 る 場 :¥，1; : j 抵あるが、) { : の舶' I Rは IIJj らかにぷ謬で ある 。

感泣ひコえは見的決し の?こめに自巴 に、治も Tこに・釘は共の;iNf: l 人を如 何に刊: しめる事か 、 iU し

が如何に揺影響＿ ｾ 住外に舛す力、

叉l刊に於ては仕事の l釧係 1-: 過 剰 で あり 、徒らに倉} ! j i の錆となりつ〉ある施工機峨が、 わ

し乙に於ては 必 要緊迫之合Ａ ｾき が 府 め工 事 に一人 ［ぷ 附 ｢ ｪ ＼Ｚ しつ〉あるとしにら 、 とが闘 争 反正

して 1mイ"J に不合]:IJ l 不純情な事であるか。人ーボーに就き 一又然りである 。

え ー ・人の Ｗ ，ＧＧＺｊＺ ｾｬ こ吹っ ［ｩｩ ｊＭＮｦ ｴ 人が高ＯＴＡＺｾ主きて合 ｍＡｬｦｩ く舟す伴 ｦＡｴｻ 行常 ｪ［Ｚ 、 一 般人を・ して 請負人

全開のf古川 公j { 11("J に火陛せしめ以て業界の護民営如何に削i 今年するか。

よ匂: 全米然に防止1 : し安定せ る 業外 を1- 1Ｇ ， Ｎｬｬｊｬせしめるには 、 Ｈ，リと ｊ っても業 布ＱＺ ｜Ｑ に於 て Ｉ｀ Ｇ ｉｾＺＺ［

なる j与!，-iJ機闘を設けねばならなし、。 えも今日に於ても )1，: ] ，. ] 機闘が全然無いのでは J!! れ、が、

ｾｴ の機闘を ｔ 少しでもＭＧＭＮ，氾の目的に ｪｽｩ つけてＱￏ＼必要があるのでは無からうか。

建築請負は ｩｬＧ ，ＺＡ ［ ｾ よる此ｻ氏以 Ｑ ＧＮ の ＢＧｉｾＭＱ 践に於 て 、 ｊ 也 のｾ｛ｩ｛ 人 の 和に於 てのみ ｩ 也と競争 ＿鴻 す ｮｊ

きである cl J1i ね て吉ム ー 恥にして五利を准得せ八とするの土は建築見をこたる可きであり x

.ll Lの'IH:合力》ら去る nj"き である o 共イMG柴こ そ今後のkli 害発見の常道である o
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建 築 諭 壇 の こ 乞

中 野 ! 願 失 郎

数年前に較べると最近建築外に於りる論出はめっきり l将かになって米て 、 ( I ' }となく i林し

い様な訴がする o ある用; での l活しにご、三の人からこ八な感想が11' ，1こが: zy. :jt 建築外の言業

は少〈なつに棋 lこ忠 lまれる 。

H寺i倒と; ぷへば それもあらうカヘ 一つには建築外に論議される棋な問題の陸が次第にi成っ

てボて泊首な題 1ｾ がな〈なつ＿こことも疋 Ｑ｜ ＱＱ Ｑ の 一 つではあるま ｌ 、か 口 以 前 にも五 ｬ まれにこと

であるが、11立.!f l.議論のn! f{ ¥: では虫! れ、どしどし新しい技術を比行して行くべき fごとされにこ

とからT! J ( ，i自民行のH寺代になってゐるとも考へられ る。

ある人の訴しには、過去は合以主義の建築が研究されTこが現/f は既に新経験主義の時代

で品って 、以前の様な建築論議の必要が無くなっ? この fごと云ふがこれも 一つの秋態を指摘

してゐると思はれる 。

こんなわりで建築の論位が ill 当りを? 静めてゐるJ ; l I !.111は極々に僻持されることは 11' ，米るが、

扱てそれでい〉かの| 問題である。

コツ 、 コツ 、 と新しい建築技術の研究が縦りられてゐると同時に挫築家も ij il :千? と千11 し

て ｦ 丹波にＯｩ￬ ｴ 併生前をしてゐなければならぬと思ふが 、 技術にｾ Ｇ ， ｾ諮って建築家の ＱＱＺ 場 ｾ ＧＺｊ ニる

ことはもとより大 切の ・岡としても附調建築家の狭い ドグマに陥入つてはならぬのでは無

いか。; 補してお互ひ同志の技術の批評伝怖れてゐ fこのでは話しにならね。

進んでは建築家の立場から枇 ｦ ｩＧＢｾ刺戟しもっと積極的にやる こ とがあれば太いじ立働 い

て行〈べ きではあ るま いか。

話しは少し係史の こ とになるが、40年も前、 ウキ ーンに起つ fこ、セセッシヨン運動の椀

「卦術( 建築) は只必要に 依つてのみ支配される」とぶつに様なことがホット ーソ ク♂ナ ーの

ー ‘ ￬ｊ 氏から ＱＱ 昌へられると淵滋をはじめ大戦前の凶洲から ｦｬ ＭＱ ｾへも新辿築泌勤の ｩＱ 主力Ｚやって米

7こ。それからである。

先つ' 分離iJ.正の展覧合やら創，ｪ 句 ＱＱ Ｚ のこと 、 ｩｾ ｦ，ｊ凶 ｬ こは口本インターナショナ ノ ｌ の動さがあっ

?こ o JRJ. ;-( で A S 合 、同 で餓扉nH:t ごとか . ｊｊｾ 胞子＿あり 、 白河ＧＱＱｩ ￭ 併ありで誠にもって ｊＧ ｩ Ｏｴし い限

りであっ 1: 。

パウハウス公論じコルプツヂエを検討する 。或はアド J レフ ベーネの介|司的建築車両あれ

そしてオランダのデユドックの比例諭が川i剖にもなつに。

訴しは 前 後するが大戦 後 の産業合理 化 が 建 築に及しに影響も貨に大きかっ＿ こ 。 ｴｦｲ 耐 ｌ 位ｾ ｾｾ
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の論ぜらる〉や先づ以て円 ｦｬＩＧ｝ 論ＯＱ［起り 、 積いて構造合 ｦｬｬｬ Ｎ 建築 ｴｾ とか 、 或は表現形式の合ＮｆＱｬ Ｑ

化、亦 、 建築物機能の榊成的介 ｉｾｉＮ 化 、 となって帰する主ころは建築の最大能率の研究に拘 ｬ

准 Ｈ､ｾ 問題正し て 、牛 Ｎ 活最ノレ限のこ，ｬＺ }J ;建築閥際合議の議題えさへなつ f こ位ひである 。

共同じ頃であっ fこか、日本趣味の問題が院しく論議されて懸賞競技設計に封するボイコ

ツトド起つにことがある、ジードルンクや都市の問題に於ける研究合があれば、 一方に l土

佐パ附逝から仲長形式の技術にＺｲｾって立に多〈論議され ｊ ｉＮ研究されてゐ ｔ こ様にｽＮ｜ＺＧＮ ｾ、 。

Wr くの如くに してー わ? こり舶米の介. f li¥主義が論議されてから今度は日本建築の認識論に

なって米Tこ。 タウトがやって米る 。茶J I l ，' のことや民家の研究熱は以前に持者して盛んなもの

になって来て、日* の建築家が日本的建築のよさを疋しい常識として認識することになっ

? こことも忘れてはならない論恨の賜である。

僅かに 40年と雌も決して王子凡ならゴる宇世紀の歴史とえふべ〈建築界の 1900年以後は貨

に論議の多〈且進歩の涯然TこるものがあっTこ様に思はれる。

作栄時代と云へば確かに首つに言葉である如く過去の献態は建築論壇の活躍に負ふべき

ものが桐首に多かつ? このではあるまいか。

ｍ くの却にして現花の有様を考へてみるに時の動き主はえよ、もの〉決して過去の肢に ｾｉ ｉ Ｚ

々し〈川澄の月九態であるとは思はれないのではあるまし、か。勿論講演作にしても、. 民 l草作

或は研究令の有株が以前 ｬ こ較べると整加されてｾＨて、建築撃合なる ｉ 覇瞳の ｆ に各国Ｎのこと

が統 ;I，IJある機陸自jの動きとして所動する様になっ? こことは悦ぶべきことである 。之 がnめに

Ｑｮｾ 立任な論 Ｑ ＱＱＱＱ の ｕＩ ＱＺ梁を ｰｽｪＨ ずつ〉あるとも巧へられるから 、 あながち ｩｾ Ｑｦかになっ＿こことを ｉ メ

て淋しがる必要なしともえへる D が、併しもっともっと論じ合ってよいことがあることも

見逃しではならぬのである 。 例へば、 ［新新しい主姐建ｾ物の ｊ川 ｼハ ｩ オ米 ＨＱ にこ防際［官 ｔ の ｪ除余Ｂ討リ‘ Ｎｊハlにことこカか〉人目に lは主J屯恕2ι : く

ぷｻは立れ τ［Ｑ ［ Ｑ千＿刊 ｩド十門 ｴυ斗 ＧＱ↑判 ｬドｨ ‘ Ｇ ｉｊリ ｪ の ｊ込ｬｆ山［日九ｾ、担述Ｚ物力が［あつ Ｗ仁ことする ｄ 流片刈 ｼ され ｦ仁こ姐建Ｚ築家にすれば少〈 も相?常行の{ 似研H升T究を企グ

fも凶』I占!5t んで7小乙心、の幸町1l ι I

ないこと力がf 巧へ色れるのである 。

こんな場合に11の技術家も蹴ってゐるし批評する者も l告でコツソ リ酷評をするど云つに

粍! 支で少しも技術の交線もなければ進歩ーも認める こ と力 '11-'，オえない場合があるのである。

士脅して ifil: 令 ・般の人に正しい建築(11常識の推診を滋へることなぞ芳・にも 111オえないのであ

って訂占に' 1"，' '1 しい間4りである e ，ｉ ｛ ｉ Ｎｾ 、 。

Ｑ Ｑ ｾＧｴ の民胞のがめってもそうである 。 建物の Ｏｪ ｲｾ 嫌いや展覧壊の安気からめんと ｊ 士山ーす

ることを避けて了って結局は素人の購買本のよかっ? こものを以て建築家も認めなりればな

らぬと云ふ犠な拡態が屡々あるのである D 建築家は技術を賀る こ とも考へる必要があると

同時に建物の良否念大衆に判断してやるべき大切な役目をも忘れてはならないのでは1nれ、

か。

ノ(- _ .つの例 を百貨 I，i_iにとってみる。 rp e 乙の百貸出が屑佐北 べて街頭に表はれに 。 す
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るとl ! 停質合 11 (1
1
.) とする大衆の存 l立直に 以 て購買心Xr i ! の比較をする 口 そして賀いよい. J . i -iの方

/J ;  ("r も彼もよ〈なって米て遂には住築の慣航4什 IJ断する Xr:' a t ! な盟素がI i ¥ '>j li ". るのである 。

Ｈ￭ｬｊ ｦ ＭＧｦＮＮ ｉ ｈｉｾ 買心土 ｉｉＡ は建物に彩得するこ ｫ がたきい こ とは争はれぬが 、 それか ｫ ぶって怨築物令

部が責任を負ふべきものでは ｬ たして無 ｌ 、 。 こ〉に建築家の Ｎ ｆｴｾが足 りないのである 、 建築

家がもっと明敵なる批評なり 判 断を下して置かなし、からこそ好い加減の 111:論 1;; 起るに王る

のである o +斤角予わ心の建築家の; 淀品 | もこんな場介には買に筑の Jj; にJ-/-t.へ Tよいものがある 。

5ヅ亦h亦I下=反士岱封¥tの例として宵脳の; 設究; 十になる建物でこれ lはまどうも |同伺つ?仁こものfピごと技体術T家 お f力正T正:1.がJ戸; .'0!山1

‘  

つてゐても 一 寸論議し1粂交てゐると l昨呼ひぴ，似f仁こ様なイ俗谷是密;

4様五なことも起るかも fタ如知住耐知nれなしレ、のである。

例 り を 場 げ る と 却 へ ってよはんと するところを狭めて J" ふが兎に角もっと論的は大いに

前慨して差支へないのでは無し、かo

ｾ築家がたさ＼ Ｑ Ｑ ＱＧ ぴるＱＮＱめにも或は Ｇｬ ￬ｉ ｾ (0'1' を建築がj に叙i J f i - るι 切からも俊秀なる論議の

繰返へきれるこ とが雫ま しいのであって これが建築次の f ｉＺＧＩ ｦ の ＱＱ Ｇ でも 一つの ｬ 下ｾＪなことで

ある と思ょ、のである 。
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新 工 法 '"'"、 の 十白 車

7じ 良 動

年初 ｬ こ詰つア Ｊ寄ｾ ＼ｩへの見通しをナ言＿ ＿る 事は 一 つの吉例となってゐるが 、近 頃のやうに ￭ ｬ 仕 令

i伏勢の特質が摩IJ し し それを推進してひ l く力力; 一躍何鹿にイf: るのか判 らないやうな欣態で

は、将来を展望して合理的に演纏して行〈事は内んど不可・能に近いゃうである。しかし現

住吾々のJ てにノシか、って ゐ る色々な不利錠な赦況 、之れがオイソレと念には退いて央れ

ない Ｗ ご ら うと云五、事は、甚 ｴｾ 有り難〈ない事ではあるが、決定的の事貫主考へで間違ひな

さそうである。若しそうであるとするならば、勿論吾々 はf走に悲鳴をあげてゐるべきでは

な い 此 の 苦 し い 現 賀 に 封 廃 し て 、 如 何 な る 態 度 方 法 を 係 る べ き か 、之れこそ吾々 に課 せ

られてゐる最も重大な問題であると考へ度ぃ。

業界不振の飴波ｾ受け て 閑散になっ ｦ こ或る設計ー事務所 の 所長が、此の思ひ掛けない限が

出来たのを? 勿怪の幸ひとし て、 所員は此の際w論の研究に精進せ られ度ーい旨を訓示し? 二、

と云ょ、 i話しを聞し、 て思は- t . 手を拍って之れ ある哉と 叫んfご事である。閑になっても表戸を

関 めす・何うに力、やって行け る所 は 1-.々の;'[11で、大 ;'[11分 は脊に JJ1i は11 ‘ へら れぬと云ょ、の が1't

際 の所 で もあら うつしか し そ れ に しても 此 の所 長のf岳山L U主に 比卜.げfこもの?ご とjぷふ D 此

非 常 事態 にJ起し て毅然と 建築家の E子出頁を投叩 して動 じなし 、j列など 、チ ヨツと 古バゴ; 的 ti-

奥 山 しさ〉へ 感 じさせ t，れる 。 ドずに 依 り9(_ める い ま1:iJ ってJ ｴＺ の 人 にも 御 ｩｴ ｦｾ の 引 でもあ

ら うが、兎に州 、 ［止 ｾ ｦｩ 令心 のゴシップであつにつ

才，Ｚｾ、 ｉ［ ｲｩ には ｩＧｉ 分 の ｾＱｩ Ａ Ｎ へら ｊｌ Ｍ Ｇ こ ｉ Ｑ 二 Ｇｊｩ にｾ Ｑｯｉ ｾＱ 外 Ｇ ｾ￝ Ｑ Ｇ Ａｩ も 、 多 分にイ ｾｲ 究 Ｈ Ｑ Ｇ ＧＩ な態 度 でや っ て 行く人も

やがては熱仙 台大ってイモく Jfi波止"1りに 'I:.i 円に引 きづら れてH< や うに なるのが 111:の市である

此 の事1'f( こ到しては ilil: 併の組|争議そのものも 三げでがあるであら う。 し力 、し、!皮交{術t桁i に:!3北t る もの

力が ＺＨ ｉ修 ｾＱ 件写 しfこゴj会知:lI i

と 寸寸司 る 、 ノ ｪ 、 我 に ＧＱＱＨＨ ま れすぎ＿ こ ケチ ーなー ＺＱＱ ［ 児に、 と ￬ ｾ として ｊＡＯｉ Ｇ ， ｉ してゐ る や うに思ふ ｄ

一般、 Il_Ij Mの助言 、技 術の江主民法、よれを? イ、陶iに芥1・し j s め t) れて行〈 一つ の流れと して

ｊ￲ るとき に 、 手 ｊｊ めて Ｑ ＱＺ しく ｊ ｬｬｴｗＨ ，し 作 るのであって 、 ＱＱＱ ， Ｑ 々 の 門， ｬｩ ，Ｈ 立 、 Ｇ ｊ Ｚｴｉ す る にｾ Ｎ ｾの ｩ 時々 の 断

n'1I の一部分 を見せてゐ るに過ぎな い。過 ぎ去' : 11二11 干の陶i l(1i 合後生大切 とドJ 丸抱ｾ るのは 此 の

［ 必 ｙ ｦｊＧ Ｑ こる ｪ 北 れを ＧＡ ＱＡ｜ｾ 喜 美 にも司 馬き Ｎ ＱＱ Ｚ め んとす る 、 ｉｾ 倒ふ べ き ￭ r s 以外の (Ioj 1'1 で もあ りf写ない 。

ノ 「 は 此 の ｍ｣ れ が Ａｬｬｩ の Ｏ ｉ ｉ Ｇｕ ｊ によ っ て堰き ＱＱ Ｚ めら れ ゃ う としてゐ る ｯ ｩｬｬ 築 川 資 金の 制限、ｾ［ｾ

ヰ ‘ ｽ の 鴨訂版 び に ｻｉｖｾ 之 、 ｾ ｲ ん の ＯＮＩｪ｛ 堤 Ｑ［ ［築かれて し ま っ ｦ こ ｄ つ まり断 ｬ 自｛が Ｑ ， Ｑ ，Ｇ Ｑ 定せ し められ て

しまっ?こ のである 。此 l起に行々は JL附み をつ Y げるべ きであ ら うか ? 何等か のれ I:fj 金品十
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べきであらうか ? 。

勿論、う岳; ノヤに聴されてゐる II jg- -の注は 、ダムを避けて別に水路を? 逝り 、以って滞7 k { t > 疎

通せしめて 、例 ヘネIII ＼共流れ を絶やさな い 械 に努力す る ｾ ｊ ￮Ｍ あるのみであ る 。

聞く所によると、市 電気局高速部では す でに ＱＡＡ Ｑ日芳隆道の断 ｩ 断念決定し にと 云ょ 、 事 ｴｾ し 、

.， ｛ ｪ の ｩ 崎将でも梁の断而全精しア餓筋Ｚ 日 ーを＿ 減 らす ｉｾ ¥ー訴をやっ てゐるとの話し?ごし、筆者の附

係し てゐる-J¥j橋梁の方でも餓材SEi-j約のプ ランが続 々 と考案されつ〉ある。之れ宅; の浦工系

lま今 後 ) 1，: どんどん /111て-sf<: る事と 思 ょ、し 、3くそ うなりればならなし、。此の中には勿論一時的

使法の域全 IHてないも のもあるではあら うが、全 〈工法上の新機軸とし て、技術史上に 一

飛躍全米すべき偉大な工案のある事も 、充分に期待出来るのである。

とまれ 、障碍物をして徒らに陣石耕助? こらしめでは、科撃の名に劃して岩々は申誇な いの

である。陣時物台 、却って進歩への拍車 fこらしめてこ・そ. ゴ¥; 常時段術者としての 、民の誇

りと 芸: ぴが}1，:1起にずf:るのfごと思ょ、。 ( 12. 11. 25)  
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ぜｾ

の 課 題

伊 藤 正 文

戦争: と i 1:周の問題 l立、ノp転々岡氏に、又建築家に、新しい一つの課題全輿へようとする

かに見える。我々は此新しい耕題が成りＭ，Ｇ，Ｚつものとして 、 此問題に ｉｾｍ する過去の事例を顧

みようとする。戦争の惨過の最も甚しかつにフランス 、更に 、敗戦岡 fこるドイツに於ては

どうであっ Tこか。

1 住 居 の 梯 底

大戦後、各岡が最色悩まされに問題は、失業者の氾椛に次いで性宅問題仔1:宅の掛民)

であっ＿こ。この戦後、十 ｩ ミ宅の抑底をＺＢｾＨせる ＱＩ 京ｼ正ｉｴ主、作同に於りる 、 夫ノ守特殊の事情を除り

ば、大韓次の如< 1 S へられて居る。

靴 下 、勃議と同時に 、 建築界は 、 非常な ｾ日放を 米しに 。そ れは問家機能 の一 切が 、 戦争の

11的に動員され建築への資金が、伴 11: されにこし 建築材料が軍事i . FI"J 11 (1"J に伎町されにこ

し等に資金、材料の困窮と共に、 J1i に、戦時下に於ける 心主1] として、新民の建 築、或は

タ; い家屋の修繕すら見合はせる j伏態にあっ fこが筒、戦時1 - 1
1
新しい家原: の魁築は争力んど十}J Iー

され、ロンドン等では、建築業者の他職業へ判t職するものが、族 /-1
'
，し?こ と行λ、

D

こうしに航態のま〉で、 ｊ￯ ｩ 炉 Ｇ ｪｬＺ 終了と ｉ ， ＧＭｊｉｉ 寺 ｬ 二 、 ｻｊＺ宅 の［日要がＺｾＺ激に哨んして ＿ｻｱ こ。之Ｈ主主

として、戦 時Ill JfP;[;I Jされて同? ニキlf 併が、 -' 1' 不" の光と共に反動的に精力11し、従ってー111ジ(1F一政が

急: 激に増加せること、i ! U 如氏、移l ( の腕問、戦後のf { 忠夫訴によるう? 働 K の都千? 集 I/ l"."nこ!JK

閃して照ると考へられる 。試みに 、 フランス Z及えひぴ，制: 逸迎に於ける i戦!ド陪i出iH後炎の申*iμ !

れに I比七較して兄る主、 lij 各ご仰のi5;i 琳ぞ示して 11，る 。

フ フ ン 7 、

イ1'. :次 結 対 干 出t

1913 312. 036 

(  k 111Q 1914- 1918)  

1920 623. 869 

1921  456. 22 1  

以 ド漸減の傾向を示す。

ド イ ツ

1914 ( 戦争1立前〕 460.608  

1919 844. 336 
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1920 

1921  

894. 978 

721. 330 

以 1; 漸減の傾向公示す。

この結I l j 手数の精力Hは、7守五、; 主もなく 111:被教を精力Hせしめに。

1910年- 1919年に於ける 人口明加は、584. 301 に; 品ぎなかっ fこが、 1ft 帯数の事T! .トの哨

力11は922. 305である o j'i喰やはか〈の虫I H 、- 111・帯常りの次! 点数ぞ減少ー!t しめにが、 111:術数

ｾ［Ｎ 干 し〈琳 Ｑ ＱＱＱ せしめ、その結果 ｬ 訂 Ｑ ＺＺ 宅前給の均勢が彼られ 、 ｩ 秋洲主要 Ｎ ｉ￭￯｜ Ｂｲｦ ｩ に於げる 「 本以

」数( ま、次点に於ける如〈激減し 、やがて零に王って尻ーる。

.ノ、

ｾｦＮ吹 2主 員 会( 1 : 暦散に於げる骨ijj 千

1918 7. 427 2. 6 

1919 4. 023 1. 4  

1920 760  0. 27 

1921 
。 。

1922 
。 。

摘、 1921年パリ市合の性宅統計によれば、

五部屋以lj-_ の部屋教をもっ f'l:居に居H' するもの

一部屋以上. の住居にあるもの

一台1¥慢に居住するもの

( 19 11 年於ては365. 820)  

2 借 家 人 の 保 護

12. 030 

1. 031. 716 

401. 374 であつに。

こうしにH: 宅の判1¥氏に別して、フランス及ドイツに於 L、てはられに、f11弘〈人以lit の政涼

oー・52して見ょう。

フランスに於げる借家人保護の政涼は 、i地下によって 、i ! 午後ー身鵠に 、;ff くはJ ! 1" j $. に打幣

を裁つにもの〉保護を 、第一の主J象として括る。

ｬＡ ｪｊ丸、同防の ｕｾ Ｍ Ｂｫｾｪｾ に立って 、 身酷又 ｬ ま財産を危険に ｵ￬ｴ らしに人々に到しては 、 る〈反ｲＺに

ｉｨｾ ｬ する ｊ Ｇｌゆる煩しさから免れ ｊ しむる枝 、 立が ｪ 吋ひられ＿このである 。 家賃のリ ｼ上、 μ ＼ｸＨ立志士

〉なる辿f!?を? 売れるばかり ではな し 家賃の支持Mi伶像力 ZH午百[ され、x桜子? に {火つてはる(H

のi成制、消〈は金制免除の特，慌をも興へられ? こ事があっ f二。

ドイツでは Ｑ Ｙ ＲＳ 年 Ｖ 刀、借家人保護保令が［ｉｩ ｉ ｊ 定され 、 家主のｘＱ｜介で Ｑ ＱＺＱＮ Ｇｩ ーの Ｚ Ｎ Ｇ ，Ｚ退きが Ｎ ｾ［ｊく

される場合には 、他に油i;I なる住所が見f. J かるまでは強 ;j iI JR'.j に移押せしむるを得令、 父J 也

ん ・ Ｇ ｊＱ ・局 ｬ 主可及的辿力、に池町なる ＱＱ ・ Ｑ 丹 念建設 する義務公判つ ｾ 手伝対Ａￄ￩ し 、 』史 Ｑｩ に ｊパ Ｑ千 ｳｪ 崎寸るる次 Ｈｴ 包 4  

に ｆ刻 ｊ し てＺ家毒宋 ｾＱｴ ， ｦｴ，Ｇ川 Ｑ

?仁こう切'} ) J にも J灼f旬リら す十、¥、 家賃 Ｍの 耳昂 ｊ 鴨は虫如如 ｮ Ｈ川 ｬ可 ､ にしても ［リ山山制 ｉ ， ｉｊ川 ｬリ ｬ 雪明号する ｚ玖 �ｾ 力が Ｔ汁 ，ＧＱ Ｇ， 付ボ Ｔ な〈 なつ f仁: 。
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ごリに於 :t る次 1'"[1行i}fJ( :Kの・11"t を寸rl llI'， すれば ドの如〈である 。

1  920il 三

3  )- 1  

6月

140  

160 

19221，1'. 

611  

9月

20り

200 

9月 175 12月 200

ドイツに於いては、マルクの暴務 ｬ こ依って更にｽＡ包たな数ｾｪＭＺ合示し、ょが ｽＮｪ 策として Ｑ ＧＱ ＲＰ

年及 1923 J，ドに{I: 宅地『設の統治1] 1 こ闘する法行I:{f 殺して肘る 。

新 fl 二宅緩和法 ( 1923年〉の主なる僚l買は次の如〈である 。

A 、建物、又は建物の一間金除去する場合は 、官官以 て司J常局の許可を得ること 。

B 、 1918年 10闘迄に住居期? こりし部慶を他の 門的 lこ使用するを得す. (帆"r! i市局の許可

あり fこる場合は この限りに非す・〉

C 、数個の住居合併の禁止。

ｄ 、 ｾ屋全生じ Ｗ こる場合は遅滞なく届出るこ と 。

E 、市首局は室屋を? 徴鼓して、之ぞ住居用として改空きするの槽限を有する。

向1920年労働大臣は強硬なる指令公費し、「居住者敢に比して大き過る牧居」、及「官余分

のものと考へられる {t .居J (日 IJ 班等) に於ける室部庵の徴殻ぞ賀行し? こ。借家人保護に附す

る他の詳利lげよる針策規定 は建築に直接g+.H系なきもの t して削愛するが、端的に云へば之等

の法的規定は 、 ｬ 忠 告 ［Ｈ Ｑ 句、ｬｌ ｴｭｊｊＩｊｾ ｉＧＭｊＨＮ挺法に過ぎす ＭＧ ， tL: 宅r: u砲のw: 終的解決は、云λ、迄もなく

建築の勃興以外になかっ fこ。

5 建 築 に 就 い て

迎築材料 の ｪｾＧＨ 絡 、 運送史 、 賃銀等ｻＭｉ］宅住築にｬ￙ ｊ た Ａ ［ 弓刊を了 ｪ え Ｈ ｬ Ｇ す訓告 ｲｴ ｾ に就い て 巧討すれ

ば、パ リlこ於し、て は概| 略次の女11:きj状態 lこあ つに。

1913  

1919  

1920 

1921 

1922 

1923  

建 築 材 料 ;[11 "1t 似 絡

( 1913"1主- 1922年〕指数ハ 1913イド ヲ 100 トス

次 l 日 用 料 床 銭 骨 材 悠 柑 子 煉 沢

床 松 材 (  1  OOkg  =- ツキ ) (  1枚 エ ツキ ) ( 100前 二 ツキ 〕

(  1 メ ー ト ル ニ

似 並一 一一 例 一 切 ｟｟ ｊＺ ｩ￭ ｬＩ｛ ｾ ｟ｊ 州 地 ム J 明 一 一例

( 7 ラ ; / ) I  ( ア ラ ; / ) (  7 ラ ; / ) I  ( 7 ラ ; / )

192 100 1  24. 33 100 I  83 100 I  83 

896 467 87. 96 

1. 068 556 124. 75 

656 342 65. 75  

633 329 1  60. 29 

710  369 I  80 う8

362 1  460 

う13 i  442 

270 1  327 

2柑 I 312 

331 

554 370 

533 370 

394 410 

376 I  302. 27  

100 

446 

446 

494 

364 
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建築材料ニ針ス J レ運j会費 (2∞ キ ロ メ ー タ ー 傍 ト ; / = ツ キ 〉

材 料 名 従 来料 金
金崎

一

、
り

却

川

判

初

初

ω

初

初

初

初

印

刷

刊

ケ

一

-7

5
.

日

.

l

ぃ

F

1

1

5

.

5

5
.

1

2

4

.

於

一

7

ε

2

3

2

3

2

2

1

4

5

7

-
一

一

「

、

一

F

一

か

，
h

-

E

E

-

-

'

h

u

 

q

L

-

Q

J

一

2

J

B

E

a

-

勺
、J

砂 石

( フラン〉

5. 60一 一 10. 50

牛一一 7  

7目 50一一一 10. 50

4一一- 8. う0

4一 一 10. 75

5. 2う一一 7  

4. 5 0 - 8.  75  

3. 25- 6  

6. 65一一一 18 

12- 17 

18- 27 

煉瓦悦 = ; l イ' f. .

七B 石

板

I守 派 地 ユ セ メ ン ト

漆喰( 300キ ロ メ ー ター 〕

屋 t 用 ス レ ート

砂

餓1 l T . = 銅銭ノ断片

金 物

錠 前 用 物 ふ

建 築 職 : 仁平 均 円 給 19211
("'. ( 第 一期〉

職 ，f， 19111ド 金 書買- t ¥1f W9111
ド7100 I・7. )  

一 一 一 一

，、.  
( 7 ラ; / ) ( フラ; / )

煉 主主 工 8. 55 28.00 327  

ｾ＠
y キ: r : 7. 22 28. 00 388 

大 ヱ 9. 00 28. 00 311 

煉 j { 製 泣 工 5.00 18. 00 360 

他 都 市

焼、 主E ヱ 4. 80 19. 72 411 

，、-
ン キ 工 4. 75 19. 43  408 

大 コ: 5. 05 20. 24  401 

煉 ] { 梨 2立 工 3. 2う 14. 01 430 

前火に示きる〉如〈、直接建築に必 裂なる諸要素は ＩＱＢＧ，Ｚ［｜なる ［昂騰を 供 し 、イ門 家の ｾ築に

ｪ ｬＧＮｊする伽 ｼ人 ｦｬＯｊ 投 資は莫大なる資金を ｾ !i1;1するが故に制めて| 利剣i となり 、〉えそ うし? これ伐に依

って建設され?こも の lこ家賃の統11iIJ 力引11へられる付さがある時、常利事業としての借家の控きた

が殆んど伴」ト. せるは 、又首然の事である。

か〈して新ｻＺｉＺＺ宅の建設は政府或は公共 ｬ 羽鶴自身のチに依るか 、 加しくは政 ｉｴ 可の村 Ａ＿ Ｚｴ の ｾｉｮ

Jl)J ぞ受〈るに非ぎれば不可能なる欣態に到達し fこ。

湖付1I 雨岡とも新住宅の建設は政府の統制lの 下に自治| 調韓がよに?;t つ? こが、資金の不足を

主? こる! 京闘として、 その結果は必す' しも良企了なものではなかっ? こ D 政 I(Tの有n助金も亦決し

て ￬ｬＧ ￭Ｎｊｴ事 であっ ＿こと は云へなし、 。 新ｻｊ宅建， ｩ 止に ｉｨｍ して幾多の法令が殺せられ＿こが結局杭州ｊｉｽｾ

. 3 0  



勢の版1i的現象がWfi 白されない間的、 ft 宅問題 は依然と して、 日暮れて j首 f，'，H卓き j伏態にあ

つにと 云へる 。

Ｑ Ｙ Ｑ Ｘ 年 ド イツ聯邦 議令 の 泊告に依る柿助金に倒する規定は 、 「 小 さな 、 漢 は ＧＱ ｾ 地の性用 」

に到 し優先的特植をオiJ へ? こも のである が、一年後の1919年聯邦政府の之に制する負婚は、

0"山VJ金は現金て・_ ，t 桝れる) 6(.意5千マルクに達して照る 0 )( 辿投資のyfi んど維、てが借款に

依ってj ({j はれ? こ のであるが、1922年 アルリースロ ーレンスに於ける 性宅改築の士号のf!?歎は 、

280. 064.000 フランに達し fこ。

lli 築技の捻11'，以外に 、建築振興方法として保 られに方議に は次の !<JJ きも のがあ る。

ドイツ政府の辿築振興方法

之与

ＱＮ ｦ［￩悦 ｾｊ Ｙ Ｑ Ｘ 年以後 の 建築物 は 始税される。

Ｒ Ｎ ｾ 築 技 を減少せん と する試み 、 建築 材 一 料生 産の Ｔ 之 助 以外に 、 ｾｦ ド市 ｦｩ ｬｬ をして可能な

る限 り建築 lこ利川 せしめ に。

｜ Ｇ ， 安時 ＧＢ 抗日 ｩ ｦｩＺ に ｈＨ ま れに鋭 、 煉 ｬ ｦＮ 、 ィ ｩ 収 、 セメ ン ト等建 築 材料 に 剥 する 統Ｚｉ ［ｉ ｊ ｾ 婚 制

し?こ 。低Jj ! tなる 、且.労ゴJ を節約 し得る建築材料の護lリj護見の勘奨に針め 7こ。

3. 辿築敷地の開放

政J(.J月iイi地 ( J-i i -j¥il)列f f地、 時には喪主持すら ) {t>ノj 、住宅土li ，:)t (こ IHJJ !_( しfこD

ｊ 也 ｊｪＧ ， Ｚｩ ｾ ｾ 局は建 築 川地 の ｉｩｦｊ拓 営 企て 、 ［直路敷設と ｲ ｾ ， Ｑ 時に電刻 、水 道 、 ガス等 文イｴＨ Ｑ Ｂ ｊ

地設の完成 に努めfこo

之 ｾ 穿 の Ｗ［ 涼と ｊｉｾ にｩＡＡ 築 規約緩和 ち ｦｊ ｦ Ｚ 行 的 に 行 はれ ｦ こ。

‘川 Ｎ ￬ｩ［ び に ｪ川 ｢引り ＱＢ ｊｲＮ卒利 ｵ 純 を佐 ｾ ｉ什 ｉ ｉｩ的 ｌり ｪ と Ｑす Ｍ る必娃［ 宅築 梨組 千介 干 カが Ｚ哨門作Ｎ ら ｊれＱＭ Ｑ仁こ 力が ，、 う労? 働組合の熱，心己心、な援Hω助j力J の下に 、札t築

Ｑ ｾ ｾ ィ 、 ＧｉｾＺＺ ［ ｬ こ ｊ ， ｗ ｜ｬｾ せ しめ ｦ こ 投機的長ｾ築 業 ｘｾ こ ま ｊ し て 助成なる挑戦をなしに事は注目すべきで

ある。

以上戦後の住宅扱f，嵐の問題に就 号、調悌の事例 金制めて断片的に想起 して 見?こ 。

今後、l人JJ也に、或は北支tこ於げ る援要課題として い:宅問題がさF場するか 、否かは 、云」、

j主もな < " 本の料 米にまJ す るlピ{i(f iなる見通 しな 〈しては 、後断し得な い彪であ る。

我 々 は 、 必 ｾｩＧｬ λ 燥 に ＨＱ ＼る惨ｩｦＮ ｴ Ｑ こ る制 ｪ li の焼骸色 lr 、ひ、戦守，: と性問 とが! <1I 111]1こ16M係傑きか

を辺、ょ、て、l時局挽診に 、組へすなじしく j-i: .Qj 栄き観察を制く べ きで あら う。
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建 築 職 工
......... 、

の 再 認 識

鈴 木 忠 五 郎

は し が き

附年十 竺 年への期待としてｂＡ築 Ｑ 改仁へ の 再認識を先づ県げ Ｗ こいと ｽｉＺＡ，ｾ 、、子 Ｈｩ Ｚ . x は建築数合・

｟ ｽ｜ＡＮにあるなれば或は一 ｉｉ ， ｾｉ の ｪ 三 Ｇ［ｊｾ と なる か も ＩＺ ＱＱ れな ｌ 、。 fJ j' し必築兆低成- のも の、何度のも の

と式 ふ と ｾｎ ｦ ｾ ｩ匂 Ｔ あるかも ｪＺ Ｑｉれないが、職 二 ｦ｟ の まえ育 ｉ ， Ｂｊ 1"合させ て こ そ一般住築業抹の進民は

ＡＮＮＡＮられる 。 人 Ｑ Ｑ｜ Ｑ の手え ｉ ぎをキ ￟ｉ ｉｬ十する ｾ ￭ｩ ＮｸＧの，ＪＨＱ今 ｬ こは恐らく主討議なか ら うと ｽｉＺＡ， ｾ 、 。 エ デ プト ﾭ

u ーマ時代の 一1: 木 建築な らいさヲII l" 今、似 隷 でない 1':1山労働将によって大成される上本位

築カ ｾｾｩ た ｲＮ ｾＪ i' r・反術教育を J汚J，!J!: されする|リh台、大 JI-:: !t'Jilllし に さヘユυ1の一大 奥I1犯では あるまい

か o fJt- し乙れは他の工業と て もI"j じであ るつ 皐! 日j をする の は 指 導 . xに なる nの 凶 民im: 念の

然ら しめfこm以 である 。

fJf・ しえ: )}i¥:司王蛍後の工 業 外 は 一 つの 具な つ 仁川，" J にこれが'i;:J"ill でめるが) giJ旬、Wh :t' 1i1'ぱ

し 七 日 産業｝， Ｚヶ 年 ＱＱ ＭＱＭ ，ＱｻＺ と ＧｔＡ 二 「斗 ｴ の 勃ｾｾＡで職 ， ｔ の ィ 、足 、 就 ＧＱＧ 熟練工の不足には首局も業界も

l付 '1抜い? こ 。

此Ａ起に於て熟練工長 ｊ ＡｘＺの ｲｾ に凶訪れ ま 自 ら ｾＧｉｩ ，頑 ｬ こ ー ι も、六ケ ｊｊ 一 ヶ年の養成然かも そ の人

務先怖として Ｇ ｉ ｾ 等皐校学業資栴と伏広 し ＱＺ 。 これ業外 の ｟ Ｎ ｫＮ 刷新とＡＮ ＮＡＮ られる ｄ 勿論 Ｑｍ 却 ｊ ｉ Ｑ｜ Ｑ

に於て' * して|尚I i 白[ をは て製作 し作るまでに主'h主/1' ，* るやはある としても 、 '1' 皐むね ti を半へ

? こもの〉手* ｴｪ Ｚ￰ ｾｾｩ ｪｬＨ ＡＱ 談 ［ 紅白 ｩ ［ｩ ｪＨ {t' 以て すれば それ匂の不備はやが て取返せるかも土Ili L  1;よ し、。そ

れ よ 1) Ｈ ま 機械職 ｔ になる ｮ には Ｂ 吋墜肢を ＯＱＧ ， なければとムゴ、ｾ ， ｴ ＭｴｾｪＺ Ｈ よ工人 の 人絡 Ｑ ，Ｇｩ ｊｊＧ ｟ｴ二、工

島J 刷新に 一 大 iえ献をなすに述ひな L、。 れ佼長の言 ｬ こよれば辿設工Ｚｾ ｾ は 、 指議ｾ Ｇ の差 Ｇ Ｐ 守で ｸ

分である l隊，-1ての教育等なす必裂がないと '; j lリj してゐる。なぜ挫;泣工業の職工は皆保のま〉

でなしに 、 その昔の日告凶修業技術修業さ へ妨止され? こ現iU，で充分であるか 、的 外 れ も 兆 七

しい立d.!. と思ふ っ我 川リ 17Kの結' * の極-j-=f ならば我々は許し件 るかもタ11れない けれとも孝え ずf

米としては L 、さ〉か 「ピント 」 が外れては周りゃしないかと }I:! ，J 、。先づ建設工業と公ふも

， Ｑ ＺＩ［ ば 力 、りではない乎 ｦＡＮｙ ばかりではない 。 機械 ー ｣ ｃ もグ ラ イ ダ ー ｾ ｲ ， 、 ［ 熔接工 、 ＱＴＱ 二 、 放 ｩ 明書

， r:J l:1l!!. の液体I とその熟練さに於て大J てk 行手 i T e踊) ! j 埼ケ袋する ItLJ 旨iY X'と設計米との榊] 係

に於て 、 1"小，: に ある左も ド，'¥1¥にはないと忠ふ o JJiに ーi'. 弘ーは機械さへ完備せば熟練は返って

能ボ榊也会ド ＱＱ 守する もの ・ どめ る と 、 剖 イ ｾｦ コンツエルエンのた何ド Ｑ ＱＢＧ ｊ ＱＺｉＺはｊｴ ｬ 際のれＡＡＩ ｦ， ｾ ｉｊ 、らや ｬ

，ゆ |て恭悦 |二 lこ授衣されてゐる 。 これも一般性はないと忠ふが機械，1".( 1紙 脅 す る 矧Ii¥l と材料

とを wへ1'，トるが必築:1: 本側係( . : 1: ｉｉ ｉＱｩ ー ｾ￬ Ｎお ー ｼ の ｉｬｕｩ Ｍ Ｇ の工事なれば そ れは列、 ｬｬｬ￭￬ｾ である 。 此等の

ＡｬＩ ｽ ｩ ｾ 巧Ａむすれば ｾ 設工栄の職 Ｚ ＱＢ， も君主 有 ー 防 ｌ ｉ ・Ｍさ れる 必 要もあり 、 ＱＩ、技術 者Ｚｸ tf の，ど、要さは他 の

機 械 ー1: ｾｾ ｾ Ｇｾ ｉ Ｂｈ ［ 去 に要 求し て少しも Ｏｆ ｽｉＺＡ ， 識はなく 、 日然 の事と 伝子る。
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住宅和じ 不足合過去に於 て経験し fこそれはた 11>1 子:年附収山火災後J[litfJill :iif-ヂ?の - -:¥，:1¥1"1 1:

して 11' ，設し fこが大! ./ 1: 炊県を牧め得なカ、つ仁 、六ケ J l のおi期I:¥I! -: J!1り11! ，があっ t:のが、指w

方法に献ける月JIがあっ fこかは会1I(，な いカ; 0

ｩ 繭洲 ， ｛ｴ 縫後 、 ｩ 品村十 ｉｾ ［ 泣のｦＮｴに土 ｾ 築工の友 不Ｉ 止をナ Ｇ Ｑ ミじ仁 、 支 ， ｊｾｉＧ ｨ ｙ 絡 了後 の 北 支 ｉｩ日投 Ｈ : 我

ぅ:業界ヵ:参j討す るとせば一層その 不足を J必す' る 11切りlカザ1) ｾ 七しゃうし ￭ ，Ｇ， ｊ Ｈ，をた ｝ｩ ヶ年 ＱＱＱ Ｇｾ Ａｾ が足 ｴ

められ る限りｾ ［泣工業も ￭ ，Ｇ ， ｊＡ 紫Ａ亡 金制めやしない力、と 推 察される 口 ｾ Ｈるべ き H年機に，i I 世的に

熟練工持 ｪ 皮の方 法ｾ考ほしぞきその う 校果に椅 ノ 色合間し＿こし、のとーブ Ｇ［ｾｘ 育 Ｑ 汁世間 家の孜 Ｑ 出 ｬ Ｇ

.! 旬、らも業界の組合からも協千? か ら もJlJ:_ 住され て1;': る必築技術工の益成に 1也の工業職工問

問 ￼ｴｍ せしなへき義務は辿 事 長 ｉ ｾｍ 係 全措Ｏｊ［ ! 必ザねばなる まL 、と ，1.¥:U、o (Jf: し此! 益にたきな制念

ＨＱＧ ，Ｉ の 立は の Ｋｉｉ ｾがイバ ＱＺ しではＩ， Ｇ 凡なし、かと， ｬｕｊ 、 。 Ｑ 川古川な玖 カ ー ［ 機闘なしで ど う やら ＱＺ｜｝Ｈ こ ｦ ｔ

ふではないか とのがj 倒的な立はがイバ1: する o ｭ し ｼ時 代ＨＮＺｴ ｾｴ の ｩ 進歩合 同 Ａｉｾ さすには 世〈まい と

思 ふ 。 産業 統 ［ Ｑ ［Ｑ Ｉ 、 政治の 介 ｽ ｉｉＡ 化 Ｈ よ ｬ 主主 ｊＧｾ Ｏｦ［似 の Ｚｊ ｊ ￭ 地 主Ｇ， ＧＡＨこ ｉ ｬｬ ｾ ばれるｲＺ ｕｨｬ￺ で はあ るがＩのゴ ｊ

Ｕ 晶 、心力 は Ｍ ｍ Ｑｾ｜ <  Ｚ ＺＡｉｾ 非に ｩｬｬ るに付 ｬ 泣な し 、。主 体 のイ｜， ｊ Ｑ Ｑ｜ 化 は技術 ｉ のイ Ｇ￬Ｇ ｊ Ｑ Ｑ｜ 化、 ［ 機同化 、 得 ｊ Ｑ Ｑ Ｑ

の :'i' JII¥{とから 以後はやはし人1 i '， L仁もた ;¥;1¥1子市める技術r，l: の合. f ll!，化 にあると 氾λ、。 '1 1
には

人の熟練ー1: ヵq，J: 'tL lf 隙従さへしつ力、りし て)，': J  Ｑ ば他Ｈま ｾｍ ，Ｊ ｩ ｔＮ でなくても ｴ ｬＺ Ｂ Ｇｬ ｲ ，は 川米 ると

ぷふ /1， ｢ 夫 ｉｉｴ ｬ ＮＱ ｩｾ 、 。 ｐｦＺ しイモ ［Ｂ［Ｑ｜ よはｬＧｴ Ｑ＿ｊｾｬｪＺｈ 却とし て ＨＱＣＮ Ｔ｛ しい力 、 熟練 ， ｔ ，で あり 件にな ら一 局 能

本金恥げ件るものと巧へられる 。 こh 等は乎を肢に して1，')' つf二とて到達せられな し、 。建築

Ｉ｛ｩ 化 Ｑ Ｚ へ の ｴ 泌識をヲかへて ［ ｩｉ ひ ｾ Ｉ［Ｇ ｉｈＺ 令ＨＭＱＧ ， Ｉ の ， ｩ､ 、識を ｪＺＧＺｪ め ー ー方イ ＱＺ 米の Ｑ ｩＧ ､ モをやめて 、 技術の 向 上

締出入絡¥， Ｇ［ ｊ 卜 ｾ {t' WJ すべき機l MiJ{t> ，.，Jえめなければならな い。IJ立白庁' ←1工lに: の1t 際養成をを，なして ゐるの

に山j取l以止川l4僻l係係-下ドのJ札t!.

7仁ごカが; Ｈ，μ何，Ｍ ，り ｬリ ｊ れも乙机松 ｬ山斗のものでＨはよ ､あ ｢ る ｦカ ｊ〆川Ｚ 汀叩 Ａｍｊｊ｡ｌω しい 、 ｼ川 ｉ ｾ本 ｩ に乙 ｊれ ＱＱ ピごげ と は一， ＱＧＺＧ，岩主立 ｬ憾である ｄ 大大 Ｍ _工仁伊皐，校

!は主令令?然な L 、¥、 北j治ん侍:1道且釧『路各にf復制支矧|川l日川iリj(にこ j誹i持4科千併7式で島県H を?毅へる人つ:皐伎があるとか尚jいてゐる

が 、 モ れ には技術 ｾｸ ｴｦ Ｈ ょして Ｉ， ＱＺ Ｇ C) ない o u1のた ー1'，長成車舵否訟でもよい 、養成{ ! J f でもあり

ます力 、ｾ｜ しありましになればも う依然に大工 なれば 行収 の古Ｚ き方 、 棟挺なれば比七 日 の 方式

(，，: とう の li -にWUJ とされ てJ.I: .i') ねばなるまいし 、11二Wに しても セメント慌の勉裂1，i: の川題は

もっと lリJI僚にな 1) 1'.}. る冗:tごと fuui 、。弘 lよII( 何JI 十竺年への1附与を此J起にまづ捌竹: 全力= け 1: ｾ、

t ，1目、よ、 。 史にど)， j-' に，1'¥ニi諭しにし、。

支 那 事 塑 と 業 界

'j- ｾＺｦＮ世により維が ｩ 統 ｡ｩ ｬｊの必要から建設工業界は可成の統 ［Ｏ［ＱＩ { t > 受けてゐる u

即も臨時資金調整法、餓鋼工作物築造許可制Jll j、臨時輸入措置法、地方債許可H日lの強化

'有力:恥げら れる 。

これが ｲｾＩ じづイ、 ｩｩｴ のバラック ａ 主 力 Ｚ一般に ｩｫ 分 ｬｓ￩ ＼なり 、 制 ｾｍＺＺＧ ｾ 甘 の ｟ ｩｰ［ｬ ｬ 出向 ｊＱｴ Ｈ まー ＱＱ 寺 ｜ Ｚ火

になりゃしないかと，1 i ，_U 、口1J[: しこの三住外不振の11与こそ過去へのあn? とやがて ¥，"J ¥' ，へのi ! ' ¥制j

( -: Ｑ ＱＭＺ｝Ｇ向｛ ｾ ＱＺＧ ［ Ｇ ｾ ｉ 仮して 匙む べ きではないかと 忠 、ふ。
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1111 ちえ11築1談会1:への 1
1
]: ，1. 忍識を? なし 11抜_L の質の l百j 卜.， e . )技術のi生以 を企 lii ，" ; j すべきで ある と伝 す

る 。 此が やがてｾ築介 ｊｉｉｬ 化 の 下 ｊ 也を作り得る Ｖ のと思ょ 、 。次に業外の合Ｎｬ［ＱｉＡＮ 化、 機域化は勿

論 企 業 の 合J当! 化 もあ ら うし、 管. fw.の 合 理化 もあらう、首誕朽の多い前で書 〈までもない左

思ょ、 l位、此の 位 で0

ＺｊＨに 、 木造住 築 へ の 再認識 、 重桃ｊＱｴへの木造建築の進展 、 防長比地から ｩ 耐火 金 料 の Ｑｾｦ 筑

田 ＱＺ 人［のｾ材研究所では ｬｴｬ 告完 成し 、 ＲＰ ｾ ＳＰ 坪のものなれば ＳＰ ｩｽＮｬ Ｑ ル至 Ｕ Ｐ 闘 にてｼ耐火 ｉ ＧｉＧ Ｎ ｊ に木也 会

化 し得るとの訊我々大 に 訴を強 〈 し得る。次に餓筋コンク リート 俄骨浩の伐の師約 ｈ ，ｾ 舵

柿 浩 への 師約 と新研究H併 11十三 年度への期作はほん多い 、f(i ; Ktまj i. 抵のも に らし 仁 川 - J!l

につき災に巧へてよuこL、。

人 口 か ら 見 た 土 木 建 築 業

Ｑｉｦｻ，ｦＺ ＱＱ 五年の附ＺＡｚ｜ｩｖ ｗｾｴ によると郊 ｬ ぷに ボす 如 Ｑ <六千存 11にある。機峨J : 主等より迫力、に 1.，

位にある o ｴＯｉｊ 泊 Ｒ 次により十年川の人口の増加率が Ｒ ＴＮＱ Ｅ なれば 、ｉｬ Ｈｾｦ ｬｬ 十 三 年は Ｘ 1，f. 11 に

あfこる故 1'). 3% の精力11 となり 109. 8 高人を示すことになる 。従業 者百隣人は動かぬ則 と 凡

られる D 第 3 火 に よ れ ばj雇主 12. 7% J: ii 澗33% 使 川人 54. 3 % 単調も時に JJ)J に創るし ，!FJ 民主

も 下 Ｑ［ｬｔ に廻る ｉｾ ｊ｣毘の樹立Ａ雇主は遥かに少〈なるに ＱＱＱ 遣ない ｯ 第 Ｔ 去によれば大工 カ ｾ ＴＷ Ｎ 8%  

ＳＵ 寓人 その が ｊ Ｏ ｉ Ｎｾ 蚊を占めてゐる。

第 1 ;表 職 業 別 有 業 者 〔昭和五1，1"凶 勢 調 査〉

騎長 業 男 女

ト一 一 一

質 数 |構成比率

+-人

100メ01|  19千09人01  

. F-人

全
.{.1 

き長 者 29. 221  10. 131  

I主 M 従 Ｚｮｾ＠ λ  ノレ 者 13. 574 46. 5 7. 479

1  

6. 095 

商 事長 自甘 職 業 3. 263 11. 2  

よ妾 客 雪長 従 事 玉え 2し 者 1. 143 3.9  477 66 

紡 織 工 業 従 事 ス ノL 者 1.013  469 54 

}'1立 f愉 従 当1 ス ，し
1言 3. 910 30  

土木ｾ築業 ζ 従事 λ 込者 912  3. 908 41  

活ミ イ史 問 入 806 2. 719 

:木 竹 革 主主類 二闘 ス ノレ製 UI = 従事する者 685 2. 3 625 60 

金属工業機被告器民運搬造船用具製造ニ従事スノし者 670!  2. 3 64- 6  24 

1ft! 署長 従 事 λ  ノレ 者 568 47 

ノーIJ 、:  
他 5. 647 19. 3 4.471 1. 176  
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1- 年川 ニ於 ケ; 1- ! 以来別人口 ノ徒化

駿 業
|  大 山 | 昭和五年 | 十年間ノ

( 本業者) 1  C有染者〉 増 加 率

線、 I!rk  

千 人 1
hP4 7  

29. 225 

Ｉｾ＠ NI 、
raE，S  J  

産 、 主主
、!t;

13. 939 13.933  .3 

物 I ｌｾｲ＠ J!反 i' t 及 ( 商 業 的 職 ;業〉 2. 108  3.263 54. 8 

繊 ネ佐 I  
、;(;;

〔岸Jj ｾｾｮＺ＠ 工 ;匙〕 1. 381 1. 01.3 - 26. 7 

I'.s 申街 ;染 923 940 1. 8  

斗12: ll(;l .&  1皮 l妓 ; 徐よ1 製 :JI 業
815 670 I  - 17.8  

土 木 法 築 ;業 735 24. 1  

旋 宿、飲 食 j占、浴 坊 さt ( 扱 客 業 〕 714 l. 143 60.1 

木竹主計: ［Ｚｊｾ類二日 ｈλ ノレ製造業 647 685 5. 9 

飲 食 料 品、 H存立f - ，11'. i点レ叫こ 巡 Ｍ 来 ｾｪ 合ー 536  ｾ Ｎ Ｘｊ＠ - 10. 3  

i庁l 、来ー
:与さ 版予 業

うう8 592 6. 1  

Jl イ也 5. 022 うう39 10. 3  

よ Ｈｾ 2  1< 

主要職1! ミニ於ける引J U'i ノJ産主 1--ノ J 也( " : ニ( 1<ル分類

( n得 利 I i _ イ ! と 凶 勢 調 tn

羽¥3 ぷ

位ノ上業産

議 1

IfT1  

-F-人

13. 574 

l 綿
業職

1;-ノレF に
本従

i

 

j

 

l

f

 

);主

1. 457 3.263 .!t; ｾｩＺ｜＠(i '. J  
、!t;

rlft t {  

765 121 1. 143 1主
)!.-

=人司王従ｪ ｾ＠客十五

ＹＱＶｾ＠124 69 1. 108 守主
ノレ3に

-
J

e

 

従;楽.
五E

マ..，

F 、

815 

520 

495 

107 

301 

77 

91 

116 

73  

l. 013 

912 

670 

:者

上木正住ｾ ｾ =- 従 事 λ )!.- ｾﾭ

.Jz 1喝工業機械i ! N o 11製 ili i l I船 i単純t

件j Fl . 製 治 二 従 :: j.1 λ ，!.-モ ノ

I !.-;;<. 従ｾｪＺ昨弘 二E 米:持み

壁土

予4

64. 2 

ｾ＠
4.9

1  

34.  9

1  

10.6  

701 メ1

100. 01  30. 9  ;斉・I !.-
λ  事i色|リ|

都

44. 6 
p

h

J

P

、
J

A

H

V

内

'

'
u

今

L

q

J
b

100. 0 
、!t;

1民自力、苦ミ
I時i

66. 9 

82. 6 

80. 4 

54.3 

77.  Ｖ ｾ＠

3 5  I  

100.0 一街'L-
ア、

:'11 4定
、!t;

w  十喜

6. 2  100.0 'lj' ' L  
Y 、4s. r.t 2長i函五E

/1克

9. 0 

12.7 

10. 9 

。υ
• 叫

U

H

U

 

ハ

U

n

U

 

ハ

U

100. 0 

ル モ ノ

土 木 建 築 = 従 事 λ ル モ ノ

金脇 工業機以［得只製 ｾＳ 立 船 主巨 ｩ 敬
具用多 ｾｬｬｩ 従事スルモノ

J : 従 = 従 事 スifJj 紙

上七

:. 1.  

ｾ ｾＧＭ ￭＠ !  



Ａ［￭ ｾＴ 長 J: . +; k1l 築ニ従事スノL 本J iU{i 付i諜

( 大 正 九 年 歯 勢 調 査〉

事量 業

男 女 合 計 [

男 女

資 数 |構成比率 l

大
エ

351. 015 A l  3  50.8  6へ1I 1  人う4  

土 ) j ， ，正E ｾ Ｎ ｩｴ＠ 99. 150 96. 255 2. 89 

片王' 夜、泌 工、七 メ ン ト コ;、土東京工 73. 876 10.1 1，089 

石 工 9. 8 72.146 980 

土 オ三 ill 設を 自d主"  H  :来 50. 636  6.9  49. 823 813 

屋 制 ｾｦ［ｘ＠ 31. 156 4. 4 31. 062 9  

戸、。

ン キ 泌 Jt. i也 金 :料 職 15. 126 2. 2 14.591 53 

土木ｾ !i:z 設 'ril' ｩｾ ｬ ｪ＠ ｩｩ ｾＺ ェ 陥 ｊ λ ｊ ｾ •米 7. 910 1. 1  7. 799 111 

i体 7]'<. :J長 2.155 3  2. 070 35 

ｾｴ＠ i也ノ ー上木 ill )経 ュ 附 7 . Ｉ ｾ＠ :t 30. 869 30 189i  680:  

1;- 100. 0  7. 435 

/ じ官工石工1/ 心文，j h!l IJ ::j]:f: i/i より逝ーかに多い。ift ?l七の工業t判定がぷρ1 ;¥-I，!tI Jを /I (I"J として 反術

養成念日的としにの は ＱＮ Ｑ Ｅ を Ｏ ｗＺＡ とし＿こわけ ｽＱｩ に 渡 溢主 ，Ｂ ［ Ｇ ｬｾ の ｊ ＭＺ￬ Ｉｫに よれ ば地 ー ｉ Ｍ ，ｻ￭ とし

ての私有台望むこれ で 1. Ｑ Ｅ から Ｘ Ｅ への飛 躍 が ＯｉＧ ， ｾｱ こわ けであ る つ でん ま λ Ｑ Ｚ ＮＶ二Ｇ，｜ィ ｩ 1'， 

ベ イントユＺ共他あ らゆる技術 一 ＱＺ へと ｪ 住民少 〈 も ＯＱ 七 ｾｈ ごり ＨＱ ＸＰ ノミーヒント以 上 までは少〈も

主1J : i 主させ?こし、 D それがなし得? ことするも l ' t 際は 11恨のノド分かも土11れな い との疑念が差 人れ

られるな らば40%1ごりしか貨現/ I'， ; j ( ぬことに なる。 fnし40% の|ド1心 札 :

れ?仁ことし、寸す匂るなれば姐挫; 朱築ib外1は一般の i泣i主ιUI民Eをを? な寸に J羽相|日li辿主ゐるま いD

ーブ ｬｊ ｾ｢ ＧＯＮＮ も現ＱＧ ､ ミ ｊｦ 故 ＱＢＺ， 熱 Ｅｷ ＮＺＮｲＺが少〈て Ｂ ｱ ってゐる 、 州、 Ｎｉ ｦＮＧｩ ｘ 1'. ['1.¥みも その必要と校側のィ、

備を子自党する 。 fl j s )! W' の辿築外にで私ff されず lこJldr: され て)，りながらどうして 11年比にや;i.

合さし得るか思 はざる招待 を象る ことある は'1;山;7:;:{ 然で ゐる O 此j彪起に b於さて L必l炎比υli..! ，正1'，つヴI行l'

|ド山11ι"j 1-.のf七こ tめb にf左じ官|附呼t覧E千合?を剖fJ問;片川J日lき、 技術の Ｃ ＧＪｾ桝と ｉｬ ｩｉＺ合へ の ， ｩ［ ｧ ｾ ｩｴｬＢＧ ｊ 卜λ こ Ｍ ｪ［公開みにし ＱＺｊ 起も

ある o i，"J .!..X組合では* 新の技術をノミンノレツトにし てその 不備を， FIIi ふてゐるとか 11りいてゐ

る。職二ゴ工f仁:¥:川!H川lリI@航疋に白先 しつ〉ある o J  ｬリ［リ ｜ｪｬ リ引 ｊ ｉ山 ｌ主 ｴｴＮ と機民助附 ｍ の ｴ設支 ε外作 ド をを＿ ド川 ＱＱ ＮＱけ止ｼ上 Ｚ寸る ￭Ｂｊ～Ｚ 叶Ｇ ｾｾ、 効［

るに」羽相f刊H泣主ない O この 11抑l刊|上LLI :チ力J への突証担匙t こそ11附|昨附? 付Mイ付州4府利11卜-十i卜- 三4年ドl山J主i への jん〈主な wり附好 15-でdあDる0

阻 止 力 の 種 々 相

建築工は白 山労働者である故に技術教育は施す方法なしと J; '¥iHけてしまふ例、ゑJ ，i命重f i当ー

には場所の一定 は必要1:: '1J干し場所的に不足でもな し作る D 道以 1: 事人の:tf俗ぷ験等はどう

か設計家が抗持するし竣工除夜のある配線: 1 ' . ']， の倣. 1' ，に ilリの lf 十件匂が。現に lリJifi J(j Ul i4.f; 11 

と無資材千でや っ て Ｏ ｾｱ こで はないか川し そ の品 占拠 は 、 電 ｸ の安 ｊ 皮月 Ｉￎ カ［ ＯＱＧ ， 供品押併 Ｑｽ［ｾ Ｑ 之れ 、 ， ￬ｩｬｪ

Ｔ 主践が強 行 され 、 電 ｔＮ の ＩＺ Ｑ Ｑ 識技仇 ｪ が一段と ｉ Ｇｾ J 卜. しつ〉ある こ と?ごりは否定 /1'， * ない 。 1'，足

感校も電会江・| は泊三純資絡と電会、( : 1: 本人質絡 を得る1. : &に その校事jLi 以有 合施してゐる 現!¥たで
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ある。その iI:，I，ＡＮｬｾ 篭 ＮｩＢ Ｎｷ Ｍ の ｩ ｦ ｾ Ｇ ｉ｜ 化杭 ｻｩ ｩ ｬｊ もとれ幼くなるものと伝ぜられる。

この一事は{ りを示すか 、{1m立さへ/ 111米さへすればよい。孝え育養成機闘は心 配 しなくても

必要のある j長蔦難を排して 、新機闘がT . メとされて来るものとさ'1¥布ーはこれをれやる。この一

事が筆者会不可能と f言ぜられてゐる建築職工の資格試験H i IJ度確立を主張せしむる大きな迫

力佐wへ?こ11立近の 1111.;j (:j f;である o ^とはとえ|叫 に譲る。

4くには建築工のJul 揺 が問題される o : t t 築工になるものは持 貧|生! の子弟で米;; "1ーが L位しし、か

ら口数 さ へj耐えじさへすればとのふ?5へから徒弟に / 1¥されに ものTごと の二j号、之は1詰と考へili し

てjミーはねばならない鮪である 。此 の黙なれば機崎正にも JCf I ! . 髪工にも電 1: にも除j); ij L1にも常任

{ 上にも謎化はないと筆者はイ， i 十る 口貧困と JI 輸 のアンマの徒弟佐巧へる H寺アンマの責特等

こそ惨酷の椋に ｽＱｩＮｉ ，ｾ、がＧ抗議 ｊ すにとっては喜びであり 、 栄外進展 向上 の伐にどれにけ員献し

てゐるかを思ふ時、か〉る tilHまれに過去W!J t念を取り去るべきに と思ふ っ現に大工の一部品Il，j

6 の紡* 司ぺ勺 i Yf ，' どな〈出i二今: 又は Il :J 三卒 、t:t 善晃佼卒業生も交ってゐる現i伏、 I，:: j三 なれば

都合なれば乙脆工来程l主 である。これを忠ふ Hキn撒i成じのn等 云 ヘーにものではない口組は

Ｂ ｲ ｕ ｾ の私育に封して民愈 ＱＱＱ ご 。それがおに食 代 ｦｬ ｾｙ Ｇｩ コくは小使 ｬｬｩ Ａｴ Ｎ白妙 ｩ で入 ｉ Ｂｊ してゐるものも

少〈ない O んいに反行して;目ひ? こい。

必 ［ ＭＮ￟ｩｩ 社 いてｾ べても 凡なさし、 。 イえ さ い米合 Ｑ Ｍｴ［ Ｑｾ よるも 、 ｊｾＡＮ 援の徒必は受験を受りさせて一

人 lilj にして央れる 。ア ンマ の徒弟きへ1 t 十件を件るまで私! 方は商倒見て央れる 。私!分子分の

白I'i 可愛の美しさは此雌に tl:: れるではないか 。 人: .1 ' . 金比よk . 行 ぞ見よ 、他のlf，法工を見よ 、年 齢

?ご りで年がiりj けるではないか 、凶らオミのlidむるJ " . 人なりとの- 1 5 への努力 、得? こ平等ぴ、年期明

け努 ) J .e 勉強こそ人1: ¥1<t' f十 七 技 術 金 向 上 せ し め 作 る と 信 す る 。

「インテリ 」職工は困るとの考へ

今が もさで完全に此のＭＡＵＨ主従へきれ＿こ 。 無知な文 ｊ ｩｉＧ 長ニｾ損くするのは督 ｲｉￏｊＨＭｩｾｪ｜ 隊 ｴＺＺ 0  ｾｘ 古 Ｎの

ある ｲ ｬ ＭＱｾの強さは薮育のｊＮｦｊ ｦ らし＿こ同以内 Ｂｊ 自ＱＭｾｾ凶ＮｬｉＺＺｦｊ ＡｪＺＧｬｩｉｉ Ｑ Ｑ ご。職業意識の徹底責任視の強問は

技術数育と紛れることは川米な ｌ 、。技術の ｉｉｾ ｊ Ｎ 1. .イ'fJl j I _ 化刷新は此に殻生する。次に「インテ

リ」の主主である 、 住宅従職 L:を? 少くも隼おは乙加工業科! 主 lこまで リJ_I' . げ?こ し、故ノj 、の25: 見金

持つものである。然らばrii jの制作ーによれば出皐校スi!- r. :J 云ス何まも うある筈ではないが、八一

般化しない献でで朽の主張寸る所以、この鮎了解されるならば「インテリ」は 1: 1] ) 越になる

まし、 口 亦 Ｍｪ［ ｬｬｬ 築界は詳細 ｼ に ふｊＵ 察すれば＿ 宇佐 築職〕ての綜合技術の 結品ではない か 、如 Ｈｉｾｬ こ

，Ｇ，Ｚ減な現場係もり ｧｾ Ｏ Ｑ 手も 大工術不完ＺＱＺＺなる時下に ｊ Ｑ ￍｩＮって之を指埠し得るや 、 ｌ ｩｊ ＺＧｊ ｬ Ｚ 他 の［交付 ｲｩ

に到してそれは不可能の事 、 要は Ｑｩ［ ， ＨＱＱ 自ｻ と ｻ上械を ｾ ｉＥ ーの Ｑ I  ｴ［ ｾＧｾ として説明し職ユＺの技術により

完成きれるその説明石? 了併し1i川"品川川l白時4伽1古司iリ|

:  ;熟将泳Lほ4練点工であると定義し f七こい O それ力が: 魚には少〈も孝叡土育は) 或求程度なさねばならないよ少少L少、〈も! 監品ι

矛将l伴千の言葉 立I浩志士主、の推き袋i誌毛も出4米4る迄の相度度- に lほまし いと忠よ、。か〉る熟練工がどし としと養成さ

れてこそ設計家も此'1千も工事も然になり能率を鼎げ得る紋になるのではないかと筆者は思

λ 、 。か〉る黒ｾでも機賊 ＺＱＺ と よ ヒ較してＩ， ，Ｑ， Ｑ こし、 。 機峨は次第に 粕桁化 τ る 。その製 Ｑ ＺＯＱＱ こ魂を ｾＱ こ

〉き込まねばと主iJk する o 1J f し建設工業はか〉ろ特派そ要しないとf J ! : し lll; 没は機械化する

分 は 少 し 千 了
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呼吸分 ｾＧ￭Ｇ Ｈ 主火 山 ｬ こ Ｇレ 〈な って 行〈が、辿築 ｊＩ 職 Ｎ ｲＮｦ モ せは将Ｍｉｪｾとも多くなると 思 」 、 。 こ の 則 Ｑ

からも叙 tnま少くも H等ーまでは進 める 必嬰はあ るとイ三十る o Ｏｽｆ 一 方 ｾｈｸ ｬｬ｜ で人Ｍュ ［に なる僚

があるか今 ｪｊ ら業界 入 力 ［Ｚｩｬｬ 築職 ，Ｚ ｾ内 ｌ ド すべき Ｑ Ｑ ｜ＡＮＱ ＱＱ があらう、か。 ｽｉ ｉＧＮ髪 ｾ ｲＮ、篭工 、 グライン

ダー，' . 、l必撚二[ と花び人:J: 、k 'i':'， ペイント r: 、イ{ 工 を? ilil: 令から 眺 め産業界力、 ら眺め、 J 1. 

Ｏ ＩＱＧ Ｑ うトの ｊ ｛ｩ ｪ｜［近江識から比て他がより以 Ｑ Ｎ Ｎ 必 Ｒｴ ￮ て ーあり イ ｪ 利であり ｲ ｾ Ｚｪ ｩＧｩ であるも の にと ｦｩ ｦＨ ｾ が断

叱し 1'，バネヵ ' 0 ｬ｛［ｩ ｕ ｾｾｬ こ ｩＧｩ Ｇｬｬｾｴ なしは ｉＧｩ ｾ＠ 、かも j 、11れな L、o ｾｩ 古来にはイ ｲ イ Ｑ ・の Ｚｯ Ｎ ｾ たがある 。 各市 ￭ｾｊｾ は

Hド沙にlι じillHei: しI(.J 1. しなけ ればな らない。その ま〉時流に治ふて近似し なりれば訟はヴ

るものは添ふ伐に改新 して 行かねば そのl版業は点 i放してしまよ、 川然なこ とでのる。

てトや手土台 ・ ｛ま ￎ ｉｕ 合一般 に ｉＧｾｊ 卜 ーし つ 〉ある時え ｴ 築 ｬ ｛ｩ ｬｘ ｾ ｛兆 もたいに ，也 ひ舎新にして指導しなり

JLはl旬ひ合後に践すことになりゃしなし、かと思ょ、 D

建築綜合協禽の設立を望む

えt築桜台、辿築 |私称、 :1:イ記長II 築主11 介、i ! ! 築資料 lあ令 、/ん1じJ 'c

，之とカがzある一1仰恥v山i で j代u泊必 の |什Ir的，'，内FリJ の |卜- で一 i致女の1行ri Ji到bをを':' l'州d内|口フ先1 しじ'，:川;行:;J，砧Aにj逃iL荏r主': 1 i 寸る7にニめの機Ih附』伶制Mとして止必辿j主:  

:徒河柴5叫+料綜;:i f作?汁|協あ千向?の t立'没沈文丈一1、心ι7工: をを，千照Fむむ‘ 。 ξ の Ilr的1'，内〈りj と寸寸司る j川V列I(はま業界I，"J トー京、 肢体 ｊ の帝京 介イ ｾｦ 究 、 ｊｾ ｗＭイＧ￬ＧｾＧＱｬ化

筑戸万台余 ｬｩ ，，［， ， ＭＺ ｾＭる機ｼ払Ａとし ＱＺ なら ば と 札 Ｚ、 。 Ｇｊｉ 分 はＮｪ［ ・Ｍ か も Ｉ Ｚ ｉｉｋ ＱＮ な いが ｴ Ｚ ［ ，［Ｇ￬Ｇイ削工 ｛まか 〉る機 ｾｍ

ならでは 川ポまい と ＮＧｾＢ ｾ、。

建築職エ資格検定制度確立の必要

ＱＺ 命 ｬ ・ Ｑ ＱｬＨま充分に市ねてパーひ ｊｊ くしにと ＮＧｾｉ ，ＮＮｳ、 。そ ｬｌカ守 ｴ Ｑｦにはえ ＱＱ 築綜イＱＧ Ｑ ＱＮ品作 ｾｓ［ の Ｉ ｊ 0! J¥い|剖初ー

が斗: れねばノk 久に駄 11かも) : lIlL ない。 fTせて1I { {.fI卜，. ＮＺ Ｑ， ｜ 三 ｬｊｴ の ｊｩｒ 凶に ｾＩ｣ ｬｊｬＺ し，御 ｗｉＧｬｪｬ こ ｷ り

1二し、 。

結 び

uij :-:rfi も恐 ら く，iTi出 l こすら 卜. らすに本年lおま過ぎ てしまよ、力・も ):1111- Ｑｾ＠ ｾ＠ 、c 一部の人々は

それ より光つr 去を出来業界繁栄策会 ./'5へ1: }j がよ L 、o 'I .: i，r，の: ム:}i( さへf・j けばそれから. } s へで

もlli くあるまいとぷふ }j も少くないと ι. 1，λ、。波術 I"J !'. t  ｾ ｉ ｾｩｬ ，＠ f料水の' I'-1 rを11' 弔するはiI 然

であるが 、全般の ilil ・合この}J / J '¥' .( ;t _ .  ［｜ｪｬ は ＮＡＡＡＮｬＺＡｬｬ なるも他に はｩｗぜ ｾｊ 'Hが少 くな L 、。殊に 1' 1111

［ｾＧ［ ＮＨＱＱｊ＠ ｘ として の え ｴ 築 ｾｩ 会 ｲ ＧＮ の ｬ 事，Ｇ， ｴＺ ，Ｇ［はｉｪ ｬ 々 ｼ 白 ￮￭ 士。 の 椋である 。

米議千? に iilljfi の比込み のある陣IIIC1:組出削除法案: ' > t{ ( i Ｚｩｬｬ築 ｊ ｛ 談 ， ＧＮ の ＱＮＮＧ ｴｬ こ， ｩｾ Ｈｩ ｪ ら ｨｦ こと行へ て

よい1立u[ Ki¥介に 川米てゐると以lまれ てゐる o ｾｉｾ ｗＭ の ｬＮＮ ｾＤｾｨｬ ， 宏氏 の ｲｴ Ｍ 放 の ｦ r{l IJ 金 とるの f、

よいことで あ るo と̂は Î l的行、が一人1;;{ り年制 5 [1民IfvJ I 叫J さる 冶111 なれば、それ今のMiJJ)J 金

にて 、 問的機闘の 完備ー怖 をＧ 後三 ｾｭ Ｎ ｴｲ 機附の整備 、ｩｊＮｉー に主 Ｍ｜ ＧＯＮ Ｑ 百 ｊ 1. .にlf せ 川1 .，:  1  ｾ＠ C，等;巧へ

られてな九な L 、。

此 u) ｔＭ ， ｉ ，比 一 ＩＮ凶の ｦ ｬ ｬ ｬｬ の働 ｸ への ￱￬ ｻ ， ｜ｻ Ｚ ｬ ｪ μ 、 Ｚ 札ＱＮ￺過を ｸ へ ｉ Ａｻ ｻ ，ＨＺ ｉｉ 十 三 Ｑ， Ｑ ＺＮ ＱＺＧ 仙ふＱｉ ＮＧｈｴ ｾ 科息 子 Ｗ も ｬ 晶 子 ｦ

も Ｑ Ｚ 本ｩＡＡ築， ｩ ， Ａｦｈｊ ｾ ｘ も一 般土 ｉｉ 築愛 ｾ｛行もＮＭＧｊＮＨまれ ｆ る ｾＱｾｗ ｾ ｲ ＧＮ の ｉ Ｇｾ J  1ーと 'Ii ，' ，'i.f." 'j 榊 jfuのnに待¥1';全絞

めらんことを" luI 1) 守i 1:' ｊｉ ｾ ｪ＠ <  0  (  II{{ 手11 12'. ド11 ) J  19 11 IJ lt. Ti ': ，¥)  
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都 市 に 於 け る 貸 住 宅 経 営 の 賓 際

u:文 同 某 衣

は し が き

近Ｇ ｾ ＼Ｚｻ｜Ｇｪ｜Ｂ ､ｪ の児桜的な殻民 ｬ こ ｦ ド ひ 、 ｦｬ Ｚｲｮ の 問 Ａ国は続々多 ＩｊＯＨ Ｍｩ￮ に 研 究す可きｦＯ ｮ 屈を ｊ 創作し て

ゐる。 本杭で は、 乙れ塁手n u，; 川也} 5' え: のー /(tI として 、者Il dii 1:宅の '1' 、 人ー多数を ｣ ｊ￮ める何ｾｾｾ

川貸 11:宅に枕言 、 ) ( 資本によるものは日 /J として普通一般の杭替に於ける杭怖がj の考紫色汰

み 、 最後に作Ｇ ｾ Ｈのれ怜ｊ［法に よるか〉る 貸 Ｑ ＱＺ 宅 の 悶の利廻りを 求 め 、 これに或科Ａ支の批 判

を)JII へゃうと 思よ、。

ｾＱ￬ＺＢｽｪの仏 ｉｉ 宜 上、 ＢｊＨ _ ..  J; には 、か〉る 111] 国の一般的j f fだには、 その i限定する j芯に称々の1:11

f1tさを?十! な、! 廷があるかじ 、本ftZでは一つのlt 例を係り 、数1/，'( Ｚ･取げうＺらＩＵｾ宅金 ｪ￟ める ｔ ｝￮Ｚ と

する o tR月1し?こ例 は た1;);( J! j に於げる長l手であ って 、車ti tf待J ; 法科え:1 [1，項 '-1、統計 1/1'( 勾ーはこ の

地方のものによる 事ーと し仁 o ftll: 宅に封する乙れ等の事作H立地方的にたに呉るものも少〈

ない。従って各項 11 ーんじついては 、1.(/1 (IIJ なる場所で Y も一般的に出にあてはまるとは映

らな い守1ーをi象め断って 泣 くo 1/f ，::: ; 人j 収地 l了の貸f L ' i ; i ( ム乙とにi ' ' i d  j  I人l に於ては 、品 、主主!J_-

Ｈ 内部十 ［ ｾｻ ｩ ＱＱ ｾ＠ .J -法のもの) Ｑ ＡＱｾ しの ｪ ￭Ｉ ｪ Ｇ ， ｩｩｭｗｔ 家がた多散を，Ｇ，めてゐるが 、 本的では 一般 的 な 芯 ｬ 床

から 、此令' ;j1l作刊 さのものを" 治じる 'J ｩｾ とし仁 ｯ Ｕ く 力、〉る＿ ｾ ｾｾ ｾの ＧＱ Ｂ ＺＧｴ Ｑｻ 1二、m' 町長年)J のH守米

の Ｇｈ ｩ ｟ｦ［ｙ［ へるか ｴ ， 、 ｩ た って物｜ＱＧ ＱＱ 行数 のＨ［ｬＧＡｊｩ ｊｊ ｾ !Jll l床しなけJ l ばならないものであるが、徒に

Ｊ羽 Ｑ ， きを ｩｬ Ｂ，、危 ｉｻｦ ，ｾカＺあるので紛れな ｴ .・Ji ーとし 1: 。

Jft 来、1f 1ｉ｟ ｾ 七 の ｴ 川 ｦｊ ｬＭ に は 、 Ｎ ｊ L: 去:11' ，1; ［ ｘＺＺｾ［ ， 符パに とっ て ＩＱ 副 首・な ｩ 象 ＧｾｮＩ［ ¥'( 1: なカ、つに 'J ｩ ｾ 、 ｮ 料

小村1，にj¥.""，J す る危険・1" カ: 多カ・つ f二仏 小 川 ＰＧｾ，ｩＢ ・ ｦｾ ，Ｈが側 めて イ、 ｦ､ｵ ーであっＱＺ 市せ ー に ｬｩ 〈 って 、 ﾭ

i"'11，:':i i:リ( /'・jなものもあっ 1: 目、であるが、 えこれと は反 }. J に (.t' fdj ｉ λ ｊ Ｇ い た ｩ｜ｩｾ に於てみるｾＢ < 、

似宗J ドポ のＪＺ［ｾ 侍に Ｏｊ 、〉る 、 不 ｉｊ i.. I:ネをl主7ト似 しにものも 11¥'，:: ;; の数に 卜‘ ってゐる。然し牌 ボ(1

ィ;到ぷ1託制も取づIFyj ' ! r. の設住佐引って、，irl t' iが存坊になるであらうし 、 "J( f:{・4七1徐り大して

ｊ 主 ｾￎ Ｚ 1-.の川也とな らなかっ 1: 公{II 公糾 が、 今 I1 ではは逃す ーhの1[1，ボないたさな文 I1p:-!，' in に

な 1) つ〉あ る事、 lli に5( _ . }j 、株式の蛍/ えによ って 、投 資F f:.f!反容 坊に 、正li f't iに/1' ，米る肢

になっ ＱＺ 事今か ｃ ， して 、 ｱ［Ｍｴ ・ 米 の イ ヲ ｢ 誌の干 ｉｊｾ りの 不 均等さは 、 Ｑ 新 ｾｪ ｾ μ ｫ 一定の ｴ ［ ｾｾ i1
1
1にがl って

近付く ものと巧へ られる 。

この小抗力 ｚ 、 借家来日＿の ￬ｴ ｬ ｾ ｾ ｾｾ に ＱＮ ｊ し 、 又 ＱＱＧ ， ， ｾ 七件 ｮｲ < んば、間djf l 官川恒例冗の摂ヲ''[: 1，[

lこ判し、ー刷の資料金蛇供する事力; 11 '， ? j ( 作れば紫外の 十τ である。

本前を' th:するに 'i ::; 1) 、品Ni の.m: ・卜来集に多 J¥_ の御段lりJ をJ{幼つ7こJ Uf.' :r摩U: j rr 川fゴパ氏、
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JI 11. .I'}¥ ＱＺ 池川市 ｬ ￭Ｚ・ Ｎ￬Ｈ［ ぴに件 Ｚ ｨ ｍ ｦＺ 系行似の↑守口 ｕｪ に 、 此Ａ主に ｩ 従， ｉｌ［ の， ｾｴＮ ｩＺ｜ｾ J . ( する火山である n

l' h:; j'  t  ＮＺノノ［付Ｇ ， ［ｾ μＭ ， み る何 Ｑ＼ 、 可［， ｛Ａｊｪ 搾車Ｈｾｾ Ｂ 泣 ｰ 科 ｔ を術 Ｎ 材料ｻぱ択しｻ 舟 ｲｾ ｾ ｾ ｜［ 鼠 ｩ る ｬ 必結句 ｩ る ［Ｓ ，Ｑ ぷ ｴ 必瞥

止する ν 勺者 . 1，.l:上 1) 11 ノノ ー(C， ｌ 上くす る ＱＮのに ｊＱＲ 寸ｾ (ド与 I"J の }j に々よっ T . ｉｉｴｊｅ を仰ぐ Ｔｾ ｪＩＺ

iI '，!;t::j財 1 ! f 幸である。

目 次

I  投資額及家賃 llll 純 益金. 附利廻

Jr 利益の部 室メミ率、取 ¥'r.不 能 京 、 結 び

匝 鍋失の部 地税、米犀税、火災保自主料

言 者 Ｑ 彦裕次 、 Ｇｩ ｲｊｾ ｬ ＮＱＧＨ Ｎ 減償償却ｾｦＮ

I 投 資 額 及 家 賃

次 ｨｾｬ こ主付』る投資の ＱＺＺＩＨ 主、作 Ｚ ＱＩ也 の Ｇ ｉｒ ｩＩ ｾｬ こ ｻｫ って具る ものであるが 、 大開従 Ｔ く の ｊ Ｚｊ也 ｪ リ ｩ

ヰ ｪ Ｇ Ｎｲ， ｽＩＺ次を ＿ ｦｦｩ てる 場合 、 地 ｦｾＱ に 到する牧Ｎｦ，，ＧｴＧｦｾを等閑叫する ｦｴｦ ｩ ｬ ，Ｇ， ｪ があっ七。 この事 は 、 Ｚ ＱＩ也

の改良 ｊ ｾ の 他による憤額 の ｫ 芥 ｬ 二十 ｉ ￒＨ ます｜いつまでも、肌ｩＱＨ ｾな 木造家屋［が建設される一つ

のんきい/f i( 1:&1となってゐる o 1北米最も 一般に行はれてゐる投資制決定の方法は、先つε その

ニI:J也削に除じT二次貨を撤去し、それによって必築貨を需1]/ 1' ，す方法である o Jl[1 そのーはーケ

)  ｝ 次 ＱＡ ［ｩ￮ ｾｪ ，［ ｫ ［ｲ Ｚ ｪ の ＵＰｦＺＧｦ を 以 て夜間企 ｮ 築 技 と定め る もので 、 とを逆にぷへば、位築 Ｑｾ の引川をＧ

以て) ]  杭り家賃f Mi とし?こものである。 併に ・ Ｔ ド を 十ヶ Ｉ｝ Ｑ こＯｊ ｩｬｊｾ して 、 五年で只になる次と

云はれるのが 即乙 れである 。 乙の Ｉｪ 法 は ー ｉＺｊ也に到するＥめＺが山本的に側めて中 ｦｬ 利Ｈｾにしか持 Ｑ ，

はれてゐないものであって 、'Iil l )¥.;f'1，( '>1七のJ 也卜.にkll 物をkll て 〉総得してゐるん多数の家主は

乙の J; 法を J宋つてゐる 。然しこのか法の イ、i l'" Jl j Iなo: Ji:( まl ' f I 僚に於て、こ1:地に到する公，HI公判

の検 )JII によって漸〈一般に l泌め られる肢になって '>1(1こ。

ｾ＠ t: のごは 、 ト Ｎ の方法を い くらか改 ｩ 与し＿ こもので 、 ニ ｛Ｚｊ也 ＱＱｾ 制 の ト ＩＱＱ Ｇ に 刊する必 ｬ ｜｜ＺｩＺを 今 少し

取入れ、:1:地位物全介しにf11制に到し、米1 - l ，iN;J く向を) ]  '，::: ;  ｾ＠ Ｇ ｾ￭ 州 ｟ｊ ・ 引仰とするものであ

る。併に ) ]  - '， .)えは一 ・了. に処l る次とぷ五、のがこれである 。然し 1 ・7i t) 。とぷふものは、新

築 '，:::;NJ の利益l'1の州〈よいものか、引しく はー1"T(のjぷ分II"J に内買さ) t るものであって 、普通

はJ/t， ool Ĵ外のものである 。

Ｎ Ａｾ の 三 ＨＱ 、 Ｚ Ｑ : l 血が1，"，'J也の場介lこ咋 ら行{ まれてゐるも ので、米1! ，iN求心:) から 、土地の1Yf ，U，'

料を差づい、 7こ尚が、投 ド資本に到し刀叫りた臨1%ooJL' J;i; になる級定めるものである 。

今J . f(yIJ として郊 I li ，;; 1の911 ｾ杓白 ｩｩ 品， ｜ Ｑ をイ ｩ する貸 ｷ む を係る Ｂ ｊｩ Ｚ にする 。

ｪ｛ょっこの Ｈ�ｬｊ に つ し 、て臨時の ｩ 註 ｊｬｪ ｪ を す るに 、 政 ｊ 也 奥 行 ー Ｂ Ｑ Ｚ ｜Ｑ ノ ド は 、 ｻｉＺＭ ｾ ｪＨ の貸 ｦｉ Ｚ宅のそれに比

すれば、側めでたである o ＱＡ ｛Ｑ ち大阪 Ｑｩｩ￯ ｬ ｪ のＩ，Ｇ ［ ＱＱ 訓告 Ｑ｜ に於ても 、 ｊ 手ｾｾ f  7， 5  11¥1が静泊であるが、

J1t j止の ft (I I，"J (i 、I"J ｲＧ Ｚガ ＧＨ ｦ Ｎ ｋｩ｜ ・ ､ｪ ｾ ｴ ，!i  
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Ｑ ＵｾＲＵ 米地 ｗ ｦ ｬＺＺ むで Ｒ Ｕ ｾ ＴＰ 米 の ， Ａ ｬｉ ｊｊ 也 が 十 ｾ ｾ ｉ ｾ ［￬ ｖ ｾ で ある 。 こ の 阪 ， Ａ ｴｉｊ の 定 め 方が従Ｇ ｾ ｾの貸 ｦ ｬＺＮ Ｇ むず ｩｬ 慨

に、一つの tfr しL 、村抑Ａ日 ｬ ぞ ｾｉｩＡ へつ、 ￰ Ｇ Ａ o  ｔ ｊｩＮ ｬ ｩ 、 ｾｌｩ Ｎｴ 主 Ｍ ｪ Ｍ .'Ji の 111，ボ ない' J-t --:tTであって、 T見イcc

(1 Ｇ ｉ Ｇ Ｍ ｉ Ａ ｾ Ａ ｩ＠ 1二lこ . ｩ｜ Ｇ ｉｾ その畑地 的 ， Ｑ Ｑ ・ ［ Ｑ Ｑ の 現れが比Ｇ 立 Ｚ け ｃ ， れる。 この奥 行 の深さは 、 既に現在 に 於

官事 l 間 四戸建( ; ' t 住宅卒 l可間

5 5・2 0 R

て、最大限度に述してゐるのである

から 、肺 水 向 奥 行が深めら れる枝な

IJtになれば、 その針策による椋_rt の

従化が 、 他の浦和の［ｾｾ ，虫＿と Ｚ［ ￬ ｴ んで仙

il iの謎更をさへ招来する一つの原悶

となるのではな いかと考へられる。

きて 、再び本例にかへって 、敷地

町

3  lff!?ftl こ到する 、建築商肢の比 を見る

に、i雨端二戸に制しては、51 目 10J .G'

Ij J 央二戸については、57. 80% で fl 二

日地域の最た限度60%1こ近いもので

あ る。

今乙の』聖地の償額を 、坪 計 りj・it Wi

Ｕ Ｐ 闘と ＱＱｾ 定し 、 えｊｩ築技を建坪 ｉｉｾＺ ［ 1] ， 

ift 作付 きc r ' J拶1ft> ｾ守む Ｉ 130 問 と す る 。 こ〉で云五、建物のよ千数は 、大| 波地方の慣例に {故ひ

使 JWft>1訴でし、?こ主li .t 'ド ( ＩＨ Ｎ ｕ りに よる ｔ ｊｉ ｾ とする。 以 ト ーの如〈似 Ｚ むする と 、 敷地 ｪＺ Ｇ ｉ Ｂｾ 設は 、 ＹＶＮＶＰ

坪 である 力、ら 、 この Ａ ｪ Ｇ 時 ｦｩＴ ， Ｘ Ｓ Ｐ ｛ Ｑｬ Ｑ となる。新に買人れ にとす るば 所有様移 特設 ｊｓ｛Ｚ 必 ｴＳｾＵ ， 000  

Ｑ え 不 引 売 ｊｬｩｦｾｽ 院 Ｈ 1(.]' 、 diHO :!!)・7!)! 巧， 0のけ を現し 、院 制304. 29nil とな れ こf ) 血の1貨傾とイ干

して 5，134.  ＲＹ｛ｪｕ となる ｯ ｦ 行 ｪ 、 ｈｬ のは ｾｦｩ､［［ＧｩｩｬＧ｜ である ｊ 也 Ｑｾ ，Ｈは、川Ｂ己 ｲｾ ￭ の 千五〉とにまつもので 、 ｅ 見

ｻｩＺ Ｍ Ｍ ｾＧｾ の ＧｉＧ ＡＺ ｪＢ ｊ ｊ［ ｱ 立 、 ｬｴｬ＿ ，九ゼＺ負 ＺＱｾＧｩ 御Ａよりも，Ｚ川 ｾＧｬ である Ｇｨｾ ヵ ［ｎｩ 々である。

五1l 築物の J; (士、; i l l .t '1・421'1 であ るカ、 L，位築 'Nは 5，460 ｛ ｬｬ ｬ となる 。 己れにｾする不動産取得

枕 はA 附松川1:である 住宅たd引 ，OOO[H (こ っ き1(. j-fi UU11、-di 舵 ( イゆ t i  IPJ につき 。以 下同抜 、)

2. ＸＵ Ｗ Ｇ Ｑａ Ｑｾ Ｇ ｮ Ｉｉｊ 蛇 Ｐ Ｎ ＴＰ [111である 。現 {I ' )( [VX: di に於げる辿築貨の{ 良市はん閥、二附建の場介主主

上I" i:f j 9  1  ｏｏ ｾ＠ 120似lである 。 今fI! )に 110削と ft 定され仁とすればこの枇制 137目 44闘となり 、

必 築費 との合，¥[ 5，597. 44[J( 1となる。

ＱＡＱＱ イ ｾｩｊｩ ｊｊ ｾｊｲ､ 与に要し ｔ こ ￵ ＼￭主主 ｊｩＡ 主 、 Ｚ ＱＺＱ 血 え ｴ 物 ｪ を ｦｔ して 、 純日 Ｑ Ｇ ＱＰ ， ＷＳ Ｑ Ｎ ＷＳ 闘となる。

これに到し 、次 貨は liij 迷 J t:のーの五 ヶ年でよ Lとなる と云ょ、制 〈一般の方法を保 I[J すれば

109. 20附となり 、一 戸' 附 1) 27. 30 IJl Iとなる。この米賃制は 、ノk 年11¥1の平均値 でーあって 、新

築 常初 はこれより '::J く、， 'i くなるにつれ、悦 1; するのは勿論である 。ヵベ 定 め れ ば、 前 述

J  ｴ ＺＺＭＺ の方法の｟｛Ｉ也生 ｴ 物ｻｾ， ｾ ｩ ｬ 投資制に ま ｊ する牧従来は 、 ｊｪ ＧｩＺＺ ｪ り Ｑ ・ ｏ ＲｉｊＮ ｯ 。となれん開普通に ｊｬ ｩＮ

J及( まれてゐる 杭 ill に近いものである D
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利 盆 の 部E  

ケ ｾ Ｑ ＺＮ の利待令Ｈよ ト ーの米自 ｲ Ｚ Ｚ ｊ にシ Ｚ ＺｾＧｾｕｾ 家 ｴｩ ィ 、初 Ｑ ，による ｾｉｾ る［同手IJ i，，'i: ｾ訟は ＱＱ ｽｩに次官である 口

リ|されにヲキf ケ乗じにものである。

先つ［ｾｾｾ卒についてみるに 、 大限 ｔ ｬｩ に於ける ｬ ｊＷ ｲｩ f: 11厄年以降の純11:: む ( 門己月iイi{ 1:.セを' も

ｩＱ ｾｾＲ 間 大阪市内総fl 宅百ニ狗 λ J[.. Ｃｾ主米 自 ｴ

Ｈｬ ｩ ＿ｬ 利ト ゴ ＱＢ凶 円 俊Ｑｦ大阪 ￯ｬ￯ 統言 ｉ Ｇ ｧｾ ヨル 〉

令む) の本家主事l立、第 21川に示す如 〈であ

伺

.. 
1: tI¥ -:' 

6 ・ 且 ｾ＠ ^  :: ‘  

1  刈ー噌. ， Ｏ Ｇ｜，Ｎ ｶ 、ｾ

I  - - G・"ノ、、- .. 

S  凶 加 。 l ' .......... ケ

I  ，-、、 ノ ヘ 平まそう

吉 T一ーーー. -......."ー一一一ー¥- ' 4: 1目

。A

、占3

ず

これを弁F司 IJ に見 る時、i lj)，J;w(l

る。

而j して 、

古都に於て比較的高率であり 、 '1' 9C1¥1I で{ 氏本

ま

司e

なる事 lま; ぷ」、までもなし、。即ち 、昭和十年

F

A

V

同

3  

. - 1( ¥こ於りる )(1成11i の統計は、第 31凋の如〈

である。

... 本陥で は、11Rに第 2 岡の '1三均京 4. 883.%

を?1宋る。而してこの数値は、締机用に J .jす

るシ; 吋〈率であるから 、管業! " I J の貸11: 宅に つ

ゐ

士
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』

F
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主

宰
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草

作

九

軍

・
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審
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一
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事
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昭

和

元

草

いては、これより両ネとなる 。即ち都市，J

1!?j 人; 阪地方会L i 令の調作( Il H手11十一年秋) に

よれば局怖的で はあるが Ｎ 阿 ｲｌｾ 方断での澗 Ｑ ｩＮ純戸数 Ｖ ， ＴＰＶ 戸につき、綿

.J  ｬＺい ｬぺ Ｑ Ｑ ＱＧ代モ引 ｬｬＺ ｾ屯む股 Ｔ ， ＰＶ Ｑ ｲ戸 ｩ 、 布ｾ｜， ｉ Ｚ ，Ｉブ ｉ ［ｉＨ ｉￎ で の訓 ｈ 線戸数 Ｑ ， ＳＴＵ 戸に つ き綿純 ＱＱ ＺＮ 七蚊 ＷＹＰ 戸、共 ｉｬｬ ｲｴ

11・'む!敗732戸 となってゐる o 1! 1l らとに よって締

(  111. しこの制作11
1
に

9ぎとなる。

万三 Ｇｾｾとして 、 四社 ＱＧＱＧＮ Ｇぅ方而に Ｑ Ｖｦｩ

K1¥山方j"(I Iに24戸が取げ られて ゐ

から 11・入しなかっ 1: 0  ) ロIl荷台支ji;

の をＺｾＧｾｾＨま ｪ ドして ｦ ｩＺ ｬｬ ・ Ｑ むであっ ｦ こと

ｻｉＡＮ｟ＨＺ，とするとＱｴ ｬ ｬ ＺＮ ｾ む ＱＰＰ に到する

シＺＺｾ次の政は Ｕ ＮＴＱＷ 戸となり 、 Ｔ 佐

る力: 、 J IJi :ii iJ ;I¥月I i 己されて・ゐな し、

i.I"'i 3 同 昭 和 1-"1'. 米大阪会 dil .. ， ［ｾ Ｉｊ ｉｪ＠ ，笠' ぷ指紋

( 大阪市統計必ニ依' レ〉

って 、 出家を ｾ ｉ 伶い ＱＺ 利ｊｬ ｊ 卒ーは 、

94. 583%となる。 |入1¥こ0 0 公' 向
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H
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プ

削

』

t
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旭

瓜

以

成

瓜

l t' 1:.i の昭和1四年より 、昭和 l十年

に宅る利川本lま94. 431 μ である。

その常IJ イ?を 見 るに 、必公- r キ貸11: 土むが} 1，500 戸に干j さ、i 1n平11
次に Jrx. -¥'，:ィ、前家賃 について 、

一年 J1f: より 、昭和 l十年度迄の件八ヶ年11¥1の清水制に l. tする lt 牧制加Il{ t- の千均値 は り8. 66ル'

である 。 ｸＮ ｯｯ ， ｴＺＧＺｾ 侍貸 Ｑ ｪ ＺＮ Ｚ む ＰＰＰ 戸に ｦ ・ ｊ Ｇ ＺＺ＼ 、 ＱＱ 日 平 Ｑ Ｑ 十 年 Ｚ 及 Ｑ ・ ｾＢ ｉ 三の一 Ｚケイ ｬ 三 ＱＱ Ｇ ，｜ のヨ Ｑ ＧＮ 均 ｦｩ ｩＧ ｕ ｩ ＹＴ Ｎ 50 
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% である 。而して・般的に家賃の集金卒{主 、1I{{: f ll ｦｬｱ ・ ｟ ＱＱＺＧ Ｑ 三 を ｊｬ ￭Ｈ ｦｾｾ とし て Ｎ ￬ 新 ＢＺ ［ｬＨ 1‘戸j を辿り つ

、ある 。この 事は一般景［，ｻの快位、貸 ｷ 主総 ｩ 替 の ＺＧ￬ ｊｾＱ 化に ｊ たｼ 正 ｼ する事もあ ら うが 、 思想 ｐｾＱ

j越のもき濯も亦見逃す事の tp，司王ない! 京閃主なつでゐるであらう の

不例に1 : . [ する数値は 、各車lE替手fーが公表ーを: ' illi (1) る? こめ iE僻なものを得る事は七七l刻iーであるが

ん韓に於て 4 %を越ゆるものである事は想像に' Y i4f < ない口 ことに延滞家賃に闘し 、金利と

時とを考慮に入れて J十算する時は、 そのl ' f4¥c幸子ーは相首の低率となるであらう 。

本例では仮に 9 6 %を? 以て 、清 水fr: Jに到するl ' r J!x両の訓子? と定める。

即 ち、以 1-- の2主主文& + 捌; による低下卒よりして 、一ヶ年の家賃ρJ l こ到する1 t 牧家賃正;jの

割合は90. 800 %となる。

本例について之を見れば、ー ヶ年家賃医:j 1，310. 40闘なるに封し、笠 牧 家 賃1司は 1. 189. 84 

闘となる。

困に 、土地賃貸料 tこ到する イ明; 率は J -.速の家賃不初f，率に 比 し側めてんである。これは家

賃の不梯 、 ｾｾ家による牧入社約がづ い 、て ｊ 也料不郷に イ マ ［Ｚ［ｬ こ ￮ ｩ 事肱されるのも ー ｬ 人 Ａ であらう ｄ

0 0 00 経 営 のごf:J也、0 高1: ' 1' に封する li 併 11三年 以 降、昭 和十一年に王る ) L ヶ年1i '，J の線、JilJ 水

高にますする買収高は、86. 182% である 。 この数字は直に保って標準とする事は 出来 な い が

その一端を示すものとして役立つであ ら う。向この統; 一|に於て 、昭和四年には賃料の航下

げを 、 叉九年風 水 害の時には Ｚ 弘除をＨイ ｦｬｊ れも ［［￯ ｾＳｒ＿ ［ Ｚｪ を ｩ 成す， Ｉ してゐる事を附記してむ＼ 0  

班 損 失 の 部

損失金については 、 作項 I f日リに製げて考察を llt める事: とする。

イ 、 地租 地干 ＱＱ の舵古ｉＧｩは 、 そ の 賃貸出十件のＺｾろい向を以て年制とする ｯ t! 11イ':{y! j に於て賃料

をよ'1・1;: ; り30伐 とし、川 舵 松 市の} ? 貸fi'( 絡 が3. 601111 ( 56
h

:め と 決 定 さ れ に と す れ ば、 C'tt !際

よりも賃貸 ｩ ｾＧ Ｈ 絡の方 ｩｊ 九Ｚい、 ｺｦｔ があるＩ J也，{:I I本 院 は 年 制 13. 21I日! となる o f ( 1 I してこの賃貸

11' ( 絡は 、十 ヶ 年i:j: lこltJ 山1，'，) 引をし て、)，'; 11キ1の"'I !l況をも考慮に入れて改訂 される事となって

第 4 間 大阪市一ニ l冷ケノL 地縄本税一間二割 ゐるが 、 こ〉では不皆、のものとして ｾ Ｍ ｉ ＼ 日

ス Pレ介 ;71附力n' f詰綴

吋
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a
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時

岡同

-

a
v

を進めること〉する 。

次に 1也:{IJ 附 )JII 悦をみるに 、 乙れは年々

増 加のー迭を辿 るのみである。 即 入:Iilx: di

に於げる附)J I悦 合 計 額 の 上 昇過程 は 、郊

4 1品lの如くである 。 この岡に於て 、昭和

七年に激減してゐるのは 、 ｾＡｈ 舵の標 Ｑ ｜ Ｑ ，カＺ

地償より 、賃 貸{武村千に改めら れ?こ事に よ

るもので 、 ｎ Ｚ 存 Ｈ ｪ としては Ｇｬ ｉ ｊ ｾ ｩ 命令自立が ｝ に ￎｨＦ［

少してゐるものではない口

ノトこの昭和七年以後の宍1) 介を 以 て、府
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司 Ｈ Ｎｬｩ Ｇｾｽ ｊｉｉ す るもの と ｻ限定する と 、 ＳＰ ヶ年 を 千必 ｊ し てイ三 ＮｪＺ ｪｾ 1  r員| につき附力1!f"5t 3. 542 慎! となる 。

1:(.1 ｽｪ ｬｬ ｦＱｾ 釈 に つ い て は 、 勿論 Ｍ ｾ ＩｬＮｾ の 限度が めつ一 亡 、 か 〉る従来のｊｩＧＢｾｽｪ ｉｉ Ｇｩ ｩｉｊ イ＿を ＿ 以て灼ｾＨ＼ｦ ＱＱＱ Ｚ i-

この路
ＢＱＮＮ ー ‘ Ｉｪ 必民にＡ位 Ｚ じ て ｊｩ￳ 守的するが ｾ Ｈｬ イ ｪ ｾ＠ Ｑ 与る Ｚ Ｇｊ ｾ Ｇ Ｎ である ｯ 1!1lち、る引は イミ汗; で あるが、

ヶ年のj 也和合計額は 59. 99 聞となる。之を一ヶ月の土地賃料7 をそのま〉採用 する と、

にJ t べれば、2. 0711干強となる 。

口、家屋税 家 ｬ 特注 ｬ 立 、 ｦｬ ｩＧｈ ｜ｉ Ｍ ｉ Ｍ ｟ＺＭＺ 年度現め Ｚｴ こ於て 、 賃貸 ｩ 凶絡 ＱＰＰ 附 につき、 ｉＨｊｈｾ Ｈ 本悦 〉

1. 01) 問、1I正相lilf ，lhH: 舵 ( 本枕 1:同lにつ き、以下同様) 0. 31 ｲ 湖 、Ｂ､ ｪ 舵 ＷＮＹＰ 岡 、 ￯ｬｪ Ｍｘ ｩ ｜ ｈｪ ｾ 1・611;舵

0. 40問、純計 i主貸償十件 100 聞 につ き10. 479闘とな る。最近十ヶ年 に於げ る米 陪枕の精力Hの

ー!f. .介は!:(n 1荷!の如〈 であ る。よれを地 相 と同様 に、昭和 l二年以降の精力11具合を 将 来30ヶ年

間延長 して、平均 値をづと め る と、 16. 465闘とな る。

2女声量税 の謀役標準?こる賃貸倒絡 は三年住 に

賃貸付t特育問= 針 λ ル家庭税

. I A同附 JJII 1fe';千五 l侭 ( 1日大 阪〉

ｾＢＧＺ［＠ 5  Jl.1;1  

その定め方は 、 Ｇ，ｾｾ ［ k lV( に於ては家賃己! )c，j' rし、
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JJ 傾 の十二1: 干に t.r し、 J: J:l[l. .f. 'IJ JIJ による部分の

控除を 0. 385 fti;し、ょに迅ー路等級により書IJ引 l 。

を 5 書IJ 以内 して定める。本例に於て道路等級

出 。

ｾ＠ -r: 

ｾ空
守 二

これによる需11引 は 2 書11とを36- 38 とすれば、

吉

岡

審

火災保険料 金は建物の附 議

i1! fl1iJ J  IJ 、土 地の'hlj 況 、出j也附i系等.によって山

な り、 家庵舵 額 107. 15岡とな る。

ハ、火災保険料

合

主

主

平

t :  I 、、九十土
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幸
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今 ＭｾｉＩ ｾ ｆ 地 とし Ｗ 、保 険金まるもの で あるが、

存J' i l ，OOO阿に つ き、保険料金 2.80 1111とし辿築 党全制に つ き加へしに とすれば、一 ヶ年保険

料金 13. 52 附とな る。 年々この金制を; 1 1 卜. する ;;: f;'.は、え1¥物自簡が減似する から 火災保険の

みの 、工場から はlりj に位 j品保険 となるが、 火災を起しに場 f下位物以外のfn失もあるこ と故幾

分 ｨ 、 二ｊｬ 匂 ［ に ま ｊ する ｆ ｉ 次保 険 のた Ｚｉ ｾ ｉ 床で ｦ ｪＡＮＨにこ の ＺＱ 制 ｉＨｩ を深川する事にする 。

二、諸修理費

.i 1作f・1・きの貸Wi ; に於て は、f111の:1<+ H;修旦U1t の 11
1
でjlえたの ものである 。 これは そ

の ， ｉ ｽＮｈ く なっ 仁科 ｬｊｴ の Ｑ 認定が昨然とＱｉ ＱＱ ｾＨ ない＿こめ ｪ 長々厄介 な 川 Ａ起を起す事が あ る 。 乙の イ刊［

豊

イ＿を ｲｩｬｩ 五、 ［ む Ｑ ｜Ｑ ミか ら 、 ｻｊ ｦ 次 人に そ のＺｬ ｾｊｉｊ の全額Ｉ ｜ Ｚ ＼は必需 ｉｊ イ＿を ｦｬｪ￭ ＮＱ せしめてゐるものが ｾ ｮ Ｇ ｉｾＺ［［

見交けられる Ｐ ・ ｫ 鴨裏返 し は 、 ー ケ ｾｉ ＢＭＧ ド ｪ 山こ、 衣［ￅ Ｈ ｴ も同様 一ヶ 年ノ ｼ 三千手 ｻ 立が普通である。 叩

一 年 ｉｉ Ｈ こぶを取り作 へ る 引 となる 。 裏返 し のｾ ＧＨｊｬ ｈ ｴＧ ー 牧Ｇ日り ＰＮ ＷＰ 闘とし 、 表 枠を ＱＮ 30阿と

ヶ年のよた山は60悶となる 。すれば、平均

ａｴ ｲ そ ｬ ま日
ｲ
貸人の ＱＱ Ｑ ， 入がな いＱｉ ｾ ＧｦＨ立、 Ｔ 型住生か へ を嬰しないが 、 Ｍ ｊ 立市次になって 、 新な壁

iT仙 人が入る時には、少しの汚削 でも 主主併を? 要求する のが普泊である 。常内部の問( 立 、 こ

の版な 町[正!のTこめ、相日制撲に給料; が行( まれる
o .7fー均之 を六ヶ年H とす ると 、本例で (t 、

1 4.4  



198. 701l 'I I  ｪＭｊＧある 力 、 己 、 Ｇ， Ｇｩ ｬＮＨ ｾＧＨ ｏＮ 80 阿として 、ー ケ午川り 26目 49 問主なる 。外r: ，l" 1ｴ ｊ 口 ｪｴｾｻ Ｎ［Ｇ ，Ｎｾけ

めいにめ、漸 ｾＧｪ く ｪ 淀川 の ｊ ＧＮＺｩＧ ＭＨ ｦｍｩ 1) :  ｾ，ＧＺ［むのを ｾＮｪＯＺＧｉ 討で 、金 ｪ 込似帳 、 タイルリ ｉ ｾ 、 収 ｬ｡ ｾ 星 野とする ｬ 州 ＢＧｊ

があり 、 ｪ 抑制常化ｾｾｬＺは腔 ｾｬ つ〉ある。本例でも、 二 て附腰針及主Ｚは全部彼張りと似定 する 。

その誇命を 十ヶ年 とし 、 Ｑｾ 川 を足場及人誌 Ａｴ 下 ｩ 喰 笥Ｚを合して 、商坪常りＱＮ 20聞とすれば、本

例で Ｑ ＮＱ出 ｪ ｾ 好 ｊ ｉ ，Ｚ， 54. ＵＶ ｨ ・であるから 、 一 ヶ年Ｇ，ｾＺＺ［り Ｖ 55問と なる。

錆工事 柚 は近 ｾ ｃ ｊＢＮ邸 ーの ｈｈｬ ｛ｊ 併によって ｾｬＺ ［Ｚ Ｚ ｦＮ ｨｲｲ Ｑｊｾ梓しく知和 ｩｩ きれてゐる ｯ 1( fHi 1.1
1  
yとfmで

はＺ￭ｩ ｬ ，ｾ樋をｊｉｪふるものが多いが 、 Ｉ ｨｬ 間部に於ては玲んど全怖が可 ｅ 鉛銀銑板製である。銅は凶

朽 し灘H 、一見不j 利の様であるが主主管t，のj長があ り、結局杭情的見地からは、鈍根の比でな

い。餓製樋は Ili Ij l 毎月Irに依つては、一 ヶ年i後りで伝・蝕される 所がある。 こ〉で は平均存命

を五ヶ年と す る し 金鉱工事究が72. 87固である から年常り 、 14. 57聞 となる。

建 具 建兵修鹿の rl' で、最も頻繁に起 る問題は、車、レール、締り金具の修理及向入門

下悼の腐何取換へ等である 。 これは材料費は大しに ものではな いが、手間代が相世間むも

のである。手1I ¥lf ¥に附しては、最後に 一括して計上するとして 、これ以外のもの、即 も、

襖の修用を考へてみる。襖修埋は張り替へが主なるもので、これは丁度壁の控替と全〈同

様である 。今六年円旬に張り梓へる主し、一枚首り平均1 . 30聞とすれば、一ヶ年首 り9. 63 

聞とな る。

この! 也ガラスの入れ林が あるが、これは病家か ら、新に釘借入力: 入る場介にのみ家主力:

f究機寸るものである から 、: / ，甘さ項で見込む事とする c

物干 物干 の ［ｉＺ ｪ Ｇ ｾ 命 ｬ ま之を七ヶ年と ｦ 限定し、 ＭＩ［ｾ￭ｗ り ＱＸＮＰＰ 聞 とすれば、 一 年 ｩ［ Ｚ ［ り Ｑ ＰＮＲＹ 同

となる 。

雑 この他liIj迷の土li J l . . l Uし下II' ，J 、カ、ラス { 波損入杯、が( 木ヂ人れ、笹山: し、位根つ ぎ、排

水、給水 設備修Ｎｦ ｬｲｲ 、日次長 ｾ ｕｴ 、 ｬＺ｜Ｚｩ 漏修正 月 Ｑ 等 々を 一 戸岱り大 ｬ 格 ＱＲＮＵＰ 闘と見 ｴｍｴＨ ｩｾ ＭｪＭ ＵＰ 闘

とな る 。 この外、修 ＮＨ ｾ｜とは別簡な ｩｬＢ ｮ ｾ ｔ ［ ｩｦｉの模拡Ｍ体天窓 、刷、手摺 、 風日場 、 物置きの新設等

を賃借入から ql 込む事があ るが、これはイ!多将でない事は Ilfj であるから 、担金としての計 _1-.

から除外する事とする 。

z示、管理費 ｻｾ［Ｎｦ ｬｬ ｬ 貨 は一政に 、共 集金高の Ｅｯｯｽ う 至。 Ｑ ＰＰ で ある。これは也絞賃貸人が 、

その 簡に Ｑ 古れば、矢先が 少 いわけであるが、諸粧の王 ｾ｜ｲｌｉ から 、日ｊｪ に管理Ｎ人を ＱＱｾ ｩＡｉ 返する場合

が多し、。大睦哲: 上11¥の刻: 易にもよるが、 100 戸以上のFi ii替で1主、日IJ に人をr : fr. ll :って経営する方

が有利で あるo ｴｩ［ ＮｦＱ ｉｕｾ の定め方は 、上述 の方法以外 ｬ こ、修絡究会集金高から差ヲ Ｑ ｾ、 ｔ こもの

に、或歩イ? を掛りて定 めるものもあ るが、これは可及的修月! . J そを安〈して 、J' f J 枚をあげる

のがその rl 的であるが、 修ｫＺ ｍ Ｍ ｾ に不正 カ ヰ ｪ り得るのと 、 少し大きい修部Ｚの場合は 、 管ｽ｝Ａ Ｎ 人

の 牧入力 ［Ｑｈｾ くなる句 Ｚの 紙型 ｴ ｩ の ＿こめ 一般 的ではなし、 。信託 令 ￱ ｬ ｴ 等の管沼 Ａｪ そも大積 ＥＰＰ が 普通

でこの場介充分制作の.1-. 、集金の正確なもの〉みしか受託しなし 、から 、 その請求額の ) 100

を引ニJ''1¥代 とするも のが 多い 。本例に於ては、:/，止も一般的な方法の集金高の} ' I ooを科ヲ1] 1代に
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??;てるとすれば、年繍59. 49聞と な る。

へ、; 成憤償却費 水js*' ぞの f'i't l:j Jにつ いては 、或 はごーl '年と ヱミ・ひ、或はH ー|ペド とえひ 、

柿々異つ に江見があ るで あら うo ｪ 止 ， ｾ Ｂ袋 町 の 附遣 が 、 Ｑ ｾ ノ 叫 ｉ ｬ 維に 向 ょ 、 ｬ 附 があ るか ら 、共 ご ｩ Ｇ

命は漸 ｾ Ｈ低 下す る事は免れない 。 鎧 築 的に のみ これを定める 主 主ー は 、 ｊ 汗 た としての立場から

不 可 で あ るか ら 、 こ〉で は イミ〈技術庁 のＩ Ｇ， Ｚ場 か ら懸り紛れ ｔ こ 、 枕 務 合計の ＱＱ 混戦ｾ と るす ｦ と

する o J..:.強 行主 舵 局 カ:、法人m件 及 偉業牧 11'在の湖! 舵に闘 し定 めてゐる ("1場l では、木造rl: 七

川主t物 のf佐久年1設を 30ヶ年として ゐる。 従">j ( これは、35'if. e  A めじ れて ゐTこのである が、

1I f{不!112"-手4 月以降 、30年と改正されにもの で あ る。尤も 、 この年数を定 め るに詰つて は、

技術的の例 究 も充分 されに もの で あら うが、 その 111って米る所は1 f 1' f に饗で なし、 o 1' f例に

ｊＡ ｾ ｾ Ｎ してみて も 、 営 業 用次席 ーとしては 、 こ れ 以 ｬ Ｑ Ｍ ， の 古 命年数 を 橡ｾする事 は ｾ ｱ ｦＮ 事であ ら う 。

本例に bさで は、一 ヶ年平均 支 11
I

I
を求 め るTこめ に、幻ー年均等; 償却 をな す ものと仮定 し、1'i' t

ｊ 日後 の残骸 慣絡 は 、 ＱＦ 蝕 ｢ の資 却 ｦｬｾ｛ 段と す ると 建 坪 常り Ｕ Ｑｐ ｉ 内外 とな る が 、 こ〉では やは

り 舵 防署の 内 規の［邑 れ 一得 ｉｊ を 以 てよ に吋 てる 乙 と〉 す る。そして ｦ ｊＧｴＱＧＱｬ は 、 最 初の建 築 ＧＱ ｾ

から時倣 似絡 を 引 去り 、児 にｻ臥 ｉ｜ Ａ Ｎ の ｊ 貨で述べ＿こものの Ｑｪ Ｑ ＳＰ［ ド以 内 で ｩｬｬｾｩ 事するものを り ｼ 去っ

仁成Ｈ， ＺＱ についてＨ こ れには 相 ＿＿ ［ 議論の除 ｊ 也があるカワｾ ｩｉ・ ＢＧￎ ー す るＧれとする。か〈 す る時は 本例

に 於げる一ヶ年平均的 ｬｾ ｊ 正 Ｚ Ｑ は Ｑ Ｔ Ｘ ＮＰＸ 附となる。 ｉ ｒｊ にた阪 ､ ｩ てーは 、 ､ｔ 有本 ｩｦｩ 建物の使 用 可能

年映を ＳＰ 年と定め 、 低下ネｃｦＧｴ ｴ 上 ＱＱ 本ＩをｖＺ ｾｏ とし 、 均 ｦ 可 ｈｩ ・ Ｑ 却をするＧｩＧ ｴ にしゐる 。 而 して ＳＰ

年を越へて使川に同Hへるものについては301，ド11の1氏側、11111比例のV : l() のf氏側を 以 て 時 散1i"{

特 色してゐる。叉借地法に於ては組物1副生の J， ，，) 也かじ 、力、〉る防相の止t物 l 二nしては 、-iJf

J也様作担当期川 を11，(J.f 20 ヶ1， ¥三と' むめ 、)JI Jt こ1明Ii '，j を広め京るものについては 、ls物が朽 lif'Ht き'

る ｉｕｾ り ＳＰ ヶ年としてゐる。

以 卜.を1' J . て 、Hl 金の件Jfi 11 を述べ経つにわけであるが、乙の外にf ;1¥di ，J ，!材、道 路 1: 札

ノ'J，ｩｬｬ 工事 ＧＺ～Ａｲｬ こよる交谷ＯＧ￭ ｲｬｾｊ 金 、 ｩＱＡＨＧＱ Ｚ 買 ｊｉ［Ｎ 川也 、 ｊｾＯ ｊ Ｈ 符匂［に よる ｪｩｬ 夫 、 ， ｭ 公 ＱｾＧｴｲ があるが

一般 ＨｴＧＭ ｊＨこ Ｗ 象恕は ｦ 、 ｮｲｴ￬ￋ であり 、 ことに ＧＲＱ ，，Ｇ￬ＺＭｘ ｦｬ 佑金 、 ｭ 門 ，� ぎ ｊｲ ｩＮのｾＢ ｾ 一 刊 ｦ の資本 Ｈ ｉ ＧＮ ｪ ｫ 川 に

ついては 、 ｊｉ｜ＧＮ ， ｩ￭￭￬￬ としては竹中、 ｼ のＮＮ｜ｬｩｾをなす石 ｬ きであって 、 刊に Ｑ Ｑ ￍｪ ＯＧ￭ＧにＺｲｊしては ＱＹＧ J也法、 fil l

ゐUlミにも H料 の増i成を;il !j ;Jえし得る .fl 胤Aごしてゐる 。 従って これ匂: は線、て - jL;・っ1m金と して

の ｾ ｊ 卜 ｲ ら除外 す るＺｴￌ ｩ と す る。然し 以 Ｑ Ｂ の場介の ｩ ｔ 料檎存 ￭ ｜ の ｊＵＱＱＱ 水槽は 、 一 方 的 の立 ，目、 ｪ，Ｈ ・ぷ

により効力 を瑳生す る71勾究機である事ーは、接 説、中IJ例に徴しでも |切であ るが、民 際問題と

し ては 、 従来の習慣も千 ｦ ｊＱ ￮Ｍって 、 その檎制 ｬ ま ｾ ｬｬ ＧｩＡ ［ｾＱ 刻 Ｑ ， であ ＱＩ 、 故後 Ｈ ｉ Ｂ ｪ に ｾｊｦ 訟を＿提起 す る取

合でも 之 を請求槽と 解 し て机下方の承請のｾＰＢＺ 思 表子 ｊ ｾ を求める Ｂ Ｑ Ｚ ι てを ｮ す場合が多い。 従

って 上に漣 べ ｔ こ如き 諸項 ｉｬに ついては 、 Ｑ Ｇｦｐ原料 ｩ 併としては 、 或粍度の 女 子 ｾ ｾｾ 見治 ‘ んで有 ｮ

l巨をする事が必 要である 。

HI1 も 、以卜明 ｉｈ し＿ こ ｭ 金 を合計 す れば 、 年制 ｾＶＵＮ 761P. 1とな る。 今 この間令の古IJ { l"を i切に

1 4 6  



するにめよ ＨｾＶ "¥'，，1金十品げf ゃう。

ー ーケ Ｉｊ 次 ＱＵ ｾ 合ＢＧｪ ｴ 1';: ( 100) とし?こ場 f干の、，ilrffi 11の係数{ f ｩＺｦＧｾ＠コくi ' t 際の主主管/ ' i 'l こ{ 兇な岐に 、

7I i; ，';l lこノ'1" さう。

，側二ヨル ケ ) J 父、J ，t額 100
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以 上述ベポつ? こ 'hi' 組、相してみるに、続金lよ/，ド千fj' i1. 189，84凶なるに到して 、ιi 金は介; 1 I

565，761Ti l となり 、道引純従624，081i ¥l となる。今ー1'，- : ケ) ] 米自衛lに到する収入、x 川-?-:Jfi 1  1  

<t' ｬｩ ［［［ Ｑ ノｊＧ すれば、出 Ｘｉ ｩ［ ， ￬ ｬ の ｾｊ ｉ くになる口

これで投資制、平 ｉｊｩ ，， Ｇ ￬Ｚ金 、お ｩ 火 金の ＭＭｪｩｬｩ りの必 ｬ り ｪ 合格へ 、 以後の不 ｉ ｊ ｾ りに主 ｉ ｊ 迷し＿こわりで

ユえび政金の川! 極力: 越されてゐる。借地に到する ，l'! t話IJ 金みるが、Tこ-.，; _1:1也に 却する十龍平IJ 金、

自立It"jl こf;L kt.: 徐り1 I ¥j 出になってゐない 。ＨＱ 、 純 ＱＱ ＺＺＨＮ［ に ｉｾＯ［｝ 寸るものでは 、Ｇ， Ｚ Ｚ ［ ［ "-:I ，):<:J 血J; では

il 'f(に 4賃金についてのみ巧へるおとする 。

ｾｊ Ａｘ 金 ｾｊＡ ｪＨる Ｚ Ｇ ｊｦ Ｈ ま ｩｦ 併人の能的能 力 のｻぷ Ｑ､ｦ がその出ーの ｉｉ ￁ りである。松近この敷金に土 ｪ し

札口、をドHi ' ｮｊ しとの川泌が舵起きれて米てゐる。これは Ｑ ＵＧＱ そ仙の ［ￆＧ ，ｾ［［にＧＱｴはれる場合 、 ｬ 災

(1川

である。敷金金現金として￯ｊ ｩ る ｬ｜Ｚ りに 、 忠則的金， ､ｦ 判 、 イ ｩｬ ｾＧＨ 説停の期金 Ｑ［Ｚ ［ てると 、 この ｉ ｾｉ

'y"ff はfrf(ij 'j 寸る 。)1守* ( 主力、〉る Jj il 、によ って保I市金不tJ ，t:!，II ¥j :mのjrf(一決舎はかるのふ- つの) ; 法

かと) s へら れる 口

政令の，: : } は 、1J，1. ＨＱＺ 一般貸 Ｑ ＱＺ屯では 、 ｊ 、 ヶ ハ分 ｊ ｾ 五 三 ケＩ ]分次口紅jが普通である 口そ して
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米 ￼ の ほ完 ｊＱ なも の 料、 ｊｕ ｊ 勤が 少 し ｊＱ 立近では敷 金 ＮＱ， ｜ ｾ し の ｬｩ ｦｩ 米 Ｑ ｾ Ｇ と云ふのも ｾ Ｑ Ｑ 岱 ｩｊ ｜ ， ＾ｦ ｾてゐ

る 。 ｉＧ ｾ Ｉ ト ［ 例 に 於 ては 、 Ｉ長く ｈ はれてゐる ｾｉ ｈ 、 現 金全以て家賃の 三 ケ 片分 の敷 金 金交 Ｑ Ｑ 且つ

?ことし、
それ l二、年三分の利子を利主主金と して 計上す る事と 似定する 。この利率は 、{米詮

第 8 悶
金な る ものが、恨受勘定であ る限り 、向

時で も現金にして 1911良 さなりればな らぬ

性 質のもの であるから 、 これ以上の推定

は困難なものと考へら れる 。 この数値に

よって、百三家率を控除 すると 、利息、年初1

9， 30闘 とな る。純袋に之を合 す ると合計

633.  38聞となり 、金投資金制 10，731. 73

闘に到し、比掛りの利廻りは 、年O. 0590  

となるが、n際は建物を30ヶ年に償却 す

るから 、正献には 下式に よっ て求め る。

( 純 抗年制+ 悩)，[1年'仙) ・i . a 30  

］ 全 償 却 ρ ｩ 十〈 不 要 償 却元本 〉 ・ Ｑ ・ ｡ ｾ ｯ

こ〉にa : ! ol= 】/ (1-卜 i) 卜1/ ( 1十 i) :+ I/ (1+ i)"

.  + 1/( マ+ i) 3】

十

年をを ｾ ｩｩ泊 ｨ じて 、 Ｗ行 Ｇ Ｚ ｪＺ 月々 に入るに 土必剖 Ｑ し、 損 失 金は共大部分が 、 六ケ ｊ｝Ｎｌス ー ｬ 二の Ｉ，Ｑ ｍ 明を 以 て 、 後掛

け となる から ( 但し家屋税 は前掛り 〉これを芥一ヶ年平均に J，'!'Wるj主に多少の誤差のある

ｾ ｨ を断っておく 。

ｦＩｾ って 、 以 ト ー は土 地位物 を ｔｪ ｬｊ に 所イ ｬ Ｇ し＿こ 場介の 利率 でめるが 、 ｩ 片 米 経営の 笠 際をみる に

Ｚ Ｑ Ｚ 地 が 他人 からの借 地 である場介 、 日 ｉｬ も 併 に ム ゴ 、 底 責任 しの場介が多 い 。 か〉る 場 ｦｔ の 利ｾ

りは如 (1'1 と云 ふに 、利抗金は liij 述のもの に等 し し f口火金は IIIj 主!i; のものから 、J tHu{t>i成じ

土地の15' 1片料を力11へ? こものとなる o IiIi して 、敷金を地代の三 ヶJl :i トt.: け入れにとして 、と

を投 下資本 に}J !I へると 、純 I，，):金制1345. Ｖ Ｑ Ｑ ｩ ｾ Ｑ 、 投資 山 ｪＵ ， ＶＸ Ｔ ＮＳＸＱ ＨＮ｜Ｑ となり 、 比 掛 の Ｑ Ｚ ｉｊｾ り は 年

0. 0609 となるカヘ i 日臥 こは li ijl ，iJ七:X lこして0. 0801となる 。

凶に、 こ の 場合 の土 地所有朽 の 利姐を み るに 、 利 主 ｾ 金は 土地 の ＱＱ 貸料Ｈ ィ 、 桃 ｬ こよ る 率 を

持 ｼ徐 しに も の 口 こ〉で は ｉｉ で述 べ ＿こ数 イ ｛立を そ のまｾ )IJ ふ る事 とする) と、敷 金利息で あっ

て、打i金は i也羽|のみ と似史する くJ:!Il l 'i; A'll!l ｾ 不嬰と似 〉 とする Ｉと 、 年ＱＺ ｉ ｊ 担当り ｏＮ 0472 とな る口然

し Ｑ ＧＱＺ 際の Ｚ Ｑ Ｚ 地 主主管ＱＧｻＭの利創り は 、 ［ＺＮｾ ｊｕ ，Ｈ 、 シ Ｚ Ｚｾｊ 也 、 Ｑ Ａ｜ ｾ 牧 右 足 ｊ ょ ｊ 血 の イＨ ｻｩＺ 匂 の ｦ こめ 、 市 Ｚ ［Ｍ， ｍ ｉＧ Ｎｊ には

これより jEに低下 するもので あ る。仁' >_- I:地の車r この Ｑ Ｑ ｾ ，ｦＺ ｉ ｊ
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主ｾのｾＨ思 Ｇ ｪ {t> flliJ ビするが、その完IJ 介 lま一般的に辿べるおが不可能であり 、本的の 11  (I' W) 細川

を飴りにも越へるものであるから 、 詳述をｾげるが 、 未完成の土地 、 ｬＡ Ｏｬち、 ｉｈｊｾ 受注 卜 ーにあ

るもの夜、 その騰 IT芸名の尚い事は'VJかであって 、 一方それ? ごけに: 11止{) J のィ、 E、土地改良' . 1'(_

.J l : f 也の危険負拾が多〈 、之に反して光成し切つに :1 ) 也については 、目指 it ネカ; .O' i 少であっ c

投 資 金r古I の鋭利JI こよるノじ利{t-，n- ゃ、物{ti 指数に比較しでもたしにものではないお

てお，. < 。

結論に入る ｉￌￍｊ に 、 以 ＭＧＭＩＱ Ｂ，Ｈ似つに数値を整ＱＢ｜Ａ Ｎする ，む ｬ 米であ ー延 長ｾ抽げやう 。

ＧｩＺｪＧ ｾ＠ J ぷ 本 航 ニ テ jl" ，( . j 及ヒタル例ノ政官{ (

資 投 翻 10. 731・73阿 ( 土地、連物共〉

二 地 償 額 4…土問…… 50同 一一一一 一

同 吟仰ｾ 304-291011 
取1! 峨 304・29阿| 蛍録税 '''H.u"" ｊ｛Ｇｻｬｾ 印 ｴ 山 ＷＡ ｉＡ ｽ￭Ｎｯυ υ Ｑ Ｚ ｾｉｊ 建物パ以外磁制合二同ジ

建築資 ＵＮ Ｔ ＶＰ ・ ＰＰ 阿 ｼ 建坪Ｈ大工坪 ｻｹｕｾｲ 7 除ク ) 42坪 m似 130側 ( 誼 作 H )

日] 取得税

家 賃

2 米 主 幹

不 挑 率

l川 四l本州刈(ωω爪府fο崎 峨〕渦廠硫廠叩…(ο川 叩l川 川0∞0山 l キ川 附削H附l

1ω09ト-20阿 (οj川j 額) 1上.31ω0-4何0阿〈υ仇イ1，1'. 額〉従 氷i故込モ 一般=寸' 11ドノ、レテヰル雄翁1吹' (/

手i 0 0 7 以 テ 家 賃 金 トシ F モノ

ｬ 大阪百 ｚ 百両五五 ｃＺｻｆｾ 奈 川 十 ｟ｻ ｊ 二 〕草 稿訂民 ｔｯ ￵ 士封 λ ル ｬ ｰＮ 均 ｚｅＺ 求 辰 一Ｍ
5. 4.1770 I  4. 883 凶rr 応、機島( 昭和ーi 一1. 1' 謝 〕 総 純 住 宅 100= 針 λ ル貸

| 住 宅WX90. 14

4. 00070 I  

空家」走不例 Ｗ 控除シｾ ，" (f 効率 90. 800，%' 同家賃1，1二額 ( 徐金) 1. ¥89・84凶

諸 経 費 ( 損 金〉 イド綴 565・76回

ケ 11家 賃 10σ 下正面白W1' 民高乃F E E7 府而冨で末百而1寸「

地 利 59，9ヲ間 二 封 ス ヰ割 合 | キ) 1.  ＶＵＲＱｲｾ ぐ Ｑ Ｇ Ｚ 二 年度〉同 府 Ｑ Ｍ ＱＱ Ｂ Ｑ 削 除ノ ー ｬ 外具合
l  う'1'. 936 ! ヲ30ヶ年陥l延長シテゴド均 シ担ノレ仙

ド仏川;J 卜 I  ｾ本 Ｑ下ド ＱＺ仁吋 ［γ ，
米 民 税 l川07戸-1β5附 9兜8 l 23 |ド〔本秘 l 肉 ユ1卜付ナ件I キ〉刈8.6“l 凶(什イ十-ぺ.二ココ1. 1ド- 喧皮〕昭刷村柑l二d年|ドミ

ｼ｜ｾ 降ｻ咋年 ｬｫ 二占抗下 Ｑ兵 ＱＱ 介干 Ｗ Ｓ苅 Ｐ ケイ年ド 間 延 ｊ長毛ジテ千均シ ｊｊ )ルL叶{航ι  

火災保険蜘料 l日3叩.

1  - - -. ， 壁内占前郎1目tプ六I"，;{年ド M塗3管倭、 外音部目十4年: 闘塗替

l  誇 修凶絡制削2吹宅一 l竺竺lｾ同 干坐企f空d竺空FFtJぷi戸fμ 二 プ一ス＿一ＮＮ，Ｎ ，γ一一一一 、ゾ一一一一 ＱｾＯＧ一………［〆 Ｑ亦判叫イ 匂年何仙… Ｑド附叫 ｌ哨件一同ド一一］哨哨張脳瞥
l 管 E理里 授 " 4 9H 同 514 例町 ノ5メ

|  日耳 石ｾ厳す ＳＰ ＷＧ可寸 了言 ＺＭＧｩ ｩ 師 ｩ 高 士亙 扇 Ｏ ＧＰ ＵＭｾ
ｩ 削船 ｜ｬ Ｑ ｾ 1仏 州| 同 ¥3' 5. 604 ＱＮ Ｆ Ｓￖ ｾ ［ ｾ ｬｬｩ 内 ヂ 回 特スノ レ モ ノ ヲ Ｇ ι テ Ｔ �，Ｑ， Ｑ 均等償却

， ;. ぇ
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純 盆 金 624・08回

利 廻

J也f寸ノ 場 合

0 附 l敷金 l シテ家 賃三ヶ月 内 Y ?l 1 シ山 一 一 積 ツ

テ0 ・30闘〉之ヲ利主主= 加算シ ダモ ノ

! 地 問 28. 98囚 l' : / 之 山 町 敷金 l シテ地主 ニ矧 7 モ

借地ノ 装 合 0.0801 ノト シテ 、投資額二 加算 人 家 ニ 樹 九 ノレ敷 金刺子ノ、地H / 場 合

ト同様

.i(t .p{ ( 淡然ト 、税 金、不郷、ZE米 = 依ノレ損金 '7 1. 1'. 常リ減反uノ了二ヶ月 分 ト丸込ミ ( 従ツ テ牧 入

ノj j :J) ラハ、一 年ヲ十ヶ Jl ト ミノけ と，ヂ充分安全ヂアルト シテヰ 9 ガ、親水 =-J 冷テ 〈昭和

十二 J lミ〉仁ノ{ 何l キ不:t:m，ｾ 注 米 率 ヲ仮定シテモ家賃 ＩＱ 穎 ＱＰＰ ニ艶ヘ地 主目 ＳＲ ・ Ｑ Ｐ 家屋税 Ｖ Ｑ ・ ＹＰ

不挑空家ニヨ ルt賞金 110・40 合計204・40 トナ リ 既 =二 ヶ月分 ヲ以 テ シテノ、不充分ヂア ノι

V 結 び

大 韓_I. . 速の計算によって 、貸{.I ::ごと経営に於りる利組りは 、一般 橡;WJ を許さ Y る_，( tl '，を除

外して、 j 也干j の場合 0. 0683 Ｈイ ｮ Ｎ しガ リ ー 去に示すｾｦＱ ｾ Ｚ＠ I : J 山挫物のす";: IJ{ f に於て〉 、j，''rJ:也の場 介

0. 0801 rよる E容を得Tこ。

こ〉で・般利廻のれ!i 勢{ t > f件見する? こ めに、弘明、 IOli iid  '5:' 禍 げる 口

;ぉ9 悩 Ｏ 白ｻ賃 設費 ｆ 利 ｾＮＮ，ｬ 之

( 11 本初業銀行調資= ヨ J o )

第 10例 l'  ' Nt *式j fF; 肘j' my，資本金額 二事i 7， J o  

利食事( 三菱 緩i質研 究所、昭和 1-

イドド! t J l<t: fl l: 作業成績分 析= ヨル 〕
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一般に 、投 資に却する利廻は、 会 く保 ＧＺｦ 的な 主 ｩＺｊ則元 ｬ 金から 、 ＩＱＱ 民 兵 附 ｦＧＱ 、 ｉｬ ￬ｉ Ｚｦ 点 、 Ｑｦｬ Ｚｊ ｾ へ と

換似への自i : 11}度、安定度の減少につれ、 ぞれが出来と な る事 (1'/::; 然 でわる。 貸 付: 宅に訓寸

る利廻りは: mーして如何なる数11E ( が安常てある かは、相'市議論の除J也が あ るであら うカヘ そ

の Ｚ ｉ Ａｉ ｊ 定に引っては 、 ｪ て ｉ ￎ 己有 ｬｲｾ 設が等に 比 し 、 その 投 ド 資本が ノ 任＼ 1山|定される 'h、換1貨が俗

坊でない事従って或程度の流動資金の準備を要する 'h、共投資制には l当ら或一定の此低限
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庄がある事、任必; に分布1) ヵ; 不可能な事等を充分考lむに入れなりればならない。

筆者ーはこの利発! 1 りにゆ! し、狐自の立場から下の .{(fl き比首が安首なものではないかと必へ

る。即ち、家屋のみの粧替の場合、之をこ普i W事業に比較すれば特趣技能を要しない事或程

度副議的に粧Ｇ岱し件られる事等から 、 前 ＱＰ Ｑ 凶 ｬ に ［ 示しに虫 ｉｉｾ 利姐Ｈこれは大資本のものでは

あるカワの梢々下廻りを行〈ものではなからうかと考へる。

土地建物をー胞として経営する場合の利先ｾは 、 之を一丸として算 ＱＱ｜ する ［ 事は 前 例の虫 ＱＱ <  

Ｂ吋 ｭＭ｣ はあるが 、 一般 ￭ｬＧｾ 棋 ｶ 停を求める ＺＧｊ￮Ｚ はイｾ Ｇ ｊＱ ｊ 能である ｯ (1'] 放ならば土地と辿物は そのn

Ｇｪ ｦｊＭＮ ｬｉＺに相 ＷＱ ［ 懸陥のゐる ｬｬｪｾ を ｪＱＡ ［ｫ するものであり 、 同 ｪ もその長ＨＡｾ制Ｉの組合せは ＮｻＨｉｉＨＢ｝

肢にでも川米得るからである 。 従って土地と控物とー髄の場合は 、 之を各 ｽｪｬ ｊ にｾへる事力Ｚ

佐官であらう。但し純然と各別々に品目岱・しにものと| 司ー率である事は不f i' J Aである。こ t

に土地は自己が侠 ｦｬ ｊ する場介と貸 ｊ 也 としに場介 ｬ 立 、 ｊ ｬｉ ｕＭＮ 椛の問題があるから杭然 ｾｬ 率は興

るものである。そこで土地 ｾｬｗｉｊ ー艦に経世の場介の こ ｉＺｊ 也の利廻は如何と云ふに 、 大惜 卜 Ｎ支ｪ￬，

の減給 ｬｩ と 、 手 ｉｊＢｬｩ とをｦＩ｛Ｚせ 汚へて 、 その移Ｈまえ ｊｕｊ ｩＺ ＡＧ ｩ 金より ｈＡ ｾ りであって 、 イ有 ￮Ｑ 似貨 ｩ説 ｦ殺 ｦ 去努戸より ｬは 主

ｉ Ｍ Ｎｬててづｾ l氾lにこ 1I
1

1なしい下、，

いかと考へる。

:)(に 、 I で述べ? こ従米の投資制! 決定の J; tL、従ってリ 1ｾ、ては家賃制を定める方法につい

て一考究するに .

刻一の1ft 米の J也1・J ｾの場介に多い 、 主 ｬｩ 築 ｊ ＧｩＺ のヲ ｩｵｵ を以て米貨とするＩ［法Ｈ立、本例の ＮｻＨｮ <  

土地建物が共lf( 夜J i に於て1.11 ｾ ｉ Ｎｾｴ まする ｾｩ 介は 、ゾくに述べる ｕｾ ＺＺＭ ｾ の方法と人 ［ 韓一致し、而も ｊＭＮ

に述べ ｦ こＮｻＨｦｉき［ｦ ｫｴＮＡＮ の手ｉｪ ｾ￟ に近〈なるが 、 これより土地の制が減少するにつれ正 Ｚｪ 利的になる

川町 並 に 云 へ ば、iliql火:1"¥の.{(Il < 、地Wl の正:J ｾ、Ｇ￬ｾ Ｎ｛｜分程 この方法は不利でめる。

第二の土地位物を介し? こ術lのろi oo程度そ以て家賃とする方法は 、第ーとは逆に土地の彬i

がＥ以上になるにつれ 、 ￯ｾ Ｚｪ 利的なものとなる 口従っ てこの坊法は［符ＳＱ＼Ｚ主主々一般に採 Ｉｉｊ され

る事ーは想像に; ¥' i f れ なL、。

抗三 の晃場五合、μ刈即Jl ら宋屈のみから 3生1::.三1宇今F炉》る1: 1υ

ｽ ｪ 法の ｊ政 ｊ火 ｴ品鈷耕 ｉ ｪ をを剖＿汁 ｼ除徐い ｦ七こものであつて 、 先にも述べ Ｑｾ Ｇ む ｬ 床からＪ］色合型 的 な方法である ｯ J IHJ  

きのものでもか〈して家賃を ｲ ｩ ｾ ｬ ＧＢ する事が望ましい。この方法ｻｴＧ ￬ｲｬ 際の経営者に 似 な械 に

式で示さう。下式の数値は総て本稿で扱つに例にょっ fこものであるから 、よ等と手干 しく 兵

つfこt条件の下では夫々趨岱な有I ' i 正が必要である。ことに宗家率、不持1¥卒、附勾J ' f-1，段、敷 金

構利金の有無 、 安全率の取入等 ＨＱ 特にその利 ｩ Ｑｅの必弘 ｽＱ ｩＭ 場 ｲｾ Ｑｊ［ 多い事と ｉ よ ｬ ｪ 、。

J! Jl "t，地付 きの場介の家賃月持11の) j ! めブj は、 ド ょによって ｾ ￧ ｲｬｦＧ ， する 。

( 土地債額) X( 土地に劃 する希望の年利率) XO. l20

十( 建 築 費) X ( 家家に劃する希望の年利率) x O. 174 
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出一頃 [:J自に闘す る係数. O.  Ｑ ＲＰｾ は 、 この場合米以とー慌 に 紋皆さ れるも の である から 、

家財の出家 、不 持 Ｑ ｜ 率をその ま 〉保月 ｪ し 、こ れに ｊ 也 利の え ｬｦｩＮ ｾ キ ｉｬ 人 ｮ Ｑ こもの を月制に直 しに

も の である 。 ， ｾ ［ ｾｬｬＡ Ｎ 貨に つ い ては 、 家出の方で 比 るかん 、 ｊ ＡＡ ｾ ｾｍ 係 である 。 抗 ご Ｑ 資 家 ｬ 去に悌 Ａ す

る ｩ ｾ Ａ ｴＮ位 ｏＮ 174 b之とイで< I"j 践にして求 めにも のである 。

1，"(1: 血のむ f?は、 Fjt による

( 地代月額) X l . l +C建築費) x  (家屋に劃する希望の年利率) x  0. 174 

治 - ff(の 1. 1  (1米肢の出米、11料 4、初1¥のtL5fTにも _I:J也に到する 賃借料ぞ)Z. j ; J i ¥(ま なければ

な ら ないに めの ［ 歩 檎しで 、 前 に ｬ 淀川し ｦ こ市米 、 イ ｾ ｈ ｉ｜ｾ拡除しに イ ｩ 効 率 Ｙ Ｐ ＮＸ Ｐ %の逆!敬であ

るo 1北米の方法 では 、この1.v均? をせす'に、引了j f i でし、く らかの除分をみてゐる が不正純で

あ るの誹は免れない 。

1')， [-. 、¥つの式の、M

ゐる 。 従 つて 、 本例主若しくＩＧｾる Ｇ［Ｏ ［Ｇ ＱＩ イ干の ｊ 也 代を 要 求 される場 ｦｔ は幾分か 不 ｫｔ ＼＼ｴ ｩ とな る を 必

れない。n' 1i してそ の誤差はJ山I¥: が本{タ1) に示す .1mｾ符 ＱＩ 介 以 ｟ ｕ こ ｉｾ Ｚｪ く な ればなる程 、 ト

めfにこ山土二:Jfi の{p'配ω'[(以(は主 、尻 町のも の よ り小利 になるfl( i[t'J を刊する 。

以 後 ｬ こ ー Ｎ ｪ 、 か〉る 不動 産 伝 的 ｉｾＺＺ と し て ｦｴｦｪＧＨ ー を子起しに場介につい て 述 べ るに 、 例へば ｬ 二

ili のJ t! d・j の場イトケ とっ てみるに 、 その利先1りは、i成i質問却をせす、全部よ: : e1: 1
)j"主と 凡ても

年 Ｐ Ｎ Ｐ ＷＲＸ で め る 。 今ｦｉＡｾに今Ｚ投下六 本 の Ｖ Ｐ Ｅ の 金 融 を ［ ｉｬＺ｟ けにとし 、 ，とが交 付 Ｑ｜ 利 率 ｻ･ Ｎ ｻ ド Ｖ ＺＩ ｾＵＱ ＧＱ ｬ

Ｑ Ｕ ヶ年に ｊ 亡利 均 等年 ｬ ｾｕ ｪＧ ￼ 泣するも の とすれば 、 一 ヶ年に付 Ｑ｜ 込みのＩ ｬＺ，ｦＺリ 合 計 は 、 ｊ投 支 下 ｦ抗 ｴ イ本 正 Ｑ

に 』引 ｊ し て ＰＮＰωＶＳ 苅 Ｘ ｾ強民と な る ｯ μ川ｼド ｊｴち う ｊ 共 七 の 牧 古従， ｴ との 差 ｬは 主 ｏＮ 0∞09如OとなりL 、4牧女作金?ω御制りば倒I'iの州 ど全制力が4初捌例1¥ 
;  

込み1金i伝をt して特持一i川|川l さJれL る守1市lド4に な る。rrl市Ij して -イ|

悦去却IJιにJ取以り カか、〉 らねばな らな いt事hが: となりh、而 も金融 をを>.乏りない j地交 りの4刊OJμ彰の 自己の投 下茨

木に つ い ては 、 この ｈｉＱ Ｑ Ｑ ｜ｑ Ｚ ｉ ＩＮ 官 、 の ［ｕｾ 態となる ｯ l!j) そのf l1uのIJi (j A.: I1.戸、消防の公初公糾、共他

如何 な る もの で あ っ て も 、 Ｍ ＭＭＩ主 ト ー の ｾｉｉ き ｊｬｫ 態 ｬ 二 位力 、 れると 、 そ の佐 平 ＱＩ e ぷ』、都に は、致命

(I "J なれ 般を叉げるも のであ る。( 完)
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建 築
T

Y
」

槍
三註

I堕 I つ い て

豊 藤 勇

比のーノj 、文( : t ) 宇踏家 としての夜、が H - 1 ' の建築家へ贈る -1t.&首でめる υ 従つ 1

極め て曲家 的 ［ｾ 1在感台 以 て-1t
J

( 女 AI，J にせれ、 t: L のでめる こ主合意識の' 1' に おい 1

L 、-: : ｜ ， ｾ＠ ｾ＠ ; :  l  ｾ＠ 1.. 

現 ｄＺ は ι ｬ ｛｜ Ａ￯ ｩｾ 時開 Ｚｉ ［ｉ ｊ が純 ｩ 臨時髄Ｚｉ ［ ｉｊ になり ｴｬ ｴ の中は ｫ に急 Ｚｩｬｬ しつ〉ある 。 此のゴド常時ｦ，， Ｉ /J ;謀

術文化凶 ｩ に及ぼし＿こ影轡はｦＡｾタ卜にむ辿でありＮ根強いものがある。その ￬ｴ 生活をひしひし

とi J l ひつめて決定的な態Li He要 求 し て ゐ る の で あ る 。 支 那 に 制 す る 豆 大 事 は 無 論 の 乙 し

ＺＺ ｴｗ ｉ Ｚ 後に起る間際的 、 ｾｾ ｉ 内 ｾ ｉ ＯＭ ｊ 諸 問 題は今日の枇令 ＭＱＱ 月ｾ｜をｾ ｾｴＡＺ 角度に一越して了ふであらう。

;美術家の生前共他一般の美術日動は縮小されて米るであらうことを覚悟せねばならなし、。

対々の附心は美術よりもラヂオニユ 戸スであり 、蹴外であり 、 ニユ ース映副である。ニユ

ース舶の起 ｩ 前日刈をなせるに反し 、 如何に美術展覧令の峯々＿こる事よ 。 硯 ｬｾ 今年のｾ以は

入場者組めて少なく立タトの赤字で、大阪開 fmも仁lブJ では困難とか聞き及んでゐる。又事立

既に美術家や美術防l係. x'の l いからも召集され 11
1

1征 し て ゐ る も の が あ る の で あ れ 今 後 逐 火

増加して行〈であらうか ら、美術界も寂星雲の! 立金力11へるかも 9: 11れない。

J ( ー々 は美術人? こる iiij に先つε同此でーあり 、ii ¥: L 令人であるから 、 1=1己イヂ伐を規定する線本的

な ｉｬ￭ 上令事象の央Ｎ切に責任 ｉｾｍ 心 ではゐられないのである。

Ｎ Ｏ ｾＭ . k の謀術文化 lまいまや次の新時代に向って 一大M( 換を-しようとする過波期 lこゐる 。

ＱＱ ＱＺの現象は Ｑ 也の一般市ＱＺ千 ＺｴｬＩｊ 勢と 一 致する。今こ の 凶が凶防［ｾｉｩ ｜ｊ に占める位世におい ても い ｪ

肢に試はれることである。 一 l創作J ( 悲1tI INJ ) に比 ればこれは「文 化の危機J であらう口然

し 九守 はこれをｾ Ift i  r. {こ「文 化のjι 機 J e して黒丸出して い 〉もの℃あら う力、

』此t のj汗|ドミ斗d?常j

此 のf庇ι 機をぞ? して鮒設的設k以〈の一i過幽桂としてで争新附時:代の創迭に努力 すべき i故l比主も歴史的に2豆量大

な時であらう。此のIi川l白削i礼lト一ブ方J 内[陶印iA/; J には文化的孝玖え養と頭H附l悩尚的{ 修彦練に 必必‘ 要な介凡Lゆ る如知l識 の 蓄砧積

.  

カが;要求 さtれ1 る。 他 方雨利枇J : 合商 に主針J して何をを? なすべきカか〉、。

現 在 多 〈の美術家が枇令生活に到して何等直接ーに働きかけて居ないj伏態 にめるのに寧ろ

純かされる ｻ 白 どみる。 現 ｻｅ ＺＧｬＱｴ Ｑｊ［ 岡に洋￭［Ａ ｬｩｾ ￇＧ丈け℃もー隣 人 以 ー 卜 Ｎ削るであらう。その ｬ 勺 高 ｉｊ 業

主f 持 ?こ な い 1) '( I"J送付: ノド数 の 五千人と 比 ても現 (1: 我 1; ;阪lの'itl ，Hi の引裂 か ら 考 へ て そ の 生i円は

リl-ii f に|生lJ' ifl e  J'!' なりればならな し、口 「納刈のにめの納 IJり を描 く事丈 けが美術家 の !:I; :); ]iーで

あっ f二時代は過 ぎにので はなし、 か。
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}. 1Mt はi町頒に 11
'
，て、 レ ア

リストとなり、モ ニユマン

タ ;L - にならねばならなし、時

代が米てはいないか。

現 6: 美 術 家 の 手 に 依 つ て

なさるべき仕事が判官ある

と}G! .J 、のである。

{タ;IJ へ ぱm¥i1i美 に つ い て 尚

米の立場から意見を主j i ; ベX i ¥

Hi;; 十ilEに参加l するとかH守局

に1-[ する勝れに指導的なカ

リカチユアを什前〈と か 、 ib

j  ゆる公共的な建築物に ｍ ， Ｇ ｾ

担金捕〈とぶつに政なf j : : i]i:

がもっとも'tbui 的になされて

もい〉のではな L、かと 忠 よ、

のである。

此 腿 で 一つ問題とし?こL、

のは ｾ 築と精 Ｑ 官 ｦ に つ ｙ いて

Y める口

v イ ッλ テ ン ペ ル ヒ ( ヘ レ ズ リニ〉

2  

然らば「虫11(IIJ なる輸 I.!:i 1; ; 今後のえ1! 築 lこ於L、て必裂であらうか」

此れ( まえ1 ! 築ーそのも の がIlil: 令 生i円u淡い防l係にあると J，iJ じ抜に 、 その '1
1
に人れる納JJ も亦

般 本 はIIII: 令生/ 円に依って/ じイ i せられるわけである。

i的」オに於し 、て給1正it は建築と I寸じ 〈その時代、 その凶のぷ配附級のl感↑11j 、制 念、J行場、 イ

デ. オロギ{ に 一 致 し?こー衣 現 の 技 術 的三f 段を持ってゐ Iこ。 l! Jl ちf IJJ 娘、古代ローマ時代に於い

ては帝王の謀術とし てjj 恥JJf があり 、 中位封建時代には宗私宜伸のにめの
γ

レスコがあり 、

交 差 ｾｩｕｈＭ ［ｪ ｬｬｾ ＭＱ には ｩｲｍ 弁企以て ｬ 風俗 ｔｪｦｦ 力引 有 力、れ＿このである。

勿然:凶る に
f
今
"i ' n  のk如l日同う捌 J占i li託tイ本〉正叶;壬寸ミ三i

母怒 ｍ 拍 Ｈ Ｑド ＧＭ ｊρ Ｉ 経 ｕ 桁 ｅ可 ｩＨ 的 ｬ内句ＨￎＺ刷』川此 ｉ上Ｍ令 ｦ的 ｬド内 ｉ｟ｊＩ な、合ＡｾｾＺｬ Ｑ 手Ｈ合 Ａｾｴｒ 互に〉なものである からして 、 その '1
_1に入れる紺

1JJI も亦此の要求に臨す' るものでなげ れ ばならな L
、。

先ＱＮ Ｑ 三球ア カデミツク ＱＮＺ ＱＭＢ Ｑ千 五 Ａ ｊｻ 家のグル ー フ。が手 ｗＮＡｨ の谷 ｈｾ ｪ Ｉ 心 のショ ー ウイ ド営利 川 し て 絢� ｲｾ
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民営 rmし1こ事があっ? こ。 それを? 見ると 展覧向拐で見せ られ に伶よりも会韓が非常にき?こな

〈見え 、 まるで' 首./o: ， hl ，の級であっ ?こ。

説家の教子宅金泊して夫現され? こ作品は現貨のものより ー・般に大衆を 引 きつりねばならぬ

" ' $ ではなかっ? こか。然るに偶然同居させられてゐるシヨ { ウインドの商品のエナメ ルの ハ

ンドパック 、 ガラス製のコップや花瓶 、 時 ｾ ｉ 匂 ーの Ｉ［Ｑ［ ［ｲＺ Ｇ ｾｻｾＧ ｻ＠ ｴ ｪＮ 制徐に牧められ に 人ｾ脅 ｦ の パ フ

の花よりも はるかに近 代美があ るのである。

人物品でさへ同校に論じられな いことも ないのである。

此れを以てしでも 、:ill 築内の装飾の一千1刊と して紛が世阿佐どJt め9映り 、純粋術前に於い

ても 、新しい方 1"' J舎町示する。殊に大作で ある場介は それ自身壁哉としてのf咋質を持って

来る事にな らう。

在来のでかでかし ? こ彫刻のあるフレ ームに入つに紛と云ふものは、現代の建築にはどう

もぴっ? こり外七ない 、そんなものは寧ろない方がすっきりしてゐる。何故ならば そこに 川ひ

じれてゐる金属や 、 ｾｩｬＧ ｪＧ ｔ の方 ｪＩ ;17， 々に美し〈見 えるのである。

此れ は建築 が その機能として利用更生的 なものにげで成り立つものなら 丈夫な祈l でい〉

告にが 、 原始人がア ｊ レタミ ラ の洞痛の墜に ＱＱ ムや鹿 ｻｴ＾ ｈ ｉｩｾ 、＿こ綴な素朴な必ｽＱｪＱが新しい材料、

金属や、N' j' 了-等に経って紡いてゐ

司' ・

〈

京 都 朝 日 ピ ル 壁 書

る。感覚J -，の相違はある? ごらう力:

イiiJん とか前i らなげ ればおーさま らな

い試持は似 仁枝なものであらう 。

ところがその辿築の機能的要求

が.l!1 ，' ，な漆]1食慌の予らかさを よろ

こべ る場介と 、 そこに脱獄が欲し

い場イ? とが/ ' ¥米てくる、その脱椋

' のーっとして世帯がある 。

、

納五! れま機同工業の1!i;) ) にも打 tぅ

勝つべき強力な将ii' ilj rl rの手工業であ

る。それ亡のに機械工業の枇令的

征; Wi は、底々この領域をも興ひ 、

危〈亡{ まさうとする。

古代の壁訪を想起して見ょう。

それらのものは同時代の偉大な

る位築物にi J とし て劣ら ぬ堂々にる

J骨造物て‘ ある。共底には精;Ij rl lの労

働がある 。檎1I Tf は現ィ'1ニヒ ユ { マ ニ
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ぷ

アメ リカ 述 凶 史 ジヨ ー ヂ ワ シ ン トン皐校懸軍H ゲ イ ク タ ー ア ー ナト ー 7 )

ス テ イ ク な 体 統 の 要 素 ト 幾 何 接 的 な 形 式 と の 針:，，: 問題に苦しんでゐる。

機同 Ｚ 下 ， ｾ 乾のよ ｬｦ 成果の 号 トＮに ｝ ＱＺ って人ｉｩ ｬｬ 火化のマツ スとしての持 見合和ふことは Ｎ｜ｗ ｩＱＡ ｩ のＩｉＧ ｾａ

ｾＧｉｾＺＺ［ 然橡怨するものである。共彪で新しい ｾＺ ｬ ， Ａ，ｬｩ と云五、月んにが要求されて米るわけである 口

約111ーは{I : Ｇ ｾＨの額縁を乗り越え建築と直接爆Ｚ下し 、 此れをフレームとして ｭ 1J:t犬lJ)j的 1j: ｾｑＺＧｴ ｩｉｊ＠

eなすものである。 即ちカーテン、窓、ソ ファー 、テープ Jレ‘ パ イプ、桁 T' 等は壁市の

部であり 、叉時前はこれ等のー抗告となる。

ＮＡｊＧＱの星空前はー南矧Ｂｊ ￯ ｬ￉ぴに特殊な人 ｼ 問機能の綜令的な、 そして窓義深き 線 、 平 ＱＱＱ こる建築の ｾｩｽｴ

ぐべからさ' る機能の一部であり 、建築と云五、機械し それを使 λ、人I i ｬｬｾ ｩｉ Ｚヂ ＿ とを統Ｍし、融

合する ー- つのよ要素である。 此れ力引11.1Ji のイ({l : : f:1H111 である。

か くし て刑判のもつｩＱｬ ｊ ｲ ｾ 夫は建築を 一 層 ｦａ カ〉し相 η Ｚ ｦｩ Ｂ ｪ に先立Ｇ榊すであらうし 、 人 ｾ ｾｴ 1:必

待l とを組しく事lf び1.

3  

乙〉で新しい ｾｾￆ￭ Ｚ ，Ａ， ｖ の製 作 Ｉ ［ ＱＺｬ ｾ /J >川: (11で' ( ちる口

現代の制限、 1sI UC、行、 ヒメント 、1ii 'i 了叶:で.hYi riえきれに述、't の交1) ｾｙｉ Ｇ ＭｊＱｪＺ機能的 ＷＴ Ｑ だＭ，ｻ［［ i. ・
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設 j' f . するには 、 ター ペ ストリーに 1):)，1こ納言;'i lWも カンパ ス7怖を tMl i し?こ日:，t-，;!ii I立、 ぞれが如何

に謀術的であＡ ， う と もー畢 ｾ Ｇ ｾ ｩ ｚＺｽ， ｉ［ Ｇ の 事であり 、 もっとも，ｴ ｬ 、持 ｊ［ｦ＿ ですら Ｍ ｗ ， ［ ［ｾＧｬ こ， ＺＧＺｪｦ ｜，，Ｈな峨紙で

!ノかあり得なレ、そし，て一陣の謀趣味1= るこ k は疑』、 j徐j也のないこ主であるの

ーi何々は此の時代判: を認識し、把揖し、これに従って行動す J くきである口すべての醜慰な

るものは 、住 所によらさＧる時代 ｪ ・ ＱＱ＿ えよ ＹｾＮｴＮ るものである。

干Ｚ｛Ｍｾ拠は予知ｾ の領 ｊ ［ｩＡｊＨに 新しい技術的手法を ｾｽ｛ｩｾｉ ，Ｚ し 、 ｩ Ａ 古家は徐々に そ の効 ｊｬｈＧ ｈｴＧ 設はして ゆ

く 。 下岡の幾何拶が ｊ ｊｬ ｈ 論的迫究、 ［ｪｩ Ｍ 算 、 お買の』位 ｾ ｊｮ 、 モ ングｻ ジユ 、 エアフブＮラツシユのｻ使 史

川等 が2考J巧5へられる。 しカか、して此 の 方法 lはま外来4るべき時代の! 問l柁そ七七りlドJ'jA!

ｬ川 Ｑ｜ 叶来 七 、建 築に於げると同様に約ｾｩｉＢ ｦｦ ｬ Ｂｊ となるであらう。

色彩の新しい材料の例とし ては 、 デ‘ ユコラツ夕、ソヂウム li ｛ｾ椴 ｾｩｾ 与を ＿ 原げることカ［ＱＭＱ Ｇ，似

る。これ等( ま乾燥度急: 激なる 7こめエヤブ ラッシユが使用される 。此れを故初試l I i しにのは

メキシコの前家、ンクエイロス ( Sequei ros)  とその一関の作 家にもが、 ロリンジエ J レスのセ

ンタープレイスに長さ 三 二米、縦九米の慌に揃いにものが それである。

叉フ。ヱノスアイレスでは 200平方米のフレスコを摘いた。此 の 時 の 方 法 は 石/j( と砂の下

? たりの_I -.l こ偉統的な フレスコを描い?このである。

下塗りが乾いてフレスコのほん主うの効果が現はれる 色 、最後 にソヂウムＱ￬ Ｑ ｾ 隙楠で千 ｉ ｬｩ～ ｦ ｴ

<f 加lへ? こ。

この技法にはおET. のドキュメントの使川が1 . 1 ; 色川きれ、電気i快応機によ って鉛 '-P: のエス干

ースそんきな M，fl 百へ機械的に移すことカ ;/1' ，米る 。

メンロ ーパーク祭校灼総利用誌 ( マクシン ・アル プロー 〕
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T見向のところフレスコ よ

り優秀な階自はまづないと

、

ぷって い 〉。フレスコは木

質的に建築的である。ぞの

陥成材料は石次、砂、セメ

ント 、 マ ー フツレ 、 知 ｾＱ 地であ

り、顔料は酸化段 、マンガ 11 )  

心

ニース、 7 ;レミニュ ーム、

硫化銅笥: の 化運界的従 化に よ

るものに臥られてゐる 。

そ の構成は煉瓦か石ｾＺ ， ｴＺ lこ ‘

出峻に構築される tZ57守と、

それ内開が餓力、本のフ レー

ムによっ てえへられ てゐ る !

広一介とがあり、水質的に建

築材料と l，i J t 主のものそ侠「け

するものである。

フレスコは怖かれ?二世正で

はなく 、約1JJ それ 1=1躍 が 肢

を斗il l-成する のであ る。( イ千以

11f 1 も水械化カル シエ ーム は

留、

出気 1[ 1の椴栄によ って 、化 ブラジルコーヒ宣陣所 疎 開 嗣 治ｾ

易保鑓化をなし茨化カ ルシ ユーム となる ー・結晶する〉

移 動 可能の架は現代建築に於ける定問のよさ再分宍 ｉｊ であり 、 Ｚ ｙＮｾｉＺなく移動 Ｑ ＫＧ ， 来る架は 銅 剣
パネル

によって後取 られ、強調され 、 フレスコは古代モザイクの壁FLI の刈 I <  1拡大にして純粋前j f，'，J  

なるスタ イルを創造する 。而して古代モザイクの堅問さの如〈 、非常な る現代可動性と完

全 に一致するのである。

4  

建築のもつフオ ーム、色、構成材料叉同建築の機能的要素が1 aHh'i のテ ーマーを決定する。

今迄のシヤヴアンヌ風 、 或は天千時代を思はせるもの 、 又 は 文 ｾｻＨｉ 旬 、 ￯ ｲＺＮｊＡ詩的 、 象徴的な叩 Ｚ

市断念を一掃し 、 ￬ｴＯｬｬ 止令のレア ｊ レの 表 現 、 例へば ｬ ｴＧ ｩｪ 工 業 生 売の ｪｪ￯￭Ｇ ｊ に Ｑｦ Ｚ ｾ ｾ 、装術殻民の ｦｴ 比

されてい〉時代? ごと思五、。

古Ｍ 々紺 ｌ ＱＱ 人 の 新 天 地 を ｉ ｊｆ ｈ ｔ ｩ する ＱＳＺ 味に 於 いても 、 今後日本の工場 、 ｊ ｍ Ｎガ ｲｾ ｩ Ｎ 、 郵便局 、 銀

行 、宵1't 1，; i、f ＮＧ｝Ｇ作所、舶泊 ＱＧ Ｑ 、 公子＿＿ ［ 号 、 Ｑ Ｑ ｾｗＯｾ 、 取陀 、 各 ＱＱ ＺＮ ｾ＠ ｩＺ［～ｾ Ｇ ［ の ｪ￟ Ｍｊｊ［ ｈ ・Ａ な Ｑ Ｑ ｴ 当日ソえぴ士 ｾ 築次
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に依って 、 そのj自符; 1s. る峨阿佐どしどし提供されんこと金希望して 11: まない次第である。

その? こめには前家自ら進んで壁品製作を試みて 、官余り尚{ 民な らぬ究月j で虫，.，何Tよる種類の

［活要にも肱十る事の間保る事ｾｊｬ際に示す必要がある。共虚で大阪にも此度自主計製作協千＿

の成立を見 ?このである。

￭ｍｉ ま ｷ 明光局 、 政道行 、 同ｼ結文化事業にも大いに肝 ｲ， ｴＺｬｾｴｩ を服用して 、 ポスタ ー 需の微ブ ｊ な ｦｊｽ ｩ

，ｬＡＮ な ｅ ｾｦＴｩ から窓義める ノ ｫ 久的なものへ進まれん事を希黙してゐる 。

5  

控吉町の滑. ' j ' i 史を? 述べるのが此のノj 、文の目的でな L、から過去に於ける勝れ 7こ智正F!?I について

論じる事金利時して現代. r1&Wi の情勢について一瞥して見ょう。

現在ｾ， ｴ ｦＮ ＡＷｩｾｾ f' Fヵ;1，走も 21Eんに行はれてゐるのはアメ リカとメキシコである。

附洲のフ ランス 、 ドイツも建築の進歩に平行して銑山の保則が新しく登場してゐる口

メキシコは世F!; に最も油し? こ策候で‘ ある| 持] 係J 二、デイヱゴ ・リヴエラとクレネント ・オ

ロスコの- 人- 前米がメキシコ市に数哩

に I i る人何百拡を7描いてゐる。これはメ

キシコの輝やかしき iJ l ! : 令革命史を摘い

Tこものであるが製作I j l 、妨守Jf- に備へ

るnめ品; 乎にピスト J レを摘も 、;{ i手に

納 f̂Ht' J 宋つ? こと云ふことである。

アメリカは此の川ｾ品米の人［きな刺戟

に依って新しいj主を教へられ 7こ。

1933{手に米岡谷j 也の lii j'f; ;;j(1句f1' 米の結

米によりアメリカ政I(J に美術家の枇合

(I' J { {{I: ぞ要望し l，iJ 年 12刀より翌34年6

ハま での 7 ケJ ] nr J にアメリカ政府は 1，

312，OOOi 徐ド J レのE 貨を投じて 、 ワシ

ントン D ・C に l ド央委nを置き全米を

ＱＶ 区域に分って ｊｾ の各区域に地方委ｌＺＱ

ｾ置き 、 アメリカ ＴＸ 州より 出家及び彫

刻家全選抜して現代アメリカ生前をテ

ーマとし? こ嬰 術作品を製作せしめにと

云ふ乙とである。

斯〈して一時大衆1'1: を火つに約百; : も

アメリカに於ては政府のD)J ブJ によって

漸〈佐川の注につきつ〉ある 口

メキシコ小手校墜諮の一部( オロスコ〉

S 9  i  



コ ツ ト Y クラプ ( 東京〉寺岡武雄氏

現: fE裁 が 間 に 於ける RT; 品ーは 、 そのヨ生三ザi

る。一叩の進Z歩歩的な食堂H除尚号句j I爪A山』ホテ /ルレ庁摩制‘ tljリl場イ等等 lにこ，; 汰式みられ てゐるに j油品ぎない白

|り1治 iji l!1官の壁古館であると か 、一部 大事等にある 悟 史 的 なもの 、象徴的なもの以外には

藤岡嗣治氏に依 って始めて控嵩の大衆化の迫力 ;r}fJ 扮i されにのである 口 「ブラジノレコ ーヒー

穴伴所 I i 大 阪 そ ご う 食 堂J i ロンモ洋装山J ￭ コロンパン 」 等に掛かれ に氏 の，ｦＺ， ＩｾＺ ￞ Ｍ ＡＱｩ は そ

の建築的な筆致 t 精力的な効力に依って '1
1ノ竹工派なもので 、エキゾチックな風俗F13が多い

松である。今後日本の現授の生活が捕かれるのを期待しゐる 。制 立 の川 口 帖 外、伊藤、村、

の浦氏の千による京都側円ビゾレの外装のfJJ ;品: は我が岡 lこ於いてkfi めてのI i . 式みとして興味合

作? これに。その結果としてはその製作手法について 、 モチ { フについて令色々 の|川題をも

ってゐるで はあらうが 、 ｉ￰］象的 ｔ よ役 許 ｉｊ を イ Ｇ ｲｬ ｈＭ ｬ､ｩＧｾ な 京都の都 ￯ｬ ｩ ｦｦｩ 喋 に ｾｬｩＡ へて ゐる こ主、思 λ 、

そ の 虫 ｾｩ は そ の位築主及び建築家に敬芯 全米 す べきである。

二千:1 の川 111 、 ＧｩＧ｛ Ｍ ｦｪ ド ｦＧ￮ＮｬＮＭ｜［ によるパ ー コッ ト ンクヲプの Ｑ Ｍ Ｚ ＧＨｬ Ｇ Ａ ，Ｂ ＺＨ主 、 アメ リ力 投辻ー 史 ｾ＾ 怖いて不 ｩ

名なリ ペラ氏 の流 れ を:' < むものと誌へるであじう。

此のすトｾｩＨ近の詰買ーの進歩に依ってア メ リ 力 、 ソ テ ンスでは潟民り ［ｩ ｂｉｦｦ の流行 がある 。

米防! の著名なお貫弘ミステイチエン 氏 は紐有- の ラヂオ ・シテ ィにある R K O lJ キシ ー1+の

喫何Ｇ与の哨商Ｈ高さ Ｗ Ｑ 沢 、 怖が ＱＵＰ ｾ 尺 徐Ｉを ー 辿のフォト モ ンタ ー ジユを以て ｦ Ｇｬ ｬ めに 。な

ほ光年のシカゴ薦問博にはフオｻドの附列 ＱＴＴＺ の訂正に ｉｾ ｾ ｊ さ ＲＰ 日尺 、 帆 ＶＰＰ 択の素晴らし＼ｦ町長

L  
、 ｲ Ｄ 貿 ｾｾￆ ｩ ［Ａ Ｑｩ が午 Ｚｉ ｊｊｉｊ ｾれに取 を ｉｈ ｊ ｾ 、 て ゐるコ

1 6 0  



n  1>: に於し、 てもオ リエン タル忠良イ刊1 : のうf力l二fj{ って 2、30) ( '1ι )j の引 {I ¥I し ( 部分的 に

引 ｻｉ｜ｉ し て作ったものらししつが可能となり、喫茶Ａ苫等に壁識として試みてゐる 。 未 ＱｾＧ 着色

の11:) 也、永久nの11¥1屈が洩ってゐるが、此の沼尻明言1の方向も ーたいに興味がある。

ま? ご此の外に円木建築に於げる日目!!i のr: 日屈は 円1>: 抗の係史的 な発展力、九) ) へて可能性 あ

る己主、 思 ふので 、又日IJ に品じる こ と〉しf : l 、。
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藤 |十! 静 主任

本文は去る八 月続本誌 I-.lこ於りる 411: 楽 ( 1) を今1
11
1Ｂ￯Ｑ 紡 ｮ ｾｾ 足に及 ｬ 玄しにものでＮｊ l:の柿成

品に使 ｊ ｉ ｊ ｴｬｾ は ｬ ｩ￭ ｪ K. と金 〈同株て、あ る。J! iJ tうIIJ Ｑ ｭ 全校ド ＱＱ Ｐ にとり ｾ ｨ Ｈ デ モ ーメ ン ト より イイ効成

を? 似定する ': 1'1ーにより l直ちにNi契賊筋立を得るものであるが、今 l，i1は1111 げモ ーメ ン トに 到し

では n 字決の有志1) IIJ ｂ を佼 ｊｉｊ する奥山にｲ￯Ｚ ｾ むを ＿要 する外何等異る ｲｾｩ はないので No. 12- No. 18

に就き共の闘要を| 格設するに J I:める。

今イi幼 IIJ B なる丁 JI予梁に M なる !Ihげモーメン トカ引一川 寸る場合 1IIImに刊す るものに険

ｾ ｾＮ，， ｾ Ｚし て

M = M/ Bl 

但 B ， (まmeter ｾ＠ Ｑ Ｇｲ ＱＱ 立とする ｂ の数 ｦｾ 打
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At = B1At  

となる 。又本間夫の箱間以下即 tぅBalancc Rei nfOlcemeat J:J ， 1ゴでは.li ij iii 11川L えの近- : 1' J U: JIJ 

よ、 。l! iJ ち

Ao( t) =M( tm) /d( m)  

此の Ao ｾ＠ No. 7 去に於て 際せば川要政紛が件られる 。以1- . ( 1使 JIJ11、の蹴 1>: t 1であるが、f川ir
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とする。
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1  1 昭 和 十 三 年 建 築 界 の 殻 想 |

2 時局下の建築界に封する感想

反び釘策

.1-_::0て問題について合J' t 諸賢の多数の御点

見を中村、し1 : ので 、以ド到着jJ) i.'i に習を災 いに

しょす。

重苦 中 ー 夏

〈 ・) n?l J11 卜三 {J'-ill 築抗Lの派恨(土議ーし 困難な る.i 足

ｻ｛Ｈのーーでめる。 ＱＭ ソ ｬ Ｇ のり ｉｾ ｾ 賀きを以て 、 所 ｩ￮ ｬＧｬ ｩｾ 手

局側係の往築一色に き金られ るこ とであらう 。f也J i

; x . _ 紋巣の整尽に 1'1、ひ、闘;係fで借に資する 7こめに1究

ＧｆＧｊｾ 皮卒村 ｬ 的物資製 ｧｦｦ の必要 ｌ 考 へら れ て 、 後半年

[土多忙な る建築界全宅見出すると忠はれる。

( 二〉協舎を IJ. fi め識者によってき長年nlj ばれて ゐ7二

都市 防空の徹底化に最も力企入れる べ きこの li 寺周

に ｩ 祭して 、 不幸資源にぶよれや 、 餓 ＴＱｾ fe 1:_ とする

米 倉 威 夫

(  -) 11 .k事情の解決及 1I ソ、 11 尖 の閣 I際必イ凶11

f系fili(，ifi の11与JUl により保氏す " '!' Vi i l lf :J l寸t:; に l品品L

となる 、長 引げば非常 にIi l'(な年となる

( ニ) j如何の資金調製法及銭H伺使月七A 可規則等の

産業 芸術法 律の然大主 ｬｴ 築 Ｈ士 官Ａｾ論の事 、 餓材 ｦ 豊かヨ Ｗ

卜魁 位 Ｑ 史Ａけの ｾ ｉ ， 軍 事的 建築｛士 出来さる駄 ｊ 芭故 、 一

般 ｩ ｊｬＺ築は三 ｉ ｾＯｗ［ な ￺ 微を床し 今に ・ 主主 築 材料商人 、 言 ｉＡｪ

:rI. 入、青空J I- 者の失業洪水とならん。前記言者法律に

封し孜々主主築技術者 ｬ Ａ￭ 理 論建築 に 側係せ る ｫｾ｜ ての

人 l士 九となり ) 政府に陳情 、法律の改正を 要求す

る事でゐ る。 日t LH茨材徹也の折柄と云へど L 俄銅

使用 ｩｾｉ ｊｦｱｻぜす 、 如何に すれ ば 簡 易 に製俄Ｈ砂鍛製

法のI ! X lえ叉( 工銭分台;;f f多き石材よりの製法等〉 す

る事力 ｱｬ｜ ｾ ぐ る か 、 叉Ｈ主人 Ｒｩｩ 欲 、 ｦｔ 金銭 等めらゆ る

製法合研究究助 される事が政府) i 量! の一念、務にあ

らす' や と忠ム。叉今迄官公築造物に於でめまり に

L鍛材の浪費の多かりし事を顧み、今後 の設 計{ 土

故し経療がJ に考i必し :J t節約を望みZ J l ; 各限隣諸泉 校

住築の品 ｉｭｾ を見るは遺憾の悔み でめ る 。 かくして に於て不:必要な大なる餓メンバ ー使用[ 土許可せざ

吾人の逮築報闘の 一種j l HJ ' i され にのでめ る。然し るさli 等カ: f! ド1I 午掃に到する ー針策にあ らやや と論

なが らf也)i . 今回の都市 空襲のi I 霊験者によ って l [ す' 0

に力強く ｉ 必空ｾ 築の必 要含 ･ 般に普及するに役 ＭＺＱＢ

つこ と でみらう。吾人 ＱＱ 来 る べ き ｦｾＩｗ の 歩前に 山 口 吾 郎

ｉ Ｍｾｾ の準備 と 焚努 ｦ･ 設へてゐな〈ではならなし 、 。Ｈう 昭和 十 三 年建築界 の改想 、 ］ Ｍ ［Ｇ｛ ＱＱ 待殊ブＩ 1同公

|徐いて[ 士 、業界の消 i J W. ;立まれぬたすらう

浪 谷 五 郎 ( ー二) 1時帰 !、の建築界にー潤する 感想、 と針策( 或 ) i

( ー〉 卜 三年主主築 Ｙ ＴＷ 象 Ｚ 怨］銭￭ＺＧ Ｑｾ 工作物築Ｓｦｴ訂可 ｩ 見 直に於ては非常に忙殺されてゐ るカ t一般に向車買と

)11J の影響 で諸気、 卜詩、機工等に相1i; ｾＮｩＮ打理主ｾ ＮＮ受 準備の好機で め るjit 紀 末のめは 1: ¥.'し い復12F と建

げる事 左足、ばれるが. 木 iit 建築が小 さな もので L 築界の近来の動向 を是正し . 米るべ き次の建設匁1

?f ，くな り. 従 て木材 のj際貨がめる伐に忠[ まれ土す に抱笈を侍って常 る可く輿へもれれ絶好の機合 で

北 支の誰領次第に俄鋼材の 1必用 ;tlJ['浪 L 緩和せ られ あると考へてゐる 。悲観する こと さらさら 無 し〕

再び鍛筋コンクリ ー 卜;iJj 守カ :多くなるのが下半期 か

と橡想、します 。 児 玉 慶 太 郎

c二〕 有iI ii日商工省令に針 し専門技術者として L 図 ( ー〉間利卜三年度の建築事業がやj の程度主主滅少

家 的見地力 ら進んで餓材使用の制限をなすべきで するかは倣接的にて議断力: 許 されないが. J1b際待

はめるが、犯度計算の法規に於て. 鋼材限度安全 5J ll の緩和策が泌されな い限り今 11 想像して府る 以

ｾｦ｜ ｦ･ 破瓜吸皮の 二分の ー か三分の一位までは許可 上 lこ必化するしのと忠」、。

する L のに改正しては如何や。二分の ー に 土で安 ( 二〉戦時鐙制 F にめって不念、卒 業7こる土木建築

金 仮 度 合 許 す 主 し 施工 上の入念品生釈な る監容を l士、凶民と して，.tt・統制 lご従ねばならぬ炉、夫が; 均

なせば、大丈夫であると信十る 。今 H よであよ り め幾百 ｬ 誌 の失業 者全 ｈｾ しては前土台 問題である 。 業

に 安全 ｾＱ ｻｲＺ＾布くし すぎ では知らぬか 、 餓の代 りに 者は宜し〈 一度凶結して比非常時五? 突破せん とす

「セメシト」の限度を低〈見積っ て充分な建築物 る覚 悟と主主策を究む る! 必要がめ る。f ! jJ ち材料 統制

がつくれる。 組 合とか努力供給組合等を設立す るもよからう 。

7 3  I  



或は 二It 支の新天地に 前摂す べ き新地主主を開拓し 、 する 。

技術者五E職工のたな移住を断行し園産主主築材料の

:注11'，ｾ ｻｩ＾ 附する ｌ よからう 瀬 戸 強 三 郎

〈ー〉臨時資金調整法、俄鋼工作言! 百H iJ 又11;1宅替

中 川 了 支 管均等の ;i ，IJ 銭或( 士自をま的工事 '1' JJ -，等で 相 官 数の工

( ー) ｉ こ潤 する回 答］ 此 の 問 題は 今 次 Ｑ ｉ 支 Ｎｴ Ａｾ 泌が さ!] : : 士減じはせぬかと忠はれ士す。

長期l線型況か、イド内角可殺かの二二校の力I何より考察ぜ 〈二〉土木i j 1 ; 築事業で生活して万号る者が全闘で ii

ねばならな L 、。若し長期総領 する とせば吾述築界 イJI! I- /l:; と云ふのだから 、資金市l司法法 j t 他の迷期党

には現に i11逃せる恐怖以! の「バユ ツクJ に11'. 令 敷金作て可及的失業者を WIさぬ桜にして欲しいと

する 。資金調整法[ ま更に鍛 l二、民間の工事 L 一ー瓜

或は こ}i:¥位を限度 として凡て中 止 を命ぜも るので

めらう。餓鋼材統制 に於てし最慈の場合、例 へ ば 石 川 儀 有

川l工材、或は建設rl' のものさへ解恨の止 むなき位 ( ー〉旅年度注築様式[ 土地下室のう立助、 [)}j 空装備

は- re l書する: 必要がめらう。然して従業員 I:Hi 浅線へ 色彩 等に十J ｾ＠ A i 1 その砲を破りれる L のH' .現せん。

戦線 へと召集さ れる o ｾ ｢ 貫性局ｾ七月抜げるに而 Ｎｴ ゆる 〔ー二) ｉ 坊空及火災に封し心ま Ｑｬｉ ｾ感めり。これが狗

準備が必要でめる o 之を7亦ー郊の柱設の立n< 年内 僚として級位! の精楠故にJ i .十家屋毎位に防火" ' i J i 舎を

解決と見 る し 慌 時 言者法令である臨時資金調整、 用の ［ 爆 Ｕｩｆ 、 主主主主斯漣難所ｾ￭＿ ｬｬＺ < る事。

輸出入品臨時借 置、銭鋼工作物建設許可 . Ri 也の

取締f 令が、事聖書務了後一ヶ年聞は活用せらる. ， 1: 石 本 喜 久 治

め、ー郊の業者HIJ ち軍需関係、政府指定事業以外 来年の事を去へＡｦ鬼が笑ふと云ふが ｾ｢ 皮 ｬ ま ｪ 吹き

は賀に悲惨な る L のであ らう。放に 13 1，ド吾業界は 1: ｾ、』塁打。一般的に悲観。建築界の 一 郎 ｬ ま干物に

古iJ 者ならば fi itk 略的 1: る L のにして、f走者ーと言へ なる覚悟ｾ要す ｯ Ｑ 旦し こ の聞に新 ｼ 沈 Ｇｉ Ａｉ ｉｉｾｉ ｉ Ｇ ， す工夫

共l昭光 公眺めつ. ， 1，活況 に復す ることは到底常め とか研究とかがキ日常深刻味を以って行ばれるしの

ないことでめらう。 と忠、ふo 従って普 い意味でのこ〉 に一 つの建築界

( 二〉 に封する 回件= 苔建築界の人 々は古来りに L の皐界及その他にエポックメ ーキング合もれらさ

財政経慣 に謝して無智過ぎ'/ : 。只目良市Iのー小草1] 主主 ぬと ｌ 限らぬ ｯ こ うなっ Ｗ こ 以 ｉ ｾ は そ んな夙に考え

にのみ閃[ まれて主主築事業なるものを鈴、りにし小続 てジタパ 9 せぬやうにし 1: ｾ＠ 、と思ってゐるが、:it

問に見てゐ 1: 感がある o 建築事業ーがー 園の財政経 J 、しのを食はないでは果して{n! うなる 7!]:/) . ?  

習時と特i接なる閥係のめることを考へて照らなかっ

沢民の結果が. 今ふ: 事後に於げる戦時経済骨豊百，1]に 国 漫 灘

後令されれ臨時経理堅苦哲立法に封して、只ns ; ! 然とし ( ー〉主主築界11短皮に進歩を妨げられ一 時中休み

て手伝 iJt くのみで何等兵の針策を一歩迩- んで講す， の状態とならん。

ることカ ｾ ｉｉｾ＠ 来なかっ仁様だo I侍周講演合、座談令 ｣Ｚ二〉破漢は建設をｾ Ｏｾ二も、と云ふがな Ｑｉ <  Ik'f周 l、にj冷

等時期が少し過ぎてゐ? 二。泥縄と言ふのか賀 iこli;品 てー l時磁尽の J J-. むなき，状態なる1 ， 1J . . ' f ) 吊収拾せば住

い でゐ る 。然らば如何にその謝昔 ｩｾ 議すＧる ＷＱＧ Ｐ 11絞 殺し日健ましきものめる必せり o  r  1rl 'ん と欲すれ

l侍惚市1] ドにあっては建築事業( ま偏心的にな る。依 1 : 1 : 先づ屈す」の諺ヵ刻1< 竪耐持久す可 きなり 。到

って「 カルテ ル J r トラス ト」の虫JI きものを7遺る 策としては ｬ 時局の精紳 ｬ こ則り軍需工 ｾＱ ｪ ｗ 往築 に

( 之は経理堅製 設に説く Jt の正し い ものではないが) 主力を ｾ Ｎ， 主ぎ絶望守的勝利に順際善所するにあり。

ｾｾ ｉ こ依って 相 ｬｩＮ 扶助の惚形で謹む。勿論 、 官民の

協 同は申すに不及、めらゆ る建築協j係者が之の ) j 卒 林 金 吾

法ｾと る 。 そして或 ｪｭ ｬ ｦ ｜Ｑ ｾｩ￱ｪｦ ゆ る のであ る 。只此 〈ー〉来午台後想するこ とは甚Tご六ケ歎い事で土

鬼で r.1] 短 l: : t卒!侍に復し 、解散して後佐々過去に ! Iミ ? 二# : って容易な事でしめ る。結果に於て11るか常

せ' し疑獄事併合住む母偲にな らぬやの懸念がめ る らぬかでめ る。 とこ ろが どんな に理論 的に漁想 し

が之 は、相互の 自覚 自市1] と段察制度の確立で 解消 て見 て い 何か新し い事賓が押入さ れると根本的
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に轡化して来るので 、今次の] ，( 11 き司王事l H' 控ヘナこ来 加 療 新

イドの＿象僚は全く ｬ 羽賀 ｪｾ でめると考へ乙れる。 そ こで 〈 う 今 岡 の' 1 - r . 若草地に倒係める業界以外l工、餓ヨ7

:'jf鑓はこのよ¥絞< L のとして現ずHこ起っ てゐる 卜噸及資金十 ｲＧＩｾ［ 回以下等の統制々限に図し十三Ｆ Ｂ ミ

資 金調 笠，' (Li 鍛 鋼工作物築if t"J yflJ 等の笈施か J 凡 J' I t 上半 jt，LI! : t 何かと凌さは附くし卜牟J t J Iに到りて

れば来年，- 半期lになって先づ五割7う五四割 ("ir. に! 士 業持に l府最長深くなる傾向に国民指! f f f ，111線、ID)1. Qの王 山

司王が減少すると考へ られるのではないか。 的解待の討 に収拾し f砕き' る迄に業界悶惑なる吠棺

( 三〉戦手となればl l i : 築界: まJ l づ第ーに打般を受 に務入るにはあらすd やと想はる。

げることは従来経線界クコ定石でめって、普泡にし 〈二〕大資本{ f j濯するm築業社及大資本系統の材

て置いて L 不侃合p! と仁すのでめるのに IJ I l へて今次 料商社1:' :tJ J七の 11寺府ドに 一 大整埼が行はれるにはあ

の資金調整、銭鋼工作劫築ili 許可と人角的に力 会 らす'やo 'll'(; 'トの建築染者及材料商の頃日の資金不

lJ ll へ乙れると j菅打唱が大きなるの は常然でめる 瓦. l : ! 1 l 内容不支の商者は一掃さ れるにはめらす' やと

が 、 それ程人角的力を ｾ J111へ ることが必要で み るか も想、はる。不支のー携は業界の角に詳し き い 拐

イ ｾｊ うかい明瞭でな ｌ 、。資金の運用にして L 材料の き:Hされれ るこ没者の行衡を蛍局[ ま立11何なる見解{ t >

不足と云ふこと L 側f系染者の生祈問題し今少し検 析するやo j t の識を生 さんとして小の訟を7犠牲に

討する必要がゐるのではないか 。 只取 ｴｾｷ 1 ) 易いこ する心7主力: 小の訟が集図的に凡て古来りに多く 、大

とl二i 立つ1， ' - と云ふことでめつれら A の結果件る の主主より大な る場合比の犠 牲に常用ば如何な る周

所(立大しに L のでないことになる。年額五六十瓜 意めりや。

トンの鍛材 の節約がH i i1准する H本にどれ丈げのこ

とがめらうかとｉ，ｾ Ｍ へ ら れる 。 主 ｉｦ 界の有力者によ 山 崎 孝 蜜

って之れらを? 是正する 7. 1策会 Jfxってl頁げれば幸で 〈ー〕 種々の統制lの依然でコンクリート大l l i : 築工

める 。 本皆無 lま斯界各位の相一致しれ御意見でしょう。

然し それで木材主材の建築物工事が例年より増加

井 戸 図 園 松 すべき筈のしのかと想定すべき何等の般主主 L 持 合

( ー〉 資金調整法と俄釧工作物取締規則j のl古制限 しま ぜぬo 先づ 1-三年度七牟WI は先づーIJ I 1 ですか

を受 HP ! 主る十三年度 l土何度に建築界は疲併する事 ねo

となり r/ 1 1 ; 軍需工業のみの述築は繁tt な ら八 L 之 〈二) 1I '，3{ミる L のならば先づ一番に官材( T 百五Z林

れとて L } j X; 限度があり 一般に建築界は閑散の外な 野前〉のごとき営安〈拶r ， Iごてf也の木材のf災特低下

〈失業者 ｌ 相 ｾＱＱ［ :Hでん。 を誘欽してせめて木造m築の: J I ' i . ?t招旅を )¥) 1してほ

ぐ二〉 資金調整法と銭鋼工作物取締規則は古来りに しし 、 。 赴れ ｌ 公の注物には比際無関 ｴｮｬｾ で し ょう

L 騒なるを以て、之れ金級相せき' れば社合問題と か ら民間J ' I ! 町には効果みると忠ひ 主す。

なるの選ひめり 、d七の絞手fI に依り往築界の状勢同

f反を9 言1・るのf也なき L のと考ム。
村 上 徹

( ー) li 守局の正確なる見逼しの何人にも附かな い

林 豪 磁 従耐 jit 況に完宿 される建築界の首長想 L 附かないの

( ー〉事事塁の見遁し {.J かさ' る I浪り 一部工場建築等

Ｈｦ ｬ 徐いては一般に低泌をｾれ子 、 長正迷状態に低迷

する L のと思 ふ。 事件解決ぜば恢iM: i主速かならん

( 二) f'坊空建築: などはう、〉る際にこそ大 L、に 宣 叫

すべきなれ。叉世築工梁の重要性、殊にその及 11'

す範囲の瓜ーきことを深〈認識せしむるの要めり 。

今次の資金統制法など L 若干修正の在余地めりと信

子。又技術的 には L っと構逃簡易低日正にしてR 而J

震耐火的なる手法の研究 、 叉 ｾｴ 支 一般建築の淵貨

の; 急務自? 痛感す。

がヨド'lt; か。差し常り悲観論に賛成する。

〈二〉 資 金調整法域鋼工作物言午可のニ法により手

足を ｾ Ｊｩｦｽぜ ら れ れ ｩ 待周 ｆ の建 材界 は底納され る感が

する 。銭?自主: I l 物 o工十『頓以内) の. 1ニに木i 1t の二階

建でし 許可 されるなれば等々 } a ，、ひ浮ぷ。

宮 飼 克

( ー〉昭和卜三年建築界の後想、[ 立 、種 4 の統1illJ の

影響を受げ て軍需閥係の工場等のみ建設峨践に忙

しく 、A 他の Ji 前にては大物の着工延期多く織問
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工事 ! 品質行のj 事め慨してF l f の状憾と大し1 : 略化 ( こ〕今問の資金: 湖準法その他 l i 、吾 業々界に深

ぱなし 、とjE1. ひょす。問題 li ll tHl1 l'凶イ1・以降にある 主11なる杉響! 合興ふるしのなるが、非常時凶策の

とJ己I HL 1;す o 母 ｉ｛ としてやむを Ｑ ｾ ￞ ｾＮＮるべし 。 只＿ と 規運用の 闘ｩＱ ｈＺ

C ニ〉否人 l士l待問と述築家のな jおHc充分に認識 JtJ j し、 11il 1走路 i祉を・; 也- I :J J ならしじる f: め細目IJ 等合料ー

して闘策に準じ 、共白: : ; ¥ぐ療の本旨に立制して各内 剰Uj込iきにをま令し、 'n..かi i H 業界側係者の協議に よ

の職務を主主行せねばな ': ぬと忠ひ土す。 りて; 直則を' うくる工作物の嫁(>J IJ と、鍛鋼使用の際

ｩｩＡｬＱＩｊＡｬＺ Ｎ ｦｪ ｪ 等に ｾｬｪｬＮｬｴ 刈 、 を保持せしめ Ｑ ， こ とを 希 望 す 。

山 本 延 次

〈ー〉ヒ半期 11徐々不況美術建築殺，] ' 1 に潤しては 島 岡 義 太 郎

i徒同73化す る L のと，思ふ o i;fミイ|ミ末より漸次ゲf特する (  .) a : 築併に経験浅き小 '1 とて昭和一卜三年の放

しのと忠、ふ。 想等合ド手に 1
t
} げは: ｲＪ イドーの ｊ ｊ ｾ { f 言へ 11鬼が笑ム

( 二) '!Ur (J < 向電して時局の !If 車専を f占つ、然 る後 」な1¥<  ilt 築界に l冷げる物笑ひの概とな るこ とをヶ民

望草i夜として l立、物{貨 の F降する伐( 建築材料) (1，1  れ怒と法!ぷ仕{ 長

府各人1白隠的となる事、然ら 11必然建築界 li ぷ ( 二) r  J!.'f同 1・の述築界に到する感想、及び針策 」

土る、と思ム 。 1士舟( oi ! ' l ! 吏馬にτf H午、'f IJ jぷ識者ーを? 満足ぜしむ るにげ

の名意見し質! 仮なじ折角研究欽し置くべく{ ば

杉 江 直 己

( ー〕現今の僚 に複雑な社合相で 11 . 僕らの絞な

技術米で l主改惣はむつかしいが、 回 1: の誠容が、

閥宋と図家の手ひでな〈主義の戦争であり 、政 治

的 なしのであ る ことを考へ ると. 過去の戦争と は

ちがつれ結果が来 る械な泉がし土 す。割合 に短期1

11 の問 に、可! 武り大きな期待の H!.井ぐる l時期が取る

のではないでせうかo *  ｾ 三年度にリ ｴ ばれ る 事Ｈ士

一寸. f j ' へられないげ れ ども。

( 二 ) F l ド建築界最大剛心事の資金統制? ととゴ，. 卜

王室問題ですが、 この様なやり・j) で、建築に重きして

手 L 足1， ｈ ｾ なくなる絞にするのｻ式日ドの状勢では

致し j ) のないことかししれませんが、現在の都市

の状態では誠に寒心 ｬ こ￱｜ｩｾへませ八 ｯ 犯の考へでは

むしろ均ＡＧｾ Ｚ［ 1) ¥'(1債 で1， ii，lJI裂して、せ' いれくな建物

総 治的 に無時な述物をおさへて1 ' t 則的 '五、耐火的

な建物はどしどしゃ る絞にして 、都 .Ii機 能、 Iljj 日/i

4事に /) :;全 0 ltJ Iし1: ｾ 、 と思ひます。

正 木 英 雄

ｩｾ ｐ 号 制」の ＱＧＱ に闘し ｨ として工場主主築に従事致し

l片りその )ft何に於る lJ!.l.. 凡簡単II こ申注[ 民

( ー) :iff 鴇」え その跡i係 の 工jおー建設11本 !. IC末 に引き

つ v きスピ ー ド7ロJn目次ぐべきし新規大規模の L

のは比較的少〈 、 コ Ｚ Ｚ ｊ ｾ の完成と ｉｲ ， Ｇｦ帰の安定に Ｑ Ｊ ひ

次第に減少しJ - . 牛JUI台以て111: 援な る工場ゾI商の建

設工事 11一段絡をつぐるしの色核削弘 l時局の新

展開による資料の供給1 : l 的}i せられに る生産力に

より材料の在庫 ｬｴ ｬ ｹＢ ｻｾ Ｎ となり Ｑ Ｚ 牛 Ａｴｊ Ｑ に於ては制限令

の綬利 u象想、され一般建築物[ 土漸次に計支さる、

lこff: るかと被( . ，: ( 1氏;

Ｈ Ｍ ｾ ＮＩ制限令により建築界 一 般込書 ｅ の状態な る ｌ

それは (4 (， i J 締りて然 るに::)1; す' 内に I'j 'ぴんと する

充分なる ーI H' イ¥' し乍ら それを llt 慢してゐ る状 態に

して l時前の安定 {e 1(1 れば火に興隆す る L のと核' ( { :

供、専111] 家としてはこの際依H艮を別用し府米の設

展に供ふる充分なる技術的現経i努的準備をなしうと

待に防空ill 築等に主せするl i I f 究を怠らさ' るが肝要と

秋 田 喜 代 治

被( f - fl :I，i

〈ー; n討刊 卜三"1"建築界( ま前期に於ては臨時資金

4凋繁法及餓鋼工作物築造許可規 則等の影響をうり

て業界沈滞せん。後期に及んでは相' T . - {，'・の動きを見

るべく 、待 に北 支及南胤ii.州力商に於て然り とす1!3_

し況伐の資金御 盤法乃至之 に準 す' る法規 の統笠11

本電話の推移 如Mにゆlせす" :1壬ltJ lにゆ りて: 受〈 る しの

と考へら る。
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( ー〉戦炉i の凡m: し:次第で色 々の設1 ，1 J ' ，ませうが

来年の述築 ＷｾＱＱ 先づ ｚ ｅ 官 ￭ ｬ の不 ｩ 辰でせ う ｯ 資 金調整

法 或は級制工作物 ｾＵ Ｑｊ ｮｬ に於て ｩｗ 可さ る 、 範 囲の 種

類 日 ｩｊ ち甲釘 ｛に ｊｾ する ｩｬｬＺ築物 ＱＱ 大惚 に ｪ 冷て金 慌 の約

三割見常でゐ るとすれば今後 この種 の工場建物が



徐々 111 ' 確になるものとしてし全慌の三制五分カ .pq ; / テ十塔、n/-!. ス バ y の照合 j京など又は木 骨・ダイ

制 は Ｚｊｾ ， HI: .1: い と忠ばれます0 *イ! 三凶 IJ 切からは ヤモン ト・ トヲλ など出現す るでめらう g そこで

悦i端 に減って]I_ 大別 )7建物が減少す るであ h 土サ φ と慨ををして木材の ￯ｾ￮ 1火 、耐7 M包週17J1去の稜明と

うu そ して1紋 r: の失職ヵ :多くなって米主せ七、 1f <主 τJj:健 1，1、11って幸 と云I 、L のですかなあ。

c 二〉 叩類に I記する俄j制使井! の比物でし司王うたの

縮努i により必す'し U:民什や鍛筋でな げればな C な 武 富 美

L 司E しないと忠ふ。況や i時帰 lこ封;!fl して火念ぎで ( ー) i品般習を -( fi せじ れ1 : る臨時資金調整法及鍛例

府築をァする工場等では木造で L i l : 支ない L の L 多 工作物築巡許可 ［ 祝日リ ｩｴｴｉｅ に ｦ ｬ ｾ ひ 、 建築界に於げ る

からうと忠ム。 この際繊の使H 1 ii ，リ|浪会このJ : i " J iii へ 工事f ，l ; の減少若しか る可きは漁想に熊らす、 Jt 結

L  1/ 1 1 へて或程度の捻 :Ufe なし、之 を 五 | 巡 以ドの J込不況を招来す可し。

;i ，IH浪の ) i に阪柊へて高自主!i t J : 0' 持1: し7ーな乙 、 その ｣ 二〉軍需 ［ＺｲＺｾｾＩＭｾ 他ｃｪＡ ｊ ｪ ｊＺに捌係め る 産業 ｬ ま多忙を怪

;r，IJ [ 浪が百五主とか. ! ' X; ti 百五「廷 とか迄行げるのでは め従て工場等の琳築の如き建築せら る、 L のめ る

ないか、 冷すれ '1幾分の綬円l がJ貨〈行ばれて失業 し i時帰に封す る泉分より不平n的産業[ ま自然主主E誌

の緩何1となり 、防火地阪の雄物 L ill:ち 、社令問題 しi町長等を見合ば する l品l き多し。斯くして片政的

L M科 見 j [ [ し得ると忠、ふのであります。 になり行くが如 し。眠時系分と共に卒和再来 時の

｟ ｉ￮ Ｍ ｉＺｾ＠ L 怠る nT 'J 子。

内 . 多 仲

Ｈー〉昭 相 十三 ｻ Ａ ＧＭｬ￭ｪｪ ￭ ｊＴ 三 ＨＱ 不治司書後牛 Ｈ￭［ ，ｲ，況をｾＭￇＡＺ 童画 図 八 郎

する ;Ji . と怨像します。 ( ー 〕 何と言ムて L 不生産的な建築の萎E躍する事

仁三) I侍，局 ，.-(士勿 lii命ですカ '11 ;本ではt践を節約す る は免れまし 、。地1 -_1こi.' :i < 延び る代りに地1、に深〈

司王が絶望せ必要と忠ひ 土す ( ，¥:; ｾ 、 安いに拘 ら すっ。 計十る絞にならう。

この時局でそのな l泳からも i l l : 築構訟を凡依す事 力， c二〉 比の際図が必要と認め る防空施設( 自分の

必要と思ひます。接聞が進み協工が進歩 して L 反 考では h として地 lご防諮室〉を指示し‘ 之を? イ井ぜ

到に俄骨 ー が係官「要る様乃 そしりを Ｚ＾ＨＱ 免 れ ｴＺ ｾ 、L の 殺仰せんとするをtt 築申誌に劃しては臨時資金 調 整

です。従来の L のより安〈早〈鼠〈作れる械に研 法、銭鋼工作物築造許可規則で飽先的 に許可す る

究の結巣0 ' 腹丹l し1: し、と忽ひ土す o L一つはコ y の治を開くこと。

ク リ ー ト の賂Ｏｴｉの質ｼ際 Ｐｈｲ にＺｊ￭Ｈ，治する ｊ ｪ ｾ ｯ

香 坂 茂

大 野 順
( ー〉軍需工染に附す る述築物以外の新築は一般

〈ー〕漣かなるI i 寺局の完結合前f る以外材料不足の に哀徴するのではないかと思はれ るが、一方 材 料

建築界に' 丹念入れる刀法はないと忠ふ o '1J の低ド了[ 貨の{ 伝子容は小規模建築物の新築燃をめ

c三) 11佐平l、11之の好機に建築界の法市IJ、計・]t IJ 、秘 ムる結果となるか L 知れな い。

2丘、施工、炎伯i . 技 術、{ l 宅等各 )j-I Oi に各々反劉 ( 二二〉 都市 l坊主主上耐火建築の慾f[t と建築物の分散

のすＺｾ努力 、 ら冷静なる考擦をなすＺ必要めりと忠ム。 に闘し( ，: 民の経済 仁最 L 遡常と する ;i 策を確立 す

俳に 卜級粗雑の建築場所 、 l旬、環Jtz に舷じ 1: ぬき べきでめる o Jt-の111な る針策として

? 二文化の注入、割安で瓦く 見 え る しのより安〈て l 耐火建築に到す る民 If¥l 相-U金融機防! の続女

丈夫で夏〈例代、も L の〉剣作等興める 仕事と忠ム 2  :J l{ 同建築と地ド室の焚勘

天 野 - iE. 

Ｈ ー 〉銀筋 コ ン クリ ー ト 主ｴｴｾｩｦｩ 物に ｊ ｦ ｸ って代って

製 校 乃至 ［ 合 ｪ 京に 至 る 洛或 る 下半皮まで木浩ｾｾ物の

l時代 とな るでめらう。

( 二〉 従 って 、木'舟 ラー メン 、フ1t'B岡IJ構迩物のを苦

主 主 を促 し 、 濁 ｾ ｩＶ ＱＺ り で 見受 げ る 襟な三 百 尺 のア

3  i /J 街地位築物法施行令第十四傑 の規定金改 正

し宅地面総の 滑1m0' 計 る司王

4 経世不燃材構巡の建築物 に附 する 研 究

小 川 定 治 郎

〈ー〉支司F事 鎚 L 上海 に北支 に歴任11的皇 軍 の大勝

耳IJ の然 に終処 L 間近 い事 とは思 はれ るが物資に乏
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、
しい我が闘では鋼材は使用時nlJtx0市1][裂されれま〉

に嘗分はめるものと忠はれる。従って大工事[ 土木

年よりも 更に手控え j院となるであらう潟に大どこ

ろの地工者( 士打墜を受げる事とならう。

( 二〕ニユ ース潟! f t 等で見 ると 空爆 1: の仁海，Hi 苛

の建物 (ま疫骸全主主して居ーるし叉よl の隣接せる建物

L靖子等の1 i J I 検程度で治よってゐるのを見せつげ

られる 方、我が図が空爆され f こt すれば過牟焼

土と化してしまうであらう。かの大正十二作九 JJ

の関東大震災でも火災さへなくば僅かの被害です

んだであらう事を考へ るに耐震的ではないが、鋼

材の使用含 ;ft l] 限 されに今 H 、不燃焼材でめる :旅' I (

港会探用し1: o、と思 ふ。 勿論 それに は今少しモル

タルに就L 、ての研究 L 積 土なげればならないが、

木造建築よりはましにと思ばれる。

半期は コy ク リート の建築が芽o吹き IHすと思

ひます。

荻 国 策 之 助

〔ー〕昭初 1・三イ「ーの建築界の改想111時局上戦学が

永びげば' l ! Eに建築業界11悲惨な L のでせう。V i ; 反

妻せにイ! 三内に戦弓j'l; ;終用数しょして! ，; . : ! ; に ill 築?i - t J :

活設な動向 11希 土れなく徐々に! 二空手放しょせう。

Ｈ二〕イ 、 資源 の不 ｪ 止をｾ， Ｇ Ｈｩ 感欽し土 す事 鑓ＧＱＧ叉｛土

戦争中で L 圏内では娘禦物、Jti 色不必要な 1-1的に

供する建築物以外は自由に常時:n*得る係予? ? を持

ち ＱＺＮ ｾ 、と居、ひ ま す ｯ ロ 、 公平なる資源の Ｑ Ｕｬｴ件 。

吉 村 辰 夫

( ー〉臨時資金調整法並鋼材使用制限に依って昭

和卜三年度の建築界に華与しい飛駅舎望むことは

高 橋 霧 男 恐ら〈不可能でめらう。

( ー) 1時局ドの建築である以上、文化的住築 IJ. rl' ( 二〉然し一方菌防的見地 から すれば都市注築の

止 さ れ 、 代ふるに軍事的 ｾｩ ! ，のが交代する丈げで 不燃化こそ比際極めて必要区切賢な問題となっ1:

せう 。つま り全般的不況ではなくし て、 こ、にも のでめる o 1ことへ者sfh全部を耐火的に吹迭するこ

蚊行的景ｾと い ふしのが出るでせう 。 エレガンシ と は 出 来 な い と し て い 紗 < 1: ! ，防火地阪の完成

イを誇る殻言「事務所活動力Z萎践する代りに工場、 を期すべきは今 Hの最も緊要事でめり、闘来! ， 1); 

1{ J軍等々の定築が起り栄えるでせう 。大きな建築 之に鈎して適切なる助成を奥ふ可きでめる o :x.耐

誘員に於ては . 1こヘ 一 方か ら一方へと投資の移 火主主築に謝して= 之に闘しでは従来あまりにも安

行がなされるに過ぎないとしてい小さな述築産 会であり過ぎるとの批評o底々耳にするのでめる

業 lruに携つてゐる人々の苦焔はえきいでせう。 が= 何等か共構造; 1 1 " :;:)1: に j'J て必要旦充分なる終演

Ｈ二〉銭彼自主 と云ひ っ〉い要るｾには伎はれね リミットの設計がめって瓦い筈Tご。若しx結果材

ばないないのですから 、銭 i資自主そのものが宍へる 料ヲ Io、て資金の節約し可能となれば'闘家に針する

打獲ではなくて、全般的 i時局の 1: めに困離となっ 貢献は驚し少なからぬものと信子 るからでめる。

て来る資金の打量産が大きいと去はねばなりません

建築の社合的な商などは勿論主主々忘れ られて行〈 藤 原 義

5とげで図民 lまキ目幾らす' 住宅問題の t寄りす らか V さ 一波注築界に鈎しでは多数専門家の考察力、「さ

れないでせう。 れること〉忠ひよすが. 小生 IJ. 我図体統の木造是lt

築に闘して寸感を述べさせてい1: ¥，.き ます。

大 須 賀 巌 ( ー〕木材不足の1: め新進修造作j れに して L工事

( -51 この午の十二丹念越して v なげれば卜三年 維を来す。他の建築用鍛材使用古IJ [ 裂の1: め、代用

のめらゆる改想は占易者でない限り匁し符ないと としてその力1mにも木材が要求せ C れ、食今材料

思ひます。 不足を来すo 仮に夏 よで に本聖書が終処してい tih

( 二〕十二月に或事魚、只今な共がおか左かと考 の状態は年一ばL、は績くでゐらう。

へて居ることが定まるによって 仁二〉 地方は別として、都合に於ては 、空襲問題

( イ〉付設げて居ーる事象 0，歓迎ではないが長れ のにめに 、木造述築に封する多くの宿題解決が旦

て L居な Lうが起つにとすれば往築は僚はない 程的に論議され 、或! ま賀行に杉されねばならぬが

こと本年後半期の逓減互容を 辿 ることでぜう。 最 L 難しいのは閣安建造物の如き交重 な照史的美

( ロ〕起らな い とすれば育iJ4土期は木浩建築が後 衡建築に謝する取扱ひでめる。これには局百目的阿
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liiI c/.) 利剖林I f 系にのみ来月[ l ｾ＠ *  ｌ 守 、 真に ｩ 貨 ｌ 、 ｾ ｻｊＩ おーと 示 回 定 右 衛 門

美 術 に 刻 す る 深 い 時 併 と を 以 て、 岐路; 査会談れ ( _ .) 州 法 種別 に依る往築生産設にキ目首' の錯化 (1

Ａ工 閃 ｩ 友することの ＺｉＧ， ＪｾＩ図家の重賞に測する適切 めるものと忠( まれますが、全惚としては寧ろ t促進

な保護の途念講十べきことを' 希草する。 する しのと 橡想、致し主す o 18. し; 雨i!i l {r ，¥，心とし1:

村 野 藤 吾

(  . ) 資金! l i に 以 I制隔法により ーIk' f 的に L せよ 、

ｼ剥内ｩｬｬＺ主主 ηＺｬ￭ｩｬｬ ゆがた打 ｊ 径五ヶＮｾ り ることは Ｇｻ ｾ ｦ［ 然でめ

るが 、 ＡｩＧ以主 ｬ ， Ｇ ｾ Ｇ ｾ Ｚｩｾ 武内の ｩ 主興等［こより ill¥分の活ぬは

めるかし- tlJれ '，U 。 げ[j しなカ ' ら主主築材料中 、鋼材 l 士

勿 ｊ 命凶荻ｾｪＨ支の納 ｦ 系｜ Ｎ 、 今 ｈ 以上の高 ｉ ｊＡ裂を受げる

ヵＧＱ， ＱｊｬｦｌＱｾ 。

( : 二) A ， ｉ 背く ｩｬｬｾ 廷 ｬ の法例の改正には官民介Ａ￬ ［ｊ

の協議千r.!!X; I  ｈｾｉ ｩＱ Ｑ＠ {f，r，持者ーより K のJ咽惚に d;ifH-I j する

ほにしては何1¥"J o B 、鋼 材ゴfI . い頓 l土今 11のi毎日介で

延平百徐ｾし Ｑ［ Ｎ 建てられねとしてｉ，ｾ飽としては

相 常 の 述 築l立法てふれ ると忠 ふ。 而 し辺ーにJ 5 へて

育 絵 坪 位 の 往 築 な ふ こ れ 丈 の 繊 材 全 使 用 し な く て

し;1' ，* ると忠、ふ。例 へ 11二 階 や 三!常雄ての俄筋コ

ンクリ ート 小 ill 築 な ど 、 dl 背: の如何にもよるが現

行 構 造 規 則 を 吹 ifーして、儀 少 の 餓M { r 使用して L

ｈ ｾ ｰｦ ミる政に吹 ｊｅ さ れ ＱＺ <，i.れ :l/J 、建築に及 If す 影 響

(1 ｫＮｾ，￬Ｎ＠ 1) と思 J 、o Ｎ ＱＺ犬の虫 ｉｉ｜ｐｪ によりでは Ｚｐ ｉ ｾ ぬこ

とはな L 、と忠、はる、 。

小 林 清

( ー〉ユ1，治 ii.f 局 に 際 し統制され f. 経 i努枝川l、 主'X;(ま

ｴ 践例工作物治 Ｑ ＱｬｾｩＱ可事 ｕ Ｚ，Ｚど によりて 、 軍需品工場

雄築 η 州き ［｜ｉ｜ｩＧ 可ｻ土ｫＮ ｬ 、に活泌を ｾＹＺ し 、 ー 般建築 ＨＱ

火の消え 1:
/
(n くなるは否めないことでめる。何年:

L 必要に ill られ 1: しの〉建築に止まるでゐらう 。

( 了二) I坊笠法力行i，I P主3 れ迷刻究施され1: ことし叉

倣本; の r;i j 空演習によって訓練を受げ 1: ことは誠に

こ点ばし きことでめる 。 が し か し そ れ が、 1: ｜Ｂ ｾ登 火

'1}市IJ ，或 l 士消火、i盛縦作業に止土つてを? り古余りに

消 極 的 で め っ 1こことは泣憾の怪みでみる 。 なぜ「し

っとち ｈ ［ｩ主的 ｬ こ者 ｾ Ｇ ｲｬｊ 武装と ｉ｜ ｾて行かな い のか 、 ｚ ｅ 草壁

考 へ }j です。

ぐ二〕時帰! と中しょすより; 前洲事泌を英機とし

れ Ｑ Ｑ 不の革新 米 ｭ ｾ の明 ｪ 引の第 ー 必 ｜Ｑ ごと 見る ￱ｊ き ｔ ご

と ( f じ土す。 吾々は今組、ゆる文化や古1¥門 の 料 換WI

に泊・町欽しまし ＱＺ 。資本 ｫ 義は統制 ［ｮｪｬｾ され 、 二 ｲﾭ

イ日経管 [土手H持終傍化 され . 行政機構は改革を7迫ら

れ てゐ土 すO こうした r¥，で技法築家は今土で主主り

ＱＱ 佐 ＺＧｦｾ に製術に小ＺＵ < 技術に向酔し. 之等を? 縫築家

の l萄訴え [1旬、社合的義務なりと考へてゐられな いの

で な い で ぜ う かo w[ に経済界は技術昼鮎川 、野口

ＧｩＧＡｬ ｈＧ ， ゾＨￌ ｉｉｊ 内等科皐士義経倍に移り 、 土木製 ｾ Ｈ土

ｩＧ￞Ｚｾ土院に土木技術官の多 Ｑｭ {r 1事:-1¥てゐますo 今ま

での慨に文化施設 、 社合施設としての建築を ｾ ｪ 事 政

米や ー Ｇｾｉ｜ 資本家のみに委 ｘ ｬＮべきでないと忠、ひます

よ ｃ して次の新しい ｉｾ 代への鋤 ＨＱ 側何者 且ｩｊ ち建築人

自身で入れる nJ きだと信じ土す。 1I与は正に今です

この革新』切にみると t吉じ土す o 然し共のもっとも

っと ｾ￭ｉ に建築家自身が肘令に 、 政治に 、 経済機構

に除 ｊ 心をＧ持ち 、 瓦その陣 ＱＱ 締｜Ｇ，｜，合凡Ｚ ｜Ｑ Ｑ すにｾむ石 ｉ き

Tごど信じ土す。

加 藤 誠 一

〈ー〉 ・般 ｪＯｾ には資金Ｎ淵絵 、 貿易統括 ｉ ｊ 等全 図 的に

園家産業の被時惣制への強化により又、 直す主的 に

[士俄鋼工作物制限により 一般主I l : 築は激減する L の

と忠ばれるが、他国[ 主j I 需憐j係 の 産 業ーは念、速なる i償

充金要するしのがめるか心 . 染者として1 ， ｾｬＺＮ の戦

時惚市 リ によい ＱＱ 、て ｾ ｴ の本ｰＡｾの使命ｻｲ全ふ す べきでめ

るo HIJ ち校計方 l釘に於ては建築の 'ff ' f' . (剛健f七、 凶

戸長川の使用等々又経替の HI 向ーに於て (1無 謀 競 争 の

排 常、 合剤約五¥i 不IJ 多史、 ，t.dH' J 精榊の昂揚等々。

城 戸 武 男

(1附 従 のみに! 倶ーってゐない 、 n明を刺して3 ! とるこ 〈 ・〕電工 業生産 工もおの VP1H長尚徳々行はれ、建 築

c  1 ，ゐるでめらう。 二f- 近な践にあ る儒袋a ! 主献など 附係者の過半ば之に 従事するこ とが ｈｾ 来 る が 、 女

我々建築家に除Jf系のある古H¥I 吋ヵ: 手伝つげす' に浅さ 化施設に除lする建築制係者 (1失 業l専業のf也な い と

れてゐるのはよ成に浅念でめる 。 首 周 者 l工会いでし 忠ばれる。

建 築 家 或(1イ也の技術者の差是奥{ r 求め 、 同的達成主? 仁二〉 建築工事に ｾ Ｇ ｕ 五 、 ｴ ｦ ｬｬ 接影響め る 今 回 の統 括 ｉｊ

百十り完践をＺｪｉｊ ｊ し＿二 ｌ 、 。又我々雄築家 ｢ｾ 安全大きく 言者な法は非常に l時期 に;盛 し今 年 ド牛:jIJ J業界は之の

して一般に 1fT- びかげ 1: l 、L のでめ る。 言 智 〈正法 に よりて ｪ 斬〈 材料 、 職 工 等の ノマランス ｾ 得

7 9  I  



?二 と忠ばれる。近き将来ノJ 之のパラ y λ が崩れる 識をヶ新にすると同時 lこ、建築工業の闘家的存 ( t 償

l剣道J ! I ! . ぜる緩制策が議せ' られ仕事 グコ f!fji A ! l 主に多数 fll (  Ｈ 者 ｾ￮ｩｩ ｾ 並立草公 一 度で ｌ 受げれば直ぐに分別する

失業者の生す' ることを防止 し1: l 、と J忍ム。 ことでめる bつ を明白にして従〈必要があると忠

A 、。

平 松 太 郎

〈ー〉鍛鋼工作物言jo可規則の抑制] 卜でー般 t住gfi 1f 手 森 本 治

( ま低調となる L のと改想 さる。 ( - .)  ｾ即 時骨 ｾ［ｬｩｉｊ 1‘ に於りる「践l侍t正法として設定 さ

Ｈ 二〉 兵 ￬ｬ 霊的主 ｾ ［ ｬｴ Ｈ 式種々多岐に口Ｚることでゐるが れ7二各法制により 、我が辻築界はこの消樋的なる

-- ) J  J f 築隣12I 用新材料の要望認は相官t め ること 〉忠 現状の ま、持慨する扱に想れる ι 同時に健全なる

はれる 。 然し繊筋叉 ｻま ￬ｾ Ｇ 百コ ｹ クリ ー トにすべき 統制経傍 1" に於て 意」じ支へ満州iへの述殺突進の

者ｾ市ｵＺ築 会木造に代らしめる こと は閣米経済 ｬ 二 誠 路が ｩ 斤 ｩ 授なる治動とな っ て Ｕｦｾ さ る〉 でめりょせう

に不合理と考へられ、 それより計; l E

i

'::!; 抗日よ り、 よ c : 二〉数百世的法市IJ による建築界の非常時でめる今

りよき f. 'lf. i1L的汁お の立案、又再検討が技術報凶の iJ 、少くと L ｪ 栓築界に符ｾ笹〈者にして隙 ｬ 心を持

以月Ir で L めらうと忠[ まれる o 1: ないものはな L 、。 11 支本主星が立J l fnJ ｴｾ る反響 ｲＺ L  

れらしにか、経 i狩Yi- の反映 lま現1 l l に建築界全般に

矢 木 英 夫 ffi 怪的低調なる活動に追ひやってし まっ1: 。一時

( - )  11 支事 主主力 Z片 づ き千村l 来るとすれば、 それ 的興奮にゐつ ＱＺ 染者或 Ｑ ［Ｑ民間が冷終に ｜ｉＯｾ ち ｌ どり

1;1111 l ち世界卒何 であ る。で最初には機i械工業に悌1 u : 築界の各干i力凶惚と歩調合合せモ'!i l >' i ! 的に之カ: 綬

する工 十 ｴｦｩｬｬ 築が起り次に 一般 ｩｬｬＺｾ定力［非常な勢ひで :1-11 改正の要望なしめる [士、 況に煤ばしきことに し

起るで めらう。 て之を? 伐として官民 - 1混となり謝策善所さ るべき

〈二) -E用材料の使用量制限 lま日I l ち建築rl' . J l : . 命令 を切 望する L のであり土 す。 而 し大本伎の設立さ

と同 一 に餅穣すべきで| 侍局 l' にjたてば一般 建 築[ま れんとするは我々凶 [もに何を数ふるか、凶 民の f15

不自員と凡る可きである o J t ・の封液等める答がない 起 一 番よく白 ［ｾｉ ｊ なし以てｊＮｴの Ｑ 去にＪるべき ｌ のに

若しありとすれば業務の rl' 止 力、叉( ; 1 1  :冬眠」でめ 倫ふるべきではなか ら うか 、 そＨ ［Ｑ ￯ｅ しき ｾｴ ＮｫＺ ー 測

る。 i州へのl l i : 設であ る。

織 本 道 三 郎 伊 藤 掌

〈ー〉 現今迄の軍需工場封不利建築の比叡1;1二塁苦 心 〉 取り 合て、 N;..( 、る後想無し

八位伎ならん。従って明年度 l土資金調型車法並に倣 c:二〉 ー放には無駄の排除、都株打破 、材料洲係

鋼工作物託可規則が今 Ｑ ＺＱのｻ品なる時｛主主ｾ築併の ｩ 后 )J"lrnの| 渓準呪持統一 f: iilli 合匂l認〈待にJ 1Lの時局1 " "

況 は宅JI. A二の半分以ドとな らんo に於て・・・・・・〉

〈ニ〉非常時局を 好機とし工授の節 約五ｾ 101 的とす

るi l l : 築材料の用、途. 工法全桜本的に研究改正する 池 村 元 之 助

必要ゐり o Ｈー〉 幽を訟 でを 主凶以Ｊのｾ員長にスタ ー ト会七 ｊｊ つ

に以上、之が途行途上 lこ必要以外のしのは夫れが

薬 師 寺 主 計 何んでめらうと受桜持j でない e tま孝へも れない

( ー〉臨時資金Z闘すま i長以u也に依り - i';¥i の' i f L保闘f系 無論建築界 L 召集されれぶ持で爪ーれば福地 ひ な い

以外の建築lま一 切凡; さ C る〉故昭手n十三{I三{ 士主Ii 築 cて〕 下1: 界/J ; 愈々 革新知] に 入って *1: e凡 るべき

! J I . 空前の不tR. 時代が氷るでめ らうo 今 11 、各界全主主じて古老ーが話す べ き経験全持1:な

仁二) ::nt;¥( 第 十一 )J 披所載の新名磁犬氏の r1時帰 い と云 J 、のに過去の頭で考て凡ても手採りに等し

と技術者」なる感怨と全然同志凡でめる。 泥縄 式 .' 0現 1" . 金主物との統市IJ I: J : 成つに絞fごが人の I:lj

鈎策に名案める筈はないカ Ｚ、 比 ｬ 燦ｾｩ｜ｩ ｊ してｩｬｬＺ築工 組は如何なるのでめ らう? ( 述築界丈でも之に j易

業なるしのが、不泡、不要のさjE7たとして民先になlはIfr する 人聞は授に多L、〉而し II J: の r1' の司王は金で L 、

きf I ' t 懸念受くべきものであるかo 挫築家は i-I己 認 人でい治、に( ' ; ; . 11-. する L のではなく 、必宇部IJ l 、て

1 8 0  



Ｇ ｊ Ｇｾ る υ 況や旭 Ｑ Ｑ ＩＨＮｪￇの勢 に［Ａ｛ｾつ に 状 ＱＱｭ るＱｩｬＡｬ Ｑ Ｑ 税 L ー Ik' f 相治の俊民営見る事な らんし ロシヤの現状

l削減f去の統市1] の rf' に なで濁 り辿築外: i l りでな〈各 にては λ; しに事 し な か らん。 然 らば支司1>は 第三 凶

界 共 必宇治路を凡 ｮｾ し 、 以外 の ｩ 首 ｻＩ｛， ｻｴ＾ 呈 するの で の 後見H 依り絞りにならす' J l 内に内部より破れ濯

はな j;. らうかd 設 に此のチャンス合逸ぜす' 我ill 築 くと L: 二JI には休 械をP 申込 凶 )1 rl' にI U幕内談ヂIJ 1， 

'Jn 設. i L 諸 氏、材料) ' j L : J J 、にたづ向ら統 iitlJ を 強IIiI 解 決 な し 段絡をつげる ｉ ｪｾ ならん。然からば 我建

にぜんとする 37イJ tJ : 先決 針 策 で め う 。 築界ＨｪＺ刈 Ｑ｛Ｂ Ｉ になる か Ｊ ＱＰ Ｑ Ｇ ・ＭＧ ｾ 半期Ｈ［Ｑ現花法規の ￭ ｩｊ ｬｊ 限

を受付る1 ， I、中:j(，l jは 之れ L 撤 廃 さ れ ん 然 し て |・半

A  

-， 北 乙

-法r

Z 司

期 { ま; 決抗li 阜々と決後し工場述書在 より被j まり美術法

(  )  l ]i ( 1 の降雨力、終結となるかの、 (1之 以 ¥-. 1こ進 築 に At 13'す:!j]:な らん。

展 す る か 政 断lま許 3 れ ぬ が 解 決 し 1 : とて L 限時 惚 仁 コ このl侍局にめ りでは 各 建 築 業・者( I 一 時 的 制

ｊｩ ｩｬｊ が鮮か ｮ る 土では法ｾ 界に新らしい 息 吹 ＨＱ ＺｪＨ，ｬ ｬｩ Ｎ￯Ｇ ' /;¥の干T' 経営受くべき司i・は 勿 論 に てJt 組織の人; なる

されな い f f - 〉う の 1I1I しτ 今 回 法 築 界 全 東 *，g. ぜる諸 染 者 If どJ t 影響 ー府大な る:Jr な らん L1) ; Pkる べ き

規 則 し即時の合法でみ る以 u放政され る41・1ま'I:}l 然 時期!の) i.i め充分 に了ー兵 を取 よ とめ人; に R弘前j.( すべ き

でみ るo 現 状 で (1 I捌かよj ; ' iJ 餅 」 と 云 ふ 以 (1ゐ でめる。

りf4K3 い 不i兄ゐ hf f i uJ : 兄ある rttl しTi' . 手を? とる」

王廷で{ 可. 11. 近 き 11 1こ建築界(l i:t I の交響堅持を?奏 で る で 小 田 島 兵 吉

生ゐらう o I改泉想想、す るZ事iれL川!没士悶主舵!控uこごお，、。 _. -ι と. 二と ＭＩｩＩ 均所「に申上土す 。 忍 共の 干乎Ｍｾ伝ｾ <  、vれる h段

( 二 ) 今回公{ 布li さH吋1: 規 H則1リIJ (は立ゴ非ド?常片H、

ｬは ｉ 三主 厄［訂日首 ｻ カか 、 ｌ 角知 ｬ れ，な Ｔμ ｌ 、 Ｔ立雄 Ｑ主 ｩ主 ｅ よ築誕 Ｙ界 ｾ Ｈは Ｑ ｊＡ 熊 ＱＱ町 ｉ民 ＨＺｦｩ吋品 ､ 、涜命 ｬド川 ｊｉ代町 ＱＺ川 ＺＱＱＱ 十Ａト Ｍ一司般 に不 ｴ汎ｽ兄 ｌ 版詰貯e でL 或 る稲の工 、 ｾ以外の建築 ＱＱ 傾小規換のし

を少ld しにさ'j]: !士事 1'( であり 俄 l夜間 ill 築 1:1勿" 命木巡 の 金 除 き 激 減 の ‘ 治 を 辿り つ、めりよ す。- j ' fl{ の

に 土 で 無 念 及 11 ' しつ〉み る引! 映は泣憾に耐えない 設 計 事 務 所 及 詰H・'%::脅(1致; 命的打畿をうげ ること

今 どれだり騒い でし法規( 主的1 ，1 ' 心 れ 十 lP，来 るどり になり よぜ う力 、 それは J}: む合得な い 所でめりま

節 約 しl時局 に善 良 すべき fごと忠ふ。一城 に云へな ぜう o し/ J . し建築界全般 と し まして( 立政て悲椴 lt

いヵ: 1  果報 は終て ｩｾＧ て ｬ と 云ふではな いか ｯ 極端 守 、 やがて氷るべ きた す ｾｾ， ｬ の ｴ Ｚ め 、 むしろその準

な 例 だ が ー・・ 信iili ，' f 代と して、縦十極的な則意を しておくこと L 民

明Tごらうと 45‘ へ土 す。

鎌 田 定 憲

( ー〕 内凶に ii全て (: 1 . 相常深刻なる不 i)もを床し、従
今 津 吉 桑

て Ｎｫｾ 向官主な染者の〆 ｹ ピングに 依 って 積々不 快な (  -) 戦li 寺惣市リドの池袋列‘ に多くの :新らし い:j(，lj f.¥

る li l:t li { t >暴露する事と忠ひ 土すO 然 し 外地 にj冷て は持ち ＱＡ ト な いが 、 然しこの自主総さ Ｑ ＱＮＧ ＱＺ 環境ｾ 見 な

し キ日常多量の ｛ Ｍ ｪＺ ｾ ｊｾ カ Ｚ吾 人を ｩ Ｎｬってゐ る筈 で す ｯ ! l して、 か へ っ て 無 駄 の な い、 土と土つ1:建 築 の

〈二〕 小3史的な 立 咳. からの付旨はやめにして L つ 分 野 が兄1¥1. される系も す る。

ともっと恨力なる統市IJ にし il l 1してu < べ き だ と 忠 ( : 二〉文書11司王泌 の 経 験 全 基 礎 と し て 羽 化 の 日本が

ひ ょ す。 そ し て li ir 項に申¥- ーに近き将来の新しき 7 こ の 過 大 な 要 求 に ど う 燃 じ る か、新 ら し L、課題が

イール ト に お し現 地 の ロ ー カ ル の 認識 並 に 之 等 の /1: れそうでめ る。 現 (J: n本 の 個 人 経1努力では解F九

工事に到する 物 と 資 本 と の 閥 的な る供給等の jjlJ 組 IP，州特川、。 幽苓はこの 防 空 建 築 念 公 共的 解 決 す

全人; に 研 究 し てi泣くべき だと jaひ 土す。 べ きi時期 でめ るこ c 0焔感する。

山 中 茂 一 回 中 留 男

( ー) ＧＱ 召杓 ｬ 卜三イ ｉ ｾ 建築界の汲想と申し てし先づ ｬｊｌ ( - -) 日目不11 Ｑ Ｍ 三 ｾ ｉ ｏ 皮の建築界Ｈま 一 般的に ＱＱ 寺帰柄不

戦 局 が 何 か に な るか 、、、先決問 題でみ る。 先 づ」 海 批となり 、 1叩'11¥目¥1叫匹附背部l目t工?事Ji. 等 'i fr匹L需刷f係系工"!' Jj はH阪長皮に

戦 線 に め り て {ばI 、 浮本Ｚｾ年 ｬド 三訂叶 ＧＱ小 ｬドＺに我 ｅ軍Ａ巨巨 ｉ は同衛司 Ｑ京［江 ｅ の 小間 ｅ距担出縦 Ｑ佐 ｴ 泡

b  ;這名釘f行i < 事なら八又L北|わb文に 4めbりて[ はま大牛1資li筑!a河可sを「突破 c: τ )  I峠博局 1ドJ に於て1繊浪鋼の 不J足主に就而直接闘係dゐ

し幾何かを営ＺＧｾ遜笠じならＯ八 ｬｏ ;! t 内 家 古 の 力 阿 に め り て る孜々雄築 業者 が 最 L 認 識 し 居 る筈にイ、n' . 工 事
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の絞 Ｎｾｉ ，、 ｬ こ ｩｦｩ ｊＮじ指導 的 ｕｌ ｦ に セち て之が自治的統 ｩ ｩ￬ｬｪ そ こで夜、は llii 急が臥i州大限後さうでみつ 1;. 伐に

を? なす l:t t I' に緊要なる事と存: 似 彼 等 の r，節子にかりでl ， J と云ふ是正i銃を持ってJ 1 [ ;

の 力 l釘の研究に来日占しいアルバイ トを傾泌するイf

松 本 儀 八 志が ｲｉ Ｇ， リ ｩ ｩＺる でめら うと 云ム ヨ ｉ Ｍ ｾ 想像するの で ｩ￝Ｉ

C ニ) '"幻司 1--の捻 述 築 界l: t 削除資金 ，;1A] 笠 法、1yQ鋼 る。 之れで 1， 'f段位1と云ふことにな るか刻1G。

工 作 物 築 造 許 可 規 則、11' 1ふ るに銅淀川， ｴｪｬｊ ｬｱ ｾ 等によ

って幾重にし幾重にし統『削に統，iil J 合1111へ乙，11. ( 僅 宮 田 秀 積

に 資金 4淵埜法 '1' 甲叉!ま 乙の 古¥¥に l鈍するJ : rr需 工 染 lこ ( ー ) ;l..hi'i! とし 1: Ilt y，l を: ｾ Ｑ 織がされ仁 昭和 Ｑ Ｓ イド ｛土

ｾｍ 係める工場等の述 築範図に｛ｱｻ乙れて肘 る 〉建築 幾分の見透しｾ : t めるとは云ふ L のの、 うた5長りその

芥の ｾ￭ ｊ ｩ 会は大に憂慮に場へないしのがめる 。 比 際 コンプ レ ツ スＺＺ＼ｬＺ ｈ 何 依 ＿ ｦ さ ｴｬ ， 尚 一 ｽ町 、 新しい ｾｊｾ

f1¥-f'i ! : 云[ます' 業界主云[土宇進主主に掛l f : 系める |咽il:t l士 宮主力［炎 昔をして 、 日正に ｾμ なしのになること し漁［ｬｦｾ

一致;協カして比重大時局のを人: ! l - IHぽに 到し斧 唱す され る。

ることがな務であら う と忠ふo この祈 しい 長 栄 公 凡i t 1うさう とする こ とは株 民

亀 井 幸 次 郎

Ｈつ「 反 らし い ｬ 雌 ｪ と 云ふすｾがめ るが 、 此の

改怨 と云ふ位 此の言 Ｑ 廷の持ち ｬ ほとを ｗｉ して ｦ ， ｬｾ Ｇ る ｌ の

はそんなにないと思ふ。殊に ｾＱ ，巨などが Ｑ 正 予 勝 手

な数字や統計を774C ベて 、的 * のI象旬、伝説 き ¥1. て

る ｾ ｊｾｾＡ ＮｵｲＮ々減 よされ るの でめ るが 、 比の位 ｦ 也をめ

やょせ るしのはないと忠 J 、。 よしゃ l誌がー彼 等 の

ｉｾｩ Ｂ ｭ 像怨色 云ふもの と ｾ ｊ￭ ＧｦＨが ー 欽し ｩＺ からとて 、

それは - (1，) に 彼 等 の 科主義的 ) j i 去とl i J1J¥筒のf . ¥E秀性合

説 明 す る し の と は 忠 は な い。 l !JJ ち、 只 それ は (1.自然

の一致が Ｚｬｾ 貨として ￭ ｗＮ へられによででめると云ふ

のが挺らしいほに忠ふ。イi'J 放 な れ ば、現代の科塁手

と云ふ L の は 何 虚 ま で も ヂ λ タリプチプなしので

h制 の介伝公正午さな いと 云 J 、| 震外性がめ るか らで

IflI 1， 後 ;恨11ゐくまで後想で 、 下意見を' 介 (1: させない

［ Ｈ ｾｾげ ｬ こ ｉ ｈｲ かないからでみる。

そ こで込嘆界の改想と云ふことになるので め る

が、 「わかり 土へん なj の 五A で必きる絞なぷが

する 。 然し; 乙れではみ土り材、がな さ過ぎると思ふ

故 、 JI 下1象: ' J ¥、の放な L のを" 口述して平/、のム'( {e {士?二

し? 二いと思ふ。

X  ×  ×  

11 .文事過 の 祈 りから 、資 源 節約 の放 火1j ' ( 闘の ー

に鍛材 � ［ ｾ げられ ｩＺ のは ＱＧｓ 然のさ Ｑ ｛Ｎ と忠 ふり れどし

之 れ が 建 築 界 に 奥 へ 1二彩響 L 致 命 的 な も の で め つ

れと云って L 、 ゐながち過言ではなからう。乍而

J1bのIJ[. ')'1: は 「峨 材がなげれば'現 代 の 耐 震 耐 火 構 泣

物 の 構 築 が 不 可 能 な りや J c. 云ふ'淀川 を各大皐の

総2在感激主 に'剖捺して居 るオエヲ ) j の 撃者 逮 に 'It

せ r: ，れれ 、宿 題 の 一つでめ る秘 な 糸 が す る。
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でなくとＱ， Ｑ 主に窃ｾｾ，、なことである。そうかと云っ

てかう云 ｊ 、 ト ピツジが 、 かう 云」、正 ｾＭし ｌ 、Ｚｪ ｲ 柄がぶ

イ Ｑ Ｚ ＱＺｴＮ炎託をするでみ ｛ ｾ う か と ー去ム 卜者の憶 ￬ｕ Ｑ ｪ の気 ｩ に

Ｉ ｾする ｌ のではな ｬ 吠な ｌ 、 。

聖歎文4作r' -古前i甘IトdのUのJ 小5先1.
1
;/術丙的に貢批上千令1" i巡並 f化七の j力j 1則i吋リとカか、を含「持/ 1'，

すこ主 L

一のデ列1リl胸飽獄Iの照 明袋 位として しここに宅現見せる L の

(ば主上周q と々 し?仁: k壬Z空E5含ケ剖 する '大入海Z除京をを? 、遂返望しうるの

みで 、 それ からや'1 らもII 停竹 な 永* へ の志 闘を制 11

1

，

す ことは ｉ ｐｴ Ｊな い 。そ れが Ｇｬｾ［ 然でめる 。 何故 なら

この ￬ｬ Ｎ主 ｩ ｾ ， Ｑ Ｑ こ向 む 引 ＱＱ Ｑ をＧこれにげでは説明っきそう

に L ないか らでめ る。 fごか らと去って 、功利的な

近 頃 の 詩 人IHたして この波l則合めきらめの心I完全

以って むかへな t 、。 このn材、からこの波岬れこや! と

かして色 、 r  ｦ ｬｬＡＺ［ｊｦ ｾ ｊ の機舎をねらふ 一 部の人法の

ｮ ｾ る の ｌ r-Jそして (1暗然なことではな い。

乍 然、波 1--にi久 ;ミ木 の 葉 I H、っか II 7jt 底に? 立す

る運命に ゐ ると みなりればなじな いとＱ，ｾＭ へら れ

る。仮りに排! 日にイ従来 して L使 来11局音¥¥(11，) な波で

の従 来に ｊ ｉＺ土 ｨ 大きいｬＡｬｊ ｊ ［ ｦ，ｾｾ どう す ること ｌ :1 '， 

何 な い 立場1 こめることを熟知l すべきで 、 いづくに

ゆくと L しらない潮流の トーの rWUk=主義 J L舵 の

き かな ｌ 、 船会嘘 へな い ー 、 ＱＱ ｲＮｾＺにめ る 。

むかしの ｾｉｉ ＼ 甘え 予 ｫｾ 夢みるにはめより浪沌と な

りすぎ 1: この liI: の '1' では 、 J I - _むな〈 、過去と毛JL( 1ー

をながめな lますより外に迭はな L 、G その代 り がっ

ちりと尚低放と潮流の16Mf系企みる気象科筆者の L

つ挺唱にる) 程度を' 以って 宅むならば、 '!iJ っ て む か

しの自己満足のにめに延長位、h義よ り L 永井ミへのM

極性 を 心 底 よ り 泌 すにさ る L のでな し、 かと云ふこと

が 一般 のn識ではめるよ いかと' 1j l : 者 はみる。



建 築

干さたのｧ［泊りほか 比 るｾ［Ｚの ＯＱＧ， Ｊない我々

建築家にとって 、 過去 数ヶJ l I ilJ の)，I; .J閣の Ilt

ｹｾ はあまり ｬ こ＿ー〈廻り過ぎ＿こやうに忠はれ

る。しかし、 これからは 、おそらくもっと

念激に我々の何回は 、 その方 III向百訂l をを，鑓へて{ 行J  

〈事 であらう D そして新し L、Vイ寸巾'↑h山h

れて行〈で dあbらう O 此 椋 な 激も縫Eの l枇11忙l上:J界l早よのI買毘T主4  

HI Jド1にめつて 、我々は話す事もなく 、 J c!tミ

然と此の↑ ｉ Ａｊ ｾ 渉を 見 送ってＩＮＧｩＭればよいのか 、

そ うするより他仕方がないのか 、やがてx .

来るかもしれない昔ｦｉの Ｇ ド手 ＱＱ と交通の ￭ｕｾ 忌

を、辛 持 強 < 1Hこうとするのか 。 もはや今

まで 7こどって米fこ航態はif f されないで、 ノト

や 我 々は一つの亜太 l岐路に立って吊るやう

に巧へられる。

建築は ｾ ｊ 論そのん ＱｾＱ｜ 分が平和的地設でめ

り 、 ょ がみ Ｚ ｾＨの使命でめるから 、 Ｇ Ｑ Ｇ 時に Ｉ Ｑ ［

7;: 時やi臥時の: t j ; : まで を:.15/ . 伝に入れて行動す

る必要はないかもしれない 。そ して、事もさ

によって或程度の不振を米し、従 っ て 火 染

者を /l ' ，すと 云ふや うな 犠牲も 、之叉11" . むを

得ない事かもしれなし、。その J :銑 銅 取 締 法

の如きは 是のお ＱＱ 部に於て質的に 即 し ｾｾｴ し、幾

多のwと貼もめるで あら う口しか し芽比々が今

こ〉で %へ? こい司王は ‘ 法の不備な型則l1をを?汁十指旨削折摘布

して控骨議義し?七こり|似臥羽涼l ' I↑ h附'.1

れ ば、失 業 J守は どうすればよし、か を 巧へる

事でもなし 、。 もっと遡って、ll! 築 界 が今ま

;内 i砧 築 の 前 進 ( 本 多 正 道 )

ｈ 噂換 ｗｊ を ｬｾ￭ｊ にして ( 組j ド幸次郎)

;; ｾ＠ ｾ＠
句 Ｍｾ -

ｅ 】 ｾ 5  ｾ Ｑ ｣ￕＮ 問 の制 明後日己 ( 新名和犬)

の 前 進

本 多 正 道

で取り ｾＨつ＿ こ 迅 ーは ｉｉ しかっ＿こか 、 今後もそ

れでよ いかの線本問題に陥れて考へて児fこ

し、。

折しも協併で主1mされ f二人; 工徒弟に糊す

る出談併の j市 1-"医者目立、大工徒弟の志願1 i

が激減しつ〉ゐって 、数年後に はその跡を

断つ松な恐れがあると去五、事全 J f にし? こ。

諸ユ: 低の「っかさ」 として、 i字敬と自主宇心

の fJJffkをほこつ fこ太:c 色、/;--は めはれ示1: 令

(I f. Jに側めて不遇でめって 、急:iili な下向のー

［主を ｾ 1こどりつ、あると云ふ :OJr でめる。 しか

し此杭な j状態はむしろ iE然 e ｾ ＱＵ へるのが至

岱で あって 、 ｪ ｦｪ し 、 徒必 Ｑ Ｑ￬ Ｑ ｊ ｄＱが今まで ＧＪ￯ｾ ｾ 、＿こ

事こそ 、むしろ不思議でめる。ところが、

ょに穎似 の 欣 態 は 建築界の多 〈の方面に松

強く 、子千↑ 民的に時イがして j刀て、女nらす・失11ら

? の川に ru築界のi l l : 歩を m守しながら 、辛

じて fl ll: 千? の進歩、鑓 平に ffi 従 し て ボ fこが 、

今やも う("J ともしが 7こ〈な ら うとしてゐる

のではなし、かと云五、苦手が必へ られ る。

勿，ii命辿築技術も ill¥tv しつ〉める。「銭と

コンク リートとガ ラス」が既に永ら 〈新建

築 Ｑ［ ＱＢＪ干の代名 ｾｬｩ ｊ のや うに 云ひ神は されて 、

ガラス の 家、)l1天位 、悲のない家等々は構

造 と 設 備 の 進ztーを示す記念/i! j ' . のやうに誇示

されて尻ーる。成粍多〈の新しい建物lま新し

い感先と充分 のＩＡｾ ｻＮＱり ｪ と既日と冷房とを＿持つ

に的 ど完全な ｾｴｴ ，ｲ， の察官長となっ ｔ こ 。 しかし Ｎ
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フォ ード パ一人が 、 生れにての幼 ＮＫＱＨ ， な ｉ ｾ ｉ JilJ 

}!i を、主主に 11止もめりふれ 1=必 要Iil11 として 1111

令に i去り /1'， し、ょによって ;111: 令 が Jl o常 な 使

誌を千尋てゐるのに比すれば了、 もっと生日に

総 援 な 闘係 のある挫築が、 その )I} 態 に も 生

産方法にも商同一新するやうな託Ul 主公認め

得な いで、官態依然としてゐるのは何故で

あらう D 之は一両示1:令がf I ' に附する jfutbを

さほど要求してゐないと去よ、殺ｪＩｾで めるか

もしれないが、一 l凶建 築 家の怠・11's安 逃 が!Jif

1).; 1である 34 も否定 IH? f < : ないであらう。建築

家は 、大二i二と同様古への光柴ある地位全失

ひっ〉ある tこか〉はらする、他の技術者 とも

がって 、 今 f，¥j 古い体統を踏製しつ〉あるや

うに見える。

又建築家は建築技術の特殊性と去五、 ｾ ｨ ーを

主張する。即ち他の機減、電 気、こ1:イド e :Zd 、

技な技術とちがって非常に復制[ で 、谷 和 各

ｩ 践的と・ ｾｮｾ 数の材料の ＩＺ ＱＱ 識 、 制ｩＱｴ Ｑ 二の知識 、

施工_ I - : ーの知識、建物の脆々様々な JIJ 迭に It討

する知識は勿論、要術的私益、5ドL象の会11識

共 f也設備に必要な他の工撃、理翠の必要勾;

非常に多〈の ＩＺ ＱＱ 識を要し 、 そのぷｾ ｩＧｉも施了Ｎ

も ｉ ， ［ ｊ 椋に側めて俊雑で 、 経 ｊｊ 庇橋 を匁け ｦ こｾ

i芭をぜtつ? こりするやうな技術と 1，;] 1ft に諭す'

る事は/:{'，米 Tょいと云五、のである o J対主複雑

であり 、 多〈の知識を? 要するが Ili文に、 kll 築

技術7i - ( ま} l i'{ < 浅い技術会 Jij つ34 となり 、

児之も _11上:tむむf‘ 佐f得与ないやうに忠lは立れる力がzヘ、此

) 嵐起にも現{ 代℃の科昼謬製と] 耐li l 千令?とに 11削l削凶削! 臨位佐: し切れな

い 今 まで司の姐建［築技術 Ｑ者ｾＩ及え ιμ Ｚ Ａ共Ａ民 ｌぷ叫Ｚ 日市巾制 ｬ ￬制川附 ￬ ｬ川山ｼリ引 ｬ打 ｬ皮 ｩ主主 ｌｴＭ 廿 ｬ

型貯貼ザ仏1カが: あるのではなからう力か〉、O そして止必辿u築 と

云云.へはば.ゴ升非|ドミ謬問 的な技術、建築家と云へば尚

部な構位のない技術者を想像させる。 即 ち

素人との差めまり速から子、従って何時も

}iUi :: i-: からイiリ彼: e:技 術 トーのイ、決 1i- ごh 安全' 乏げ

る。之はぬi主にI1 I ¥併がないと云五、よりも 、

技 術 に 椛f立がないからである。之は従米の

ｽｾ ｩ Ｈ く出い技術と ｬｾ 基 Ｑ ｩＭ基術家 主ドｻ質と 、 時代

に 日 ＱＱ しない ｾＧｩｾ 、組織とが合して 、 え ｧ 築界の
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:lit tJ;- :{f s  11守しに e )5へ る 事 b11'( て不常では

ない t 考へられる 。 ものすごい進歩、準 備、

ｉｾ＠ I-l!f 、 そ して数-1-寓の) ( ' ，1' : が一瞬の11¥11こ何

一つ下ぬかりなく整然と動[1 される市隙の

組織をはれば、ｾ築技術が佐料 ｈ ごなどと吹

ijldl'， ボな〈なる。時節柄率制lのやる j i -に什

感心させる liii に、迎 築 界、kll 築技術- x の虫! 日伝

ぶりを? 恥じねばならぬ。我々は今新しく民

ｉ ｊｦ ｊ されやうとする ＱＱＱＺ 外の首白 ｬ こ ｩＯｾ って、後ｩｌ

ばせなが ら一六逃wと特換に I，"J って努) ) せ

ねばならぬ。

建築が他の工業に比して幼椛である ｾ ｊｦ は

否めない事買である。千何百年? ! < : 使川され

て?!<: 1二本jslll 築 が、I j l課のやうな改良をす

る? こめに 、 円本を背負五、少j止辿築撃者述に

よって仰々しく貨験されつ〉あるのが現!Ik

である。型ばかりの研究で斯界の事者イこり

樺f，，-7i 'j こり得るのも、辿築界のみにあ・こり

得る特児な現象であらう。辿築に両度の早

川が要求されないと試ふ事が、進歩をさま

ｔ こげる枇も韮んな ｉｊｾ ｛ 囚である。某所に於て

行はれる辿築技術ＭｸＮ の Ｎ ＡｩＡＧ十件 ［ｩａｊｩ 段には、ノ ｪ 、 ｾｾ

校 の J-_級 位llt のゴ) J裂と数撃を諜せるが、そ

れを全然11' ，? ! <: ない人がm世にある。之でも

今までは建築技術- x ーとしての生命があっ7こ

から 不思議である o tごから素人にも 、多少

の素質をｽｾーも 、 ｫＺｾｾ 騒を得れば ＱＱ｜Ｊ る司王とな

り、専川家も，:':jl .瓦- の製識守ーは一比あまり役

に;心:1こぬやうに見られてゐ Tこのである o ，'i  

い習的 lこ1;1;j められてゐる事、袈術的ー1(1I :{f 

持つ 三 ｝ｩ、 不平 Ｑ Ｑ Ｈ Ｑ 句な工事である ｾ￧ 等が Ｉ ｰＺ り介

って辿築術. 辿 築wの進歩護L主主? 山守しに 。

然 ら ば、此棋な沈滞の7 u ¥態は打破! - I¥?! <: ない

ものであらうか、近き将米に於て 、建築界

lこ:，* ' 新のおこり そ うな可能性は1切れ1' /1'，米な

いものであらうか。繊維工業に於りる人組

のtll ｾ 、 Ｓ ど ｪ 心機樹 、 辿信機闘に於りる飛行

機 、 ラヂオ 、テレビジョンの虫11 ｾ＠ 1，'1:ーたな匙

歩 登j主主? 、 fト，:2: ｉ こ 、 ｾ築 ｷ に ｮ 笠する Ｚｾ ｊｩ は

2J Simかもしれなし、。しかしヰl二、IJ . ! . /I: のB¥



築技術はあまりに幼縦であるが，｜ＩＨに 、 ｾＢｊ［ ilii 

の進歩護建を望み得る後地が、聴されて) /;.

るのではなからうか。

挫築の 制絡化、工場生産化 は、既に 占く

から 叫 ばれて居るが、未r:: 何雌で‘ も成功し

てゐない。自動車は米関に於ては五 人に一

台と去」、滋異的数字を示してゐるが、{. I :宅
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は ドU¥!.I!I の 人が五人に 一つ又 は四人に 一つ

の書1) 介 で所有してゐるものである。それす

ら工場生産化しないのは 、Mllが許帥〉にあ る

筈: である。完全な革新 と秩序の下に 、故も

近代的な こに準 、工業としての建築技術が確

立されねばならぬ。

日く 、現代オランダ主主築のグ ロテZ クな挺似事、聞のねり? 二本ォ ・エジプシヤ y 、ハリ

ウツ J' 仕込みとさへ見える支那様式と 。成復建築家は毒事術的アマチユアでめると共に 、

秩序め る近代意識の持合せ L ないやうに見える。

車事 換 期
か

ι

クま ｉ｢Ｚ 築の貢 ｴ 曾 タ ｬ こめ ら 守してク鐙築と貢土ｩＡ￬ Ｇ ｾでめ

る|浪り 、 年に 一皮位言ひ? 二事を言わして L らひ

守二ひ ｌ の ｴｾ Ｎ ｯ こんな気持で ク駄然。 ｻ･ 弄しれのが

此慮に ま とめれ「鱒換期l 台所Iにして」である。 j否

前 し てｾ乙

亀 井 幸 夫 郎

献に酔って・8正に i y ヤペツタ」と云ム程度のし

のである故、 見t言語主のめるところは、酔言の放

なるを 以ってT象めのお許ーを。
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9  1  日支事愛 と日本

ui 吐外は 入額のTこめに興へられにもので

ある o IL::lU Iこして勤勉なる阪1J _ 己はこの土也 1'.

いかなるところにおいても、母子耐に ｾ ｆＮ イ長し

生前を手 イ ｉ し 得るＱｴ絡があるｾｾＺである。し

かる lこ: 怠惰にし て過 去の諮らlt のみによって

斗主耐に生出してゐるものがある 一方に、」ビ

直にして勤勉 なる岡J _.c j); 生イ{- 佐拒まれにと

するならば、 これ lほまどのイ不4公，ド力が: あるであ

ら う か」と云よふ 、 言 Ｓ葉 ｩ程 ｾｉ はまム、Ｎルｻスヴヱルト氏

のシカゴ演説に反駁して我力が4外了務j穿f，;出t局力が;' 1

報部Iι 込託- 談として琵衣しT仁こ搾|印明リ別j lドの一1部1司郊i官l分 で

ある力が5ヘ、( 人:J;i) :引机i入、 lは2. 1川O. 7  夕 刊 参Ａ附Ａｾ以ｻ任ｻり〉入 、 世 J外早

はいま二つの現i刊拡U状j火〈打倣勢カ t 一つの現J IHjI:

持努力とが激しい抗争を杭けて万川 、今や

;東西の各々の - [ {J に於て 、VferflLの惨雪崩 十

るまで lこ展開して氷fこのを 1認める。

二つの現欣打依努力とは 即 ちそ の 出

ーはソ聯による ドU¥!.ffi 化政策の勢力にして

その第二は1住外資制の再分台| ほ円棋とする

ドイツ、イタリ ー等の閥次である。ところ

で現欣維持勢力と云ふのはi J l すまでもなく

イギリス、フ ランス等を iJ l 心 とする同次1: 下

である。然いまわ力引 本 はそのいづれに属

し得るや H づ、に、円イヰの望むと ころは 111:

界資似の 1ヰ分書IJ とームj 、 よ れ む し ろ 111: 外資

似 の開放に あるのであるから 、以 上の勢力

のいづれにも属してないといへる。 七 が烈

し、 Tこ-:; _ . 事世界現J 1kの不イ刊¥1，を打Illl せん

とする熱立に燃えて、それを行動化する時

ドイツ 、 イタリー 勾ーによって id- も粘判l的支

持を受げること lこなるのは事貨である。

世 界 の「持てる岡」が「持? こない凶」に

到し、既得権利の譲歩ーを無晴に担否する場

合 、 その解決方法; e して戦平に訴へられる

場合が多い事は医史上 の事1
l

rで ある。

ところで 、我 が 円本はど うであっ7こかと

去ふに 、 昔から ＱＭ ｜ＺＱＱ づｼき」と疫病の責任 ｰｪ ｊｾｭ

j伏態で 、徳 川三 百年11¥1、三 千高の 人口念場

1 8 6  

ｩ 成 なしに ［ｾｉＧｾｧ ｬｪ し て米＿このである ｯ 1ごから山

海の継を| 羽ぢて、をl ' i岡を行ふことが可能で

あっ? このであるが、 「持てる先進ほU とし

て 、 ｭ ｾｩ ｾ (1 I1 人の使命 (I をlr暗し、イ{ 色入

院 ｼ 次を ｲＱｾＩＱ 持」し紡けてＩｪ ＼､ こ外凶は 、 鎖岡

まかりならぬと、 illWl 漕. v f ，{ に於てあの{ 自作

による大 Ｏ ｊ ｾｊ ｊｩＧｻ念行つ ｦ このであつに。せつば

;j Jj つに我岡は、明治の利k新を断行し、 I)f J凶|

による向ふ隣り刷 三 軒の交 Ｑｾ をＺ， Ｑ 日 ｊｾｦ￬ しにの

である。その給処は漸〈にして うl : 匙闘の陣|

次 謹制 を星第ぴとる丹)I までこぎつけ 、 とうや

ら一人前の笠) ) が培養IH-sj q このである。す

るとにちまち我同からの砂民は締め IJl， しを

喰 lまされ、四11'): 襟砂ともえふべきぶ 'F' 作 1-.

にI司って 一人の移民をも jまれないといふ脱

J1kに出| 印ーし? このである。

物 資が之しいが、文句j 附として i円きて行

く? こめには 、 何人としてもそれを和n給する

に足る資似が必要であるのはi J l すまでもな

い。而も資似の極度ーに 不足を感じて JI
J
;' る現

ｆ の ｲｉ 本に於ては 、 一 憶に近い人口が、 ｾＱｾ

L  、 ｬ ｾｰｾ Ｑ と小島内で定息、 ｪ 伏態 ｾｲＮｩＧ ｩ げて ｪｩ 〈Ｍるの

である。此の時にあ? こって世界は至るとこ

ろ京地7ごらけで、千古 の肖iJ;;[ も、人 と技術

と資本不足の? こめそのま〉血れてゐるのが

どのくらひめるか; 1:11れない。か〉る自然の

Ｑｦｩ｢ ［｛ を利撃と技術のゴ ｊ で ｉｊ ｉｾ 設せ十にお〈の

は、字 'di e 人傾を創造しに jjk物主に到して

門前であるとも云ふべきであらう 。そこで

我 が r¥本 は、 その盟h; げよる人的資制l を従り1，:

しf こよD:-.l 設の臼然的資制のIJfJ 設に京) ) し工

やらうと云ふのである。で 、 ｪ ｬＺ つＧ子 ｾｦ ￬ めに

あー隣りからと云ょ、ので、隣接 闘Tこる支那) . . ; _

陪にがlって、有能なる人的資源を給供して

.t!I l れんとする自然的資iJ;;! の問殻にブJ を貸さ

うといへば、大手そひろげて之れを食止 め

る抗 日勢力がある 、 としい、ゴ」ふ、 の力が4現下下- の1笠安i

でめらう O

iぬ洲は嘗て、ごーl'寓 にあまる 、IIW卜.の JJ;

r の血と l勾を以って127露のも訓告から救って



やつ にのである 。その後)1十年間に支那は三

十高からの診民主? 法って 、最後に は抗 円排

円を以って恩を仇で返 す始末である。

いく ら日本 で も、満洲から締同しを食は

されては 、 もはや岡家として死を選ぶほか

わな いので、 11:むを得予「満洲事境」とい

ふこと になっTこワケである。するとそれは

日本の「佼略行魚」であるとなし、九同僚

が)1主反 、不戦僚約泣反であると 、聯 mlが騒

いfごり 、 スチムソン氏が起つ? これリツト

ンyf!Pヵ:叫 んTごりなどしに 、茶有干31: ，- 11.バこい

なことが行はれ? このであっ 1: 0  1:' が、その

後五ヶ年行除を過ぎに今 r I 、己の 阿 川1食物

にされるのを土11るや7，11 らす' や 、タト同の叡吸

を尿J l )Jであると遁1ri -し、市もよれをnW- -の

によりとして 、 支那市 ｉｉｾ はあく迄抗 ｮ Ｚ む識

を持続してボ? このが / )' -n の事態を招- s j ( しTこ

のであると看倣し得る o ・計し今こ〉で

文〕路地| 品を縮〈ならば、JD' iJRと浅口をつな

い砂漠鍛遣はイギ リスの乎によって遂にうヒ

成しにのである。脊討ちから漢口まで ｊ ＡｊＭｾ 餓

mで、漢 口から 北京までは京i:X! er' 漢 ? ) 紘

と云つ ?こ様に 、此のこん幹料によって支那

人;陪は南ーから北へ縦断されるに王つ? こので

ある。そして此のこっとも主としてイギリ

スの手によって完成させにので、イギリス

人が利樺を握って腐るのである 0 ・即 ち

イギ リス人の技nwが イギ リス製の iJli J一位機械

で 計 ｲ･Ｚｾ なし 、イ ギ リ スｾｾのレ ー ルの ｊ Ｍ｟ を

イギ リス製の機闘J j i が走って昂る ワケであ

る。此のn¥J にあって粧t内的な大芝居を打っ

て 日本 を アツと云 わせに リー スロス氏 よ り

も一足先に来て居つに彼のハ モンド少将は

銭道政策 の大家であ るさうである。 彼は全

文の硯療を完了するや 、 リースロス 氏 とn

本で落ち合っ てその報f今井を乎交し? ことか

常時の新聞 は体へて居 る。兎に角イ ギ リス

の帝岡主義は雄 大な規投. と機柿から成立し

て昂る 。タえよ、 カリ[1 ＼ みえ て Ｉ ， ｾ￮ て失は す ｜ 譲

るカヨ日〈し て決 して譲らや、決算商を地球

全韓の上におrいて居る 。Tごか ら世界地理の

毅科書に薪干の費化を興へ るこ主によっ て

イギ リス帝問の岡防毅科書にさへな り得る

のである。

か〉る事1，¥1を悉9，11 し叉過去に於てイ ギ リ

スから予 ｉｾ ｉＭ［ 1:不をなめさせられて来? こ 円本炉、

抗 即位叫に師らされて吊る事を支刀1¥が'f 7l ら

ないで、抗 円一見ii 張りで- s j ( る限 り、 円本の

11' ¥'懲は市然過 ぎるf宅前然で、イlif J ，包から 押 し

でも一新の無即ーもなからう。

rl 本は過去五十年1:¥1に人 円はf兵力11しに。

しかるに狭小なる 品同外に護民の地 を求 め

んとすれば、名士也で相まれてゐる o '4に ア

メリカイ子衆同が、 n"j ，:がL2災の桁チに刊よし

んで J11; 'る民放 '1' ( 九 13、7、り に 、わが

移民をF >ILJ I: しにことは 人類 円然の法則 に反

することｾ与し し 、。 内人 の支配する同次が 円

本に紺i川 しを l会はしてゐる一方に於て 、才J

しrl 本がJViJI' ] " ( 1人の1Jt.命 fI に服従し }f!有介

行政I(.f の抗 円政策に語、従してゐなげればな

らないとするならば、 ぞれは円本に2 a巴、を

選べといふこと〉 同様である。

i ll :W.は現に 「持てる問」と「持fこな い阪|

」とのごii ‘ ひがある o J' fiJ J;l即料分配の 不公平

の!i 宅が，llt ごしく騒ぎゴ，:てられてゐる/)'-円、

れし此の 不公平が是正されないものとする

ならば、よれが解決はの注は戦下: と云五、 -11予

で行 lまれねばならな いのは必然でめらう。

ＱＺ が然し 、 我が 日 本は同作 流 の楠 利 ｾ要

求すると: E : . ふことは、}↓o下流の概念から し

て凡そ縁の遠い ものである o L! jJ も我 々、勤

勉にして jEl Uなる R:，j ，:凶1. 1!: は、人煩に興へ

られに 111:界の何庭に於ても 、さト子師なる生日

3Ttz，立し得る に十分なる資絡 を訂す ると 云

ふことを要求 するのみである。

9 2  人的資源の開発と

行政機構の改革

日 本 が ｲ ｬ ｾ 外に 持 ｉＱ Ｉ ｊ しに 「 岡際正義」の 要

求は「枇合正義」として閣内に もその要求

8 7  I  



が可能であることは 、 Jj{{ て此l認に近f;;;(I¥1il

の ，flEそり| 川するまでもなし、。然るに我同

には、 Ｇ ｾ ーから ＨＧ Ｑ j 政機柿改小. "ヵ ;nJ I.ばれ 、

以 引l寺(ま - '1"，1¥1引 J にさ へ移 されにこともあ

っ fこのでのる 。 1- ｊｬ ｦｉ Ｚ 千訂 正 義」を ｨｪｾｴｾＡ ｾこ しに

現 下の'1' 1:; 勢 lこJI (i.して此 のfi i:今 11 i主行政次の

玩 JF物化して日つにものはなく 、而 もいじ

〈り廻せば加す科改古どころか、かへって

己ｾＮ｜ＺｆＮ ｬ こ絡 ｱｦ￬ し＿こさ ｬ ｦＮＱ Ｇｲ i.> r̂;: X.  ( I  1刑法1 し7こいの

である。

我々岡i ぐからすれば "1 ｪ 政機柿の 改 ｉｉｉｉ ， ｾ "  

の 円棋は、 J. t  t" i-L に機- H1!'t 、じりで行僚(1べj 明 J与

をふり 射すこ とでなくなしろ 、阪|誕の J，長{准

を'Jhll ，' ，jにし 、VF 卜. の ，)); [ - ( こより 多くよ1::://，の

宏之を件さしめんカ; f . t めに行ふところの行

政 運川の一千段で あ 1) 、政 治家の 人気取り

のnでな いこ とは rj l すまで もないと 思 ょ、。

株に現 Fの )Io常時に於ては 、〉じ抗日約によ

り、凶の粧がげJ (こ 1放Ili'Jrrごもせぬ掠 lこなすの

は、政 治家の行政 運川に伐つまでもなく 、

凶 ＱＨ 一人 一 人 の 心 して ｉ ｾ ｉ 琵 ｆｉＧＮｊ に民付すべき

ものでめるのは勿論である。然るに乍{ ) ' が

此 l起に JU( . り鼎げて識7 {'のn立を 11免起し 1: い

のは行政機桃の改 .y，: のーっとして 、 人的資

的;iの|泊費の必要に就てで あ る。

ｼ り ｪ 治 のなか頃から 、 イＧｊＱ，Ｈ ｾ ｾ の ｬ ￎ ｦ ｬｦＧＷ Ｏ｝ の 如く伴

って -)j q ごr:' yi イモ川令のよ:2I( .y;.こそは 、日jJも

此 の 人的資制開設に JTi: k.なる 役許IJ 念演す' べ

きものでめらう口子干祭の併らないおが=R: 然

思校の佼長になっ? こり、人I i ¥l の; 診践を 行な

っ ?ここと のな い有力 ;fMi#: 局長になり件る椋

な、現 代の行政機構を改革 してこそ 、民の

同術的 人材ーが、 "設 J占、報開" を質成寸るの

路が問かれる搾で めら う。

嘗 て、行政機械改 .ycのiJFi 題にのぼっ Tこも

のに 、行の雌合と云j 、のがめつ 仁、 そして

餓 道、i即日を一つにして交通千? と仕様の又

は、時ih: τlT{t' 一つ にして市務71' に纏め松な

どと 、伐ん lこLEがれ f こ;事もめ っ ? こので める

が、之れ な とはむし ろ オカ シイみにし、な も

1 8 8  

んで 、擁立t 円み; を誇る E見下の JI火勢 lこ於ては

内|件! の l;i; 主体全狭めるなんて 」三五、 二J4へ方はと

んでもないことで 、むしろ機柿改. ' ( . : の要貼li

は、日 本名物のーっと して;款はれて )，.r}る手千

代 の Ｑ Ｑ Ｎ｛ Ｎ ＾ＧＱ Ｚ ＱＱ Ｑ Ｉ｜［ リ」の立 ｮｾ 山間以生的な ｬ 寸鬼夜

行 の現 下の機州 に ¥，. 新のメスが |ごさるべき

で め ると い するのでめる 。 令 ［ｩｅ 局を ｲ ｊＱｾｕＨ こ

しに 1) Ａ ｉｾ 立 ｊ Ｈ こしにとて 、依 然として ｉＧｩ 物 の

ょせ集めのりiな 人的資似にけでは 、凶 }J を

殻J拐する者tiiliJJ に乏しいのは常然であって

か〉る L攻.y.: 方針こ そ改不さる べきものでな

ければなじな L 、。日Jl ち現下の参議; j ; 1j は世に

よる顔ょ、れからしてきうである。クリチカ

ルポイトに心［つ ￬ｾｙｾ￭ 投機柿 ｦ ごりの ｮ ｜ｊＺ 直 ｦ ごりで

も多忙を側めて JAるのに 、イI¥J ( こも総裁を引

張り 11
'
，し?こ れ 政慌の古 手をならべ? こりな

どして、よれに彼等の喜びさうな
" )(r. U:&1/ 

とやらの栴沈 ' !:'Wへ ? こって 、現 下の内聞

が ｴｬｮｾ 良されるワケでもな ｌ 、。同民Ｈまか、る

卸よくれをJ i . ji jへ fこ現時の汚年了l・mに到して、

むしろ 以外 の ｬｴ さを ｩｾ ｾ めＱＧＺことで あら う 。

然 ら ば、我凶は 、物的資似のみならす' 人

(1"J fti1f，[(こも、 !m! 折11をJ次いで日る のでめら

う力、 ＨＧ手 ｾＢ むしろ 人的資 ｩＱ ｦ，｛ ( まふん fごにイが

ずlーし て) ，1ｾ Ｎるが 、 Ａ日 ｬ 設 の ｕ ｸ が下されて ない ・・・

… と云ょ、よれ 開設の迫力Z聞かれてな L、。

し 衿;へるのに何等の臨時の必 要認めな い

のでめる。

岡家の可i:A方針ーが決' 之される内閣は I kt ，

1: ¥1、老大家によって代る代る引檎れ、政 治

の動11氏鹿化でめるとか、政治の化石化など

と、 ジヤ { ナ リヅムを相官;騒がせて日るう

ちに同対の政治的側 心 が漸や ntt i.ら ぎ、 政

ｾｾ，［＠ e 岡民 主の出IT . 反が嬬持になって- ) j q こff芳、

背 年I'i i刊としての近術内閣の川現は、此 の

沈滞し切っ ｦ 二本ぷに 、 ｴ 設刺 ｦ こる生 ｾＺｻをＧ［Ｇ !J iJ へ

岡1¥; 全簡をして 、 どれピけフレツシユな 11;

担金い ｦ ごかしめ＿ニか ｾ ｉ り ｪ 、 ＱＱ れぬ。それはＨｐｊ

1吹かと玉三へば。その んき な!) ;f! A: 1の一つ に、

彼 れが四十 代の計さそ持つからでめる事を



ｾｈ げ得るであらう。 ＳＸ の才ｻさを＿以って現 ｈ 寺

の附洲のみなら十倒木の d火山牧J削こ頑張っ

て/，li1.> l' 主のイ { デン 1(: にしろ 。老人; 岡のド

り以にめる兆I;'l lに一つの日 ) J を興へて} ，r ; -る

中去なもので 、 めの ｾ［ ｉｕ 司 を 一 人で Ｏｲ れってＩ，Ｇ ｾ Ｎ＠

ふ拡ーな現下の英同に於て 、彼れの1mｾ＠ )'，:主

政治米カ ［ｾＯｾ Ｍ ＮｫＺ ｊￍｾｬ こなって川ることは 、 まこ

とに? このもしいと inまねばならなし、。 よし

人ば現下の央同の外交が火欣し? ことて 、そ

れを? 彼れの外交の火l政に師するのは 、あfこ

らないので 、力、、る場介彼れ以外の司tれを?

持って＿ｪＨても犬ｊｬ ｸ する ｬ こジとまってｽ， ｉｾ る。

司 ｴ が何んと［えっても 、 ｮｾ￮Ｚ 1  ¥: ｾ＠ "/T: nって1I  

く才Tは75- 年であ らねばならなし、 o 'j !f年はH寺

代のホルモンでめる oi l 句; 多〈の背年のな

かに 、人(I" J1tiJ);[ のイ{ - ( ，: しない宵はないと云

ょ、のが.̂Ii : li の主張でめる。

'(:-w- や政 J立等の I'i 顔全 J，ii jへ? こからと云っ

て近 ｦ［ｾｦ 内ｼ持 ｪ の ｦｬｬｩ 強 二 ＱＺｻＱ Ｇ をぷ ＧＴ えするものでも

ないのは前述のiili りであるがo -l <:WHi'L nに

ｽｈ ｦｦＮ ｕｾ すべき長 ｗｊｬ￯ 没紘を党・Ａ＿＿すべき現下の Ｇｨ｜ｩ

勢に於て 、近 1;:;j 内聞は同1"': がえ: 持すべきも

の行 、 もし岡ｬＮｾの支持に弛 みをｾ it-.じ fこ場介

l立、 7ことひ参議を二イ- 人にし7こって (JI]' の役

には ｾ ｜ＧｴＺ つものではない。要は 、 現下の躍進

n本 lこlfiJ. ; しい人 (1' ，r!tii f，WFJ設 と人材・の吟J i j( こ

めらねば白ならぬ。

" - 3<1:YR問{/ とは政治家 が! 日対米の亦了を

まんちゃくするところの介ひ ｦＱ Ｍｾ広Ｚてーはない

彼守; 白からが、此の念に燃えて行動して乙

そ、はじめて一般同氏にその1むをi 1f : れ得る

ものである o 'J. '(イ4 でなく行! I i J J t ご。これがl!P

も会岡氏にアッピ ールする生存{ ある無? ?の

珂t帰である 。 円本は如! 折き i J . 出」のある行

政次を求めて 1，'; ' るのである。ところが、現

下の行政機州ーを 以ってしては 、よ33: の必要

なる 人的 資似の川護にＺＯｩＮ ｊ する泊ーヵ ｾ Ｑ Ｉｦ ｊ かれて

ないのである。

此 の事貨をぱ現 ド の］￭ ｬｴｩ 長 ｼ に於ける外交 ｹ ｾ

にその例を取ること が/1 1 1 * る。

ｲｓＨ ｦ｛ｾ 外相は外務行の機柿本新 ｬ こかねてか

らの問ｾｾがあると新聞は体へてゐるが 、 そ

の後どれ1': けの刷新策を強行しにか削るあ

や しいものに 。 殊にノト円の駐イ ＱＺ 外交 ￭ｾ Ｎ とい

ふものは 、そのた小が化ヰ i同様で時勢も づj

らなければ、氾;:)i:{ もffi ゴ] もない辿 i いばかり

1': 0 ノk いI除外生前で線連棋能に fごりはなっ

てゐさ うに忠 へるが 、 それも ｬＯ￬ｬ ｊＡ主の ｾｩｩｾｗ ， の

にめ切 Ｑ｜ＱＱ 担 ｝ｾ￬ｩ の Ｇ ｪ［Ｚ ｮ が多いのは守 ｩｾ はれない

例へば新聞の叫へるところによると 、現に

T朽え:の某地に於て二十年も勤続して 、支芳li

;ff tは勿論の: ; t ，: ，} 古来訴から英詰まで自 rll に

，i"{j し、コヒJ l1iの要人を大いにJ対抗し得? こ限L 1

の書記が J，' :' るさ うであるが、彼れが凡111に

文邪の皐佼を /1'， 1こY りで 、王制の試l肢を受

けでない釘めに書記生に#川/1' 1'Ij(f.よ L、現下

の我岡の ＱｾＮｾ 任川令なん か ｊ ビに 人材不安川

の好例である。( 大朝ヌ;時人;!} 11. 11 . 2 参照〉

外岡では ￬ ｲＮ ｦ 千 山 千の ｾｩ ，Ｚｘで、 ｈ 乍 ＱＱ までは

ｰＮ ｾ￭￭ｩ ￎｩの拘 Ｇｪｊｉ ｊｩＮりや ｬｩ ￭Ｑｩ問 ＣＧｍｴ Ｍ ｉ Ｚ をやって応仁枝

なのが 、 ｵＧｩ ぐ外交 Ｑｾ ・に早鑓りし＿こりなどす

るのは号: *: ' ，;(; の茶飯事にして 、か〉る硫者に

して初めて強か- X - の支芳s人の箔絡も /111 ?j七、

兵 l百工 (1ーもいTこってスム ーズに /I'，? j ( るもの

fごと新聞は仰へてmる( 前帰新Ilf J) 。然るに

外交守主いへば名家の !al 'fで、指nnに光・る

ものを光らせ、 ネクグイの結び方ばかり射

にするといつに迫化者を聯想するのが我岡

のJ Wi ではなし 、か。現 下の外交1:'( まiたして

Nj-，m i お 1'.1日r J 灯- みのヂにれへる仕事では

ない) : }ι ふ。外交下? といへば、: l Tt平荘内 幸

「ぉ i二r日型」ではならぬと云ふ主張 が、F l

文事境の折りから 、外交武力の戦ひが展開

されて米? こ今円強〈 叫ばれて米? こが、之 れ

は必す・しも外交*UI のみの川題でなく 、現下

の n本の行政機構、J I1: 怖を l徐いTこどのl別"J

に於ても、同様に主張Ｏｾ 11 ? j ( る弔問ではなか

ら うか?

事境後に? j ( るものを7象恕して向然の許制

開設の前に光づ良の人的資的;lの開 設が行は

れねばならぬ事を主張して此の ペ ンをお t
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日

l

'

の

1  [ ま し が き

編料常務の末席を汚す こ と1If{_f 119 年 以 *

引制し、て 4 年、 その前の I /，f- 川 は編4iit1¥1¥L  i  

として言は Y 見 初の形で編析に附係して日

? こから 、結局メL 5 附年の1: '，1本誌の編桝に抗

ってゐ fこことになる。

5年と言へば -A- のノド分であぶから 忠 へは

F!? いものではある。

この川将誌の編朝方針も時代の株主多と )I_:

に漸次皆化し、月 々の雑誌を l つづ〉比て

民ては/ r : : : f ! J l と思[ まれなかっTこものが、今一

纏めにしてこの Ｕ 前年川の剰 ｦｾ 誌合通覧して

見 ると 、非常な続準がその ql に認められる

のである。

本| 高台今期の役員改選を期として編1咋市

務ｻｦ ｩ 邑〈に Ｇ ｊ ［＿ って 、 子Ｑｊｉ、の Ｑ ｩ し、 ｲｾｊｉｔ を眺め

るよ去な心持ちでその頃の雑誌を眺め 、5 年

前のそれと比較して今円の雑誌の想像以 1..  

に、 Ｈｊｙｾ て ｪｩ 主歩といふ勇気 ｬ ま持＿こないけれ

ど) 少くとも推移謎特伝統てゐることに聴

くのである。

珪行部敢に於ても 、5 年前には 1. 4001¥1¥

寸つあつにものが、こ の期 11¥11ドに令[ i 榊力11運

動があっ? こせいもあるが、今 円では 2. 000

怖に君主し、1均年を? 逐って哨加lの ftj i向にあ

ることは、普 通雑誌の如〈編桝者の: r) J結で

はないにしてゐ 、 その11大ぴでない宮: はない

のである。

雑誌「建築左前t合」 一 一 この依りにも 散

文的 な名 ｦ￭ ｾ も 、 Ｕ 年も ｾｩｾ ｬ Ｚ 持して編 ｩｬｕｴ してゐ

ると、 イ ｩ 百時 と はなく ｩ 哀 し くも 持 て翼 ｈ ［ い ｩ 徐 ｦｊ ｾ

が感じられる様になっ fこのは、人間感 情の

1 9 0  

編 後 記輯

新 夫名 種

機微であらうか。

それは兎も f句、 この 5 年 11¥1に本誌の辿つ

--c ｾｪＨ＠ 1こ迅ーを? 振り巡り 、 そのnnの出来事や雑

誌の進んで' > l d こ何路、" &将外<: j . i l i まんとし叉

は進むべき方向なとに就て 、記録して置 く

ことは本誌の況に決して無意義な こ とでは

ないと }J!， ; 、。

この一文は-;1-( ま..，; 5 何年1mの編N後記で

ある。

2 そ の 以 前

創 刊J :bl<: 本誌のがii て併に迫を編析の方法

から大別すると大簡に於て 、

内 山 編 桝 時 代

作 11;舟 時 代

n  III I' J恥I(f j : 時代( 現イ1:)

の 3 つに分けられる様である。

r- i U築と耐f: 今」殻刊 の円的、否 日本建築

協合読-，'，: の動機は建築に倒係、ある牡令現象

にl鈴l して 、えli 築家の立場より J1U:(-f を枠張指

導して行くことにあっ? こことは言五、迄もな

いことであって 、設刊72時の「建築と示tヂけ

がそうし? こモツト { の下 l二、時 々のntl :併事

象に主J臨して 門111 に1，i; j;涯に適切なる編附念

行ってゐ＿こことはｾ止も 自 然な二とで 、 初期

の雑誌の内本が今 円にも勝って市f:令指導的

であっ? こことは吋時のみ;誌を9; 11 るもの〉 均

し< it ' E，むる 所 でめる。

ＱＺ が 、 その常時とｾＡｪｉも全然、 特 科が 行 はれ

なかっTこわりではな〈 、防火元li 築 、防火都市

等の題 If では( ，ifil i
1かそれが行はれてゐ? こ様

である。

この題 目は我建築 14ii合の誕生より今日に



王るまで 、 掲げて以て枇伶へ呼びかけて ｾ Ｈ

7こ旗印であり 、今 H の11寺局に際して更に ー‘

層その旗色を附 ｉ ｾｪ にするの必要伝すら痛感

するものである口

娘 、 以 上 の虫 ｮｾ 、 主として 円山 題 ｮ ｾ 以て

ｦ 手刀 編料全行って Ｑￍ＼ 方法 ｬ 立 、 執 ｾ ｦ ｩＺκ ーの選

定従って原稿の ｊ ￛＺｾ長に非常に 不 便であると

いよ、のも本誌カ［ＺＩ ，く ｕ ｾ ｬ こ特 ｩｬ 吋化し ｦ こ ｬ つのｬＧ Ｑ Ｑ｜

111であるが、t，'dil !↓化の般本山閃 l立、 合 その

ものｾ 1ti i向が協併設立>j . . : ?j (の心:1床から次第

に向 ｦｾ れ 、 主 Ｎ｝［ＱＱＱＺ 合 ｦｬＢｊｩ ，可動より ｩ 斬 ＮＮＺｪＨ 令 ｦｬ ノ ｦＮＮＺｦｬ 土に

移って米fこに {去るもので、1111ァ? ? 指得の代 り

に 、 令 日 への資料の ｾ ｒＺ ｦｊｉＮＺ 、 その技 術的指導

に編料の主なる " 加が泣かれる棋になっ fこ

I . $である。

従ってその内容は谷間の位築ｾ Ｑ Ｎ Ｎ ｾｌｬ ｩ に闘す

る参考資料の帰，1売が Ij l 心 と な れ それが極

められて特科技のJI手にまで進展し? このであ

って 、遂に特'Ii:号時代の /1'，現となっ? こわりで

ある。

常時のこうし仁川 IIl j ( ま必す' しも本誌にけ

のものではなく 、 アーキテクチユラ ; L ・フ

ォーラムなと‘ が各N[ のえli 築のスペシヤル ・

ナ ム パ ー を ｽｉｾｴ こ琵Ｑｦしにのもやはりその頃

であっ? こ。

言ょ、迄もなく 、付) l 1' ;i1i.i f枕を /1'， す拡ーにな

っ? このは、 自111組 " のものと特'I i.i f世紀とを泊

宜相交へて Ｏｐ ， して日＿こ Ｏｫｾ 、過渡期の後であ

って 、 年 ｾｦ￬ めの嗣料作議で ｬ 年 Ｑ Ｑ｜ Ｑ の特車 ｬｦ 題

" を橡定し 、1年金i l ! l じてね'1i.i f蹴で終始する

桟になっ? このは昭和 4 年の頃からであっTこ

らし 〈、 それが昭和 10年ぶまで約 7 年の川

絞 いに わりである。

侠が編車i' fに防l係する肢になっTこ昭和 18 /'[三

[ ま疋に特料放の全伐j切であっ? こ。

5 編輯部員・編輯幹事

編 ｷ 号 吉 ｾ ｉ 日 と い ふものが 初 めて ＯＱＧ ， 米 ｔ このは

昭和 8 年の 1月であつに。そのL文けられに

fll!.111  は、編 10[.' ，;;:; 初はii 'i' .jj 五日 Ij l より瓦遷で選

ＯＱＧ ， せられるもので必すしも編 Ｇｉ ｪＮ作技術にｽＯＮｾ能

なる人とは臥らないから 、 編市 ｲ ｦＮＧＺ ［ Ｚ ［ 務を ｾＱ ｩＱ ｈ 注

し編桝のyl 訪を出日1). して行< : X ーが必要なわ

りで 、 その舟に; ヱけられ? このがこの編qiif 部

口であっ? こ 。

昭和 8 年には 5 4当の者が与とげられ、{突が

初めて編料 lこ批つ? このもこの年、編 'lii r. iHI 口

としてであっTこ。

之は後に述べる ｩｾ 築製研究 ｊ のｲＺｬｊ題とも

ｾｍ 係があるのであるが 、 ｊ ｦＺに Ｚ苫 添へて置き

度いこ t は、この編市l fMI f 1が1I i'-H' nll 年度に

は編判幹事となり 、編料幹事作 lま i l l 築と

ni! : 令」編qi.ifi 降車・千? と「建築感研究」湖IiI 'I i.i f幹

事千? との 2 つに分げられ、 その人数もヲ1，常

に精)JII せられ? こ。之が今 H の編qi:i f幹事介の

組織である 。

主n築撃研究のことは後に述べる 。

4 昭 和 8 年 以 後

娘、{伐丈力が;*絹!同市訓q析|

も数年司来4の1特与;1'ド昨イ咋rf 式紺編i帆方法はf似依4火〈然椴配制iせら

れてゐ f仁こ。 1: 力; 匂その内完存卒 lはま5次話火=羽郁3に控位、りつ〉

あつ T仁二口

昭和 4 年から 6 年頃までは主として令f!

を ｾｮ 象としてそれに控訴五［没 ｾ ｉ 衣料を ｊＲ 供す

ることに主 ｉｉｊｾ が世かれ 、 住宅や ア パートメ

ントやホテルや墜絞や病院などに M討する特

料放が11: 次いで 、或は年臼に何同も繰り返

されて設刊せられTこが昭和 7 年頃より雑誌

の傾向は再び i l l ¥築と市1: 令」本年の使命に

立師りはじめ 、/'i J年 3 Fl l n 洲洲| 利成立と

聯闘して 、 Ｓ 月自主はｾくの如き内容を＿以て 、 ｊ ｛Ｑ Ｎ

くも「同防と辿築」の特料抗力: 編料せられ

てゐるのは 6 年後の今 円のl時局に接し、防・

7主法の設定等ごと忠ひ介せて 、確に IIq(-¥l こうt

んす' るものがあっ? こことを ，目、ふのである。

我凶最 近の兵 Ｑｾｾｾｾ 内 政 大 J i l I

'ri i ' l ' 羽海. 恨の羽状と海革新兵器川i 永 恭 助
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者s 市 と l的' 乍 小 i ' i 何

J色 1: 織 と 閤 li 方 イヒ 11' 久大i i ! (

最近' ' <1i i ! l 及投下爆弾と その破民威力

ィ 、 作 首 ' ，)

飛行機の ｔＩｩ 状主その，ｾ説 ､￭ｾ Ｍ ｊｊ に就いて

品ょ う恒 JII- と航 'FF 法

飛行機絡納庫に就L、て

i柄 洲 本 書!! C 凶 l均

(前 i州と五: I i 築

K 木々建治i i ! (

佐々 木利，' i ' i il(

柳 井 不 八

，[ ，村液 ft，

安 11
0

応 対F

i附州了f . 住者としての雑感 村 岡 治 i i ! (

この頃から雑誌の傾向は次第 lこ柿rl jの川

也、都市計五 !，'i Ｑ てのＢ者 問題、防 ＿ ｾｾ 施設 、 防火

施設、都i !j 交通、者11市美、都市住宅、!ill築

法制等の諸問題に闘して illt 令に 11子びかけ 、

? ? ; 路朽の( i : :(!:0促すブJ ; ｩ￬Ｂ ｊ に ｾ ｾｊ ってＭｳｪ ｱ ここと

は 、 編利者の方針よりも時代のＧＱｪ ｾＩｊ に依る

ものと見るべきが安'U; であらう 。

lI F{ fll 8 年の都市計指歪nヂ? などは 、l' 文松

保亘光氏営委員長として火花の散る版な j円

動J民営示し、 その年の 8 )-J  9)  J の刷J l 脱 会

リ|続いて膨んなる都市 11.1'，.1'"特腕自主? こらしめ

てゐるなどを 見ても、 その時代の方向カZ戦

せられるであらう。

;えb ¥こ|昭和18 I，t=- 9  { t =- ¥こ於けるこのブJ 聞に

附する特 ｾ ｾｲ ￇｾ 虎金ピック ・ アップしてＮＱＮＡＮゃう

昭 和 8 年 度

2  Jl 披 育 貨 j占の防火

8  )1 ｾ党都市計笛 ｬ

(大1制 T シ ピ ツ ク 七 ン !J - J里)

想、案の懸ｾｩＧ￭Ｚ募集の務 ｦ どあり Ｏ

9  JI 鋭 者s 司U I ・笹 2

昭 和 9 1，ド J広

4 刀 盟 主 公 蘭

7  ) 1 減 都 市 武 装

11 J I 鋭 除 ! 荷 風 水 害

昭和 8 年度昭和 9 年度I j l でも昭和19 年7

月 の京阪IIII! Iの防長部神には、我協千? は: Xi l W

武装歪日併を? 組織して] j fc然これに参加し、

7 Fl 放の相li !j 武装特料蹴はその所応であっ

Tこ。

乙 の慌にして ｼ 私併が再び ｩ ｬ￬ｬＺ ヂ＿と聯ＡｾＨ，ｪして
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f円動する様になるに従って 、雑誌も亦nH: 併

の引きと共に引く編制方針金保 らねばなら

ないのは言ふ j与もな く、 その魚 lこl 年をi l I !

じて徐光せられに特 I1計方法では、鑓化起伏

の多L、雨1: 令事象に笠H臨すベ< )1:常に 11; 1明lを7

Jぷ守る 4去になっ? こ 。

* 誌の編料方法 l)q昭和 1I年度ーから昔の 円

山制約iの )j 法に師つ fこのは これが需であっ

て、11ft併の動きにl出じて建築家の立場から

ijH: 千? を指導し、77;局者に 11千びかり 、併せて

必築家n身の霊長舎も砕くとし寸、「建築と 111I:

令」本米の使命にな1)' へることとなっ fこわ

けである 。

!i Ijーにも ，i つ1: lj" < 、ik して手足々 編制討が

その );II' J にtf l誌を浮いにといよ、のではなく

H年代の! 可尽力がえli 築家をして何時 までも象牙

の.l;ffの Ij t に節ることを，; 午さなかっ? このであ

る。

かくして ｾＮｈｬ￧ 肢の ｍ ＵＺ ｴ｜ 立 、 ｲｦｩ に ＯｉＡ 上令のＩｾ

の Ｉ､Ｚｾ ぎの ＱＱＱＱ を紫ぐ Ｑｾ に＿こまさか 使 Ｉｉｊ される

に過ぎない .11¥1つなぎの手段となっTこ。 11 年

度の 5 )  J  8  )  J  1  O;- J  1  I  Jl の存抗、1は2 年J皮支の

3月 6 )  ハJ 7  rハJ 8 月l川 Ｐ Ｉ Ｍハ ｬ の手各宇枕カが［それに ｊ相 ｦ打川ｬＧ刊 Ｇ， ｾ

寸寸句る。

編 '1( 1[ . のこの態度は1M今後も桁〈であらう

叉f11けられるべきであると 思ふ。これこそ

「辿築と il H: 千:，r J イ，，:-sj( の態度であり 、挫築協

千河t-. ( I: の.[I[!.II Iでもあるからである。

5 新 建 築 欄

今 FI まで 5 /'t=- 川に雑誌の辿って米?こ: l l i ¥立

大髄以 トーのi l I ! てーあるが、雑誌の 内容の 1 j' ;]i 

としてここに附記して世' i ' 1こいことは、H月

末n7年 2 Fl 枕から始められに岡際新組築制

に就いてである。

タト同に於げる新t ! l 築の事{l介はそれより 以

はすからも行はれてゐなかっ? こわげではない

が、ノj 、さなお! I Tーを?材γ トの!S( 合などと ー・怖に

不艦裁に Ｚ ， ￬ｻ ｾ べ＿こに ｪ 品 ぎない 、 Ｑ引 ＱＱ引 ｉｴ いｽ収 Ｑ

j品ぎ なかつTにこ O



{図々昭和16、7年頃よりの判外1 ' . t 停sTl 係の

Ｎ ｾｴｬｊ ［ 化 ｬ こ ｦ ｬ な、外同雑誌の暴目指のｦｓ ｬ こ 、ｻ 何人 Ｈ ｉ Ｂ ｊ

にこれをナ購入することが l将測になっfこのぞ

救ふ方法として始められにのが、 この欄n目

立の1，，t 1:l Jの !I (，りであつに。

後にその rl情IITli ，ii 引に |刻する; ' ¥，¥介佐分除

してＮＯＧ￭ Ｑ ｉｔ ｬｩ ｾ Ｍ ｉ Ｇ 山側を作つ＿こが 、 本誌が率先し

てよを行ふと 、前後して雑誌「新建築」が

これを掲放しはじめ 、 「五II 築雑誌」も功、こ

れ に 倣 ひ 更 に こ れ を 集 成 し て 「 建 築 グ ラ

フ」珪刊 の3去を作つに。

ヂvfJ への衣料提供も1 ) ; ジとして忽にすべか

らさ' る協令の一つの務めである以 上、 これ

は終 'lj li とも殻民摘んすべき' ドI，/ft のものであ

らうと }，i U 、。

6 草 行 本

/t- 1 つ泉げて泣き! 主いことは伎の照る期

川 11' に殻刊 せられ? こ' ，'r i
.行本のことである。

市街地建築物法令

t資祭校建築簡集

綴 Il 宅図案集

大阪市地質調貴闘災

都 市 武 袋

の 5 iIIl' がそれであるが、やすれも .'1' ;1行本 とし

て ｾ ＱＱＧｩ ［Ｚ ［ に ｻｴｾＱ ＱＢｩ のあるものと イ 言じてゐる ｄ

il 止もよく 捌 げにのはTli 何殻建築物法令と頼

性宅|尚l案集であっTこ。

「都市武 装J は都市武装委凸 令報告とし

て寄附が 円的であっ fこから 日IJ として 、大 阪

'di J: 也庖 1捌芥悶表が非常に有待な文献てーある

にも閥らす ＮＮｾｾｅ れなかっ ｔ このは 利川 ［ｦＩＧの範 ｉＢ ￭ ｾ

が限定せられてゐる1 ' . t であらう 。近 〈その

後初恋せられに ものを更に迫力11 して一層完

探なものとなる筈である。

単行本rl'，版に就いて何時で、も 問題になる

ことは 、 その H' ，版究 と資ー卜. 牧; 入とがパラン

スす るこ とが要求 せられる貼である。

制めて貴 重なる資料も一般向でないもの

はその主求 の需に H¥n反/1'，米ない場合があり

得るのであ る。

牧え- の村 If'1't λ、1i'，n1ii は市チ1:の書lj [ と雌もこ

れを行ひ作る D 行待なる資料にして牧支ね l

{ 貨はさ' るものこ そ主主築協令如き に於て 11'，版

すべきではな いであら うか。

久しい侃 '1吋のれ!娩 よりして 、 この王'1¥論が

f > ? くのむ介 -J i-のI: 'W在日こ過 ぎな いこ とを夕、11

ってゐる o 1ごが時と場合とに依って 、地質

ｩ 制作 ｬｩｩ［ｾ ぷ 川 ｮ 反の際に示した如 ｉｾ 態度全以て

千ｻ疏なる Ｑ Ｑ ｩ ＱＮ 行本の ｉｈ Ｉｾ 反を行ふ こ とも 、 協合

の 1つの務めではないであら うか。

7 建築筆研究の問題

{実力 4常務として税制iir. に:J3Bはる 椋 になっ fこ

時には「 辿 築ｾ研究」は 既 に主 ｬｩ 築 協 子＿の 賀

川 で年に 4問先改行せられてゐ Tこ。

別 に京大ｾ築 ｅ 晃教宣伝の 中 に「建築夢研究

千りがあ り、述築態研究ヂ? と建築協千? とか

ら 件 Ｔ ｾ 兆の「必築皐研究編車ｩￇ委 日 」カサ ＱＧ ，

て、京都で聞かれる編特合で決定せられる

方針に従ってその編特が行はれるといふ こ

とになってゐ ?こ。

これは1I !{;f: 118 年に 'b
lf

;時の: j Om事者と 挫築事4

ｦ ｊｦ ヲ ［ｲｾ Ｚｲとの了併に 依 り 常 務併合絞て決定し

?こIJH刈であって 、 これ に閲す る史書が 協ヂ?

と建築態研究千? とのHnに交はされてゐると

いふことであつに。

民| 際の編料事務は全て建築穆研究千? の乎

で行 lまれ、摘 ;1売の阪府も p-fIんど大部分は同

令側のものであるが 、 Ｑ ｾ 川 は Ｚｩｬｬ 築 ｬ お千 ＿ の ｪ ｾ

拾である o II lJ : 週は この駄 にあっ7こ。

イ兵力;'j i?務として編桝に従事ー す る椋になっ

てから Iiり もな〈 、 この射 に到する l 令f j の

異議セ rlfl し、 Tこ。えli 築墜研究にこ うし?こ問題

が ｉｉ ｈ ｾ 極つてゐるのをす， ＱＱ つ ＿ このはその時が

枇初であつに。

それから 円の絞っ lこ従って 同棋な具 li.みを

さし扶んでゐる作uが案外多数める こ とを?

知 り、漸〈 このII ¥J 題 に開心 を抱〈様に はな

ってゐ?こ。
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Tごが 賀 際 に こ の 問 題 を 編 輯 常 務 と し て 何

色か底辺して置かねばならないと感する様

になっ? このは昭和 11 年 度の橡 算 編成 の 際 で

あっ fこ。

昭和110年末に於て協千? としては建築似然

ＱＧ［｛｜の介ｦｊｪＺと作費の Ｑｾ ＧｩＮ 下とが同時に行はれ 、

その岱に 11年 度 の 珠 算は 可 成 に 緊縮 方 J I'{>:>

保 ら ね ば ならなかっ? このである が、1象rI ー削

減 の ! つの方法として役員のr : 日に lli 築 穆 研

究 成 11:の提案さへあり 、 協合役fl の '1
'
にも

迎築 撃研 究 の1続的イバ1: ¥こ反到する印紙カワj:

ｹ ［ ＿ に 濃厚で あること を［ｊ ， Ｚｉｉ つに ｦｾ であつに。

lli 築製研究のイ(.(1ーを協千? としてもっと 円

然 な )1予にな ほし 、同 年 度のt l1 ｾｾ終結 ｪ 象，Ａ［Ｇｲに

於て は「 建築と枇合 」 の研究論文ｾ，ｊＮ ＧＡｩｩ 日伝の版

T叫んにに 於 て 護 行 す る 様 に で も川 米れ ば 協

千? として最も自然な行方であると考へ? この

であるが、役 員 の 多 数 も 亦 その意見 で あ っ

?こ 。

1.: が この問 題 は漁 算の 緊 縮 よ り も 寧 ろ 令

[ 1の異議にその端緒が護せら れにと見る べ

きであるから 、編 桝 常 務 と し て は先つ' 令[ l

多数の: 立見を聞き 、 その搾に従って底上Ij! ，す

るのが泊? : : ; であると考へ、常務千? の: ぱ比に

従って ｛＼￭ｾ｡ 炎令を聞くこと Ｒ Ｑ 丙 ｬ 、 大韓三次の Ｒ つ

のI賀円に就て令[ 1の立見を聞〈事とし仁。

Ｈ Ｑ Ｉ 協千＿に於て感情研究ｴＺｦ ｬ 誌 ｉｾ 築皐砂ｼ

フピ」 を 蛮行する の必 要ありや否や。

Ｈ Ｒ Ｉ 必 要ありとすれば ｾ ｾｾｩ i 方法如何。

この 1[ .1 ( 1) に到し では反1a:t) は 極 め て 少

し 協 併 も 製 術 雑 誌 の 1 つ佼持ーってゐ? こプ王

伝可とするものが令 日 大多数の搾であるこ

とを ｾ［ ｉｉ つに ｄ

そ こで ( 2) の 瑳 行 方法 、 これが問題 の 1[ 1

心 でめ れ そのｩ＿ ｾに Ｒ lEi Iに沙って J<i i談令も

問〈肢に なっ?こわ りてもめるが、 これ lこ到す

る立見ぞ綜介大別すると 、一 一

( A) 研 究 論 文の 集 まつに場介「必築と届1:

合」の特開抗として殻行する 乙 と
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( B ) 韓 裁、 内 容、蛮行回数等は現花の[ 者

で い 〉 が、他 く ま で 建 築 協 合 の 費 削

{t>以 て協合が琵行せるものである勤li

に就き 、 ヂ1"Li の説仰をmか な い 需 に

「建築事研究 併」と 建 築事 研 究 と の

ItM係 佐 断つ こと

( C )現) j J¥の伐を 可 と す るもの

以 卜ーの '1
'

( A ) の; む見 が 大 多 数 で あ り、

( B ) これに 51くぎ ( C ) が最 も 少 数 であ つ に こ

とは この 時 談 合川町 X' の均 し く認な る所 で

める。

その後協合側と lli 築墜研究千? との Ii ¥Hこい

ろいろのいきさつがめつ? こが、 品乱討紡 ｬｊｕｩｖＱ 局 ｊ折折庁斤Ｎ衷 ｾ ｉが的 1'.内〈句j  

な ( B )  の立;比Lカがq咋末川 市f務労千令? に 附 議 せ られ

そのit九1

f椴陵いTピご|際際の 川仲削44j JκTの 1け小|ドl 介せ力; り_'t' il弘Lなる lけ巾iド1イ介干せと

して成ヲ交之化されてゐな力か‘ つ? 七ここと力が: 物議の

}j似J;以i江〔閃となつ? 七こ轍に鑑み、 「土ｾ築事研究」の

護行に Ａｾｍ して車 ＱＱＱ 則 の一部を改正 する と共に

、 それまで 行 はれてｾＨＱＺ I建 築 e illl: 令」に

於ける編瞬間¥L l 、 「建築星第附究」に於げる

編桁歪 ｌＱ の ［ Ａｩｉｊｬ ｪｴｻ＾Ｚ＾ 殴 ＱＱ Ｚ して編 ｾｈ ￧ 幹 事併を設

り 編 ｾ ＨＫ￧ 幹事千＿を 「 ・建築と ｩ ｬｩｬＺｾ ［ ￬ｊ 税制 ｪ￧ 幹事千＿ と

姐ー築皐研究編判幹事千? とに分って夫 々の編

怖を分拾するI J t になっ? こことは前に述べ Tこ

泌 で める。 改正せられ? こ納IJli Jの 部 分 及 「 控

築星喜朗ラu 編判幹事令悦粍はチくの辿でめる

華IU 則 お 5 係

本合ノ、令報及雑誌 rili 築と社合」ヲ毎月 l 同 111

二「建築芸評研究 J ' 71. 1' . 4 回刊行ス「娃築と社合」

ノ、之ヲ合員及焚J J ) ) f l =両日布 ν 「建築懇研究」ノ、

之ヲ合只= 西日布ス

編 qi.i c幹 事 作 規 定

ぷ 1{ 傑本 幹事合ノ、 r ｾｾ＠ i: ｭＮＭ｜ ｾＭ JI 建築祭研究」

ｾｾｦ 也本協合刊行物ヲ編純ス

司 ｉｾ 2  ｻｬ革本 幹事 令ノ、 編桝 ［常務 Ｔｾ 及 幹事 ＱＰ 名 ヨリ

ナリ令長之 ヲn属託ス 但シ必要ト認ムル

ト キノ、逗 ＱＩＱＱ ス ｆ レコ ト ＷＱｾＺ

1u  3係 編斡幹事ノ任期ハ l ケ1fニトス 伺シ竜任

ヲ妨ケ λ 咽日鉄= ヨリ! 溺託七ヲレタル幹

司王/ 任期ノ、商1ft 者ノ唆期間 トス

銘4 { l 条本 幹事合 '1' エ「建築と社合」 編事ic 幹令及

「建築象研究 ｪ 編中 ￭￧ 怜 Ｇ Ａ ｲ 合 ヲ殺 ｾ r建

築と社合 J 編帆幹事ノ、 二七トン テ 「建築



と枇合 J Ｇｪ 加悦シ「建築ｾＡ研究 ｊ 編中 ｬｾ 幹

事ハ削、シテ rill"*-C}1研 究 J ヲ編事tt;< J I-

モノトス

tt); 5  {l条 下立It築 と社令」 続 休幹事令ノ、編中ut 治' 務凶

名及縞椅幹事 6 名ヨリナルモノ 卜λ 「建

築接研究」肘閥幹事合ノ、制斡常務 4 1'，及

京都{ 生住ノ縦中It 幹事 4 名ヨ リナルモノ 卜

ν 京都=. . } . 冷テ之' 7f J 1J ク

丸;; Ｖ ｦｴ 条 Ｗ ド幹事合ノ合合 ＱｾＧ 、 役 員合Ｏ例ニ依ル

この幹事介鋭利の却 5 僚はこうし fこし、き

さつを知らないものに取っては誠に不可}ι

議な僚噴であり 、精米何等かの機令に物議

のJJ ;f 161 とならな とも限4らな いことを jtl ひ、

首時それに 74: 労しに'，; ;';f.労の l 人として特に

この Il ¥j :sjをf-Rり のげて l氾錯しておく火郊で

ある。

8 結 び

1>>.11止後に 5例年lill 税制:if.に 従事して 、先制J

きなが らい ろんな l)i: h!j でlt i I川$f ( なかっTこ

ことを次に 刈取 し、本占!iM守?j (の編*l f.:J J 主|・の

参考に ｬｴ し ｬ 立ーいと札 ｌｾ 、 口

引 1 tま今後の編'F.if . 方法 としては特桝方針

よりも 、11止近の自 111編制) ; 針を踏襲して行

〈事が故も時代に肱 じにものでめ れ緊出¥(1

ｔ 象ＧＱ［ Ｗ Ｚ の Ｑ 屯 Ｑ ＱＨ Ｎ ＱＱ～ ｊ で投 ｈ す る ｴｪ ｦ 認 とし て 、 Ｑ 象 ｾ ￧ｴ

.1' .からも泊7:t でめるとい」、県tIである。

作 市 ￬ｦｾＨ こ於 ては或 ｮ の ｪ 以前 は翌 月に犯 ｬ す

ｚ ｊ ｾ ［ が不可能なるに反し 、 白山編中 ｆ ｦＮ方法 ｬ こ於

ては旬月橡定のｬＧｩ ｊ数以 トー に法し ＿二分 ｬ 立 、 ｾｾ

ｊ Ｍ ｊ に 掲 ［ Ｑ 売しでも ー ｬ 口 ｪ に者ぶないから 、 Ｗ 象 ｾ Ｗ Ｚ

j:)， I人j の料品rji: iれこは 1減にuOi1¥イ?でのる。

ＱＡＡＺ にｾＧ， ＧｩＧｬ ￭ Ｚ 可 方針に於 ては ＱＧＨ蚊が ￭ ｾ 長シ と より起

過 してゐる場介でも 、付 JI のカ l レン ト・

トピックス l立製に その 卜. に; ) L J Iーとも描，1売す

るそ 必 要と し、 その ｾにＱＧＨ数が 一 層増力 ＱＱ し

それが点って l 年に相常の赤字を 11"す原 1kl  

ともなるのである 。

ｉｉｈＺ 令的動 向 の ￜｾ 本金 ｲ ＡｘＺりなく述税しつつ

H寺局の流れに l t じて必築技術. x . の立場から

illl: 併を7指埠ーしてn くことこ そ、本協ヂ?の i!E

命 に ＮＧｾ， ｊ Ｚｲ であると い ｗ ｦＨ こ Ｗ 象 ｾ ｲ ｷ ｾｊ 行 の 劉 から

もJl 止も泌切な ー'{ i二，l'bの編桝J j 法で ある。

結論位得 の 過程としての ｦｾ ［ ｪｾ なる研究論

文は一 切]建築製研究の方へ委譲し、 「主II 築

とilll: 令」は等ろその結論の1:( 際的! 伝 川及び

その他川の話1:作(I"J普及 化 に引の j三部分を搾

ぐべきである。

知 Ｒ はｨ｜ＧＨ告と本文との ｾ￞ ｊ 係 、 ｽ＾ｩＧＨ 背牧人と

烈t，誌i，( との防!係に就いてである。

}8( Ｚ 々の製版 印刷 等に 要 する 一 切 の ｊ ｾｊｉｊ は

全て雑誌 Ｑ ｾ から支耕せられるから 、 Ｍ ［ｅ の

徐立にqr三践して蹴怖に旬月の編析を行ふも

のとすれば、}O'( 告の成Ueの良灯・な 月は本文

の ｬ 人 ｬ 俗営 削 減するにヲ ｼ ミぎれば 、 ｩＱｴＮ誌抗告 ｾｬ 象

ＱＷＺ 以 ｬλ ｪ に納めることカＺ困 ｾｱｴ となる。

，i ひ換へれば、抗告牧入の増力11は雑誌[ ，1λl

寄与の ｾｉ 付金招米するとし、」、矛Ａ行し ｦ こ車 ｬｩ 瓜に

陥るのである。

この場 ｦ合ト ｪ附 ､ＲＮｌ Ｍ告告古告 ￯イＨＧ川 Ｇ｜ｪｬ 甘市 Ｑ甘 ｩ 分の榊 ｪ加 Ｇｊ ｉ川 ＱＱ に主幻 ｊ して ｵ出 ｌ白ιｉ 工出 ｩＨ にこ ｊｩ ｩ山 ｾ ｉ Ｇｬ

;什1片「牧へ の村琳守をを? ブ充tビピ.吋1，

lは立現現，{Iιi の協千併?の千令?計牧去文; の古立; 首前前前hなj から巳む 4を7  

件なしい、ことではある力が; 、場合に依つては本

文に到する! 抗告) ¥i l分のI i の古1I 介が、第三附

郵便物認可の規定以 I-.l こ士I"})J JI して雑誌の llli

1ii: {t ;'Kすことすらあり f写るのである。

こうし fこj決裂. ' i を除〈需に 、JSd年牧人と将f

誌 Ｑｾ と の バランスの Ｑ 屯図内でキ雨前日象ｾ￬Ｍ念特

別令 ｾ ｉ の 形式にすることを ＿立 案し＿こ事もあ

っfこが、 そのJ rf Iにt.i f r J i : んなる昨艇がある

様 である。

にが、Ui'(:昔牧 入と}i t' i背のnに要する 税制iif.

ｩ ｾ とを比較し 、 Ｗ 象定 以上 の ＩＸＨ ＭＱ有 ー の増 Ｉ ｊｊｉ に到

して止符11i- 編qii f. i l( tこ哨棋をなし得る級編'Iii f.

ｦ 象附 Ｑｾ の Ｑ ｭ きものを作 って ｾ Ｔ 言 Ｇ ｉｵｮ 象ｲ， ｵ こ ｾｬ￯ ｌＺｊ J  

Ｇ ｉ ＧｉＺｾ 興へてお〈方法ぞ 二ＱＵ へることは 、 組 ｴ 向

上. より! ，.!，て、雑誌の闘i的な護法のnに; ) L非

望ましいことであると }目、ふ。

以ー後に 、さし世って最近の物{ 凶暴騰に制

する 私見合述べてこの杭 念総ら うと思J 、。

ｊ ｋ ［ 別 ｅ ｊｾ 世に 光 ［ ょ っ 世ＱＺ非 時局の 動き に 伏 つ

9 5  1  



て、第一・若干に{ 民俗の恭ー騰を子手k し? こものは餓

と紙とであっ fこ口

雑誌製作技はこの紙の暴騰のnに 2 '/il 仰、

ー|ての値上 りとなり 、II fl ，J' 1112年比の編科技は

そのJ . ; ; tに ，にき な珠算趨過を生じ fこ次却であ

っfこ。

民に臨時資金調整法、餓鋼工作物陥築許

可制J l i J等 、戦時諸統1111J 法の琵11i となり 、 そ

の伐に建築業界が交けるであらう打撃は 、

やがて挫築協合の財政にもＩｾ押なしとは保

詮IH米 ないのであって 、一方に於ては物伯

尚があり 、 他方に於ては珠算にH i IJ 脱があっ

て悲何年かは経済J -. 編i[i JFに幾多の困難が1象

犯せられるのである。

これが針策として考へられることは一一

CA) 編z憐換算の月割に依り毎放の瓦歎を改定

し 、 改定 の 頁敗以上の原稿 ｻ ま遁 Ｂ ￱Ｚ ｾ Ｎｊｬ ｾ 回

しとすること。

CB) 物{ 削奇交の匁に{ 徐{ 義な くせられれ雑誌n

数の減少に謝しでは 、アー ト以外の紙rr

の低 FI こ依ってこれを欽ふこと 。

CC ) 組 JJ の再検討

CA ) に就いては特判脱を肢 11: すれば仁!山

にこれを行ひ件るから、強引Ｚの純 Ｑｭ 内で Ｊｉｾ

ｩｪｩｩｆ を行って行＼ｾにも特判方針より白山編

qilF方引を可とせねはなるまし、。

Ｈ ｂ Ｉ の紙質の低下に就いては Ｎ 本文 の ［ｦＮｌｾ

質は活字の読み半くない程度でよろしく 、

少数のお良版の矯 t二本文のr i全躍に良質の

1 9 6  

紙{ f 仮: 川する必要はないとしゴ、考へを従" l j (

持ってゐ 1::. 。紙質よりも記事の内察を本{ な

とする文生イH伏の行方を14252する l 人であ

るが、仕事の性質からか、lit 築家の抜t1 切

らないヂレングンテイズム ? が妨げしてイII}

うしでもその民方カ; /1 '， " l j ( なかっ7こ。

お真相介の1 ' ( 1こは故 "'.のア ート をUE川す

べしo 1:.' がみ; 文 l立文型が秋程度の紙質でも

1草山ではないTごらうかれ

そしてお民版の抑制の津山める様な記事

は終りの方に廻してア ート の分に編入する

といよ、方法もあるのではないかと忠五、。

CC) の組方に就いては 、紙質の低下が行

はるれは現1 ' r : 以 トーに字!J&公明)J II することは

誠半さを? 倍加lす る恐れがあるから先つrill 主り

るべきであらう。

1I!t 6慌の UE川の泊' 出なる士l刊日 、i !HI 1方法

の保m等に依ってi'J 及( t ' . J l [ の節約はよ11; じ件

られると ｽ ｾｉ ， ｬ 、。

自身が編'lilFをしてゐる川に 、行 i 、べくし

て行ひ得なかっ fここと 、否 今 円ほど切比に

編料珠算の不足 ＰＱＱ 百感して居なかっ＿こｦＮｩｾ 、

行五、べくして行はなかっにことではあるが

、 全てのｻｾＮｬｬｬｩ 化 は ｩｦｊ ｾ 術的地辿のｼ際に ｪ 比も ｾ ｪ

ひ払いことをjι ひ、;:j ，くの l時代の編!IUFへの参

考までここに吉治へておく次第である 。

( 1937. 12. 12)  



一一一Ｍ一ーーＱｭーｾ m 

金 景

前商遊離階段上り手前

一部分が増築せし L の

1 陪鹿帯責庖

叫 朝 日 ビ ル 名 古 屋 支 庖 "

司、

股 計 ・ 施 工 ・ 竹 中 工 務 脂 1  



金 館 夜 景

メ イ ン 階 段

. 2 “ 朝 日 ピ ル 名 古 屋 支 庖 "

設 計 ・ 絡 エ ・ 竹 中 工 務 后



1 階入ロホー) [ . . 濁立柱彫刻鏡

貸 室 一 部

“ 朝 日 ビ ル 名 古 屋 支 庖 "
設計・ 8僅 ヱ ・ 竹 中 工 務 庖 3 .  



8 陪倶柴部パーラー ( その 1)  

8 階倶楽部パーラー ( その2)

. 4 “ 朝 日 ビ ル 名 古 屋 支 庖 " 設 計 ・ 施 工 ・ 竹 中 工 務 庖



8 陪倶楽部撞球室

地 階 食 堂 ( その り

“ 朝 日 ビ ル 名 古 屋 支 庖 " 設 計 ・ 施 ヱ ・ 竹 中 工 務 底 5 1  



地 階 宣 堂 ( その2)

地 階 特 別 食 堂

1 6 “ 朝 日 ビ ル 名 古 屋 支 庖 " 設 計 ・ 施 工 ・ 竹 中 工 務 庖



中 1地階小座敷宣堂

中地階小座敷宣堂

“ 朝 日 ビ ル 名 古 屋 支 庖 " 震 計 ・ 施 工 ・ 竹 中 エ 務 庖 7 1  



全 景

テ レ ス

1 8 “ 魔 野 ゴ ル フ 場 " 股計・渡漫節建築事務所・錨エ・大 林 組



酒 場

宣 堂

ら‘ 鹿 野 ゴ ル フ 場 " 設計・; 漫漫節建築事務所・施工・大 林 組 9 .  



正 面 全 景

1 階 慶 間

I  1 0 “ 北 野 劇
場" 掛 ・ 結 ヱ ・ 竹 中 工 務 属



5 階 鹿 間

2 階 喫 茶 室

“ 北 野 庫.u 場" 設 計 ・ 鑑 エ ・ 竹 中 工 務 庖 1  1  I  



2 階 よ り 舞 葺 を 見 る

観 覧 席

I  1 2 ‘ 北 野 庫u 場" 設 計 ・ 施 工 ・ 竹 中 ヱ 務 庖



復 型 金 景

模 型 正 面

E

i

-

-

① l士jお内の集合場 ①は 主

要な競技場で いづれ し計制

中の模型でめ る ① li 競技

場のプラン o ペノレ リ y 建築

家 Albert Speer 教授の設計

にゐる 。

( Der  Baum剖 ster

Nov.， 1937 よ り〉

:  ... Ｚ ｾ＠

-">!.  止一品盟副画面醐蝿 ミ;

-. l L 面 回

( ドイ・' ) ) . = ユルンベルダの競技場計書 設計者 Al ber t  Speer 教授 1 5  I  



入 ロ

ベンギンのプール

鳥 舎 平 面 圃

I  1  6  ( イギリス ) Bi r mi ngham 郊外 Dubl ey の動物園

今玄関図 されれ新し い動物園

で全穏を有機的に統ーし て計設

されれ鈷が、飢維なイ也の多〈の

比の種建造物と !JIc: って ゐる。

( Archit ectural  Review.  

Nov.. 1937) より

鳥 舎 断 面 圃

建築家 Tect on



』 馬 会

カフエー正面

( イギリス) Bi r mi ngham郊外 DudJ ey の動物園 建築家 Tec 10n 1 7  I  



ノ、ドグソ ')11 を隔て、ニュ ー ヨー ク

の郊外を克波す断崖のI買上に建てら

れれ{ 徐興事附のレエトラ y でめる 。

官主興 J5のあ るレストラ y は或意味

で劇惑の性賞金待ぴ1: l . ，のでめ るか

ら、 大抵 lま自然探光のないク ロー ズ

しれプラ y であり 、換気採光共人工

的 lこt r lまれてゐ る ものが多 いが ‘ Ben

M 訂 d，n; s Ri ｶ ｩ ｾ ｲ｡＠ はその例外で、大

食堂( 粂観覧席) の周囲は全部怒と

して高重からの眺望に使ならしめて

ゐる。

プラン lま闘に凡られる刻 J < 非常 に

待異なもので、酒場や ロー ンヂに描

かれれ S :ul Schary  作の壁笛の感情

ｩＧｾにプランの上にし表現してゐる

大食堂の屋根は機械的に移動して

背笠が見える様になるし、窓、建具は

モ - lJ ーにイ衣って F のポ ケット の中

に落込む様 iこ締法せら れてゐる ( 断

面画参環〉

舞 ｾは 前後 の Ｒ っとも廻 り舞 ｾで

後の ものはその U. [ に前後に 移動出

来る仕僚になってゐる。

鐙はシンダ { コ y クリ ート・ プ ロ

ック 積、 内部ス 9 ド・ラス 張 7 ・ラ ;<. l J

- 塗。

( Archi t ectural F  orum， 

N:>v.， 1937 より〉

I  t  8  ( アメリ力 ) Ben Mar den's  Ri vi era 

ローンヂ内 部

/  

玄 関

趨築家 Loui s  Al l en Abr a ms on 



ｭ 州竺空＿停＿り Ｗ 月切収 ｐι｟ｉｾ ｏ｟ｾ開 打刊 ｔ

，-

断 面 圏

詳 細 圏

( アメリカ ) Be n  M arden'  s  Ri vi era ， -. 
納、

F5ETr ' 二= - = 司 I

I也 階 平 面 圃

主 要 陪 平 面 圃

建築家 L') uis Al l en Abr amson  1  9  



主 要 階 卒 商 圏

内 部

ζ の種の大きな劇場附レ Z トラ y 設計の要請は、比較的狭い面積の中に なる

べく府い賢海な イ ｐ ュ ー ジ ヨシｾ創り出すに あ る。

こうしれ目的の;尽にこ・の イ y !J ーナショナル ・カ シノの殺計には次の様な工

夫が凝されてゐ る。

Ｑ Ｎ 舞蓋の宥効面積ｾ宿す匁に階段及プラットフオ ー ムが機械的に天井に吊

り上げられる様になってゐる

Ｒ Ｎ 室 内ｾｊｬ貨〈見せる見に天弁に仕込 まれれ 同心、聞の細 ｌ 、間接照明

3. 袋飾の省略と色調の簡明一 一赤、灰色、 背のテラ ョツダに き討する淡背色

の縫紗の商E合等

2. 000人の収容人員を混雑なかもしむ る銭に階段と卒行にエ λ カレ - ;l ーが

殺げられ、階段に沿って螺旋状に酒場が設げ られてゐる。エ Z カレーターがナ

イ トクラプやレストラ y に取付げ られ? このはアメ リカ に於いてはこれが最初Tご

と主張してゐる 。

CArchit ectural  Forum.  Nav..  1937 より 〕

1 2 0  ( アメリカ ) エユーヨークのインターナショナル・力シ J 弘護者十雲

T.  W.  Lamb. N.  H.  W el  

Donal d Deskey 



金 景

居 晶守

内 庭

( アメリ力 〉 マイアミ海岸の住宅

でヶ、事

悼

アメリ カのフ ロリ ダあれ りの琵熱帯地方の住

宅は従来スパ z ツシ ュ ・ミッシヨy 風の L のが

遡賞してゐると従来無反省に考へられて来? こが

こh に掲ぐる住宅は主として簡素と善頁な趣味

とより設計せ られれ L のである。

スバ = ツシュ風のプランに近代的な取扱ひを?

することに依って生れれ住宅でめる 。

( Archit cclural  F oru m.  Nov.. 1937 より 〕

1 階 平 面 圃 2 階 平 面 圃

F  建築家 R. obert  L a w We e d  2  1  



自 動 車 庫 の

2 階 平 面 園

記

の

1 賠 平 面 圃

1 2 2  Cイギリス) 佳

外 観

屋 階 平 面 圃

2 階 平 面 聞

宅 建築家 E.  Maxwel l  F r y  



E夫程E劇 15の 内音li {t' !i ;iの主11

〈光ー と最多の二 昔日分 に分り る

［Ｚｊ｟ ｾ ｩ こよ って 非 常 に 向由な 、

必J 巣 均な、! 照明t ' す る事 う:

II¥TIぐる。

CArchit ectural  ｾ き ｖ ｬ ･ｷ ，

ト:ov.，1937よりj  

プロセニヤム上部

天井友謝面の 3 綴 (繊維f生プラスター塗セルローズ・スプレー仕上〉

( イギリス) Yeovi l の映書庫l腸

内 部

建築家 E ug ene  M oll o  2 3  I  



Navi 橋 全 景

( 改 這〉

ｾｇ イ ｊ｟ｴ V ア の 古 都 ヴ エ ロ

ーナ市中を琉れ る A dige 河

に最近四つの新しい橋が架

げられ? こo 何 れ も 石 材、 グ

リル主主に彫刻を 巧に使用し

て橋梁に於ても新興 イタリ

ヤ迷築の面白を稜揮して居

「向田ｾ十冊

ｉｾ ｩｾ ｾ＠
1ふ 叫 叫 凶 d 且; ' ' l . . ' 且対よV 同 一 一 千 晶K

M明。句 ' 0

る。

CArchitectt ura  Sept， 

1937 より〉

ー

『

E 円

一ー - e-

Navi 橋健細園田

I  2 4  ( イタリヤ) ヴエーロナ市の新橋梁・ Navi 橋 建築家 Ar t ur o Mi dana 



5an  Francesco 橋三

向 上 一 部

姿 趨 及 平 面 画

巴1

τE二
一正一 二事-

F

↓l

l

+

十

ーこ工

三三三三

〈イタリヤ) ヴヱーロナ市の新橋梁・S a n Francesco 橋 建築家Marl oDezzut t j 2 5  I  



Gari bardi 橋 三崇

Gari bar叫 橋 姿 圃

Cat ena 播全景

組伊戸~事伊ユ- 九曜F ーザ色

ベH

ｾ＠
ーヰ-

丁

一一肝-

r  

-ι  

Cat ena 構姿圃

及 率 商 圏

1 2 6  ( イタリヤ) ヴZ ーロナ市の新橋梁・ Gar i bar di 橋B. Cat ena 橋栂集家 Mar l o Dezzuttl 



- 時 報・

コ ン ク リ ト 管 内 銭 筋 の 感 力

本 文 は Steel Slress in  Concrete  Pi pe と組 しτ Gu mmensky 氏 、Whi lmanJ ; i ; によって Engineering

New  Record October  7.  1937  : ドに』成せられにしので 、七 磁 の J t，つ に 型 に白日筋 され1: コンク リー

ト管 の 鍛 筋 の 般 力 企 'l'( ，則して 、 J lJ!.，.，命 u 主際試験との比較を: i ! f f べ7二ものでゐる。

コ ｹ ク リー ト ｾに内自日に問主力ＮＦ外部に荷遣を働かして俄筋に生すＧ る際力 の 賀 ｩ 則し 六人［が 力、 り の 主主験

カ:最 沢 行11れ f ーが、 1医者・の知るかぎりに j冷ては均i ! f l - 劫初のしのでめる。 このグ将Eか らの荷重は集 r!'j ;:j

君と して i1l! J かぜしめ 、 も¥，/; ' 11庁ili CConduil) として則ひられに場合 に働く1 M力 に 激 す るや うしに1:
0

この式験慌の人; なる代 の 投;i!" t:1、 コ ロラ ド‘i州の導水位、 I有力 リホ JL.. =. ヤのメ トロ ポ リタン 地区 の水

道官 に一致ぜしめ/ : .， この t¥": に於げ るf低/ ) の分布の J 'li_ ，;'命 1:1、 この Iml 抵の 4 終 に 入ってく る積々の 、物

期的保件全充分? 繭h ! : . ぜしめるやうになし 1:
0

然し銅板の補取材とコンクリ ー トとの 附着力の1制限どれ

院でめ るかと いふこと 、 栄作川としての管の殺の ?I・効 丈 、 内 ＦｉｭｾＭｉ Ｉ に ほ抗 する 慌阿 形削筋の ゐ勿 ｊ 程度

等に闘しては幾分の疑! l lJ 11 :ょに112ってゐ る。

ぷ捻骨 量 ＱＱ ロ サンぜんスの米国以 ｍｩ コンクリ ー ト ￼Ｇ令祉に於て細心の ｩ ｬＺ ｮｾ ヶ以て製作し 、 1 ! e 験の制め

に似 定 しにことをぬし 、 投; i I にめ仁って控件l しれるが!f T1'fii 皮の或拘僚を? 烈へ るやう に し1: 1 ，のでめ る。

その管のi M: ('g l:t 60  II.J で 各 z砲のrisJ ' 坊の ウf

惚 Ｗ りが 質 際 ｩｙ ｾ ら れる やう制 Ｇ ｊ に作つ /へ:

1: 1 ，のでめ る。- f i 祉に於て機械災位

材料 、 ｾｲｓ製泣に測する努力 、 試験をＧ

な す に 必 要 な 設 備、 戦 Jl 等合 :! 1. 指し

に。線、てのｾｲＺ皮の ￬ｕＧｬ￭ 包 ＱＱ メ ト ロポリ

'" ; / . 1也阪の7] ' ( . 遊間の設，i I .nにj冷て行

つに υ

鋭、てのぷ粉、 ｬ 士位 ｩ Ｇｩｾ !J :ふ;J - -で、削 筋

? 去の磁々 !lt，つれ! Wi I ( j f のしのについて

行[ まれに。 1の却のものは 、 若し内

古1¥の自主カが少し L鎚 ら す' ・外吉1¥の 消

毒; 合とり二tーるなれば、 U' の外側lの ¥-.

端 、 ｜Ｎ 端の コ ンタ リ ー ｬ に砲事ｾの斗Ｎ

十ることをリ型論ヒ7五してゐ る。こ れ

(ま質 検 の 上からも j Eし L 、。

ｅ の可 Ｇｈ ￭ｊ Ｇ ｬ ｬ 論 ｬ 内自｜｜のｾｾ Ｎ ＩＩ 1J :  ，¥:， ｾ、

場 合 に最1， ;車'ぷ・ してゐ ることを? 示 す
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T y po  N  
T γ p e V  

Ｈｓｴ｡ ｮ､｡ ｲｾ＠ Wal l )  

一- S f e e l c y l i nd ol " - - - s印 刷 向F

T y pe V  

( Heavy  Wall )  

第 2 圃 試験さ れれ六種 の コ y クリ ー 卜管 、 」二の三種は

銅線 鋼生?を持 ち、 1、の三極l土鍋棒のみ補強に用ふ。

管 と 錨 筋 の 詳 細|

型 E  E  則

コ y クリ ート 流込み 流込み 流込み む14込 み

試 験 問 歎 3  3  3  

管 長
J、R  

5' - 0>  5' - 0.  5' - 0>  5' - 0'  

壁 厚 6.  6ク 6>  6ク

内 径 60.  60>  60>  6') >  

モ ル F ノベ;l!l: 1l1"1"vt 1  %0 ク 1  ｾＧￍ。 ク 1  ｾＧￍ｟ Ｖ 少 無

鋼筒のゲ ーヂ 特16 著16 寺16 無

w百 四
宅き筋苦手5氏、 26 吉正 2う.5 26 

酉日筋筋の直在百
1入、+ 事正 Ys 'φ+  ｾＱ Ｖ 今 Ｋ

側 形 |糊 醐
$.!f 1  26 25. 5 狙E

図日筋貫主の筒:1笠
無 l zt 6ゆ 草色。+ 1耳t

鋼 筒 O. 74  主E

管の長さ 一一一一一

1i!Rに数 行i 四百E筋
0.39 O. 78  

する 銅の 図形菌E筋 0. 39 

断固iffl 1-一一一一

言十 1.52  O.  78 

t主主主上こ の司王は正し い 叉可)rX，

り外部のI l l ! 荷重に L抵 抗する 。

直の型lま繊筋の最 L 必要な場

所に 、 ｾＱｾ 筋 ｦｴＧ 集 中して用ひであ

るので 、 内協の自主力と 、外部 の

荷重の組合は さつに場合最も釣

合よき技官 十 でゐ る 。 Ｇｩｴｾ量の結果

に於て もこの塊論 に適合し 、 こ

の裂の補強が最も 1益支でめ る事

ft' 示 してゐ る0

sll の型は 内部底力が小 な る場

合、 外古日荷重に抵抗するやう殺

標 V 準 |

V  

電

主主 心力を周ひ ｲ ｦ， ｾ
主主み

8'- 0>  8' - 0.  

5>  6  M>  

60>  60シ

無

事!f 吉正

38. 4  

ちらう + 桝 |

42.4  

• !イク仲 ｌ ｾ＠ p件

事正

0. 52 0.52 

0. 26  0.26 

O. 78 0. 78 

- 注 意 ・餓筋中 心に 封し被慌の最小限 1 .J( > とす 。

計され t: bのでめる 。

ｖ の訟は 阿形 菌ｾｊ￟ ｪ 、 情問形西日筋 の二つを持ち 、 コンクリ ー 卜(ま u; を王国轄しつ、流し込み、述心力にて

コ y クリ ート を悶 1 しにもので 、標 準裂 と健厚の大なる重きしの、 二二つ を作つ 1: 。 内部の閲形配筋の

餓筋は内百¥1磁 力 に抵抗 する 7・めのしのでめ るo ' m: 験上 この管の コンクリ ー トの1延} 乏な ること 、強さが
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ｪ ｬ ＧＱＺｾ に大な る ι｣ -&: I倒的ii に訴 し 1 ゐ る υ このよ毛ｽず Ｑ ＱＺ Ｑ 、 ｬ ｾ ｾ みが悩めて少 いこと及 。 ， Ｂ ＡｦｉｊＮ -1; /J :必 過 し 1: 仏子細i

t 、亀裂 が 筒 の 全 闘 に 肢 が る こ と で み る 。

補 強の鋼板 Ｈｬ 軟鋼板 、 棒及 び Ｚｈ 金 ｬ ま熱ｾ 延 の Ｇ ＱＧ 等 ｲｲＷ ， ｯ 1 から 山主告の型の コ ンクリ ー ト( j 流し込みで

外 か ら は 振 動 機 に で 振 動 全 央 へ 、 内 部 は 姐特 棒 に て っ きか? 、め 1: 0 ，;';'材 の 長 大 仰 l 川、 七メン ト[土 コ

ｹ クリ ー ト Ｍｾｃ Ｉ￭ 十 ー ド の Ｇ ＱＧ に Ｒ ｬＯＡパレル Ｈ 1パ レ ん は 5 ｊｩ Ｚ ｽ￭ ｉＮＡｊ ｏ 入れる 。 ｻＡ応外 �ｾ の ｲ ｦ ｩ ，ＧｴＧ ｲ に Ｈ ｬ ， ｩｃ＼ＤＡｾＨ ま

な いが 、 コ ンク リー 卜白剤合のjみ 合 には Bunnei，ter の 指 示 ; 排が流 し こみの| 時 3，88p，j 、24心 力 利 川 のと き

1  p，j 合示 すTごりづ、 J.l Iひ 1: 。コ y クリ ー トの 平均 強度( 1. . 供，Ailft Ｔ 遡 ↑Ｑ｜ Ｑ の限度 、 阪総 ｾｾｴ 皮 Ｔ ＮＸＴＰ 帯 ＯＱ 寸ク

引 Ｕ 副長皮 ＳＱＷ ［ Ｏ ロ ヘ 平均 ｾＺ｜Ｇｬ， Ｇ ｬｴｩ 系政ＨＱＮ I. 600.:: /ロクの 場 合 に ば か つ て 3，S6x  10 ''' /ロクであっ? ; 。 故 に '，;'1'

算 1'，n  ( 磁性係数比) (1 9 守派用する。

こ の管の試 験に ＨＱＮ能力 ＱＳＵＮＰＰＰｾ の試 験 機念財ひ ＱＺＰ 7It illJH幾のど λ トン ( Ram) に f.tする M一り11. 7 シ

リンダ ー の 消 ポ ＺＮＮＭＷ ・をＧ ， ｊＮｬ Ｑ ひ 、 所要のＯｉｬＮｾ力会碓貨に保持しｾｾ， トる やうにし Ｗ 二 ｯ 隔壁Ｈ Bulkhead)  ( 士服 -IJ ' e受

げてゐ る崎 、 合 ｫ の立 ＱＱｍ なる 文 Ｗ ｔｾｱ 均点、 ｃ L切 り は な し て ゐ る o 内 ｩｩｬｾ の Ｊｉｉｾ に到 して 、 ｬ 術情 ｣ ｾＧ￬Ｇとの ｬｩｬｬ

にi'. I J . *なきゃう プムの孫。を， }II ひ 1:
0

ｾ Ｚ ｜Ｇ［はが ＱＺＮＨ ｬ ｬＮ ｪ 位 ｊ ｾ ｾ｢ んでし l制 限 の :J;i 閥 に 弘 文 へ そ 生 じ な L、やうに して

め る。

補 強 倣 筋 に 於 げ る当み( J : IOp・j の Whill emore の歪 引 を 以 て 厄 援 は f; 、つ 1:
0

ｾ位五 ｬ￼ コ ｹ クリ ー ト のｉｽ Ｇ

に F リルで 穴 含 め げ この中にと りつげ 1: 。 各測 定 に j冷て( j グ ーヂ の j恨 み の 少 な る 縫 化 合 凡 fTi げ る? 二め

アンヴア ー Ｈｉ ｮｶ｡ｲ ニッケルｪＩＮｾのー・桓 ι 温度によるも ｬｈ 七ぞ忌む皐術開 ｲｩｬｾｾ 類製 造 にｊＮｬ ｪ ひる Ｐ Ｉ 裂のｴＭ ｉ 蜂

測 定 待 合 問 ひ 、 樋 め て 小 な る 地fじをし 誠 み とっ 1: の で ゐ る。

各 測定ＨＱＮ 各 一 組 つ［Ｎ，Ｎに行つ土 。 ＡＡｩｊち外か らの 荷 主 ｉｈ ･ 一定にして泣いて内庁 ｉｾ のｾｾＭ りを 鋭化して泊 ｊ ハ

己主 内 部 の 限 力 宏 一 定に し て 間 L 、て 外旅の荷主宣伝主主化せしめではかつに。

賓 験 値と理論的のl t ' - カ

強Ｚ級によ って Ｈｾ ｮ Ｇ［Ｑ ｬ｜Ｇￌ Ｑ 目的 ＩＧＱＧ に生じれ惚カｻ土 外 部 荷章 、 内 ￬Ｇｭｾ 尽力の 組合さつに隙力によ って生すＧ る 去の

直接グ Ｇｹｩｦｦｬｬ 定 ｦｬｬ Ｈ に ｩｾｾ ら れる ｯ ｾＡＮＺｉ ｊＺ＠ j::i !ll: >停のもお合のゲ ー ヂの誠みと 、 今 13へ て ゐ る 荷 主 の 働L 、? 二時 f干のゲ

ーヂ の 誠 み と の 誌 に よ っ てや』へら れる 。 総てのよ: 合に於て ii:fA塁本 に到 す消み( J : 7]( t; : 'i: i; の '1' にi前ち' 1: tJ_; :  

台でめる。

鋼 材に走塁る胞サJ J!.t (士火の 公 式 に よ っ て得 ふれる。

ｓ ーム ｾ ｅ
J  

＿ｬ ｾＱ こ 五= 限イJ f花 ( :;: /1つつ

^ I = ゲ ー ヂ闘 織の上前1111

/ = ゲ ーヂ の 長 さ ( つ

ノピ = 銅のヤ y グ 係 数 ( 苦/ 口つ

Ｑ 則定しＯＺ総力 ｣￬ｪ［Ｚｩ ｬｬＮｩＺに封 して Ｉｪｈｒ 紙卜に印をし Ｑ 製闘する ωｾ ＱｩＱ， Ｇｃ ｬｾＧｪ 定他に Ｈｬｾ 決ズがめる 故 、 紛 Ｈ ＱｾＱ Ｚ＠

紛 と な る u 治 3 1同(1 'l!l lR' 1  fil ( とE札論 L(/，ノ総力とを' 1. ｉｉＡ‘ ｖ 山 Ｇｦ￯ｾ につ き ｉ ，Ｇ， ｬｪＧｬ しＡＺ 1 . . のでめる u

ｊｾｩ ， ￬ 命 ｼ 二 の惚 ＭＱ ［ はみ［の仮定によっ て 算Ｑｉ ｾ しＧｉＺ ｵ 1! IJ ち級協とコ ンクリ ー トの I;¥lii 完 全 に N・t:(.i' し、 コンク

リート {土リ Iｪ ｽｬ ｾ 惚カに 全然抵抗せ子 、 断 I( l! に 於て l士山がる li il にノj.i. 'I(l iの しのは 出Iつ れ後 に j冷て L ヂ if ' U!'f 米

っと L、ふ 仮定 でめ るω 山 げモ ー メン 卜l土手; の 似 定によ り主主 il ｾ しＧＱＺ Ｎ l! iJ ち 仕 の 惚wがその) ! / さの 幾 f"l *
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的制にU; I j ' しれと 47へ 、 これに ｬ 白 ｊ ｾ の ー し Ｑ Ｂ 端に外部からの市霊 ｦ［Ｚ 的 ｉｊ ｾ 、 ＱＺ と考 へて 鉱山 す るのでめる

内古 ＱＱｾｾｪ ［ ＱＱ 厄 ｦＧｩｩ ＶＲ ｟ＥｉｊＧｊ の阿佐に百郎、れものと仮定し＿こ。

'"・ IIT

2高3 国自 制ￎｬ Ｇｬ￹ｈ 球 ｪ 坊 に ｉｬＺＮＺ げる災級によ る雌 Ｑ［ 、 ｽＧ ｉＧ Ｎｉｉ 命による惚寸 ｊ の比 ｾｩ ・ ＧＱ ーし Ｑ Ｚ しの ｯ 大純資験
ｦｊＨ ＱＺ ぅ ＺｊＧｾ ｴ ， ｩＮ ｃｩ￬に上る隠す［ J: 1) l ，少いことに il: 君、 : : H /:'， ' c  

ｾ 力の 検査

ゐ ｮｬ 凶会よく ｊｌ る司王によって々の ＺＺ ｊｽ ｾ［ｾｉｉ る ω ;'J; る賞者全 fl{(11JU!. ，; 命による際、j J によく .i えしてゐるカ: 、

他のしの 1:tJIILI，命によるしのよりし IIJ 1反り惚力が' 卜でゐる υ 極めて僅かの場合カロｮＺ ｾｬｦｬｬｬ よりしＧｊｴ験 ｦｊｉ ｕ［Ｚ

大でゐる。

コンクリ ート カ:'.1 1'11けJ に全然品i : io' Gしないと L  、ふ ｻｩｊｩｊ 主の ｵ に算 ＱＱ Ｑ Ｑ し ＱＺ 補鼠 ｊ 銭幼 ＧＱＧ の惚 ｾｽｊ I土、't(JIf'¥の

ｪｂｦ トに ＺＱ コ ｹ クリ ー トの ・祁カ Ｚ引以力に抵抗する ｭ 相自によるｦＮｴ ｦｩ｜Ｑ ｩＡＮ ￬ｾ ｊｮ ｪ rl' の' f l : 際の賂 j ; より幾分大で

のる。 tlbげモ ーメ ントによって起る権力の :M: L  k なる貼: J : 、住1単位の序i ml に起るが、初に住・の曲り対;

めの ｫｾｎ の近〈に起る。

釣合の状態にめる任訟の榔fui'(¥¥l>l (士 、 その( モ; 立の 鮎に Jl ，' て外部から話}J <モ ー メン l  ぷ こ叶こ f' 向く

外力 ｛士 、 その日 ｬ じう Ｗ 占にＩ冷て材料の ｴｋ Ｚｴｊｴーモ ー メント 、 拡 ｾａｦｦ｛ 仁ｽ［に相 Ｔｦｴ［ し ｌ 、 ｯ ｾ￟［ の ｦ ｪＨＨ￭｜ Ｑ 、 或場合に ｬ 士山り

の始主る紋刀貼に於て乙の l漂J¥( ¥l 1' . f. j史的に I(J 総力に到 して成り占つ o :fm々 の jみfTに) 冷て隠rllii 1の惚イJ

の質際の分布 ｬ 士 、 ｲ￬ｬＧｕｾ によるしのより出 ｦｕ ｴＮてゐる 。ｊｬ ｜［Ａｩ 多分 コンクリートのえ ｬ 自｛にＡ冷ける地裂により

火コンクリ ート ｾ ｩｪｾｪｩￎｪ の ｾｈ Ｚｻｪ 力 の伏 駄により伎の防 法 ｌ の完全性の ＱｾＱ 災によ るの でめ る。

結

= - o  

員同

ィ欠の結 11似 し この研究に Ｑ ＮＨ￡めじれれ ｻ保 ｦ Ｇｬ ーの分ト ｉｲ の結果 、 抗争者ーによってｾＺもよ ｊ 1  i 二L のでめる o .

(  1 )  ｜ｬＺｻ［ Ｑ 災 ｴｩｬｬ 型の ￬ｪｾ￭ｮｪ コンクリ ー卜 廿 ＨＱ ＮＮ 山 ＺｦＭ ｅＭ ー メントと成総力の組合惚力に到する公式によっ

』再生計ぜら t t.'t こもので，t) 乙う。

(  2 )  銅間前で 軒目似 さJ L' I: 以}J i j コンク' ) ート 廿 11終，同破ばする迄水が給量j にしらな L 、U

( 3 )  ii¥i 銅管にて白川弘されれコンクリ ー ト'ii:( 士、 問ひられ- : :  ｩｾ 践の総長 ｴ に 到し ｬ ｴￆ， ［［ｪ の灯、 ｉｑＰ 内川内釧

闘がf.. 外の )i の阿形西日刻、杓阿形周E筋によ って '1 じてゐ る。

( 4 )  釧 間的とコ y クリ ー トとの附者 lま比較的小なる曲げ惚カ皮によって破吹され る。 銅回筒 11紙

抗モ ー メy 卜に j冷て I H賞み にな t'
J

l) lu 然し内郊の ｊ ｫＮ ｉｾｬｾ によ る 前接引張力 に 到しでは可Ａ 戎り 抵抗 する 。

( 5 )  ｋｩ 阿 形 ｲｭｾ 合のみのコンデ リ ー 卜 ｾＧ￬Ｇ 1  ￍＷｫＮ ￞｜ｾ に斜する ｴｊｾｶｴ カＺ必 ｴ 、 ｵ 然し外郊の雫 ｬ 宜 荷 重に到 して

ｬ 上位裂心 ￇｾＮＧｉＺＮ ｻＡ ， ｾＺ去らし 、 ｾＮ｜［のｻｊＧ， ｈｗｉＺ ＺｴＧ幾分 ｫｾ［ t "，しめ るο この Ｑ［ｴ ょに Ｗ｝Ｈ 監のみ＿自 ｪ くときには 、 Ｑ杓ｻＧ布ｻむ ｩ 阿 内問 ｾ￮ｩ 力筋 白

のI桁(hi 問の短削制仙111こゴ;.f.i つ t

(  6 )  .  ｾ泌牟心 ＧＱ り ｊｲｴ を ｦ 芹刺 ｬ日引 ｪ日11I しtて- コンク リ- 卜t企，人れ7仁:ン，也百(ば土引日強弘さ し仰働l き しい、垂雨直fに JιLて、 E佳EむLい、て コンクリ {

トをを「づi流点 lじノ込/んしt:::ごL のよ り陶断i長然長1飽延」凡迫でゐる o ( 詩抑剃1¥1μ」主基k吉〉

1  1 0 0  



3. 物 理 的性質 a) 熔融貼 b) 比 竜 c) 比 熱 d)

Ｑ 燃 Ｚ Ｂｾ導 王 ｴＱ e) 怜『抗日JH系IJJk r) 干区気 f氏J九

4 品r:1純υi 組 織

ＵＮ 機械的 怜 ｽ ｾ 守 、 Ｂ J  抗 張力 b J 降伏里山 c )  flll 

d) 駒I商縮 e) プ リネ l l.- liJ史皮

f'  6 俳1数

I ロ 茎 吉

(0 金層材料W金属各論 1I 本与野術綴 興合編

昭 和 121，下11月 版 標 準 現 絡 B 5  950頁 岩 波-;LtJよ

7 用 途 と統 一 的に記載めり 、 サッシユ汗Ａの ｊｾｬ ｝

M についてし化製成分加工法、機械性質にわすこり

詳 細liO逃がめる。

耐 火、耐 震 述 築 と し て の 餓 骨、銭筋コンク リー

ト構造、害者設備等に将来金属 を 使 用 す る こ れ 、よ

]2問。. 材 料 製の 知識 I Htt 築 家 に と って ー脊 主 い つ いよ多 くな ら うと思ム o 叉 代 用 品 の 使 用 等 も 漸 次

て よ い干早大 -!:]J ii  Lのでどち るo 各製: Vxに 於ては材料 考へら れなげればな らぬでめ ら うo この時本岱(主

宰 !立大穏に於て、第 一筆 年 に 課 して佳 築 皐へ の 入 これ等に針し多大の貢献をなすの容でゐらう。兎

門に してゐるが成る人が筆者に「材料製こ そは 建 に角 、 か〉る叉替の H! ，版 さ れ れ こ と は 我 闘 摩 術 界

築 家 に と っ て 最 L 大切 なものなれば第一・準年にて のにめ /( 0、に皮賀致し? こ L、。

課 し、 更に由主絡祭 "1三にて諜せ J と話 され? 二ことが

める。了皮中主義校に於げる日本I稽史 ( 今 l立図! E. 或 ( 2) ヴオーリス' 建築事務所作品集 IJ I村 勝

は皐凶! i : といふ ) が 第一、:二塁長1，1' "に諜 し更 に 第 五 ａ Ｎｴ 編 輪 。 大版 ＱＶＱ 頁。昭和 ＱＲ ｱ 三 Ｗ 月版。減南 ｾＱｽ 院重量

型軽1，1ミに課する如 くにでゐ る。材料拳は かく大切 な 仔。 8 阿 近 江凡 弟首士、 ゲオ ー リズ氏の作品は: J ) ( ;

要件科でゐるに L 力、、わ ら子、皐 習 は樋 々 な 事 情か 1々M1i 1 ! i 人にはなじみの深いものがめる。我々のこ

ら徹底してゐ なL 、。 之 は 節回 の 府¥li1i 、協 系のに7こ れを みて常に感子る こと は、 その施工の如何にし

さ' る事、各 材 料 の illi 歩 苦 し き'! Jj : 等が その 重 な る 旅 行 き と 川 、れもの〉多いこと である。 これは 建 築

囚である。材料製 ク つづＡｾと して は演出 、 波主 盛 岡氏 の 1' l . の多少といふ事もその因子の 一 つではめ らうt :

「建築ト4料 祭 J が り参 45・r1f でめ るが、 金 属等 の 件 何 IJ 、3もつれ或一 つのものがゐるに泣ひなし、。 その

論 の 詳 しい調査に はやは り、金 総材料 の古を凡る 解決 o奥 へ るべく 巡ら れ れ の が本 作 品集 で め る。

必 要 が め つ1: 。 これはグォ ー リズ 1もが32午前j 数77的 並び にキリス

今 報i にW. 7こ「金 ll(; l i:.1料 ¥1 ｾｉｚ ｊ 必 俗 ぬ 」 は Ｑｉ 本 製術 卜教内容の?Jj : ' !k:に:' tiマーせ 八 として 日 本 に 波 旅 せ八

振 興 合 の編 になる ｾ ｾｾｾ Ｚ 々 ＿こ る ｽｦ で 、 我閥慰問 の 準ＢＡＹ としれ li. 'f 、 それ:主主1f t{主好f先のに めに 伐 され に Ii手の

の ν :，/ Ｎｬ ｾｾ＠ I l，... と して諸外闘 に:P. しては つ カ・し点、られ 浜 吹を' 悲しよ れ、又 愛 情jjj - < 能 IX  d' ｾ し 注築 技 師

の ｾ ， ｊＺ］ と信 子 る ､ こ の ｾ ｴｬ 渇 材料 Ｚ ｾ＠ [  ｾＰ 舷 Ｉ ｊ 街 、 ｊｬ 岱 ? こ:'，Ｈ ， どするＺＱＡ ｽｾ回 、 の炊 Ｑｦ 会 主、しよ れれとい ｊ 、 事 で

金 司 行:命、 E 笠=金 j品線 "命、 sII 司号令 j必各 論、 V /(き111 め る が 、 その ｬｊ［Ａ ｉ の 寅抗 力 ［本ｾＡｽ でゐ る 。 多 〈の 所只

注目1) 索引 の V谷 かむ Ｑ ＮＱＨ，る ，し い 点 、 その 不 Ｑｉｉ Ｑ Ｏ ｾ で の~致凋結によ って: ;. ::s れ? 二・')"オ ー リズ氏 の これ

める 。 土で にな ミれ? こ) 000にめ ま る作 Illrrl
l

、 代表 的の L

本 守 IH猿並に手|二j立合 :令の殆ど j して にわ '1: って 、 の (d 長め られれ L のでめる 。

この材 料 金 類日1) し又制1))1) し、 J々I:- の :"1:1'l {，:' ;(: 1- ｊ Ｇ｜［ の ＨＭｪ Ｍ， ， ｜ ，Ｇ ，の 外似ヵＺＧｾＺＺ［に我々に持活ぜ し めるやうに

常数i " JB1おされれ 、 干，ft のi，} y;lj '  ｾ ｉ ＺＺ＠ｊ ｾＧ ｊｲＮ＠ Ｎ ｾ ｉｬ でめ る ω この作 Jilt 腎i l:W ーして モダンな もので な L 、0 : $ '-1ミの

夕、各材料勾r に多 くの 1m会を'TC例 に つ い て示 してゐ 卒業 ， ｩｬ ￯ｩｦｬｪ と は級 建い ｌ のでめ る ｦ 氏 も 本 ｾ ， ｉｦ の 岱 ｩ ｕｾ

る の で 、 之によ っで ｾ ｌ Ｈ ＧＺ 我 ｉ ＡＡｬＴ ｌ 於て 如 Ｈ ｦｬ ｪ ｾ［る材料 ド女 に ｛ 外Ａ調ｩｬｩＺ 築技師 Ａ 土 、 ｽｩｊ ￎ Ｍ ［ｩ ｉｾ モ〆 ｹ 述 築 と稽す

が如( ，iJ なる丹1i 主に 使 ばれ てゐ る力、例l然 主内j l) n る る交 Ｑ 誌 な ｦｦｴｊ ｾ を Ｇｊ ｌ ｾ ￭Ｎ ｲｩ Ｈ ｊ に う り 入 れることをヶ吹ひ止

i"IJへ !f 銅 製 サ ツヰ/ _" L  1: やむJII Ｚ Ｇ れるｦ，ｩ ｾ ｩ ￞ ＿［ ｈ ｾ に つ ｌ 、 め るJ.{ ｉ 上 、 久 Ｑ Ｑ プ レ ー Ｍ｜ＧＭｾ しての作 ＨＱ 守 の ｦｾＨｲ ｊ ｾＺ ヵ Ｚ ゐ

で 見 れ(1 る) C池〆 ζ C，れ t ゐる μ

i 製 造?と 内 寄 u.王位校、ft 宅 、 キリ λ ト放 闘f系住物が多い

2. 'JJII 工 法 a) II} 時 '1': 1: b) 百I似 '"1: c)  .1制定性 代点 的 のし のは皐校正I b: 築と して の市111
戸 女 拶 院、 1'; 1)

1 0 1  I  



附与ｼ勾Ｉｾ稿 、 Ｈ Ｑ ，宅主してよ［Ｈ郁の ｓｊ も止 ｉｬ Ｎ 事務所住

宅15 とし T ＩｾＩＮ ＱＮ でめ ｣ う ｯ )[，'1' 戸女w院はその綜介がj

.. '-!"Ai J に於て、 f I 司々のi: 1[ 物 の J( ，被ひに) たい て比干in宅供

校 往 築 rl' の最 k の傑作でない/ J ' と忠ふo 洲附 j パ向l

の参佼建築にＩｾてＩ 好調 態校建築らし い ものは少〈

: 又感じの よいものは少 L 、。初、 の凡1: 続問では京都

Ｉ ｦ Ｎｦ｟ ｾｉＺ 第一小診がその感じに Ｑ 冷て第 ー であっ ＱＺ が 、

ヴオ ー リズ氏の作、榊戸女差許院はこれより L す ぐ

れ1: 1 ，の、やうに晃草子る。

氏 が 序文の Ｚ Ｚｩ ￹ ーに瞥師 、 Ｑ 得 税士 、 組 ｅ 築Ｇ［ￍｾの三 ｩｩ Ｍ

ではめ るが「事務信州全般にわ れ る L の J ｲ 文 Ｉ ｾ

? 的取に捌寸るしの J r合'，，'1組 織 に附する 1. の_1 r" ]i 

傍察、c<.lr I努111校 側、機 械音器具 に1#1する しの 1 r  '11:  

務のハントプツク J r雑 J r人事管蛾に附するもの

j  r; 監性考資に附する L の J r身惚検査に防lする

しの」の 各項目にわ 1: ｾ 、 内外 ｾ ｴ ｾ の称 名 、 簡 Ｉｾ ｉ ーな

る紹介カ :附" じされてゐて恨めて使芹IJ でゐる。 - n引

をむー す 、めしれき古でめる

(4) 正 倉 院 淘 物 園 録 十 帝宗博物減。附和 12

イドII 刀版 械30cm縦42. 5cm 悶版 68 岡 常 笠 間 .

が依績者に 測 する 附{ 系 につ いて長〈注べられてゐ 物館空走行 25開。本哲 11正( j - 院御 物の潟挺版を集

るが、建 築 家 の 認 識 に 黙 し て 教 へ ら れ る 仰 : 多い め 川 の で め るが既刊 のものが、 いづ れ L 毛の 川

( 3) 事 務 能 率 十 ニ 講 市問符三郎督、 昭本11 12 氷祭に於て jlt 界の何れの闘に: p. しでもはづかしか

イド8n版。菊州416頁 o m里総gと習を行。 2. 5問。 ヌ ド ｜ Ａｾ

l土rt. 、かにして事務能不自7尚むべきか、事 務の科

豊島的管理法 J と守名の t に冠せ られてゐる 。 由 米

建 築 家 11美 術 的悶案 家、設計家として絡始する ー

オ 入 L あ るが多 < Iま、複 雑、多岐な事務に従事し

てゐ る人が多い 。 放に「事務 官現ＡＱ ｾｊ とし 栴 せ じ

れる べ き皐問 は建築家の資絡として是非必要なし

のでゐるが、住築主鼻科設置t の型経校に於てこの議2誌

の開かれてゐ る しのは" 9h どないやうな現況でめる

大林組のU主主ii ;t 吾氏はこの )I I町の研究家 として

知られ 、 同社のパン 7 レツ トとしてこの積のもの

を? を苦行されてゐる力 、 ・般に資り :n されれしので

なL、。

こ の意味に於て正 ｾｪ 出多予三 ｬ ｩＡＨ氏の ｲｾ ｨＺ 務総不 十 Ｚ 二

;再 J 1:1: 我々建築従 、表者にとっ ても秋 ι る所多大 の

Ｍ，ｩｾでゐる ν

本書 11

第 1 Ｎ ｾ臨終替と ｾ ｊ ｾ 際 、 主ＺＧｾ 2 'ri 再文台の1 ¥" ' 九銘 3 ，;島

文脅の運搬、第 4 Ｇ ｦ［ 島 交官の保管 、 ｾｲｾ う 議帳 ［ＷＱ の殺

す 「 、 対ｾ 6 議 事 務}H機 械it t 只 、第 n再'Jr1'労ゴf及 びJ II

務討す投日H、J:i i Ｘ Ｇ ｾ 昨人の深川 、 ［Ｑ Ｑ Ｑ Ｑ 線 、 間位 、 第 Ｙ ， ［存

執務促賛 、 Ｑ ｨ ｬ ｏ 議事 務 組 紡｜Ｚの総成 Ｎ 第 ｉＱ 議事務ｾ ｉｬ

総の迎用 、 気 Ｑ Ｒ 議事 務改主干の刀法の Ｑ Ｒｩｲｾに 分れ 、

2r;_ ｰＮ，な る ［ｩＰＳ ＧｊＡ ｦ に 、 Ｚｩ，ｾ民 ｈ 反 ｦ､ｦ 入され 、 本 ｾ￧ ｬ ＺＺ 一 五 ｊ｝ の

［ｾｬ ｴＱＮ了によって 、 事務の如何なる ｌ のか Ｎ ＵＱＮＮＮ これを

能率的になすには虫 ｉｬｦ ， Ｇｬ にするＯｊＧ等の基礎的 ｾｊｐ ｪＧＨ ＱＱ

総て，iC注されてゐ る。 "日ii!11士一般事務を封象と J

れてゐる故 、 建築事務に際 ＱＱＱ するには幾分の ｾＱ 主

{(>1111ふるの必要がめらう o 51... m去最には「 事 務合 理

に閉する「要女献1 =1鍬 J t : H-tせ t'， れ 、間可! な L の

1 0 2  

C ぬもので、常に好評合併てゐる L のでめる。こ

れ等御物の附録をくり府げて我闘民性が如何にし

物の生命 ｾ￭ｩｩｴ ぷ 図民であるかに潜在き叉 、 Ｑ Ｑ 本文化

の R ;本闘民性の瓦さ が奥深く感せ' しめられるので

あ る。 これ[ま、東 洋の支那、 朝鮮何れにも凡1i: .. て

ること の ｉｈ 米 ｾ，ＩＮ 日本 人の魂の叉さでゐ る ｯ ｾｕＩ 封 で

め ると は言・へ、 力、< 1，完全 に昔 の，tj :j ，! f の有様がわ

か るやうに各の物がよく保存されれものであ る。

本 斡l 士「 中::fi 納物」の古fi で、梓 弓、槻弓、制、古IJ

線 、筒、手 鉾、鈴一等68T:採 録さ れてゐ る。) 仮11紛

K ; 、分の 一等より現寸 大迄めって 、 各附1恢勾2 に詳

しい説明がある。

例 へ (1色'126:;: ，;1=fi止¥('{ji ; ! t の祝日月を示せば

( 原す原色〕

Ii 'f j  全 長85. 0柄

ｙ よ司 ｾｉ 士ＮｪＺ ｬ ｪ Ｚｴ￭ ｆ ，｜ｬしく ｻｰｬ 烏のしのとし凡う ｊｶｪ 練れる

が、 V4枚初にして内 三枚 1: 1: 長< 1也の二枚 [ 士短い。

た符に 11初廷を被せ筈谷 本矧ぎ IH 車、永矧( 士官華' . ! :

，ｩ ｈ ひ 、 ｆｌｊｊ 答者会とす七矧ざとのｉｴ ｮ にま止 ｩ の ｾｾＧ￘Ａｩ る

以 U ) :説明の一例でゐ る。

印 刷 の鮮側 、 紙質の ＱｾＧ ・又｛士ザヨ ット ｦ 也に灼 例が

ないf ' U.!l:の :n米である 。

••• •.• 
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・

••. •.• 
・・.
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通 常 事 事 曾

l、 昭和 卜二: [ ' - 卜- 1) : 二イブl.r ll 大阪市北! 日;'1' 之 烏

l 、 段 ｾｪＺ＠ 二 名 の 選 権

2、評 議 員 半 数 改 選

了三ーj ・月三務地利 11 ピ ル ヂ ン グ に 於 で 昭 和 1-プニイ1'. 1、議長投票の締切合作( イイf二件の[ 射YZ及採鮎{ 士

皮 遁 常 総 令 を s/.J 合 す 同時に行ひれし就ては ￟ｦ ｅＧで ￎ Ｏｾ 伶人の選定合 一 任

されにしとて; とをがり異議者ーなく| 、 ;;c の 通 術 名

依 弧 し !封j呉ft>i T' 3、

1.. 11
1
1席 者 l仁志の主主仲良四 --::. ;:1';

現 ! 京 徳 術 rl' ! I ' I ' 背綱 J j ' 村 英 惟

本 多 ] E 道 ヲド 1-. ｾＧ￺ￌ揺を 7百七間前一

1i ij 要 健 造 瀬 口 長 吉 曜ま '1' 一 以

l荷 村 信 一 久 保 問 尖 !it ; 湯川

平刊 fll 
克e也pHt 

) ' l t勉消P. ! i Hf< 111手 間吾

大万 忠、夫 統 fli 道 夫 I九 日l ｦ ￬ｾ＠

l!/:U1i  Jr)i.，; 1  平草子 英 ーー 抜 本 喜 子

清 水 俊一二 鈴 木 孫TIl 11- 1  '1' 秀彦

干す 7← illo 小 川 陽 Jf 砲J f 幸次郎

宇; 干! I t 夫 小 林 後 三 il 苛jj:-'A三 m<

JJIIFIi 安 彦 大 l司/11[[ 三J l I< 岩 崎 北 大 iif<

樋 11) 長大Hf < 問問 -'手男 11' l HillC( Ｍ ［ｾｊ ｩｉ＼＠

，'1:'， i事 lilf }l- Wd 安 '!'よ王 将卒

lf- N 忠、tj !j '1' 同 プ 、 iif< 芝; 問先rヨt

Ｈコ火当ｻｾ不問〉

1，午後' J i . 時五十31. 分 一同寺fj'Jfi:IJIJ 令 令 長 片 f，' ，司安代

議長となり本語常総件( 士去る ー卜ー I1 __二十 四 II I) IJ

催 欽 し 土 し 1: :/J :，'I' ，m: 曾 只 定 倣 に 漏れさ' りし匁総

合 成?にせ t.i.i k千? となり七しれのでや; 1111再 度 の

招集なるにより定紋泌: 二十凶{ 傑fE! ".!.t に依り J E駄

な 〈 総 合 成 主に H lJ fJ令 す る 旨 合 作(n及て通知lせ

し旬1<  ｉＢ ， ［ｴＮＡ可ｲＮ ｲ 氏念行ふに ｈＱ ＧｊＺ ＺＧ ， ｾめり ＱＺ ｾ旨 Ｕヶ γ

ー，ド

， c  

開 票一段合 人

民主主 j ，マ ーと! 凋 iJ!: 

? 古 務 小 川 陽 芹

ffi J  新 名 稲 夫

合 員 '1' nザ 順 次 郎

ffi J  羽原f . # . 徳i

同 知 的 拡 大 r H <

Ｑ ， ふ［て ｾｩ 兵長より之上 ＱＩ 議事に ｦｴ る旨を注べう七つ ｐ

ＧＧＱｾの幸ｦＱＭｗめ り

1，昭 和 十二，，:， 1:.:.}支事業持ift

ｬｪＧｉ ｉＡｪ Ｇ ｲＮ ｟［ｩ￹ 常務より Ｉｊｉｊ 紙報 ｾｉｦｾＡｾ を ［ ｩｬＡ ， ｩ ｜ｾｻ 報什ゐ ｢

イf に到し議長より 償問の有無を問] ひ7よる L 質

問 者 な し、衣 て 議 長 よ り 御 承 認 主 認 め t す。

ＧＱＧＱ Ｇ 可七 ｾｩｏ 常務上り本報告 ｾ ｉ ｾ はｪＩ ｢ｾ 包に品 Ｚ き ｴ す

から後刻御 ｻｩ ｦｴ＾ 願ひ土すとて議ｾＺの相 ｌ に川〈

次て波長より克に今次 ｨｪＮｪ へぷ， ｉｦ での ， ｴ Ｚｩ［ Ｇ ｾ守れを

ｩ 辰ｩｌｴし土し仁が事長ｾ ; ' 色、ど要しれる j 書評滋口令

や純千? に治る町立なかりし旨を附言され終決等

の鮎に於て府氷遁＿古の ｉｾｊｩｩ 豊に報告承認を ｾＡ Ｑ る

ＺＺｏ ｬｮ 忠 ｊ 、とｪＧ ｦ￧ＮＮＮＮＺｾ

1，昭 和 卜一年度汐: 算報告

清 水 「訂常務上 1) ｉｊｉ ｉ Ｉ 浦 ｬｾＧ､ｩ Ｍ ｲ 制［説明 ， ＱＭっ し 次
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て' 尽士附 l仕事より本イ'1責|期するに誤謬迷算 な

さことを' 殺 i明報官あり議長より質問の有無を・

開l，f 、質問普 r，きを. p-( ・御ポ守主音i1サ l: ，J  /  1  . ものと

認め て よろしきや 否 営 問 Ｈｾ 承 認の三 ， ｬ 1て洪ゃー

し次に本イキ l二関聯し t

ｼ、 昭 和 十 一 年度刺係金底分の件に 附議 し先つ ［ ｲｾｩ ・

7)<，1二百f常 務 よ り 説 明 あ り 質 問者 、異 議者 なく riJ

汐とし7こり

l 、昭和卜三年度ィ牧支漁算のイキ

清水 :F. 言十常務よりか] 表男、案牧入及支出に付詳

細説明めり次て議長より質問の有無を問ひ質

問 者 な きに付賛否を問ひ異 議者 なく 満 場一 致

原 案可決し7こり

!  . 決て片岡議長退席に付竹腰副合長議長となり

議事の終了合告げ選韓基開票の結果に付次の遜報

作めり

l  l託事二 名j建慰投票 総 枚蚊ヨ1. 三一枚 ( 綿菓ll!文

- 0 ヨ1. 二葉 内 白 票ー0 票〉

Ｈ但し 投 票 一 枚に付ー 被選厳者二 名 主主 ｾ ｃ 無記名

投 票 とす〉

ｾｾｾ［Ｇｪ 建 五 一二 票

同 五 - 0 票

ニ欠果占 四 票

( 以ド略〉

古塚正治氏

清 水 栄 二 氏

波 部 圭 吾 氏

2  評議員半数改選の投 紫紺、枚 歎 五二八枚 〈総

ｊ ｒ 敏 一 五七五現内白菓 子 ＮＴ 〕 引ＡＡｾ対 ｊ 三 ｾ ｾ Ｉ

ぐ 但 し投票 一枚に ｩ 寸被 ｍ 患 者三名 主主 ｾＸ ＱｗＺ ｪ 日名

投 票 t す〉

;，:;'; j盤 入六主主 松 井 清 之 助 民

日i 入二葉 八 木 怒一氏

同 入一票 中 間 六 郎 氏

同 入 一主主 # 8 l 口甚吉氏

|司 じ九浜 石 川 克 三 氏

rnl  -Uu: ¥' z 閉 匁1主Il 氏

r，.1 じヒ禁 火 ｔ ｦｴ ｬＡＨ三百ｾｊ｜

1，.1 -[.: -七双 村 井 ま監氏・

同 七， 、- ー酉ミr 言 1U手 間吾 氏

1  t  0 4  

';!;j 笠
七Jノ、J 京可2ζ  久保問積吉尺

同 七プzrl 1 U壬

1，，1  11 f主導ー 伊F来 初 夫 トt

|司 ｾ ［ ナ Ｑ 黒 市品知 秀夫民

|日l 七 五 葉 f宇野 良三氏

!日] 七 四 票 県 i軍・ !ilf.K: 

日! 七 閥 禁 内 藤 克ー J-i:

|司 七 四葉 平野忠、雄氏

同 七三EZ 欠 同 級 蔵氏

同 ーヒ三票 横 間 道 夫 民

同 六 九 票 1m納 混 一 氏

手;貼 ＭーＺ｟ ｾ 之
小笠原鮮光氏

同 二 葉 亀井幸次郎氏

同 Ｍー一 司・ヌｾ 新 名 種 夫 氏

同 二 葉 早 支 俊 夫 氏

同 ニ票 横山 新 進氏

〈以 l、買わ

Ｑ Ｎ 是に於て議長より総合終了の旨ｾ告げ 一 同拍

手ーし| 羽合す 。 l侍に午後七時十五分

1. 本議事録の代表署名者に付議長より之を' : ｾ｜Ｇｦ＠ 9  

［義長 指名に依り下 記ニ氏を 指名 し 承認 ｉ Ｚｾｾ 肘 ι り

大 nm三郎氏 利 問 主主氏

評 議 員 曾

1. 昭 和 トニイド卜二 月間 11 '，入阪市北町 rl'之 鳥 三1 ・

11 三帯 地 制 11 ピ ルヂングに於て評議員千n: HIl令

す。

1， ＯＱ Ｑ Ｑ 席者ド ｩ［ ｏ の泡評議員 二 十三名ｾＮｩ ｊｊｾＭＺ Ｚえず Ｑ

評 議員

片 岡 安 キ公本 主JJ，集 井 上 申活戦

伊 藤 和 夫 伊 勝 式 文
大ーDI i( 7，i，:i il<

夕、保同干i宣吉 柿j i純 I飲 !l?， i'f liff 

ｾￍｾ 木定 、 Ｚｲ￭ Ｎｩ ｩ｛ Ｈ ，竹花来春一 政問 主連ー

内燦 dl 中 jl!i /' 、HI< f下 野 氏 三

樋口民大H ¥( ｆ ドＡｬｬｦＭ忠 、 Ａｾを 福 知 秀 夫

欠 閉 鍛毒者 堀 11 法 吉 三 浦 lt 

村 井 ill; 横 倒 道 夫



監 事

古書記 正治

|、 午後五時四十五分[ J IJ 合 、令 長 理 事 片 岡 安 民 議

長となり只今 ｾｉ Ｇ ，ｽ市 二十三名なり 、 定欺第 二 十四

保に依り 評議 只 全 ｊｬＮ の 二 分の 一 以ｼ 二 の ｾ ｉｾ 席に ｦ ， ｪ

本合成 立 の 旨 を告げ後て 泡 釘 ｬ しれる 如 〈次のｾ

刷f系上本年十二 月 十j t H :t'以て就 任 す る こ と 合

附 言 し且布 ｬｬｬｴ 訟に付ｽｾ 賛 否を開 ｬ ひ Ａｬ Ｔ ｊ 産 者 なく佼

}'x' nI 決し? こり

Ｑ ， 向 ｬ ｩ 誕長より本件の議 ＴＱ ・ 録代 決Ｎ ｾＧＱＧＮ ＢＪＱ こｻ、ｪＢＢ作り

; 副主・任にでふLの二 民全指名す

11・イ伝来春氏 三 ［ｾ￬ 花 氏

単執行することをp '在す l、議長より i接持品終了に i、j'本 1I の許議以合(よm宵

ｾｾ Ｍ Ｍ定欺ｾＮｾ十ヒ係に依る ｉ 里ｾＩ＾三名選母語 する旨 {t>>'[:記し I致命す

必 二 ［主歎 ｾＺｪ ＭＮ ニ ｉ Ｇ ￺ 茶に依る合長 名 、 ;1';1; 令 長 Jr.'f に午後ノ，1時二十 分

二 名i盤単 常務審 Ｈ 員 ｾ ＲＵ 回 〉

第三〉巨歎> i i 1 仁係 に 依 る 常 務 1-二 名1i .;室 内

ｬ 、 次て議長よりふｾｾま ｪ 川止に付衆議に ｾｾＧ ｆ 9評 議 I，j'  

12) J  6  1I 午 後 61均一一 8 Ji .f  

砧築材料陳列場万'J 主

員三浦泌氏より riir 1?' JJによる投主主j i I i 荷量に代 J 、るに nl，J市 1[，' J眠不 松本則合長二

託 ｾｔ 委員 ｩｦｩｉｊ ｾ Ｇ ＮｦＱｪゆることの縦波めり依って議長 !弘司I 波白1¥獄 事

より之を決議に必り ＡｉＢＧ ｾ 持者なく詮衡 委員 ￭ｾｬＩ に依 常務 Ｉ Ｑ 二 卜 ｾ ］ ｅ 記 、 小川ド， ［ＱＱ ， :bul 1-J U iJ ， 

る こ と に 決 議 し縦 L 、て議長より 診、詮衡委 員の 人 川l問:J=. ，ｩ｛ 、 ｲ ，ｾ J 1CE ，if' ，新名謝申i人

員' * - 選定に H KJ i 法等 7C ｉｾ ｗＮ＠ 9議 長一任となり首長 捌 日 編 樹、 .!t fll 縦 怜

長より ー ｉ ‘， ［Ｐ 五Ｎｉ｜［ｻｻ＾桁，ＪＢ し 承諾ｻ･ｾＫト ＿ こり 総 本

久保 flH!llr' t .，:，?，滞 研 武閉 経 ー 1，十二 )J {)司 令に隙j する 11jニ

1¥・イ主 米若手 内 政 ｩｾ ｾ＠ 2"  ，昭和卜三1，1'-皮 常 務 合 に 引 総-;jf.Jj ( の ('1・

1"  ｾ止に於 て ｩ 没後＿委 Ｑｾ Ｑ 土 ｽＩｬ Ｑ 五に於 て 泊 Ｎ にお ｬ 委 ｮ 台 3， ｦ ｬｚ Ｑｈ ｉ 総 合 ａ 主 役 員 、 委只 Ａと ｴ 勢合開催にｾｉｬす

伝聞 く 、 ｾ ｢ ｬ ｩＧ ， Ｑ 許， ｩ 品 川合 Ｑ Ｚ ｬＺＱＺ本 政 する こ ｴ 会議長 よ る科

り宣す Ｍ ｜ 災 ｾ ｉ ＮＡ［Ｎ ｉｾ 民 ｬ 良委ｌｬ ￝ 守 よ り 地下ＺｃＮＨＱＮ｜ｊ Ｚｦ，ｾに ｾｉ ｊ し 追加 Ｑ｝ 泉

l 、 午後/ 、時評議II 令再IJI J 算要求の 1
1

1・

［議長より 只 今 Ｂ￮ｾｲ 委 ｮ より Ｑ Ｚ ，［じ の 通り選挙する 5，災官 IJift. IJA委員合より 風腿調査に H討する謝必

ニ ｾ ，ｾ報告みりと て 之合 削減 す の 件

3哨4 令 長 Jl' IN，) 宏 氏

I，;J i.¥I J合 長 11 服 地lliJ も

I，;J  i，¥iJ Y本長 rl '; 事誠一Ji liJ も

Ｆｾ務 j十L 稲城氏 常 務 ・ 伊 必 利 夫 Ji;

f，;J 伊 勝 式 文 民 か1 、鈴木 一幸 氏

ji; J  rl'l .河/ 、iili 氏 町! 、樋 口辰太郎氏

同 柄 1I 'W，.!，喝 J" I，;J  Ｍ 白 ｩ 井ｾ Ｇ ，Ａｦ ｾ ，と ｉ リ ｕｉ Ｂ

I，;J  三 iili /Ij_ J¥ I..J Ｍ ノ ｜Ｎ ｾ Ｍｫ ｾｩￆ＠ - .  Ji; 

日1 111T- f日f吾J i ; I，;J  . 占 f1:l -(吉J i ¥;; Ji:

( 五十 釘WD

6， ｩｬｩ ，Ｊ ｈｾ ｈｩｦｲＭ先 必 ｪ Ｚ￭良ｊｲＮに 持 討する ｦ Ｇ ｬ

Ｗ ， 名器 ｾｴ 助此に ｾｉｊ する ＱＧＱ

0， ｾ ｈ＠ 1"牛 jりm央& . 哨俸に附する f'l

9、rr J . t 詮衡

報 告

11:"  

l 、基 礎研 究 令 近 畿 支部事務取扱に闘する 1'1・

2，ー|ーー) J 分合五| 報告

自ι よー1' /-: I1  

3， 仁川会三 l- 1l  ltjj i主t皮切に Jたり る調査報告

十 二 月 例 曾

1，二次て成長上りイI 本 11 m: 場する し略 事(士号fEi日の }!Ij 

12) JI 311/ 1' 後 61時一 一1011午

協 合 倶 楽 部 室
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，'1-
1

1
席 者 卜;i Ll の泌ー士ミー 名 C-4( お耳、 I"J )

ｼ、 午後正六時合長 ｩ ｜Ｇ［ＺｦｾＡＮとして＼ＱＧ滞主 ｩ［ｾ ｕｦＮｊ ｅｲｻｌＢ Ｇｬ

し'; 1品質き本 )J 倒 合として 上海i民法一行の報告 合

を聞くことに付-1:J，.;: のIJf. J令の鮮を述べ らる

l、次いて鳥井信氏 i寅担に立ち」ニ7草地闘により今

回の澗資金般に{、J- 二時t: IJ にI ( る詳細なる報告め

1，午後八時吉岡信武氏より上潟に於 げる火災跡

の状ぬに付報告めり

人 女て入l博二十分より八木滋一民登攻、同氏1 i

上海に j冷げる建築物の現存. より府主将に封する力

f';J に1'J て報告あり

i、八時三十: J i . 分松井消之助 Jもな程、同JeI : t 反射

幻燈ｾ舟ひ爆弾及火災の被害状況に付説明報 ｊ ん

あり( 布報告の詳細は後 11 令誌 にJ掲載をま炎の双

定〉

1， C7( て質r:: H灸rl'j 苓同日より講演者に 到 する ; 射齢

あ り - f，i J 拍T・& 以て之に和し稀平! の旋曾州 lこl!t l

令す

'1' 井 新 一 郎 '1' )翠誠一郎 浅 野 新 a

J ドト ij，u¥磁 森山 ｼ塗 ＧｲＮ ｾ 山手 ｾｔｦ吾

玉ufi. ll ' ! ! .次郎 時空井 敏 Y己 松 本 孤31主

本 多 正 道 1Jl1燦 幸子古 i荷 林 治 比/J

来 弁 一 馬 中島 二二iill 飯 干 沼3た

松 村 文T行 弘武 f吉夫 徒 川 ηVJ 、

中 野 吉 禰 <1'込 勝干，'_ 大 I: Wi三 郎

横倒 遣うた 内 藤 正L- 問 中 秀 彦

小 川 陽 古 ｲ ｾ［ｪｗＩ Ｑｬ太ｉｩｬ ｉ 木村梅次l Hl

佐藤正手jjll :本問 ー長功く 勉 Jf 幸コXJiIi

長 ｪｩｪｾ 工不 ｾＱＩＮ｛［ 柏原竹 ｊｾ ￉ 谷 民 総i

必ιl ' 一 民 問 湿 布 門 九 fll f1ii 

l'fl 'l '幸太1111 <1' 村 jf.lf- 自 ｪ ｩ ｾ !fi : ニ

伊点 1:ITi台 山 崎 巌 ｾ ｊｪ［ 言 ｝ 健三

篠 原 太 郎 t古自 ヂｾ - - 火 岩 近 八

iji ; . j 知秀夫 安 13j UリI!I : 111ilfof J.氏ー

鈴木女次H rl 見 !l't i.位 引 回喜子之助

石ヲド 5孟 永瀬 狂 三 武 J t. 徳、松

尼 悩 ｹ［ ｾ ＭｉＡ ＡｩｩＱｬ ｬ 武 ｬｮ 車 ｾ｟・ オ'ff. 自Ａ ｾ tffi 

七i 坂 VJ 、美 長 ii!: ｾ， ｴ ト ー <1' ， ｾ Ｇ ｩ 倣ＡＺ佐

鈴 木 ーー:や 政ｼ刈 Ｎ ｾｾ次 杉 i11i W;a: -

1  1 0 6  

伊j必 n占 11比 文 総 械 111三 凶 次

1I 内必ず円台 'ト供 ￮ ｾｾ［ 品 ｩ i及川矧大 iill

社11間 宮 lき 自il 阪 j勝三 l京阿 +- 歳

111本 千 占 同 rl' 信 夫
竹中主 ｴＮ ｟ ｾ

、込 山 勇吉 猪瀬幸太I l I I 三 詩 型 ｾ ｉ ｾｾ 之進

2王 谷 陽 充 弁雲制j治日1，'1'野倣次i : i [1

矢 野 勝 一 川IJ 一 二 卒! i 二府- Hl I
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J-!U i' の遁り。

無言実令5日銀

l、 11 時 1I 月28日 ( 日曜日〉午前91時30分一

一午後 61時

入 場 所 大 阪 借 行 社

l、出 席 者 別 表 中 、脳留、井口 、小竹、船久保

矢部、鳥養、jJ ll宮、川内、高岸、

谷口 、井 1-. ， 111 口氏 等 共f也計45名

l、議 事

( 1) 陸軍側池問 、高島雨中佐より 時局に除J し

講話めり

( 2)  jJ ll 表協議事項に就て協議せり

( 3 ) 陸軍側より遁2吉の時機に本線談合を再開

せんことを? 提議し浦容一致之れに決し午

後 6 時過ぎ散合せり。

( 4) 午後 61侍30分風刃堂にて 一同晩餐舎を能

し8 時過ぎ散曾せり。 以 l
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一般側係

l 、都市の防空問題( 日本建築協令、電気普及合
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* 怠 Jミ深き nfl 相 12'f - に相次いで更に意義深き

日高 t111 } { f ' - が到来し 1: 。例 4ド主主 り本午1，J F . 丹波

Ｑ ＮＱ斯家の大先読此に少 ｊ 十 ｉ ｾ 皐 ｦｫ の論文台以て漏

れきれ7こが 、何れも株に時節柄! u 剣の検討に

なる堂 k 1: る玉稿のみでめる 。年頭に常って

深謝する次第でめる。

女昭和 12年 It 建築界に於ても質に多岐多柁で

あつれ。併へ11、市街地建築物法附係法規の

改訂増補、防空法の市IJ 定等に依って 、建築家・

の責任も愈々電且大となっ? 二。就中 、防空法

の制定 11111大時局否永主主の閣家政策上英の意

義lままことに深い。

女 臨時資金調型産法、輸出入」73等に附する併置

に附する法律、働 鋼工作物築造言1' - 可規則等の

霊堂布 L我々建築家に 投働〈る影響{土甚大でめ

る。図夜とし樹立さ れ れ る 以 じ 我 々 は 充 分

なる覚悟左前n同Tこる向俺とを? 以て 、大いに之

を ［ ｉｾＩＨｦ 町 ＱＱ ノ［ とを ・ 普 ｾＭＱｬＢ ￜ ば ｴｾ ｃ ，Ｂ､Ｑ＾ＺＧ 思ばれる ｯ

Ｊ ♀ ｾｰＺ の ｉ ｰｘ， Ｍ り ［ｬＧｬ ｴＮ >:. t" I( ｾ＠ 1: る卜海の聡跡を| 刊 . ，

〈秘書美して針り 1: る鳥井、八木、松一件、吉I: I !

の Ｔ 民 ｬ 士昨午 Ｈ ｾＹｈｪ 阪し ＱＺＰ ｾ Ｑ ｾ の旅行談 ｬ 立本 誌

2 J1 誠に 、持術的報告は 3月減 にJ弘司&; の改定

でめる。 叉、釦; 康被の風穫に到する武主主なる

ＧｊＮｴ験報 作 も災 Ｚ ｾ限度委員令の手により完成せ

られ次械に掲殺の筈でめる。 ltii して待f これん

ことを。

安本令編 'pft 常務として うヶ年間の永きに百: り

終始一方な らぬ努力を挑ばれれ新名氏が今岡

村〈本誌編悦の第一線より港かれることにな

っt: 。然し間被的に我 々を大いに指導担助下

され、徐 々本件の角l却束力賜るとの報に接し

議 u 哲凡と 共 に大いに慶び皮 いと思ム。

* 概論 に' r{ 際に、建築界の育iJ 治や頗る多t G 我

々[工事;t; 1伐に同l ふ阜 市約兵の燃ゆるが如き意気

と希引とを 値し て、邦家のn ! t T r 界の然意義深

きRf{，州13イドに ;白進 し皮いと考へ る。

( 吉岡信武 〉

建 築 と 社 岳、

第21，隊 第 1!銭

l加 50銭 ( 郵税3銭 〕

|  毎月 l 回 l 日夜 行 定 償 12畑 6 岡 ( ｾ＠ 36銭 〉

昭和 12年 12月25 日印刷 限 利 13年 l 月 l 自費行

安行 ・編 納
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大阪 di 11:，'，' ，1; 朝日ピル日本位築協合内

印 刷IJ !i!i プ ラ ト ン 印 刷 ilU:
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霊 堂 行 内f E噴 円本主主 築 l品作

大阪 ，J-i必1/il ; 'I' 之 島 3 ノ 31.現 H ピ ノレ

電話長北演( 23) 4501番( 9)

接 替 口 座 大 阪 39975番

待約販資自 柳 々 堂 書 J占

大 阪 市 州 民 泉 11 I [ 掘現子板橋西

電話土佐堀 2 4 4 0番

援毒事口慶大阪2084番

禁 輔 載

ヱド誠 に掲紋ぜるもの は、 一切これ を? 無断に で

将軍定 し又lま単行本に1 -.1キそ の他の複製行潟を

なすことを・祭すも@
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